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はじめに
このたびは、SYSMACプロトコルサポートツールCX-Protocolをお買い上げいただき、ありがとう
ございます。

CX-Protocolは、Windows版のプロトコルマクロ用サポートツールです。

本書は、CX-Protocolの操作方法について詳しく説明した解説書です

なお、ご使用の際は、PLC本体のユーザーズマニュアルを併せてご覧ください。

対象となる読者の方々

本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。

電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で

　　• FA機器の導入を担当される方

　　• FAシステムを設計される方

　　• FA現場を管理される方

お願い

本マニュアルは、CX-Protocolを使用する上で、必要な情報を記載しています。お使いになる前
に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読みになった後も本マニュアル
は大切に保管して、いつも手元においてお使いください。

ご承諾事項
　●保証内容

　　(1)保証期間

本ソフトウェアの保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたします。
ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。

　　(2)保証範囲

・本ソフトウェアの使用許諾を受けたお客様が、上記保証期間中にコンピュータ・プログ
ラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を発見し、当社に返却した場合は、当社は
瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュータ・プログラムを記録した
媒体と交換いたします。｛もしくは、当社の選択により、当社ホームページより瑕疵（当該
マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュータ・プログラムをダウンロードしていた
だく方法により提供いたします。｝また、当社の責任によるコンピュータ・プログラムの記
録媒体の不良を発見し、当社に返却した場合、当社は、無償で、良品の媒体に記録し
たコンピュータ・プログラムと交換いたします。

・万一、当社がコンピュータ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を除去
できないと判断した場合は、お客様が本ソフトウェア購入代金として支払った金額を
お返しいたします。

　●責任の制限

・前条に定める交換または購入代金の返金は、本ソフトウェアの保証責任のすべてを定
めるものであり、当社は本ソフトウェアの瑕疵により発生した、お客様の直接的、間接的
あるいは波及効果による損害等いかなる損害に対しても一切の責任を負いません。
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・当社は、本ソフトウェアを当社以外の第三者が変更、改造することにより生じた瑕
疵や、本ソフトウェアのインストールその他の使用によって当社商品、インストー
ルされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラ
ム、ネットワーク、データベースがDDoS攻撃（分散型DoS攻撃）、コンピュータ
ウイルスその他の技術的な有害プログラム、不正アクセスを受けたことにより生じ
た損害につきましては、一切責任を負いません。 
・当社は、本ソフトウェアに基づき、当社以外の第三者が開発したソフトウェアおよ
びそれにより生じた結果について一切の責任を負いません。 

 

●本ソフトウェアの用途 
本ソフトウェアを本マニュアルに記載の用途以外の用途で使用しないでください。 

 

●仕様の変更 
本ソフトウェアの仕様および付属品は改善またはその他の事由により、必要に応じて、
変更される場合があります。 

 

●適用範囲 

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本国外での取
引および使用に関しては、当社営業担当者までご相談ください。 
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 関連マニュアル 

CS/CJ/NSJ/CP/NJ シリーズの PLC 本体の関連マニュアルは、下表のように構成され
ています。併せてご覧ください。 

Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

プロトコルマクロ
（送受信シーケン
ス）作成用ツール
CX-Protocolの操作
方法について知りた
いとき 

SBCA-307 
（本書） 

形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Protocol 
オペレーション
マニュアル 

ユーザ作成のプロト
コルマクロ機能の詳
細を知りたいとき 

1)CX-Protocolの操作方法、および
2)プロトコルマクロに関する詳細
について、説明しています。 

CX-Protocolを使用して、ユーザで
シリアル通信用のプロトコルを作
成する場合または標準システムプ
ロトコルをカスタマイズする場合
に、参照してください。 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□D-V4/ 

LT□□□-V4 

CX-One 
セットアップ 

マニュアル 

CX-Oneからソフト
ウェアをインストー
ルするとき 

FA統合ツールパッケージ CX-One

の概要、CX-Oneのインストール方
法を記載しています。 

SBCA-470 形 SYSMAC-SE2□□□ Sysmac Studio 
Version1オペレ
ーションマニュ
アル 

Sysmac Studioの操
作方法、機能（ファ
ンクションブロック
機能、ファンクショ
ン機能、ストラクチ
ャードテキストプロ
グラム）について知
りたいとき 

Sysmac Studioの操作方法につい
て説明しています。 

シリアルコミュニケ
ーションボード／ユ
ニットの機能（ハー
ド、シリアル通信モ
ード）について知り
たいとき 

SBCD-300 
 

形 CS1W-SCB□1-V1 

形 CS1W-SCU□1-V1 

形 CJ1W-SCU□1-V1 

形 CJ1W-SCU□2 

CS/CJシリーズ
シリアルコミュ
ニケーションボ
ード／ユニット 

ユーザーズマニ
ュアル 

オムロン製コンポー
ネントとの標準シス
テムプロトコルにつ
いて知りたいとき 

1)シリアルコミュニケーションボ
ードおよびシリアルコミュニケー
ションボードユニットのハード・
ソフト、および 

2)標準システムプロトコルについ
て説明しています。 

注 1：シリアルコミュニケーション
ボード／ユニットの通信ポー
トを使用して上位リンクモー
ドで通信コマンド発行（手上
げ機能を含む）する場合、通
信コマンドの詳細について
は、通信コマンドリファレン
スマニュアル（SBCA-304）を
参照してください。 

注 2：ユーザ作成のプロトコルマク
ロ機能の詳細を知りたい場合
は、CX-Protocolオペレーショ
ンマニュアル（SBCA-307）を
参照してください。 
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Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCA-304 形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CS1W-SCU□□-V1 
形 CS1W-SCB□□-V1 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU1□ 
形 CJ2M-CPU3□ 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1W-SCU□□-V1 
形 CP1L-M/L□□□-□ 
形 CP1H-X□□□□-□ 
形 CP1H-XA□□□□-□ 
形 CP1H-Y□□□□-□ 
形 CP1E-E□□D□-□ 
形 CP1E-N□□D□-□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/CP/NSJ
シリーズ通信コ
マンドリファレ
ンスマニュアル

CS/CJ/CPシリー
ズ CPUユニット、
NSJシリーズ宛て
通信コマンドの詳
細について知りた
いとき 

1)Cモードコマンドおよび 
2)FINSコマンドの詳細について説 
明しています。 
CPUユニット宛ての通信コマンド
（Cモードコマンドまたは FINSコ 
マンド）の詳細を知りたいときに、
参照してください。 
 
注：本マニュアルに記載している通

信コマンドは、CPUユニット宛
ての通信コマンドです。その通
信経路は、問いません（CPUユ
ニットのシリアル通信ポート、
シリアルコミュニケーションボ
ード／ユニットの通信ポート、
通信ユニット経由などが可能で
す）。 
また、高機能 I/Oユニットまた 
は CPU高機能ユニット宛てコ 
マンドに関しては、各ユニット
のユーザーズマニュアルを参照
してください。 

SBCA-349 形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU1□ 
形 CJ2M-CPU3□ 

CJシリーズ 
CJ2 CPUユニッ
ト ユーザーズ
マニュアルハー
ドウェア編 

CJ CPUユニット
のハードウェア的
な仕様について知
りたいとき 

CJ2 CPUユニットに関して、以下の
内容を説明しています。 
・概要／特長を知りたい 
・基本システムの構成を知りたい 
・各部の名称と機能を知りたい 
・取り付けと設定方法を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい
ユーザーズマニュアル ソフトウェ
ア編（SBCA-350）と併せて使用して
ください。 

SBCA-350 形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU1□ 
形 CJ2M-CPU3□ 

CJシリーズ 
CJ2 CPUユニッ
ト ユーザーズ
マニュアルソフ
トウェア編 

CJ CPUユニット
のソフトウェア的
な仕様について知
りたいとき 

CJ2 CPUユニットに関して、以下の
内容を説明しています。 
・CPUユニットの動作について知り
たい 

・内部メモリについて知りたい 
・プログラムについて知りたい 
・各種設定について知りたい 
・CPU内蔵機能について知りたい 
ユーザーズマニュアル ハードウェ
ア編（SBCA-349）と併せて使用して
ください。 

SBCA-301 形 CS1G/H-CPU□□H CSシリーズ 
ユーザーズマニ
ュアル セット
アップ編 

CSシリーズの概
要／設計／取付／
保守などの基本的
な仕様について知
りたいとき 

CSシリーズの PLC本体に関して、
以下の内容を説明しています。 
・ 概要／特長を知りたい 
・ システム構成を設計したい 
・ 取付／配線をしたい 
・ I/Oメモリの割付を知りたい 
・ プログラミングをしたい 
・ トラブル時の対応を知りたい 
ユーザーズマニュアル プログラミ
ング編（SBCA-313）と併せて使用し
てください。 
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Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCA-312 
 

形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1M-CPU□□ 

CJシリーズ 
ユーザーズマニ
ュアル セット
アップ編 

CJシリーズの概
要／設計／取付／
保守などの基本的
な仕様について知
りたいとき 

CJシリーズの PLC本体に関して、以
下の内容を説明しています。 
・ 概要／特長を知りたい 
・ システム構成を設計したい 
・ 取付／配線をしたい 
・ I/Oメモリの割付を知りたい 
・ プログラミングをしたい 
・ トラブル時の対応を知りたい 
ユーザーズマニュアル プログラミ
ング編（SBCA-313）と併せて使用し
てください。 

SBCA-313 
 

形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/NSJシリ
ーズ ユーザー
ズマニュアル 
プログラミング
編 

CS/CJ/NSJシリー
ズの各種機能につ
いて知りたいとき

CS/CJ/NSJシリーズの PLC本体に 
関して、以下の内容を説明していま
す。 
・ プログラミングをしたい 
・ タスク機能を知りたい 
・ ファイルメモリ機能を知りたい 
・ 各種の機能を知りたい 
ユーザーズマニュアル セットアッ
プ編（CSシリーズ：SBCA-301、CJ
シリーズ：SBCA-312）と併せて使用
してください。 

SBCA-351 形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU1□ 
形 CJ2M-CPU3□ 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/NSJシリ
ーズ コマンド
リファレンスマ
ニュアル 

命令語の詳細につ
いて知りたいとき

各命令語の詳細説明をしています。
プログラミング時に、ユーザーズマ
ニュアル セットアップ編（CSシリ
ーズ：SBCA-301、CJシリーズ：
SBCA-312）、ユーザーズマニュアル 
プログラミング編（SBCA-313）と併
せて使用してください。 

SBCA-340 形 CP1H-X□□□□-□ 
形 CP1H-XA□□□□-□ 
形 CP1H-Y□□□□-□ 

CPシリーズ 
CP1H CPUユニ
ット ユーザー
ズマニュアル 

CPシリーズの概
要／設計／取付／
保守などの基本的
な仕様について知
りたいとき 

CPシリーズの PLC本体に関して、
以下の内容を説明しています。 
・ 概要／特長を知りたい 
・ システム構成を設計したい 
・ 取付／配線をしたい 
・ I/Oメモリの割付を知りたい 
・ プログラミングをしたい 
・ トラブル時の対応を知りたい 
プログラミングマニュアル（SBCA- 
341）と併せて使用してください。 

SBCA-341 形 CP1H-X□□□□-□ 
形 CP1H-XA□□□□-□ 
形 CP1H-Y□□□□-□ 
形 CP1L-L□□□□-□ 
形 CP1L-M□□□□-□ 

CPシリーズ 
CP1H CPUユニ
ット 
プログラミング
マニュアル 

CPシリーズのプ
ログラミングにつ
いて知りたいとき

CPシリーズの PLC本体に関して、
以下の内容を説明しています。 
・プログラミングをしたい 
・タスク機能を知りたい 
・各命令語の詳細を知りたい。 
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Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCA-342 形 NSJ5-TQ□□(B)-G5D 
形 NSJ5-SQ□□(B)-G5D 
形 NSJ8-TV□□(B)-G5D 
形 NSJ10-TV□□(B)-G5D 
形 NSJ12-TV□□(B)-G5D 
形 NSJ5-TQ□□(B)-M3D 
形 NSJ5-SQ□□(B)-M3D 
形 NSJ8- TV□□(B)-M3D 

NSJシリーズ 
NSJコントロー
ラ ユーザーズ
マニュアル セ
ットアップ編 

NSJシリーズの概
要／設計／取付／
保守などの基本的
な仕様について知
りたいとき 

NSJシリーズに関して、以下の内容
を説明しています。 
・ 概要／特長を知りたい 
・ システム構成を設計したい 
・ 取付／配線をしたい 
・ I/Oメモリの割付を知りたい 
・ プログラミングをしたい 
・ トラブル時の対応を知りたい 
CS/CJシリーズ ユーザーズマニュ
アル セットアップ編（SBCA-312）
／プログラミング編（SBCA-313）／
NS-V1/-V2シリーズ セットアップ
マニュアル（SBSA-554）と併せて使
用してください。 

SBCA-337 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Programmer
オペレーション
マニュアル 

Windowsパソコン
用プログラミング
ツール CX- 
Programmerの操
作方法について知
りたいとき 

CX-Programmerの操作方法について
説明しています。 
プログラミング時に、ユーザーズマ
ニュアル セットアップ編（CSシリ
ーズ：SBCA-301、CJシリーズ：
SBCA-312）、ユーザーズマニュアル 
プログラミング編（SBCA-313）、コ
マンドリファレンスマニュアル
（SBCA-351）と併せて使用してくだ
さい。 

SBCA-303 形 CQM1H-PRO01 
形 CQM1-PRO01 
形 C200H-PRO27 
形 CS1W-KS001 

プログラミング
コンソール 
オペレーション
マニュアル 

プログラミングコ
ンソールの操作方
法について知りた
いとき 

プログラミングコンソールの操作方
法について説明しています。 
プログラミング時に、ユーザーズマ
ニュアル セットアップ編（CSシリ
ーズ：SBCA-301、CJシリーズ：
SBCA-312）、ユーザーズマニュアル 
プログラミング編（SBCA-313）、コ
マンドリファレンスマニュアル
（SBCA-351）と併せて使用してくだ
さい。 
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安全上のご注意

安全に使用していただくための表示と意味について

本マニュアルでは、CX-Protocolおよびプログラマブルコントローラ（PLC）を安全に使用してい
ただくために、注意事項を次のような表示と図記号で示しています。

ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。

表示と意味は次のとおりです。

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、
軽傷・中程度の傷害を負ったり、万一の場合には
重傷や死亡に至る恐れがあります。また、同様に
重大な物的損害をもたらす恐れがあります。

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、
時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あるいは
物的損害を受ける恐れがあります。

安全上の要点

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または

回避すべきことを示します。

お願い

本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。

図記号の説明

 記号は、禁止を意味しています。

具体的な内容は、  の中と文章で示します。

左図の場合は、「分解禁止」を表します。

△ 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、△ の中と文章で示します。

左図の場合は、「感電注意」を表します。

警告

注意
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安全上の要点
CX-Protocolを使用する際には、次のことに気を付けてください。

・設備に影響がないことを確認してから、現在値を変更してください。

・設備に影響がないことを確認してから、CPUユニットの動作モードを切り替えてください。

・設備に影響がないことを確認してから、強制リット／強制リセットしてください。

・ボード／ユニットへ通信ポート設定を転送するときは、設備に影響がないことを確認してから
実行してください。

・作成したユーザプロトコルは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してください。

・CX-Protocolは、同一のPLCに対してSYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTと同時に、オン
ライン接続することはできません。
したがって、SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTを立ち上げてオンライン接続している場
合、SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTをオフラインにしてから、CX-Protocolをオンライ
ン接続してください。
SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTをオンライン接続したい場合は、CX-Protocolをオフ
ラインにしてから、SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTをオンライン接続してください。

 警告
CX-ProtocolのPLCメモリウィンドウ機能を使用して、I/Oメモリエ

リアの状態をPLCの実I/O（CIOエリア）へ転送するときは、十分に安

全を確認してから行ってください。

CPUユニットの動作モードにかかわらず、出力ユニットに接続され

た機器が誤動作する恐れがあります。

 注意
他ノードへプロトコルを転送するときや、I/Oメモリを変更す

る操作をするときは、変更先ノードの安全を確認してから行っ

てください。

けがをする恐れがあります。
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Man. No. 

B

C

D

E

F

G

H

J

K

L

M

N

P

Q

R

S

T

U

1999 2

1999 4

1999 11

2001 9

2003 12

2005 2

2006 7

2007 7

2008 6

2009 2

2009 10

2009 12

2010 2

2011 7

2012 1

2012 4

2016 4

2022 6

2018 12

SYSMAC 

CQM1H

Ver.1.1 Ver.1.2
CS1-H CJ1 CJ1-H

Ver.1.2
Ver.1.3 Ver.1.3 Ver.1.4

Ver.1.6 FA
CX-One

Ver.1.7

Ver.1.71

Ver.1.8

Ver.1.81

Ver.1.9

Ver.1.91

Ver.1.92

Ver.1.93

Ver.1.95

Ver.1.96

Windows10

誤記修正

Ver.2.00
CS1D-CPU HA CS1D-CPU SA

SBCA-307U
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バージョンアップのご案内 

■Ver.1.991から Ver.2.00へのバージョンアップ内容 
CX-Protocolは、Ver.1.991からVer.2.00へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。 
●新機種対応 

・新規CPUユニット対応 
 以下のCS1D CPUユニットに対応しました。 

シリーズ CPUユニット形式 

CS1Dシリーズ 形 CS1D-CPU68HA/67HA/67SA/44SA 

■Ver.1.99から Ver.1.991へのバージョンアップ内容 
CX-Protocolは、Ver.1.99からVer.1.991へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。 
●Windows 10へ対応 

■Ver.1.97から Ver.1.99へのバージョンアップ内容 
CX-Protocolは、Ver.1.97からVer.1.99へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。 
●新機種対応 

・新規CPUユニット対応 
 以下のNJ CPUユニットに対応しました。 

シリーズ CPUユニット形式 

NJシリーズ 形 NJ101-9000/9020/1000/1020 

■Ver.1.96から Ver.1.97へのバージョンアップ内容 
CX-Protocolは、Ver.1.96からVer.1.97へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。 
●Windows 8，8.1へ対応 

■Ver.1.95から Ver.1.96へのバージョンアップ内容 
CX-Protocolは、Ver.1.95からVer.1.96へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。 
●新機種対応 

・新規CPUユニット対応 
 以下のNJ CPUユニットに対応しました。 

シリーズ CPUユニット形式 

NJシリーズ 形 NJ501-4300/4400/4500 

・新規SCUユニット対応 
 形CJ1W-SCU22/32/42ユニット バージョン2.1に対応しました。 

■Ver.1.94から Ver.1.95へのバージョンアップ内容 
CX-Protocolは、Ver.1.94からVer.1.95へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。 
●新機種対応 
・新規CPUユニット対応 
 以下のNJ CPUユニットに対応しました。 

シリーズ CPUユニット形式 

NJシリーズ 形 NJ301-1100/1200 
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■Ver.1.93からVer.1.94へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、Ver.1.93からVer.1.94へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●Sysmac Studio Trial Versionへの対応

■Ver.1.92からVer.1.93へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、Ver.1.92からVer. 1.93へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●新機種対応
・新規CPUユニット対応

　以下のNJ CPUユニットに対応しました。

シリーズ CPUユニット形式

NJシリーズ 形NJ501-1300/1400/1500

■Ver.1.91からVer.1.92へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、Ver.1.91からVer.1.92へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●新機種対応
・新規CPUユニット対応

　以下のCJ2 CPUユニットに対応しました。

シリーズ CPUユニット形式

CJシリーズ 形CJ2M-CPU11/12/13/14/15/31/32/33/34/35

■Ver.1.9からVer.1.91へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、Ver.1.9からVer.1.91へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●Microsoft Windows 7への対応

※このバージョンアップは、CX-One Ver.3.2からCX-One Ver.4.03へのバージョンアップに伴う対応です。

■Ver.1.81からVer.1.9へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、Ver.1.81からVer.1.9へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●新機種対応
以下のシリアルコミュニケーションユニットに対応しました。

シリーズ ユニット 形式

CJシリーズ シリアルコミュニケーションユニット 形CJ1W-SCU22
形CJ1W-SCU32
形CJ1W-SCU42

●ダイレクト指定のEMバンク指定を0～Cから0～18に拡張

使用上の注意 形CJ1W-SCU22/32/42以外のユニットでＥＭバンク0D～18にアクセスすると（この場合、CPUユ

ニットにEMバンク0D～18が存在していても）プロトコルステータスが「データ読出／書込領域

超えエラー」になります。
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■Ver.1.8からVer.1.81へのバージョンアップ内容
CX-Protocol は、Ver.1.8からVer.1.81へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●新機種対応
・新規CPUユニット対応

　以下のCJ2 CPUユニットに対応しました。

シリーズ CPUユニット形式

CJシリーズ 形CJ2H-CPU68/67/66/65/64

■Ver.1.71からVer.1.8へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、Ver.1.71からVer.1.8へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●新機種対応
・新規CPUユニット対応

　以下のCJ2 CPUユニットに対応しました。

シリーズ CPUユニット形式

CJシリーズ 形CJ2H-CPU68-EIP/67-EIP/66-EIP/65-EIP/64-EIP

■Ver.1.70からVer.1.71へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、Ver.1.70からVer.1.71へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●新機種対応
　・新規CPUユニット対応

シリーズ CPUユニット形式

CJシリーズ 形CJ1H-CPU67H-R/66H-R/65H-R/64H-R

●Windows Vistaへ対応

■Ver.1.6からVer.1.7へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、Ver.1.6からVer.1.7へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●新機種対応
以下のシリアルコミュニケーションユニットに対応しました。

シリーズ ユニット 形式

CSシリーズ シリアルコミュニケーションユニット 形CS1W-SCU31-V1

CJシリーズ シリアルコミュニケーションユニット 形CJ1W-SCU31-V1

以下のPLC機種に対応しました。

シリーズ CPUユニット 形式

CPシリーズ CP1Hシリーズ 形CP1H-XA，形CP1H-X，形CP1H-Y

NSJシリーズ NSJコントローラ 形NSJ□-□□□□(B)-G5D
形NSJ□-□□□□(B)-M3D

●プロトコル照合機能のサポート
　CX-Protocolでは、プロジェクト内とPLC内のプロトコルの照合を行うことが可能になりました。
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■Ver.1.5からVer.1.6へのバージョンアップ内容
● 統合パッケージソフトCX-Oneからのインストールが可能に

従来（Ver.1.5） 今回（Ver.1.6）

CX-Protocolは、単体でのインストールのみ。 統合パッケージソフトCX-OneからCX- Protocolを1つの機
能としてインストール可能となりました。

●CX-Protocolの起動方法

従来（Ver.1.5） 今回（Ver.1.6）

スタートメニューからの起動のみ。 CX-Oneへの統合に伴い、CX-OneからインストールしたCX-
ProgrammerのI/Oテーブルウィンドウから、以下のシリアルコ
ミュニケーションボード/ユニットを右クリックして、［専用ツール
起動］を選択することで起動可能。
・CS1W-SCU□□-V1
・CS1W-SCB□□-V1
・CJ1W-SCU□□-V1
注：［設定を引き継いで起動］を選択した場合、プロジェクトの
　  新規作成およびPLC機種設定まで自動実行されます。

■Ver.1.4からVer.1.5へのバージョンアップ内容

CX-Protocol は、CS/CJシリーズ シリアルコミュニケーションボード/ユニットが、ユニットVer.1.2

にバージョンアップしたのに伴い、Ver.1.4からVer.1.5に、バージョンアップを行いました。

<バージョンアップ内容>

●新機種対応

・シリアルコミュニケーションボード/ユニットのユニットバージョンアップへの対応

以下のCS/CJシリーズ シリアルコミュニケーションボード/ユニット 「ユニットVer.1.2」に対応しま
した。

シリーズ ボード／ユニット 形式

CSシリーズ シリアルコミュニケーションボード 形CS1W-SCB21-V1、形CS1W-SCB41-V1

シリアルコミュニケーションユニット 形CS1W-SCU21-V1

CJシリーズ シリアルコミュニケーションユニット 形CJ1W-SCU21-V1、形CS1W-SCU41-V1

・新規CPUユニット形式

シリーズ CPUユニット形式

CJシリーズ 形CJ1H-CPU67H
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●ボード/ユニットの通信ポート設定

CX-Protocol Ver.1.5は、ボード/ユニットの通信ポート設定にて、CS/CJシリーズ シリアルコミュ
ニケーションボード/ユニット ユニットVer.1.2の通信ポート設定が可能です。次ページの［通信
ポート設定］ダイアログボックスが表示されます。

各設定内容については、シリアルコミュニケーションボード/ユニットのユーザーズマニュアル
（No.SBCD-300）を参照してください。
なお、CX-Protocol Ver.1.5で、上記シリアルコミュニケーションボード/ユニットのユニットVer.1.2
の通信ポート設定において、ユニットVer.1.2でのバージョンアップ関連機能（無手順／シリアル
ゲートウェイ機能など）の設定をして保存したCX-Protocol プロジェクトファイル（.psw）を、CX-
Protocol Ver.1.4以前で読み出すことはできません。読み出そうとすると、以下のメッセージが表
示されます。

「予期しないファイル形式です。」

●標準システムプロトコルの追加搭載

CX-Protocol Ver.1.5は、シリアルコミュニケーションボード/ユニット ユニットVer.1.2で追加した以
下の標準システムプロトコルを、追加で搭載しています。
・上位リンクCモードコマンド親局（シーケンスNo.700～721）
・上位リンクFINSコマンド親局（シーケンスNo.750～767）

・三菱計算機リンク親局（A互換・1Cフレーム・形式1）（シーケンスNo.802～817）

・CompoWay/F親局の一部送受信シーケンスの追加（シーケンスNo.606～621を追加）

<オペレーションマニュアル>

CX-Protocol Ver.1.5にはVer.1.4のマニュアルが同梱されていますが、上記のVer.1.5での新
機能と改善事項の他には機能及び操作に影響のある変更はありません。
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■Ver.1.3からVer.1.4へのバージョンアップ内容

CX-Protocolは、Ver.1.3からVer.1.4へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加していま
す。

●新機種対応

以下のPLC機種を新たにサポートしました。

シリーズ CPUユニット形式

CSシリーズ 形CS1D-CPU67H/65H
形CS1D-CPU67S/65S/44S/42S

CJシリーズ 形CJ1M-CPU11/21

■Ver.1.2からVer.1.3へのバージョンアップ内容

CX-Protocolは、Ver.1.2からVer.1.3へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加しています。

●対象PLC機種として、形CJ1M-CPU23/22/13/12に対応

●Windows XPへ対応

■Ver.1.1からVer.1.2へのバージョンアップ内容

CX-Protocolは、Ver.1.1からVer.1.2へのバージョンアップに伴い、以下の機能を追加していま
す。

●対象PLC機種として、CS1-H CPUユニット、CJ1 CPUユニット、CJ1-H CPUユニットに対応
しました。
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本マニュアルでは、CS/CJ/CP/NJシリーズを以下のように記述します。
注：NJシリーズCPUユニットを使用する場合、NJシリーズに関する記載のない項では、CJシリーズの説明を参照してください。

● CS/CJ/CPシリーズの定義
本マニュアルで示す「CSシリーズ」は、「CS1」および「CS1-H」の総称です。
本マニュアルで示す「CJシリーズ」は、「CJ2 CPUユニット」および「CJ1 CPUユニット」の総称です。
本マニュアルで示す「CPシリーズ」は、現状、「CP1H」と一致します。
本マニュアルで示す「CJ2 CPUユニット」は、「CJ2H CPUユニット」および「CJ2M CPUユニット」の総称です。
本マニュアルで示す「CJ1 CPUユニット」は、「CJ1-H CPUユニット」、「CJ1M CPUユニット」および「CJ1
CPUユニット」の総称です。

● CS1-H、CS1の定義
本マニュアルで示す「CS1-H」は、CPUユニット形式が形CS1□-CPU□□Hを指します。
本マニュアルで示す「CS1」は、CPUユニット形式が形CS1□-CPU□□（-V1）を指します。
注：CX-Programmerの［PLC機種変更］ダイアログの「PLC機種」のプルダウンリストでは、「形CS1G-CPU□□H」は「CS1G-H」
を選択します。「形CS1H-CPU□□H」は「CS1H-H」を選択します。

●CJ1-H、CJ1の定義
本マニュアルで示す「CJ1-H」は、CPUユニット形式が形CJ1H-CPU□□H-R、形CJ1□-CPU□□H、
形CJ1G-CPU□□Pを指します。
本マニュアルで示す「CJ1」は、CPUユニット形式が形CJ1□-CPU□□（-V1）を指します。
注：CX-Programmerの［PLC機種変更］ダイアログの「PLC機種」のプルダウンリストでは、「形CJ1G-CPU□□H」は「CJ1G-H」を
選択します。「形CJ1H-CPU□□H-R」、および「形CJ1H-CPU□□H」は「CJ1H-H」を選択します。

●CP1Hの定義
本マニュアルで示す「CP1H」は、CPUユニット形式が形CP1H-X□□□□-□、形CP1H-XA□□□□-□、
形CP1H-Y□□□□-□を指します。
注：CX-Programmerの［PLC機種変更］ダイアログの「PLC機種」のプルダウンリストでは、「形CP1H」を選択します。

●NSJシリーズの定義
「NSJシリーズ」は、以下の形式を指します。
・形NSJ5-TQ□□(B)-G5D／形NSJ5-SQ□□(B)-G5D
・形NSJ8-TV□□(B)-G5D
・形NSJ10-TV□□(B)-G5D
・形NSJ12-TS□□(B)-G5D
・形NSJ5-TQ□□(B)-M3D／形NSJ5-SQ□□(B)-M3D
・形NSJ8-TV□□(B)-M3D
注：CX-Programmerの［PLC機種変更］ダイアログの「PLC機種」のプルダウンリストでは、「NSJ」を選択します。「CPUユニット形
式」として、「G5D」または「M3D」を選択します。

CS1-H CPUユニット

形CS1H-CPU□□H
形CS1G-CPU□□H

形CS1H-CPU□□（-V1）
形CS1G-CPU□□（-V1）

CSシリーズ基本I/Oユニット

CSシリーズ高機能I/Oユニット

CSシリーズCPU高機能ユニット

CSシリーズ電源ユニット
注：CS1D CPUユニットは、CS1D専
　　用品を使用することが必要

CS1 CPUユニット

CJシリーズ基本I/Oユニット

CJシリーズ高機能I/Oユニット

CJシリーズCPU高機能ユニット

CJシリーズ電源ユニット

CPM1Aシリーズ拡張I/Oユニット

CPM1Aシリーズ拡張ユニット

CJシリーズ高機能I/Oユニット

CJシリーズCPU高機能ユニット�

CS1D CPUユニット

形CS1D-CPU□□H
形CS1D-CPU□□HA

CS1D（CPU二重化システム用）�
CPUユニット

形CS1D-CPU□□S
形CS1D-CPU□□SA

CS1D（CPU単独システム用）�
CPUユニット

形CS1D-CPU□□P

CS1D  プロセスCPUユニット

CP1H CPUユニット

形CP1H-X□□□□-□
形CP1H-XA□□□□-□�
形CP1H-Y□□□□-□

NSJシリーズ拡張ユニット�

NSJコントローラ

形NSJ5-TQ□□(B)-G5D
形NSJ5-SQ□□(B)-G5D�
形NSJ8-TV□□(B)-G5D�
形NSJ10-TV□□(B)-G5D
形NSJ12-TS□□(B)-G5D

NSJコントローラ

形NSJ5-TQ□□(B)-M3D
形NSJ5-SQ□□(B)-M3D�
形NSJ8-TV□□(B)-M3D

CJ1-H CPUユニット

形CJ1H-CPU□□H-R�
形CJ1H-CPU□□H
形CJ1G-CPU□□H
形CJ1G-CPU□□P
（ループCPUユニット）

形CJ1M-CPU□□

CJ1M CPUユニット

形CJ1G-CPU□□

CJ1 CPUユニット

CJ1 CPUユニット�

形CJ2H-CPU6□-EIP
形CJ2H-CPU6□

CJ2H CPUユニット

形CJ2M-CPU1□�
形CJ2M-CPU3□

CJ2M CPUユニット

CJ2 CPUユニット�
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1
1－1 CX-Protocolとは

CX-Protocolは、RS-232CまたはRS-485A/422でボード／ユニット（注）と接続された汎用
外部機器とのデータ送受信手順（プロトコル）を作成するためのソフトウェアです。

プロトコルは送受信シーケンス群から成ります。ボード／ユニットにそのプロトコルを
転送し、PLC本体のPMCR命令によって、シーケンスNo.を指定し、送受信シーケンス
を実行します。

送受信シーケンス（略して「シーケンス」）は、ステップ単位のコマンド群から成り、ステッ
プのくり返しや、レスポンスの内容に応じたステップの分岐・終了を行うことができます。

注1：以下の説明では、SYSMACα用コミュニケーションボード、CQM1H用シリアルコミュ
ニケーションボード、CSシリーズ用シリアルコミュニケーションボード、CS/CJシリー
ズ用シリアルコミュニケーションユニットを総称して、ボード／ユニットと略して表記
します。
本ソフトウェアでは、このボード／ユニットをPMSU（Protocol Macro Support Unitの
略）と表記しています。

注2：また、以下の説明では、CPシリーズCPUユニット＋CJシリーズシリアルコミュニケー
ションユニットのシステム構成の場合でも、プロトコルマクロ機能としては、CJシリー
ズシリアルコミュニケーションユニットの機能を使用するため、CPシリーズ特有の説明
の場合を除いて、すべて「CJシリーズ」と記載しています。

CX-One

プロトコルの作成/転送�

CPUユニット� ボード／ユニット�

P M C R �
シーケンス�
No.

I / O メ モリ　�

周辺サービス�

共有メモリ�

ステップ0

ステップ1

ステップ2

プロトコル�
シーケンスNo.060～099

メッセージ�

コマンド実行(送信,受信,送受信)

汎用外部機器�

RS-232Cまたは422A/485

シーケンス�
No.指定�

シーケンスNo.000～059

＋�
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1－2 特長

■プロトコルマクロ機能の特長

●幅広い通信プロトコルに対応

RS-232CまたはRS-422A/485ポートをもち、半二重または全二重（全二重はCS/CJシリー
ズ用プロトコルマクロのみ）・調歩同期式の通信制御方式をサポートする機器であれば、
ほとんどの汎用外部機器との通信が可能です。（制限事項については、第4章を参照して
ください）

●送信フレーム、受信（期待）フレームを通信フレーム仕様に合わせ作成可能

ほとんどの送信フレーム（コマンド＋データなどのフレーム）、受信（期待）フレーム（レ
スポンスなどのフレーム）を、外部機器の通信フレーム（メッセージ）仕様に合わせて作
成可能です。

●通信関係の演算機能をサポート

誤りチェックコードの計算、送信時のフレーム長計算、数値データのASCII⇔HEX変換
をサポートしています。

●送受信の時間監視機能をサポート

受信待ち監視、受信完了監視、送信完了監視機能をサポート。これらの監視時間を超え
たら、送受信を終了させるか、リトライ処理をさせることが可能です。

●リトライ処理をサポート

リトライ回数を設定するだけで、エラー要因の発生時に、自動的に送／受信のリトライ
処理を実行させることが可能です。

●送信フレーム、受信（期待）フレームの中に、PLCとの読み書き用の変数を組み込み可能

送信フレーム（メッセージ）自体の中に、PLCのI/Oメモリ読み出し用の変数を組み込み
可能。送信時にPLCのデータを読み出し、アドレス（宛先）やデータに利用できます。ま
た、受信フレーム（メッセージ）自体の中に、PLCのI/Oメモリへの書き込み用の変数を
組み込み可能。受信時にアドレス（宛先）やデータの内容をPLCへ書き込めます。

●繰り返し変数を利用し、1：N通信やデータの書き込み先切り替えなどを簡単に実現

変数の中に、送／受信処理の繰り返し変数（リピートカウンタ）を指定することが可能。
これにより、1：N通信時にアドレス（宛先）を切り替えて同じデータを送ったり、デー
タ受信時にPLCのI/Oメモリの書き込み先アドレスを切り替えたりする処理を、簡単に
実現できます。

●データ受信時にPLCへ割込可能

データ受信時にPLC（CPUユニット）へ割込をかけ、PLC（CPUユニット）側の割込プログ
ラムを実行させることが可能です。割込機能は、SYSMACα用コミュニケーションボー
ド、CS/CJシリーズ用シリアルコミュニケーションボードだけサポートしています。CS/

CJシリーズ用シリアルコミュニケーションユニットでは使用できません。

●受信データ内容による次処理の切替が可能

登録した最大15種類の受信期待データとの内容比較結果に応じて、次処理を切り替える
ことができます。
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1 また、CS/CJシリーズ用のプロトコルマクロに以下の機能が追加されました。

●誤りチェックコードの追加（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロのみ）

誤りチェックコードに、LRC2（LRCの2の補数）、SUM1（SUMの1の補数）が追加されま
した。

●PLCからの同期信号が入力されるまでステップを待機可能［Waitコマンド］
　（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロのみ）

送受信シーケンスの任意ステップで、PLC（CPUユニット）からの同期信号入力まで、次
の処理を待機させることができます。これにより、送受信シーケンスの途中で、CPUユ
ニット側で、データ加工などの演算処理を行うことができます。

●半二重以外に全二重の伝送モードをサポート（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ
のみ）

従来のプロトコルマクロ機能では、半二重だけが可能でした。半二重モードでは、Send

動作直後に受信バッファをクリアするため、この間に受信したデータを使用することが
できませんでした。全二重モードのサポートにより、シーケンス内で受信したデータを
すべて使用することが可能です。また、送信中にも、相手機器からのデータ受信が可能
です。

注：全二重モードは、RS-232Cまたは4線式の設定で使用可能です。1：Nまたは2線式の設定
では使用できません（RS-422A/485のみ）。

●任意のタイミングで受信バッファ内のデータをクリア可能［Flushコマンド］
　（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロのみ）

とくに全二重モードでは、送受信シーケンス実行直前時だけ受信バッファをクリアする
ため、受信障害時などに、受信バッファクリア（Flush）コマンドを使用して、任意のタ
イミングで受信データをクリアすることが可能です。

●制御信号のER信号を任意のタイミングでON/OFFすることが可能［Open/Closeコマンド］
　（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロのみ）

モデム機器との接続では、シリアルコミュニケーションボード／ユニット（DTE）が送受
信可能な状態を示すのにER信号を使用します。従来は、送受信シーケンス実行中だけ
ER信号をONすることが可能でした。

本機能強化により、送受信シーケンス内の任意のタイミングでER信号をON/OFFするこ
とが可能になりました。これにより、モデムとの接続／切断をプロトコルマクロで行う
ことが可能です。

また、送受信シーケンス終了後でもER信号をONに保持することが可能です。この場合、
別のプロトコルモード（例えば上位リンク）に切り替えてもER信号を保持します。この
機能により、いったんモデムとの接続後に、STUP命令により上位リンクモードに切り
替えれば、遠隔地の周辺ツールを用いたリモートプログラミング／モニタリングが可能
となります。
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1■CX-Protocolの特長

●ツリー（階層）表示とテーブル（表）表示を同時にモニタ可能

画面の左側にデータをツリー形式で表示、これにより、現在、設定・モニタしているデー
タの位置づけが容易にわかります。

●オブジェクト指向の操作性

メニューから選択するのではなく、対象データをダブルクリックすることで、対応ダイ
アログがポップアップ。操作メニューの全体像を理解する手間がなく、すぐにプロトコ
ルを作成可能。

●標準システムプロトコルを提供

オムロン製コンポーネント（温調器、パネルメータ、バーコードリーダ、モデムなど）と
のデータ交換用プロトコルを、標準システムプロトコルとして内蔵しています。

なお、標準システムプロトコルは、ボード／ユニットにもあらかじめ内蔵されています。

●送信／受信メッセージのトレースが可能

CX-Protocolからのトレース実行操作により、ボード／ユニットが送信および受信メッ
セージの時系例データをSYSMACαの場合、合計670バイト（文字）、CS/CJシリーズの
場合、合計1700バイト（文字）までトレースして記憶可能。トレースしたデータは、読み
出して表示、印字、かつファイル（プロジェクトファイル）として保存可能。
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1－3 使用できるPLC機種とパソコン

■使用できるPLC機種

CX-Protocolは、以下のPLC（プログラマブルコントローラ）機種に対応しています。

シリーズ CPUユニット形式

NJ NJ501-1300/1400/1500/4300/4400/4500
NJ301-1100/1200

CS CS1H-CPU67/66/65/64/63（-V1）
（注1） CS1G-CPU45/44/43/42（-V1）

CS1H-CPU67H/66H/65H/64H/63H
CS1G-CPU45H/44H/43H/42H
CS1D-CPU67H/65H/68HA/67HA
CS1D-CPU67S/65S/44S/42S/67SA/44SA

CJ CJ2H-CPU68/67/66/65/64/68-EIP/67-EIP/66-EIP/65-EIP/64-EIP
CJ2M-CPU11/12/13/14/15/31/32/33/34/35
CJ1G-CPU45/44
CJ1G-CPU45H/44H/43H/42H
CJ1G-CPU45P/44P/43P/42P
CJ1H-CPU67H-R/66H-R/65H-R/64H-R/67H/66H/65H
CJ1M-CPU23/22/21/13/12/11

CP CP1H-XA□□□□-□
CP1H-X□□□□-□
CP1H-Y□□□□-□

NSJ G5D（形 NSJ5-TQ□□-G5D、形 NSJ5-SQ□□-G5D、形 NSJ8-TV0□-G5D、
形 NSJ10-TV0□-G5D、形 NSJ12-TS0□-G5Dで共通）
M3D（形 NSJ5-TQ□□- M3D、形 NSJ5-SQ□□- M3D、形 NSJ8-TV0□- M3Dで
共通）

SYSMACα C200HX-CPU34/44/54/64/34-Z/44-Z/54-Z/64-Z/65-Z/85-Z
（注2） C200HG-CPU33/43/53/63/33-Z/43-Z/53-Z/63-Z

C200HE-CPU32/42/32-Z/42-Z

CQM1H （注3） CQM1H-CPU51/61

注1：CS1D-Hを使用する場合、PLC機種として以下のように選択してください。
CS1D-Hユニット Ver.1.1以降 ...... CS1D-H
CS1D-Hユニット Ver.表記なし ... CS1H-H

注2：CX-Protocol Ver1.0では、SYSMACαシリーズはサポートしていませんので、ご注意く
ださい。

注3：CQM1Hシリーズを使用する場合、後述するように、PLC機種としては、SYSMACαシ
リーズの形C200HG-CPU43を選択します。
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1■使用できるコミュニケーションボード／ユニット

●CSシリーズの場合

品名 種類 取付 形式 シリアル通信ポート

シリアルコミュニ INNER CPUユニット 形CS1W-SCB21-V1 RS-232Cポート×1＋
ケーションボード ボード に装着 RS-232Cポート×1

形CS1W-SCB41-V1 RS-232Cポート×1＋
RS-422A/485ポート×1

シリアルコミュニ CS シリーズ CPU装置 形CS1W-SCU21-V1 RS-232Cポート×1＋
ケーションユニット CPU高機能 またはCSシリ RS-232Cポート×1

ユニット ーズ用増設装置
形CS1W-SCU31-V1 RS-422A/485ポート×1＋

RS-422A/485ポート×1

シリアルコミュニケーションボードの シリアルコミュニケーションユニットの装着
CPUユニットへの装着 CPUユニット�

電源ユニット�

電源ユニット�

CSシリーズ用増設装置�

CPU装置�

シリアル�
コミュニ�
ケーション�
ユニット�
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1 ●NJシリーズ、CJシリーズ、またはCPシリーズの場合

品名 種類 取付 形式 シリアル通信ポート

シリアルコミュニ CJ シリーズ CPU装置 形CJ1W-SCU21-V1 RS-232Cポート×1＋
ケーションユニット CPU高機能 またはCJシリ 形CJ1W-SCU22 RS-232Cポート×1

ユニット ーズ用増設装置
形CJ1W-SCU31-V1 RS-422A/485ポート×1＋
形CJ1W-SCU32 RS-422A/485ポート×1

形CJ1W-SCU41-V1 RS-232Cポート×1＋
形CJ1W-SCU42 RS-422A/485ポート×1

シリアルコミュニケーションユニットの装着

・NJシリーズ、CJシリーズCPUユニットへの装着時

PA205R

POWER

INPUT
AC100-240V

L2/N

L1

DC24V
AC240V

OUTPUT
RUN

PERIPHERAL

ERR/ALM
RUN

INH

COMM

PRPHL
CONTROLLER

CJ1G-CPU44
SYSMAC

PROGRAMMABLE

PORT

OPEN

BUSY
MCPWR

2

ON

4

TERM

RD2SD2RDY

NO.
UNIT

ERH

OFF

WIRE

01
23456789ABCDEF

ERCRUN
SCU41

RD1 TER1SD1

PORT1
(RS422
/485)

PORT2

電源ユニット CPUユニット

シリアルコミュニケーションユニット

・CPシリーズCPUユニットへの装着時

CJシリーズエンドカバー�
形CJ1W-TER01
（CJユニットアダプタに付属）

CJシリーズユニットアダプタ�
形CP1W-EXT01

いずれかにシリアルコミュニケーション�
ユニットを接続�

CP1H CPU ユニット�
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1●SYSMACαの場合

品名 取付 形　　式 機能強化＊1 仕　　様

C200HW-COM04 － CPUバスインタフェース
＋RS-232Cポート×1

C200HW-COM04-V1 ○ プロトコルマクロ機能付き

C200HW-COM05 － RS-232Cポート×2

C200HW-COM05-V1 ○ プロトコルマクロ機能付き

C200HW-COM06 － RS-232Cポート×1
＋RS-422A/485ポート×1

C200HW-COM06-V1 ○ プロトコルマクロ機能付き

＊1：機能強化の点は、次のとおりです。

・誤りチェックコードに、SUM2、CRC-16を追加
・特殊補助リレーに、リピートカウンタN現在値、シーケンスEnd終了フラグ、シーケン
スAbort終了フラグを追加
・メッセージ項目の順で、ターミネータの後、チェックコードが指定可能
・誤りチェックコードの上位・下位バイトの入れ替えの設定

＊2：コミュニケーションボードのCPUユニットへの装着

コミュニケーションボード�

CPUユニット�
�

・SYSMACα用コミュニケーションボード使用上の注意点

SYSMACα用コミュニケーションボードのいずれかの通信ポートをNTリンク（1：N）
モードに設定してご使用になる場合、他方のポートに対してCX-Protocolを用いてのプ
ロトコルデータの転送が行えません。

プロトコルデータをコミュニケーションボードに転送する場合には、コミュニケーショ
ンボードの通信ポートの設定をNTリンク（1：N）以外に設定してから転送し、転送後NT

リンク（1:N）モードの設定にしてご使用ください。

Ｃ
Ｐ
Ｕ
ユ
ニ
ッ
ト
に
装
着

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
＊
２
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1 ●CQM1Hの場合

品名 取付 形式 シリアル通信ポート

シリアルコミュニケー CPUユニットに装着 CQM1H-SCB41 RS-232Cポート×1＋
ションボード RS-422A/485ポート×1

シリアルコミュニケーションユニットの装着

RUN
ERR/ALM
INH
PRPHL
COMM

PA203

POWER

0 1 2 3 4 5 6 7

8  9 10 11 12 13 14 15

0CH

PORT1

PORT2
RS233
/485

TERM
ON

WIRE
2     4

SCB41

CQM1H CPUユニット�

CQM1H�
シリアルコミュニケーションボード�

・CQM1H用シリアルコミュニケーションボード使用上の注意点

CQM1H用シリアルコミュニケーションボードのいずれかの通信ポートをNTリンク（1：
N）モードに設定してご使用になる場合、他方のポートに対してCX-Protocolを用いての
プロトコルデータの転送が行えません。

プロトコルデータをシリアルコミュニケーションボードに転送する場合には、シリアル
コミュニケーションボードの通信ポートの設定をNTリンク（1：N）以外に設定してから
転送し、転送後NTリンク（1:N）モードの設定にしてご使用ください。

お願い CQM1H（シリアルコミュニケーションボード）の場合、CX-Protocol（プロトコルマクロ

用周辺ツール）を使用して、プロトコルの作成／編集、ボード←→パソコン間の転送な

どの各種機能を実行する場合、以下の制限がありますので、ご注意ください。

・必ず、CQM1H CPUユニット前面ディップスイッチSW8をONに設定してください。

ただし、SW8をONにしている場合、ペリフェラルポート／内蔵RS-232Cポート／

ボードシリアル通信ポートを使用して、他のパソコン用ツール（CX-Programmerな

ど）を使用することはできません。

・PLC機種に「C200HG」を選択し、形式に「CPU43」を選択してください。

・なお、下記制限事項以外は、SYSMACαシリーズと同様の機能を使用できます。
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1■使用上の制限事項

項目 制限事項 操作

CQM1H前面ディ 必ず、CQM1H CPUユニット前面ディップ 前面ディップスイッチSW8をONに
ップスイッチの スイッチSW8をONに設定してください。 設定。
設定 （OFFのままでは、CX-Protocolは使用でき

ません）ただし、SW8をONにしている場合、
ペリフェラルポート／内蔵RS-232Cポート
／ボードシリアル通信ポートを使用して、
他のパソコン用ツール（CX-Programmer、
SYSMAC-CPT、SYSMACサポートソフト）
を使用することはできません。
CX-Protocolを使用した後は、必ずSW8を
OFFに戻してください。

対象PLC機種 PLC機種に「C200HG」を選択し、形式に 1．［ファイル］メニューから[新規作
（プロジェクトの 「CPU43」を選択してください。 成]を選択
新規作成時） 2．［PLC機種変更］ダイアログで、

「C200HG」を選択
3．［設定］ボタンをクリックして、
「CPU43」を選択

プロトコルの 出荷時のボード内の標準システムプロトコ 1．オンライン接続で、PLCアイコン
パソコンへの ルを、パソコンへ転送（読み出し）すること を左ダブルクリック
転送 はできません。 2．ボードアイコンを左クリック後

パソコンへの転送を実行した場合、以下の 右クリックしてポップアップメ
エラーメッセージが表示され、転送が中止 ニューから［プロトコル
されます。（ボード内標準システムプロト の転送［PLC→パソコン］］を選択
コルのデータは正常です。）
プロトコルの読み出し処理がエラーを検知しま

した。プロトコルデータが存在しないか無効で

す。転送［パソコン>PLC］時に転送が中断された

か、PMSUのメモリ内のデータがクリアまたは

壊れている可能性があります。プロトコルデー

タを再度転送［パソコン>PLC］するか、読み出し

を試みてください。

プロトコル（標準システムプロトコルを含む）
をいったんパソコンからボードに転送した
後、ボードからパソコンへ転送（読み出す）す
ることは可能です。
したがって、標準システムプロトコルを変
更（カスタマイズ）して使用したい場合は、
パソコンCX-Protocol内に内蔵されている標
準システムプロトコルを編集して、ボード
に転送してください。

ボードの通信 ボードの通信ポートの設定はSYSMACαと 1．PLCアイコンを左ダブルクリック
ポートの設定 同様です。 2．プロジェクトウィンドウで、通

ただし、通信ポートの名称が、以下のよう 信ポート1または通信ポート2の
に対応します。 アイコンを左ダブルクリック
「通信ポートA」が、CQM1Hのボードの通信 3．［通信ポート設定］ダイアログで
ポート1に対応 設定
「通信ポートＢ」が、CQM1Hのボードの通
信ポート2に対応
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1－ 3　使用できるPLC機種とパソコン

は
じ
め
に

1 項目 制限事項 操作

PLCメモリウィン I/Oメモリエリアは、CQM1Hの範囲内にて 1．PLCアイコンを右クリックし、
ドウ（I/Oメモリ 使用してください。 ポップアップメニューから
の表示／編集／ CIOエリア（入出力リレーなどの先頭に記号 ［PLCメモリ］を選択
転送／照合） が付かないエリア）は256CH以上が表示さ 2．［PLCメモリ］ウィンドウが表示さ

れますが、256CH以上は、表示／編集／転 れます。データテーブルワーク
送／照合操作が実行できません。 スペース上で、表示／編集した

いI/Oメモリのエリア種別を選択

とくに、I/Oメモリの転送操作の場合は、 1．データテーブルワークスペース
以下のとおりです。 上でI/Oメモリエリア種別をダブ
・パソコン→PLC：転送する範囲は、「すべ ルクリック
　て」でなく、「選択した部分」または「範囲 2．データテーブルが表示されるの
　指定」を選択し、0～255CHの範囲内で転 で、範囲指定する場合は転送す
　送してください。 る部分を範囲指定
・PLC→パソコン：転送する範囲は、「すべ 3．［オンライン］メニューから［転
　て」でなく、「表示エリアのみ」または「選 送［パソコン→PLC］］または［転送
　択した部分」を選択し、0～255CHの範囲 ［PLC→パソコン］］を選択
　内で転送してください。

異常履歴の表示 使用できません。 －
表示される異常履歴の内容は、実際にPLC
（CQM1H）内に格納されている異常履歴の
内容と異なります。

I/Oテーブル作成 使用できません。 －
CQM1HにはI/Oテーブルが存在しないため、
I/Oテーブル作成操作は実行できません。
以下のエラーメッセージが表示され、作成
操作は実行されません。
「！PLCにI/Oテーブルがありません」

■使用できるパソコン

CX-Protocolが使用できるパソコンの条件は、「CX-One セットアップマニュアル」（SBCA-

346）を参照してください。
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は
じ
め
に

1
1－4 システム構成

■CX-ProtocolとPLCとの接続

CX-Protocolで作成したプロトコルデータをボード／ユニットに転送するには、パソコ
ンとPLC本体とを、次のケーブルで接続します。

CPUユニットへの接続は、CPUユニットのペリフェラルポートまたはCPUユニット内
蔵RS-232Cポートのいずれでも可能です。

参 考 （シリアル）コミュニケーションボードのポートを上位リンクモードにしておけば、（シ
リアル）コミュニケーションボードのポートにパソコンを接続することも可能です。

ただし、SYSMACαの場合、コミュニケーションボードの一方のポートがNTリンクモー
ドの場合は接続できません。

●CS/CJシリーズの場合

パソコン CPUユニット側接続ポート ケーブル長さ ケーブル形式

DOS/V ペリフェラルポートへの接続 0.1m 形CS1W-CN118（注）
パソコン

2m 形CS1W-CN226

6m 形CS1W-CN626

CPUユニット内蔵RS-232C 2.0m 形XW2Z-200S-V
ポートへの接続

5.0m 形XW2Z-500S-V

PC98 ペリフェラルポートへの接続 2m 形CS1W-CN225
パソコン

6m 形CS1W-CN625

CPUユニット内蔵RS-232C 2.0m 形XW2Z-200S
ポートへの接続

5.0m 形XW2Z-500S

PC98 ペリフェラルポートへの接続 2m 形CS1W-CN227
ノート

6m 形CS1W-CN627パソコン

CPUユニット内蔵RS-232C 2+0.15m＝2.15m 形XW2Z-200Sまたは500S
ポートへの接続 または ＋形XW2Z-S001

5+0.15m＝5.15m （Ｄ-SUB25P（メス）⇔ハーフピッチ14P
（メス）のRS-232C用変換ケーブル）

注：形CS1W-CN118はペリフェラルポートにRS-232Cケーブルを接続するときに使用します。

・CPUユニットのペリフェラルポートへの接続

NEC

PC-9801BX

RS-232C

形CS1W-CN225/625（PC98用）�
形CS1W-CN226/626（DOS/V用）�

ペリフェラルポート�

CPUユニット�

ペリフェラルポート�

・CPUユニットのRS-232Cポートへの接続

NEC

PC-9801BX

RS-232C

形XW2Z-200S/500S（PC98用）�
形XW2Z-200S-V/500S-V（DOS/V用）�

RS-232Cポート�

CPUユニット�

RS-232Cポート�
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1－ 4　システム構成

は
じ
め
に

1 ●CPシリーズの場合

パソコン パソコン側ポート CPUユニット側接続ポート ケーブル長さ ケーブル

DOS/V USBポート（Aコネク USBポート（Bコネクタ） 最大5m 市販USB1.1（または
パソコン タ） 2.0）用ケーブル

DOS/Vパソコン�

USBポート� 

ぺリフェラルUSBポート�

市販USB
ケーブル�

CP1 H CPUユニット�

●NJシリーズの場合

＜USB直結＞

パソコン パソコン側ポート CPUユニット側接続ポート ケーブル長さ ケーブル

DOS/V USBポート（Aコネク USBポート（Bコネクタ） 最大5m 市販USB1.1（または
パソコン タ） 2.0）用ケーブル

DOS/Vパソコン�

USBポート� 

ぺリフェラルUSBポート�

市販USB
ケーブル�

NJシリーズ CPUユニット�

＜Ethernet直結＞

パソコン パソコン側ポート CPUユニット側接続ポート ケーブル長さ ケーブル

DOS/V Ethernetポート Ethernet/IPポート ★ ★
パソコン

DOS/Vパソコン�

Ethernetポート� 

Ethernet/IPポート�

Ethernet
ケーブル�

NJシリーズ CPUユニット�

参 考 RS-232Cオプションボード（形CP1W-CIF01）装着時、RS-232Cケーブル 形XW2Z-
200S/500S-Vまたは-CVを使用して、パソコンのRS-232CポートからRS-232Cオプショ
ンボードに接続することも可能です。
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1－ 4　システム構成

は
じ
め
に

1●SYSMACαの場合

パソコン　　CPUユニット側接続ポート　　ケーブル長さ ケーブル形式

DOS/V ペリフェラルポートへの接続 3.3m 形CQM1-CIF02
パソコン

CPUユニット内蔵RS-232C 2m 形XW2Z-200S-V
ポートへの接続

5m 形XW2Z-500S-V

PC98 ペリフェラルポートへの接続 3.3m 形CQM1-CIF01
パソコン

CPUユニット内蔵RS-232C 2m 形XW2Z-200S
ポートへの接続

5m 形XW2Z-500S

PC98 ペリフェラルポートへの接続 3.3m+0.15m 形CQM1-CIF01＋形XW2Z-S001
ノート ＝3.45m （Ｄ-SUB25P（メス）←→ハーフ
パソコン ピッチ14P（メス）のRS-232C用変

換ケーブル）

CPUユニット内蔵RS-232C 2m+0.15m 形XW2Z-200S＋形XW2Z-S001
ポートへの接続 ＝2.15m （Ｄ-SUB25P（メス）←→ハーフ

ピッチ14P（メス）のRS-232C用変
換ケーブル）

5m+0.15m 形XW2Z-500S＋形XW2Z-S001
＝5.15m （Ｄ-SUB25P（メス）←→ハーフ

ピッチ14P（メス）のRS-232C用変
換ケーブル）

・CPUユニットのペリフェラルポートへの接続

NEC

PC-9801BX

RS-232C

形CQM1-CIF01（PC98用）�
形CQM1-CIF02（DOS/V用）�

ペリフェラルポート�

CPUユニット�

ペリフェラルポート�

・CPUユニットのRS-232Cポートへの接続

NEC

PC-9801BX

RS-232C

RS-232Cケーブル�
形XW2Z-200/500（PC98用）�
形XW2Z-200S-V/500S-V（DOS/V用）�

RS-232Cポート�

CPUユニット�

RS-232Cポート�
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1－ 4　システム構成

は
じ
め
に

1 RS-232Cケーブルは、上記ケーブルをご購入いただくか、つぎの部品をもとに、作成し
てください。

部品名 形　　式 メーカ

25ピンコネクタ　　 形XM2A-2501（コネクタ） オムロン

形XMS-2511（コネクタフード）

9ピンコネクタ 形XM2A-0901（コネクタ） オムロン

形XM2S-0911（コネクタフード）

推奨ケーブル UL2464 AWG28×5P IFS-RVV-SB（ＵＬ品） 藤倉電線

AWG28P×5P IFVV-SB（非UL品）

UL2464-SB 5P×AWG28（ＵＬ品） 日立電線

CO-MA-VV-SB 5P×AWG28（非ＵＬ品）

線路長 最大15m －

パソコン（CX-Protocol）側接続信号

ピンNo.
記　号 回路名

PC-9800パソコン DOS/Vパソコン

1 － FG 保安用接地

2 3 SD 送信データ

3 2 RD 受信データ

4 7 RS 送信要求

5 8 CS 送信可

7 5 SG 信号用接地

6 6 DR データセットレディ

8 1 CD データチャネル受信キャリア検出

20 4 ER データ端末レディ
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1－ 4　システム構成

は
じ
め
に

1RS-232Cケーブルの配線

PLCとCX-ProtocolのRS-232C接続ケーブルは次の図のように配線します。

－�
SD�
RD�
RS�
CS�
SG

FG�
SD�
RD�
RS�
CS�
SG�
DR�
ER

1�
2�
3�
4�
5�
9

1�
2�
3�
4�
5�
7�
6�
20

CPUユニット側�
コネクタフードFG

�
パソコン側�
コネクタフードFGシールド�

Dサブ9Pプラグ�
�

Dサブ25Pプラグ�

DOS/VパソコンのRS-232Cポートが、D-SUB9ピンの場合はケーブルのコネクタとRS-

232Cポートの間に、D-SUB25ピン（メス）←→D-SUB9ピン（メス）の変換コネクタが必
要となります。配線は次のとおりです。

SD�
RD�
RS�
CS�
DR�
SG�
CD�
ER�
RI

FG�
SD�
RD�
RS�
CS�
DR�
SG�
CD�
ER�
RI

3�
2�
7�
8�
6�
5�
1�
4�
9

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
20�
22

DOS/Vパソコン側�
コネクタフードFG

�
ケーブルのコネクタ側�
コネクタフードFGシールド�

Dサブ9Pプラグ�
�

Dサブ25Pプラグ�
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1－ 4　システム構成

は
じ
め
に

1 ■PLCと外部機器との接続

●CS/CJシリーズの場合

PLCのシリアルコミュニケーションボード／ユニットと、外部機器とのシステム構成は
以下のとおりです。

RS-232Cポートを使用した場合は1対1接続、RS-422A/485ポートを使用した場合は1対
N接続が可能です。

CPUユニット�

シリアルコミュニケーションボード�
形CS1W-SCB41-V1

シリアルコミュニケーションユニット�
形CS1W-SCU21-V1

ポート1

RS-422A/485

ポート2

ポート1

ポート2

RS-232C

RS-232CRS-232C

汎用外部機器�

汎用外部機器�

汎用外部機器�汎用外部機器�汎用外部機器�

●CS/CJシリーズ用シリアルコミュニケーションボード／ユニットの種類
○：選択可能

品名 形式 シリアル通信 プロトコルモード
ポート

プロトコ 上位リンク NTリンク 折り返し
ルマクロ テスト

シリアルコミュニ CS1W-SCB21-V1 RS-232C（ポート1） ○ ○ ○ ○

ケーションボード
RS-232C（ポート2） ○ ○ ○ ○

CS1W-SCB41-V1 RS-232C（ポート1） ○ ○ ○ ○

RS-422A/485（ポート2） ○ 注1○注1 ○ ○

シリアルコミュニ CS1W-SCU21-V1 RS-232C（ポート1） ○ ○ ○ ○

ケーションユニット
RS-232C（ポート2） ○ ○ ○ ○

CS1W-SCU31-V1 RS-422A/485（ポート1） ○ ○ ○ ○

RS-422A/485（ポート2） ○ ○ ○ ○

CJ1W-SCU21-V1 RS-232C（ポート1） ○ ○ ○ ○
CJ1W-SCU22

RS-232C（ポート2） ○ ○ ○ ○

CJ1W-SCU31-V1 RS-422A/485（ポート1） ○ ○ ○ ○
CJ1W-SCU32

RS-422A/485（ポート2） ○ ○ ○ ○

CJ1W-SCU41-V1 RS-422A/485（ポート1） ○ ○ ○ ○
CJ1W-SCU42

RS-232C（ポート2） ○ ○ ○ ○

汎用外部 上位コン PT なし
接続対象機器 機器 ピュータ

周辺ツール

注1：2線式のときは使用できません。
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1－ 4　システム構成

は
じ
め
に

1●SYSMACαの場合

PLCのコミュニケーションボードと外部機器とのシステム構成は以下のとおりです。

RS-232Cポートを使用した場合は1対1接続、RS-422A/485ポートを使用した場合は1対
N接続が可能です。

例）

CPUユニット� コミュニケーションボード�
形C200HW-COM06-V1

ポートB

RS-422A/485

ポートA

RS-232C

汎用外部機器�

汎用外部機器�

汎用外部機器�

汎用外部機器�

●SYSMACα用コミュニケーションボードの種類（プロトコルマクロ機能搭載の機種のみ）
○：選択可能

形　　式 シリアル通信ポート

プロトコルモード

プロトコル 上位 無手順 1：1 NTリンク CPU
マクロ リンク リンク （1：1、 バス

（1：Nモード） 1:Nモード）

C200HW-COM04-V1注1 CPUバスインタフェース － － － － － ○
C200HW-COM04

RS-232C（ポートA） ○ ○ ○ ○ ○ －

C200HW-COM05-V1注1 RS-232C（ポートA） ○ ○ ○ ○ ○ －
C200HW-COM05

RS-232C（ポートB） ○ ○ ○ ○ ○ －

C200HW-COM06-V1注1 RS-422A/485（ポートA） ○ ○注2 ○注2 ○注2 ○ －
C200HW-COM06

RS-232C（ポートB） ○ ○ ○ ○ ○ －

汎用外 上位コン 汎用外 PLC PT 通信ユニ
接続対象機器 部機器 ピュータ 部機器 ットとの

周辺ツール インタフェース

注1：形式-V1は、機能強化版
注2：2線式のときは使用できません。
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は
じ
め
に

1
1－5 プロトコルマクロ機能の考え方

■プロトコルマクロ機能とは

プロトコルマクロ機能とは、シリアル通信ポートをもつ汎用外部機器の通信仕様に合わ
せた通信プロトコルをマクロ化する機能です。

プロトコルマクロ機能は、大きく分けて次の2つの機能に分けることができます。

1．通信フレーム（メッセージ）の作成

2．その通信フレーム（メッセージ）の送受信の手順の作成

CPUユニット� ボード／ユニット�
�

送信メッセージ�

送信メッセージ�

受信メッ
セージ�

受信メッ
セージ�

汎用外部機器�

ステップ0

ステップ1

PMCR命令�
�

 1．通信フレームの作成�

 2．通信フレームの送受信の手順�

1．通信フレーム（メッセージ）の作成

CX-Protocolでは、任意の通信フレームを作成することができます。それを「送受信メッ
セージリスト」に登録しておくことができます。

①相手の汎用外部機器が理解できる通信フレーム（ここでは「メッセージ」と呼びます）を
通信仕様に合わせて、作成できます。

ヘッダ� アドレス� データ� チェック�
コード�

ターミネータ�

※一般に、データ部は、送信メッセージの場合、コマンドコード＋データが入ります。受信
メッセージの場合、レスポンスコードが入ります。
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1－ 5 プロトコルマクロ機能の考え方

は
じ
め
に

1注：プロトコルマクロで作成するメッセージは

・送信メッセージの場合、実際に送信するメッセージを設定します。

（送信）�

実際に送信するメッセージを設定�

送信：�

・受信メッセージの場合、実際に受信するメッセージに対して、比較対象となる受信期
待メッセージを設定します。

比例対象の期待メッセージを設定�

実際に受信したメッセージ�
（受信）�受信：�

②しかも、そのメッセージの中に、CPUユニットのI/Oメモリ（データメモリ等）のデー
タを読み込む（受信の場合はI/Oメモリへ書き出す）変数を組み込むことができます。

書き出す�

送信�

変数W（　）�

変数R（　）�

I/Oメモリ�

I/Oメモリ�

※一般に送信／受信メッセージの中の「データ」に、変数を設定します。�

読み込む�

受信�

③メッセージの各要素は、CPUユニット側ではなく、ボード／ユニット側で記憶してい
ます。CPUユニットは、そのデータの送信または受信の指示をするだけ（PMCR命令
によります）で済みます。

CPUユニット� ボード／ユニット�

メッセージの�
各要素を記憶�

PMCR命令�
�

送信�

受信�

メッセージ�

これにより、

・例えば、メッセージすべてをデータメモリに並べておいて、それを送信するなどのラ
ダープログラム処理がCPUユニット側で不要となります。

不要×�

ヘッダ�

アドレス�

CPUユニット�

送信�
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1－ 5 プロトコルマクロ機能の考え方

は
じ
め
に

1 ・一部I/Oメモリのデータを使いたいときは、そのための読み出し用の変数を送信メッ
セージに組み込んでおけば、ボード／ユニットがメッセージを送信するときに、CPU

ユニットのI/Oメモリのデータを自動的に読み込んでくれます。

CPUユニット� ボード／ユニット�

PMCR命令�
�

送信メッセージ�

I/Oメモリのデータ�
を読込み使用�●読み出し用の変数�

I/Oメモリ�

また、受信したメッセージの一部のデータをI/Oメモリに書き込みたいときは、その
ための書込み用の変数を受信設定メッセージに組み込んでおけば、ボード／ユニット
がメッセージを受信すると、その中から指定位置のデータを自動的にI/Oメモリへ書
き込んでくれます。

I/Oメモリへ書込み�

CPUユニット� ボード／ユニット�

PMCR命令�
�

受信メッセージ�

I/Oメモリ�

●書込み用の変数�

2．通信フレーム（メッセージ）の送受信手順の作成

CX-Protocolでは、通信フレームの送受信手順を複数の「ステップ」から成る「シーケンス」
として登録します。

①作成したメッセージを送る／受ける処理を1つのステップとします。各ステップの中
に送信／受信／送受信／待機などのコマンド（ステップコマンド）をもちます。

CPUユニット� ボード／ユニット�

メッセージの�
各要素を記憶�

汎用外部機器�

ステップ0

ステップ1

シーケンス�

PMCR命令�
�
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1②各ステップの結果に応じて、次の処理（ステップ／終了）を切り替えることができます。

とくに、1つまたは複数の設定した受信メッセージの内容に応じて、次の処理を切り
替えることが可能です。

③終了までの処理のまとまりを「シーケンス」と呼びます。PMCR命令から、シーケンス
単位でその実行を指示します。

CPUユニット� ボード／ユニット�

メッセージの�
各要素を記憶�

実行�
シーケンスを指示�

内容に応じた�
次処理�

汎用外部機器�

ステップ0

内容に応じて�
ステップnへ�

PMCR命令�
�

シーケンス�

■標準システムプロトコル

ボード／ユニットには、オムロン製コンポーネント（温調器、パネルメータ、バーコー
ドリーダ、モデムなど）との送受信時等のプロトコル（「標準システムプロトコル」と呼び
ます）をあらかじめ内蔵しています。したがって、所定の送受信データを設定し、PMCR

命令を実行するだけで、オムロン製コンポーネントとデータの送受信等の処理を容易に
実行することができます。
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1－6 プロトコルマクロ機能のしくみ

プロトコルは、汎用外部機器に対する１つの独立した処理（例えば、温調器への測定値読出など）
である送受信シーケンス（略して「シーケンス」）から成ります。そして１つのシーケンスは、ス
テップと呼ぶ「送／受信コマンド＋送受信メッセージ＋処理結果に応じたステップの分岐－終了」
群からなります。

例えば、温調器の測定値を読み出すシーケンスでは、接続した温調器用の送信メッセージ（測定
値読み出しコマンドをヘッダ・アドレスとチェックコード・ターミネータではさんだ文字列）を
送信し、受信メッセージ（測定値読み出しコマンドに対するレスポンスをヘッダアドレスとチェッ
クコード・ターミネータではさんだ文字列）を受信します。

CPUユニット�

（シリアル）コミュニケーション�
　ボード� コマンド�

Send�
(送信)

Receive�
(受信)

送信メッセージ(例：測定値読出しコマンド)

ヘッダ アドレス   送信データ    チェック  ターミネータ�
　　　　　　　　　　　　　　コード�

ヘッダ アドレス   受信データ    チェック  ターミネータ�
　　　　　　　　　　　　　　コード�

受信メッセージ(例：レスポンス)

@　00　RX00･･　FCS　＊　�

�
@　00　RX01･･　FCS　＊　� �

汎用外部機器�

RS-232C�
または�
RS-422A/485

・プロトコル ／プロトコルリスト  ：特定の汎用外部機器に対する1つ1つの独立した通信処理を
まとめた単位を、「プロトコル」と呼びます。「プロトコル」
は、複数のシーケンスから構成されます。
PLCに接続された（シリアル）コミュニケーションボード／
ユニットは、複数のプロトコルを登録／保持することがで
き、そのプロトコルの集合を「プロトコルリスト」と呼びま
す。（シリアル）コミュニケーションボード／ユニットへの
転送は、この「プロトコルリスト」単位で行います。

・シーケンス  ： ラダープログラム上のPMCR命令から起動がかけられる、
独立した通信処理の単位です。
起動がかけられたシーケンスは、その中のステップを順
次実行します。

・ステップ  ： メッセージの送信処理、受信処理、送信&受信処理、受信
バッファクリア、ステップ待機の、いずれかを実行する単
位です。1つのシーケンスに最大15個含まれます。

・送信メッセージ  ： 通信先の汎用外部機器が理解できる通信フレームを記述
します。
シーケンス中のステップから呼び出されることにより、
汎用外部機器宛ての通信コマンドなどを送信することが
できます。

・受信メッセージ  ： 通信先の汎用外部機器から送られてくる、期待される通
信フレームを記述します。
シーケンス中のステップから呼び出され、汎用外部機器
から受信したレスポンスなどと比較されます。
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1レスポンスの内容に応じて、再度同じ送信メッセージを送信する（リトライ処理をする）
か、次の処理（例えば、別のアドレスの温調器の測定値を読み出すなど）を行うかなどを
切り替えます。

●伝送制御�
　パラメータ�

●リンクチャ�
　ネル指定�

●送受信処理�
　監視時間　�
●レスポンス�
　通知方法　�

ステップ0

ステップ0

ステップ1

ステップ1

ステップ最大15

メッセージリスト＊2�
送信メッセージリスト�

ステップ最大15

1つのプロトコル�

シーケンスNo.000～999（最大60シーケンス／プロトコル）�
�

1つのステップのしくみ�
コマンドがSend、Receive、Send&Receiveの場合　　　　　　　　　　　コマンドがWait、Flush、Open、Closeの場合�

コマンド＊1

次処理�

ヘッダ　アドレス　　　データ　　　チェック　ターミネータ�

受信マトリクスリスト＊2�

受信マトリクス�

ケースNo.15

受信メッセージ� 次処理�

�
受信メッセージリスト�

ヘッダ　アドレス　　　データ　　　チェック　ターミネータ�

ケースNo.00

コマンド＊1

メッセージ＊2

正常終了� リトライあり＊1

リピートあり�

Y

Y

Y

N(なし)

N(エラー)

N(なし)

・次ステップ�
・指定ステップへ�
・シーケンス終了�
・シーケンス中断�

次処理� エラー処理�

＊1：コマンドはSend（送信）／Receive（受信）／Send&Receive（送信＆受信）／Wait（待機）／
Flush（受信バッファクリア）／Open（ER-ON）／Close（ER-OFF）のいずれか
コマンドがSend&Receive（送信＆受信）：リトライ可能
コマンドがSend（送信）またはSend&Receive（送信＆受信）：送信メッセージを送るまでの
ウェイト待機可

＊2：メッセージには、送信メッセージ、受信（期待）メッセージ、複数の受信（期待）メッセー
ジに応じた処理の切り替えをする受信マトリクスの3種類があります。これらは、シーケ
ンスとは別に、リストとして管理されます。
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1－7 CX-Protocolが作成するデータ

CX-Protocolは、「プロジェクト」と呼ぶファイル単位でデータを作成・管理します。

プロジェクトファイルは、以下のデータから成ります。

1つのプロジェクトファイル プロトコルリスト プロトコル �

 プロトコルリスト プロトコル 最大20プロトコル＊1�

   （最大1000シーケンス／PLC）�

 プロトコルリスト プロトコル �

 トレースリスト�

 PLC�
�

 ＊1：プロトコル シーケンス＃000 最大60シーケンス＊2�

 （1つのプロトコル） シーケンス＃001 （先頭シーケンス＃と最終シー�

   ケンス＃を各プロトコルで指定）�

  シーケンス＃999 �
�
  送信メッセージリスト メッセージ �
�
   メッセージ�
    最大300メッセージ�
  受信メッセージリスト メッセージ�
�
   メッセージ�
�
  受信マトリクスリスト マトリクス �
    最大100マトリクス�
   マトリクス�
�
  ＊2：シーケンス＃□□□ ステップ00 �
   ステップ01 最大16ステップ��
   ステップ15�
�

プロジェクトファイルは、拡張子.PSWで保存されます。

プロジェクト名は、プロジェクトファイルとして保存したときのファイル名となります。
なお、プロジェクト名を変更したいときは、保存時にプロジェクトファイル名を変更し
てください。

CX-Protocolでは、複数のプロジェクトを同時に開くことができます。

参 考 標準システムプロトコルをボード／ユニットに転送するときや、標準システムプロトコ

ルを一部変更して新しくプロトコルを作成するときは、必要な標準システムプロトコル

を他のプロジェクトファイルにコピーして利用してください。標準システムプロトコル

に対する編集や転送はできません。

なお、標準システムプロトコルは、ボード／ユニットの工場出荷時に内蔵されています。
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1●CX-Protocolが読み書きできるファイル

    ファイルの種類　 　 内　　容 ファイル拡張子 読出 書込

プロジェクト CX-Protocolのプロジェクトファイル *.PSW ○ ○
ファイル＊1 以下に示すデータから構成されています。

・プロトコルデータ
・PLC（パソコンとPLCとの通信条件、
　コミュニケーションボードの通信ポー
　トA、Bの設定データ、またはシリアル
　コミュニケーションボード／ユニット
　の通信ポート1、2の設定データ）
・トレースデータ

PSSシステム設定 PSSのコミュニケーションボードの通信 *.pts ○ ×
ファイル ポートA、Bの設定データのファイル

PSSプロトコル PSSのプロトコルデータだけのファイル *.pt1 ○ ×
ファイル

トレースデータ トレースデータファイルだけのファイル *.ptr ○ ×
ファイル

＊1：なお、プロジェクトファイルは、PSS（DOS版のプロトコルサポートソフト）、SYSMAC-
PSTでは、読み込むことはできません。

PSTプロジェクトファイル、PSSファイルをCX-Protocolに読み込む方法については、
「11-3 PST/PSSファイルをインポートする」を参照してください。
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1－8 CX-Protocol内蔵の標準システムプロトコルの種類

CX-Protocol（およびボード／ユニット）に内蔵される標準システムプロトコルには、以
下の13種類があります。（SYSMACαのコミュニケーションボードはCompoway/Fを除
く12種類）

プロジェクトワークスペースの［システム］タブを選択することで表示できます。

参 考 標準システムプロトコルをボード／ユニットに転送するときや、標準システムプロトコ

ルを一部変更して新しく、プロトコルを作成するときは、必要な標準システムプロトコ

ルを他のプロジェクトファイルにコピーして利用してください。標準システムプロトコ

ルに対する編集や転送はできません。

なお、標準システムプロトコルは、ボード／ユニットの工場出荷時に内蔵されています。

プロトコル名＊1 機　　能

CompoWay/F オムロン製コンポーネントの中で、CompoWay/Fプロトコル（子局機能）
を搭載した機器に対して、親局として、CompoWay/Fコマンドを送信
し、レスポンスを受信します。このプロトコルは、CS/CJでのみ動作します。

Controller (E5_K read) 調節系（形E5□K）をボード／ユニット経由で制御するためのプロトコル
調節計（形E5□K読出系） です。操作量の読み出しや、調節計に設定された機能内容の読み出し手順な

どが設定されています。

Controller (E5_K write) 調節系（形E5□K）をボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
調節計（形E5□K書込系） 目標値の書き込みや、調節計への機能設定内容の書き込み手順などが設定

されています。

Temp Controller (E5ZE read) 温調（形E5ZE）をボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
温調（形E5ZE読出系） 測定温度の読み出しや、温調（形E5ZE）に設定された機能内容の読み出し手

順などが設定されています。

Temp Controller (E5ZE write) 温調（形E5ZE）をボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
温調（形E5ZE書込系） 制御温度の書き込みや、温調（形E5ZE）への機能設定内容の書き込み手順な

どが設定されています。

Temp Controller (E5_J) 温調（形E5□J）をボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
温調（形E5□J） 目標値の書き込みや出力量の読み出し、温調（形E5□J）への機能設定内容

の書き込み／読み出し手順などが設定されています。

Controller (ES100_) 調節計（形ES100□）をボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
調節計（形ES100□） 温調パラメータの書き込みや、操作量の読み出し、調節計への機能設定内容

の書き込み／読み出し手順などが設定されています。

Intell Signal Processor (K3T_) デジタルパネルメータをボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
デジタルパネルメータ（形K3T□） 比較値の書き込みや、表示値読み出し手順などが設定されています。

Bar Code Reader バーコードリーダをボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
(V500/V520) バーコードリーダのリモート制御や、バーコードリーダが読み取ったデータの読
バーコードリーダ み出し、バーコードリーダへの機能設定内容の書き込み／読み出し手順などが
（形V500/V520） 設定されています。

Laser Micro Meter レーザマイクロメータをボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
(3Z4L) レーザマイクロメータのリモート制御や、測定データの読み出し、レーザ
レーザマイクロメータ マイクロメータへの機能設定内容の書き込み／読み出し手順などが設定
（形3Z4L） されています。

Visual Inspe Sys (F200/300/350) 視覚認識装置をボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
視覚認識装置（形F200/300/350） 視覚認識装置のリモート制御や、計測値の読み出し、視覚認識装置への機能

設定内容の書き込み／読み出し手順などが設定されています。
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1プロトコル名＊1 機　　能

ID Controller (V600/620) IDコントローラをボード／ユニット経由で制御するためのプロトコルです。
IDコントローラ（形V600/620） IDコントローラのリード／ライトや、IDコントローラへの機能設定内容の書き込

み／読み出し手順などが設定されています。

Hayes modem AT commands モデム（ヘイズ社ATコマンド対応機種）をボード／ユニット経由で制御する
モデム　ヘイズ社ATコマンド ためのプロトコルです。モデムの初期化や、ダイヤル、データ送受信、

エスケープモードへの切替、回線断などの手順が設定されています。

＊1：標準システムプロトコルデータ内のプロトコル名は英文（上表の各上段の英文）となって
います。また送受信シーケンス名も英文となっています。

各プロトコルの詳細は、SYSMACαコミュニケーションボードのユーザーズマニュアル
（No.SCCC-305）、CS/CJシリーズ シリアルコミュニケーションボード／ユニットのユーザー
ズマニュアル（No.SBCD-300）、またはCQM1Hシリーズ シリアルコミュニケーションボード
のユーザーズマニュアル（No.SBCB-305）を参照してください。なお、コミュニケーション
ボード、およびシリアルコミュニケーションボードのユーザーズマニュアルはプロトコル名、
シーケンス名が日本語になっています。

例）　プロトコル　Controller（E5-K read）（調節計（形E5□K読出系））

シーケンスNo.　　送受信シーケンス

000 Process value read

001 Lamp set point read

002 Manipulated variable read

003 Set point read

004 Alarm Value read

005 Propo band, Inte/Deri time read
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1－9 仕様

■プロトコルマクロ機能の仕様

項　　目 内　　容

プロトコル数 最大20 プロトコルサポートツールにより作成・登録可

シーケンス数 最大1000

１プロトコル シーケンス数 最大60
当たり

メッセージ数 最大300

受信マトリクス数 最大100

1シーケンス当たりステップ数 最大16

シーケンスの実行条件 PLC本体のPMCR命令による（シーケンスNo.を指定）

伝送モード 半二重または全二重＊1を選択可能　＊1：全二重は、CS/CJ用プロトコルマクロ専用

同期方式 調歩同期式（非同期式）

シーケンス 伝送制御パラメータ （Ｘ-on/Ｘ-offフローまたはRS/CSフロー）、デリミタ制御、コンテンション制
単位の内容 御、およびモデム制御を選択可能
（ステップ共通

レスポンス通知方法 （PMCR命令の第3オペランド（SYSMACα）、または第4オペランド（CS/CJ）でパラメータ）
指定したI/Oメモリエリアに、受信データを書き込む方式）スキャン通知方式
または割込み通知方式のいずれかを選択可能

送受信処理におけ 受信待ち、受信完了、送信完了のいずれかの監視可
る監視時間 設定範囲：0.01～0.99s、0.1～9.9s、1～99s、1～99分のいずれか

リンクチャネル指定 PLC本体とボード／ユニット間で、CPU周辺サービス時にデータ交換されるエ
リア。受信データを格納するエリア、送信データを格納するエリア、各々２つ
が可能。

ステップ単位 コマンド 送信のみ（Send）、受信のみ（Receive）、送信＆受信（Send&Receive）、待機（Wait）＊2、
の内容 受信バッファクリア（Flush）＊2、ER-ON（Open）＊2、ER-OFF（Close）＊2のいずれか

＊2：CS/CJ用プロトコルマクロ専用

リピートカウンタ １～255回

リトライ回数 ０～９（ただし、コマンドが送信＆受信のときのみ）

送信ウェイト時間 0.01～0.99s、0.1～9.9s、1～99s、1～99分のいずれか
 （ただし、コマンドが送信または送信＆受信のときのみ）

レスポンス書込有無 （PMCR命令の第第3オペランド（SYSMACα）、または第4オペランド（CS/CJ）
で指定したエリアに、受信データを格納するとき）受信処理終了時、受信メッ
セージを格納する／しないを選択可能

次処理 ステップが正常終了時、End（シーケンスを終了）、Next（次のステップNo.
へ）、Goto（指定ステップNo.へ）、Abort（ステップを中断し、そのシーケンス
を終了）のいずれかを選択可

エラー処理 ステップが異常終了時、同上

送信メッセージ コマンドが、送信または送信＆受信の ヘッダ、アドレス、レングス、
とき、指定アドレスへ送られるデータ データ、誤りチェックコード、

ターミネータから成る

受信メッセージ コマンドが、受信または送信＆受信のと
き、指定アドレスから送られるデータ
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1項　　目 内　　容

ステップ単位 受信マトリクス コマンドが、受信または送信＆受信 ケースNo.00～15毎に、受信メッ
の内容 のとき、期待する受信メッセージ セージと次処理を指定

（最大15）を設定し、一致したデータ 最大16ケースの内、1ケースは受信
によって、次処理を切り替える メッセージに「Other」（設定した受信

メッセージ以外）を設定することが必要

ヘッダ、 定数　　ASCIIデータ、HEXデータ、制御コードのいずれか
ターミネータ
のデータ属性

送信／受信 定数　　ASCIIデータ、HEXデータ、制御コードのいずれか（アドレスの場合、制御
メッセージ コードは不可）

の中のアド
レスおよび 変数 変換なし、ASCIIデータヘの変換、HEXデータヘの変換のいずれか

データの （読出／書込方向指定可）

 データ属性 指定 （X,Y）
方式 X：実効アドレス（どこから読むか、またはどこへ書くか）

Y：データサイズ（CS/CJは1～1000、SYSMACαは1～255）
      （注：データサイズは伝送路上のバイト数）

Ｘ チャネル指定 チャネル読み出し PMCR命令の第2オペ 設定先頭アドレス+n
 （I/Oメモリ→ ランド（SYSMACα） （nには、リピートカ
送信データへ） または第3オペランド ウンタNを含む1次

（CS/CJ）による指定 式aN+bも可）

リンクチャネルによる指定

I/Oメモリ直接指定

チャネル書き込み PMCR命令の第3オペ
 （受信データ→ ランド（SYSMACα）
I/Oメモリへ） または第4オペランド

（CS/CJ）による指定

リンクチャネルによる指定

I/Oメモリ直接指定

ワイルドカード ＊ どのデータまたはアドレスでも受信（受信
メッセージにのみ可）

リピートカウンタ aN+b a:0～255（SYSMACα）または0～1000（CS/CJ）
を含む1次式 b:1～255（SYSMACα）または1～1000（CS/CJ）

N:リピートカウンタ値

Ｙ リピートカウンタ aN+b a:0～255（SYSMACα）または0～1000（CS/CJ）
を含む1次式 b:1～255（SYSMACα）または1～1000（CS/CJ）

N:リピートカウンタ値

ワイルドカード ＊ 長さに関わらず受信（受信メッセージにのみ可）

チャネル指定 チャネル読み出し PMCR命令の第2オペ 設定先頭アドレス+n
（I/Oメモリ→送信 ランド（SYSMACα） （nには、リピートカ
データへ） または第3オペランド ウンタNを含む1次式

（CS/CJ）による指定 aN+bも可）

リンクチャネルによる指定

I/Oメモリ直接指定

誤りチェックコード LRC、LRC2＊3、CRC-CCITT、CRC-16、SUM、SUM1＊3、SUM2を計算可能
＊3：CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用

送信／受信メッセ CS/CJシリーズ：1000バイト（200～1000バイト設定可）
ージの最大長 （RS/CSフロー、Xon/Xoffフロー、デリミタ制御時でも200～1000バイト可）

SYSMACα：256バイト（ただしRS/CSフロー、Xon/Xoffフロー、デリミタ
制御では、1ステップの受信バイト数は200バイト以内）

トレース機能 ・送信および受信メッセージの時系列データをトレース可能。
　CS/CJシリーズの場合、トレース可能なデータ長は1700バイト（キャラクタ）
　SYSMACαの場合、670バイト（キャラクタ）です。
・ステップNo.、RS、CSなどの制御信号の変化もトレース可能。
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1 ■CX-Protocolの仕様

項　　目 内　　容

基本機能 プロトコルの作成、ボード／ユニット間のプロトコル転送、ファイ
ル保存

作成ファイル単位 プロジェクト単位

プロジェクトの プロトコル 最大20プロトコル（プロトコル
内容 リスト の内容：シーケンス、送／受信

メッセージ、受信マトリクス）

PLC 対象PLC、ネットワーク設
定、ポート設定

トレースリスト

その他の機能 ・伝送ラインのトレース ・標準システムプロトコル内蔵
・PLCのI/Oメモリのモニタ ・PLC異常表示
・プロトコルの印字

対応ネットワーク 上位リンク（SYSWAY）、ツールバス、Controller Link、SYSMAC
LINK、Ethernet、USB

PLCとの接続方法 CPUユニットのペリフェラルポート、内蔵RS-232Cポート、USB
ポート、またはボード／ユニットのRS-232Cポート（上位リンク
モード時のみ）、上記ネットワーク対応ボード
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2－1 インストール

CX-Protocolは、CX-Oneのインストーラからインストールします。

詳細は、同梱の『CX-One  セットアップマニュアル（SBCA-346）』を参照してください。
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2－2 起動／終了

■起動
CX-Protocolを起動する操作は、次のとおりです。

1 タスクバーの［スタート］ボタン  を左クリックし、［プログラム］を選択し

ます。

2 フォルダ［Omron］  を選択します。

3 フォルダ［CX-Protocol］  を選択します。

4 ［CX-Protocol］プログラム  を左クリックすると、CX-Protocolが起動

します。起動時は標準システムのプロコトコルが表示されます。

なお、CX-Protocolは、CX-ProgrammerのI/Oテーブル上でシリアルコミュニケーション
ユニット/ボードを右クリックして、［専用ツール起動］を選択し、［専用ツール選択］ダ
イアログボックスにて「CX-Protocol」を選択することでも起動できます。

その場合、続くサブメニューで［起動のみ］を選択すると、上記と同じ「スタート」メニュー
からの起動となります。［設定を引き継いで起動］を選択すると、PLC機種、およびオン
ライン/オフライン状態も引き継いで起動することができます。

■終了
CX-Protocolを終了するには、次のいずれかの操作を行います。

・タイトルバーの［コントロールメニュー］を選択して［閉じる］を左クリックします。

・［ファイル］メニューから［終了］を左クリックします。

・タイトルバーの［閉じる］ボタンを左クリックします。

・［Alt］＋［F4］キーを押します。

CX-Protocolで開いたデータがセーブされていない場合には、確認ダイアログボックス
が表示されます。データを［上書き保存］する場合には［はい］ボタンを、変更内容を上書
き保存しない場合には［いいえ］ボタンを左クリックすれば、CX-Protocolは終了します。
［キャンセル］ボタンを左クリックすると、操作を中止してCX-Protocolにもどります。
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2－3 ユーザインタフェースの概要

CX-Protocolは、次の形の画面を基本画面とします。起動時の標準システムプロトコル
の画面は常にプロジェクトウィンドウに表示されています。

プロジェクト名�
�

標準システムプロトコル�
のプロジェクトウィンドウ�
�

ツールバー�

アウトプット�
ウィンドウ�

メニューバー�
タイトルバー�

プロジェクト名�
�

プロジェクト�
ワークスペース�
�

ステータスバー�

プロジェクトタブ�

標準プロトコルタブ�
プロジェクトウィンドウ�

プロジェクトウィンドウ：・プロジェクトワークスペースで反転したデータの内容が表示されます。�
 ・左端のアイコンを左ダブルクリックすることで、そのデータの内容表示へ、階層を下

がっていきます。�
�

プロジェクトワーク：　　・プロジェクトを最上位とし、その階層を示します。�
スペース ・反転したデータの内容がプロジェクトウィンドウに表示されます。�
�

アウトプットウィンドウ：　オンライン接続し、プロトコルをボード／ユニットに送る際の、コンパイル時に発生
した、エラー／ワーニングが表示されます。�

�

標準プロトコルタブ： 　標準システムプロトコルのプロジェクトウィンドウをアクティブにするとき左クリッ
クします。�

�

プロジェクトタブ： 　ユーザが作成したプロジェクトのプロジェクトウィンドウをアクティブにするとき左
クリックします。�

画面は3分割されます。

・左側の画面に、データの階層がツリー形式で表示されます。左側の画面を「プロ
ジェクトワークスペース」と呼びます。

・右側の画面に、プロジェクトワークスペースの指定（反転表示）データの内容が、テー
ブル形式で表示されます。右側の画面を「プロジェクトウィンドウ」と呼びます。

メニューバーおよびツールバーには、ファイル、編集などの主にWindowsの基本操作の
機能、およびプロトコル／トレースに関する操作機能が割り当てられています。

CX-Protocolを起動すると、まず標準システムプロトコルが画面に表示されます。プロ
ジェクトを新規作成、または既存のプロジェクトファイルを開くと、その前面にプロジェ
クトウィンドウが表示されアクティブになります。標準システムプロトコルのプロジェ
クトワークスペースとユーザ作成のプロジェクトワークスペースとの切替えは、

 タブ、  タブを左クリックするか、プロジェクトウィンドウを
直接クリックすることでアクティブになります。
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プロトコル作成・編集・転送などに関する操作は、基本的に、次のとおりです。

・プロジェクトワークスペースおよびプロジェクトウィンドウの、アイコンを左ダ
ブルクリックすることで、上位から下位（詳細）へ階層を移行します。［ESC］キー
で逆に下位から上位へ戻ります。

・新規にオブジェクト（プロトコル、シーケンス、ステップ、メッセージ等）を作る
ときは、右クリックし、ポップアップメニューを表示させ、新規のオブジェクト
作成を選択します。プロジェクトウィンドウに新規オブジェクトが追加表示され
ます。

・プロジェクトウィンドウのリストに、データを入力します。データの入力方法は、
基本的に、セル（入力フィールド）を左クリック、または左クリックしたあと、
をクリックすることで、設定ダイアログを表示させ、そこに設定値を入力します。

・ボード／ユニットの通信ポート設定／プロトコル読出し、トレース実行／読み出
しなどを行うときも、右クリック、または［Shift］+［F10］キーで、ポップアップ
メニューを表示させて操作を行います。

参 考 CX-Protocolの操作のポイントは、右クリックによるポップアップメニューです。

どこを選択した状態で右クリックするかに応じて、必要なポップアップメニューが表示

されます。

この右クリックによるポップアップメニューにより、新規のプロトコル／シーケンス／

メッセージ／受信マトリクス／受信マトリクスケースの作成、およびボード／ユニット

の通信ポート設定、プロトコル読出し、トレースの実行時など、主要な操作を行うこと

ができることを理解してください。

右クリック�

右クリックし、必要なところをポイント�
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■ウィンドウ

●プロジェクトワークスペース

次の階層でデータが表示されます。

プロジェクト�
 プロトコルリスト�
  /　　プロトコル名�
   シーケンス名�
�
   シーケンス名�
   送信メッセージリスト�

   受信メッセージリスト�
   受信マトリクスリスト�
　　　　　　　受信マトリクス�

  /　　プロトコル名�
�
  /　　プロトコル名�
�
 トレースリスト�
 PLC�
  ボード�
　　　ユニット0�
�
　　　ユニットF�
�

〜� 〜�

上記プロトコル名の�
中のシーケンス�

複数あれば、複数表示�

各1つのみ表示�

ユニット番号�
0～Fまで16個�
表示�

上記プロトコル名の�
中の各リスト�
�

：プロジェクト�

：プロトコルリスト�

：プロトコル�

：シーケンス�

：送信メッセージリスト�

：受信メッセージリスト�

：受信マトリクスリスト�

：トレースリスト�

：（デバイス）PLC�

：コニュニケーションボード�

：ユニット�

�

：右のデータがさらにその下位を表示�
：右のデータが下位を表示せず�
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●プロジェクトウィンドウ

プロジェクトワークスペース内の選択（反転）データに応じて、その項目が表示されます。

プロジェクトワーク プロジェクトウィンドウの項目スペースの選択データ

プロジェクト ＊ 名前 プロトコル プロトコル トレース トレース PLC 名前 形名 式名 －
リスト名 数 リスト 数

プロトコル ＊ プロト シーケンス シーケンス 種別 ターゲット － － － － －

リスト コル名 開始No 終了No.

プロトコル名 ＊ ＃ 送受信 リンク 伝送制御 レスポンス タイマTr タイマTfr タイマTfs － －

シーケンス チャネル パラメータ

シーケンス名 ＊ ステップ リピート コマンド リトライ 送信ウェ 送信 受信 レスポンス 次処理 エラー処理
カウンタ 回数 イト時間 メッセージ メッセージ 書込有無

送信メッセー ＊ メッセ ヘッダ＜ｈ＞ ターミネ チェック レングス＜l＞アドレス＜a＞ データ － － －
ジリスト ージ名 ータ＜t＞ コード＜c＞

受信メッセー ＊ メッセ ヘッダ＜ｈ＞ ターミネ チェック レングス＜l＞ アドレス＜a> データ － － －
ジリスト ージ名 ータ＜t＞ コード＜c＞

受信マトリク ＊ 受信マト ケース数 － － － － － － － －
スリスト リクス名

受信マトリクス ＊ ケース. 受信 次処理 － － － － － － －
No. メッセージ

トレースリスト ＊ 説明 読み出し サイズ － － － － － －

PLC ＊ シリアル 形式 シリアル　 形式 － － － － － －
コミュニ コミュニケー
ケーショ ションユニット
ンボード

ボード ＊ ボードコン ステータス 通信 タイプ － － － － － －
ポトレース 状態 ポート

ユニット ＊ ユニットコン ステータス 通信 タイプ － － － － － －
ポトレース 状態 ポート

CX-Protocolでは、プロジェクトワークスペースとプロジェクトウィンドウ各々に反転カーソルが存在し
ます。

このどちらにフォーカスがあるか（操作上の実際の選択がされているか）は、次のように、プロジェクトウィ
ンドウの行が......で囲まれているか否かで識別します。（.....で囲まれていれば、フォーカスがプロジェク
トウィンドウにあることを示します。）

プロジェクトワークスペースとプロジェクトウィンドウ間でフォーカスを切り替えるには、タブキーを押
すか、［表示］メニューから［フォーカスの切替］を選択します。またはどちらかの画面内をクリックします。

フォーカスがある�

（シーケンス
No.）
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●プロジェクト内の要素の選択

マウス、矢印キー、ファンクションキーを使用して、プロジェクト内の要素を選択でき
ます。

マウス以外に、次の操作が可能です。

・フォーカスがある状態で［↑］［↓］キーを押すと、次のようになります。

　プロジェクトワークスペース内：ツリー表示上を上下します。

　プロジェクトウィンドウ内：テーブルの行を上下します。

・［Esc］または［BackSpace］を押すと、階層を1つ上に移動します。

・［PageUP］または［PageDown］を押すと、プロジェクトウィンドウ内の1画面分が
上下します。

・［Ctrl］+［F6］を押すか、またはコントロールメニューから［次のウィンドウ］を選
択すると、CX-Protocolの次のアクティブウィンドウへ移動します。

・プロジェクトワークスペースとプロジェクトウィンドウの大きさ比は、境界線を
移動させることで変更可能です。

・プロジェクトウィンドウの各項目の幅は、表示時に自動的に調節されます。

・プロジェクトワークスペース内での、階層表示は、   部をクリックするこ
とで切替わります。

　  の後、最終階層で  となります。この場合、プロジェクトワークスペース
の表示が変わるだけで、プロジェクトウィンドウは変わりません。

をクリック�

　となり�
その下位�
データが�
表示され�
ます。�
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●階層の移動

各アイコンを左ダブルクリックか、またはプロジェクトワークスペース内にフォーカス
がある状態で［→］キーを押すことで階層を下がっていきます。（プロジェクトワークス
ペースの反転した選択データが下がっていきます。）

逆に、［Esc］キーを押すか、［表示］メニューから［一つ上の階層へ］を選択することで、
階層を、元に上がっていきます。

●ポップアップメニュー

右クリックすると、ポップアップ編集メニューが表示されます。

←右クリックまたは［Shift］＋［F10］キー
で出てくるポップアップメニュー（この
例では、［新規作成］をポイントし、［ス
テップ］を選ぶことで、ステップを新規
に追加作成します。）�

●データの入力

プロジェクトウィンドウ内でテーブルの各項目を左クリックするまたは、左クリックし、
 を左クリックするか［Enter］キーを押すことで、表示される各ダイアログボックスで、

各項目のデータを入力します。

↓左クリックし、　を左クリックするか�
［Enter］キーを押す。�

■コントロールメニュー

：CX-Protocolを閉じます�

閉じる�

：プロジェクトを閉じます�

最大化�

最小化�

コントロール�
メニュー�

プロジェクト�
ウィンドウ�
コントロール�
メニュー�
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■メニュー／ショートカットキー

メインメニュー サブメニュー 内　　容 ショートカット ツールバー上のアイコン

ファイル 新規作成　 プロジェクトを新規に作成します。 Ctrl+N ○

開く　　　 既存のプロジェクトを開きます。 Ctrl+O ○

閉じる 作業中のプロジェクトを閉じます。 － －

保存 作業中のプロジェクトファイルを上書き保存します。 Ctrl+S ○

名前を付けて保存 作業中のプロジェクトファイルに別名を付けて保存します。 － －

印刷 プロトコルまたはトレースを印刷します。 Ctrl+P ○

印刷プレビュー 印刷の出力結果をイメージ表示します。 － －

プリンタの設定 プリンタ機種、用紙サイズ、印刷方向を設定します。 － －

1、2、3、4 最近使用したファイルを４つまで、表示します。 － －
（直前のファイル）

終了 CX-Protocolを終了します。 － －

編集 切り取り 指定範囲を切り取り、クリップボードへ移動します。 Ctrl+X ○

コピー 指定範囲をコピーし、クリップボードへ移動します。 Ctrl+C ○

貼り付け クリップボードの内容を指定位置に貼り付けます。 Ctrl+V ○

削除 指定範囲を削除します Del ○

移動 ステップや受信ケースを上下に移動します。 － ○
（上、下、最上段、最下段）

表示 ツールバー プロジェクトツールバーの表示／非表示を切り替えます。 － －

ステータスバー ステータスバーの表示／非表示を切り替えます。 － －

プロジェクトワーク カーソルをプロジェクトワークスペースへ移動します。 － －
スペース

アウトプット カーソルをアウトプットウィンドウへ移動します。 － －

一つ上の階層へ プロジェクトウィンドウ内の表示階層を1つ上へ移動します。 Esc －

フォーカスの切替 プロジェクトワークスペース、プロジェクトウィンドウ、 Tab －
アウトプットウィンドウ間で、フォーカスを切り替
えます。

プロトコル 新規作成 新規にプロトコルリスト、プロトコル、シーケンス、 － －
ステップ、メッセージ受信マトリクス、受信マトリク
スケースを作成するときポイントします。

プロトコルリストの転送 ボード／ユニット内のプロトコルの名前を一覧表示 － －
［PLC→パソコン］ します。

プロトコルの転送 ボード／ユニットのプロトコルをプロジェクトへ － ○
［PLC→パソコン］ 読み出します。

プロトコルの転送 プロジェクトで作成したプロトコルをボード／ユニット － ○
［パソコン→PLC］ へ書き込みます。

プロトコルの照合 プロジェクトのプロトコルとボード／ユニットのプロト － ○
［パソコン－PLC］ コルを比較照合します。
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メインメニュー サブメニュー 内　　容 ショートカット ツールバー上のアイコン

PLC 接続 PLCとオンラインを接続します。 － －

運転モード PLCの動作モードを切替えます。 － －

パソコン－PLC間 対象PLCの形式と、PLCとパソコン間の通信仕様を設定 － －
の設定 します。

通信ポート設定の編集 ボード／ユニットの通信ポートの通信仕様を設定します。 － －

通信ポート設定の転送 ボード／ユニットの通信ポートの設定を読み出します。 － ○
［PLC→パソコン］

通信ポート設定の転送 ボード／ユニットの通信ポート設定をPLCへ転送 － ○
［パソコン→PLC］ します。

トレースの開始 連続トレース、ワンショットトレースを実行するとき － ○
ポイントします。

トレースの停止 連続トレース、ワンショットトレースを停止します。 － ○

トレースの転送 連続トレース、ワンショットトレースの結果を － ○
［PLC→パソコン］ プロジェクトへ読み出します。

I/Oテーブル（注） I/Oテーブルの設定／編集を行います。 － －

PLCメモリ（注） PLCのI/Oメモリエリアのモニタ／編集を行います。 － －

PLC異常履歴（注） PLC（CPUユニット）の異常情報、異常履歴を表示します。 － －

ツール CX-Net ルーチングテーブルやデータリンクなどのネットワーク － －
通信に必要な設定を行います。

カスタマイズ ツールバー、コマンドをカスタマイズします。 － －

ウィンドウ 新しいウィンドウを開く 同一ウィンドウを新たに作成します。 － －

重ねて表示 ウィンドウを重ねて表示します。 － －

上下に並べて表示 ウィンドウを並べて表示します。 － －

アイコンの整列 アイコンを整列します。 － －

1、2、3、…… 選択したウィンドウをアクティブにします。 － －
（現在開いているウィンドウ）

ヘルプ トピックの検索 CX-Protocolのヘルプの「トピックの検索」を表示します。 － －

バージョン情報 CX-Protocolのバージョンを表示します。 － ○

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、無効
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■ポップアップメニュー

次のオブジェクトが選択されているとき、右クリックまたは［Shift］＋［F10］キーで、階
層に応じた次のようなポッアップメニューが表示されます。

●ポップアップ編集メニュー

選択オブジェクト ポップアップメニュー｜サブメニュー

プロジェクト 新規作成｜プロトコルリスト
閉じる
保存
名前を付けて保存
プロパティ

プロトコルリスト 切り取り
コピー
貼り付け
削除
新規作成｜プロトコル
印刷

各プロトコル 切り取り
コピー
貼り付け
削除
新規作成｜シーケンス、受信マトリクス、送信メッセージ、受信メッセージ
印刷｜印刷、印刷プレビュー、プリンタの設定

各シーケンス 切り取り
コピー
貼り付け
削除
新規作成｜ステップ

各ステップ 切り取り
コピー
貼り付け
削除
移動｜最上段へ、最下段へ、1つ上へ、1つ下へ

送信メッセージリスト コピー
貼り付け
新規作成｜送信メッセージ

受信メッセージリスト コピー
貼り付け
新規作成｜受信メッセージ

受信マトリクスリスト コピー
貼り付け
新規作成｜受信マトリクス

各受信マトリクス 切り取り
（Matrix） コピー

貼り付け
削除
新規作成｜受信マトリクスケース

各ケース 切り取り
コピー
貼り付け
削除
移動｜最上段へ、1つ上へ、1つ下へ

トレース 削除
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●ポップアップ操作メニュー（オンライン接続時）

選択オブジェクト ポップアップメニュー｜サブメニュー

ボード／ユニットアイコン 通信ポート設定の転送［PLC→パソコン］
通信ポート設定の転送［パソコン→PLC］
プロトコルリストの転送［PLC→パソコン］
プロトコルの転送［PLC→パソコン］

トレース1（A）/2（B） トレースの開始｜連続トレース、ショットトレース
トレースの停止
トレースの転送［PLC→パソコン］

通信ポート1（A）/2（B） 通信ポート設定の編集
通信ポート設定の転送［PLC→パソコン］
通信ポート設定の転送［パソコン→PLC］
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■ツールバーのアイコン

●標準ツールバー ●トレースツールバー

プロジェクト関連の操作のアイコンです。 トレース関連の操作のアイコンです。

●プロトコルツールバー ●PLCステータスバー

プロトコル関連の操作のアイコンです。 PLCモード（オフライン、プログラム、モニ
タ、運転）および対象PLC機種が、表示され
ます。

　　

ツールバーのアイコン一覧

ツールバー種類 アイコン 対応メニュー ツールバー種類 アイコン 対応メニュー

標準ツールバー 新規作成 プロトコルツールバー プロトコルの転送［パソコン→PLC］

開く 通信ポート設定の転送［パソコン→PLC］

保存 通信ポート設定の転送［PLC→パソコン］

切り取り プロトコルの転送［PLC→パソコン］

コピー プロトコルの照合［パソコン－PLC］

貼り付け 削除

印刷 1つ上へ

バージョン情報 1つ下へ

ヘルプ 最上段へ

トレースツールバー ワンショットトレース 最下段へ

連続トレース PLCステータスバー － オフライン／PLC運転モード

トレースの停止 － PLC機種

トレースの転送

■ステータスバー

カーソルがある位置の、メニューまたはアイコンの説明を表示します。

参 考 ツールバー上のアイコンの説明が、このステータスバーに表示されますので、これを参

考にして、アイコンの選択をしてください。
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3－1 使用手順の概要

以下に、プロトコルマクロの使用手順の概要を示します。

手順1　ボード／ユニットの設定

↓

手順2　ボード／ユニットの取付け

↓

手順3　外部機器との接続

↓

手順4　初期設定

・PLCとCX-Protocolとの接続

・CPUユニット、ボード／ユニットのシステム設定

・外部機器の設定

↓

手順5　プロトコルを設計

↓

手順6　CX-Protocolでプロジェクト（プロトコルデータ）を作成／転送

↓

手順7　ラダープログラムの作成

↓

手順8　動作の確認
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3－2 使用手順

■CS/CJシリーズの場合

手順1 ボード／ユニットの設定
・シリアルコミュニケーション ・シリアルコミュニケーション
ボードの設定 ユニットの設定

（RS-422A/485ポート付きのシリアルコミュニ 前面のロータリスイッチ
ケーションボード 形CS1W-SCB41-V1の場合）

　　

PORT1

ON TERM

4    WIRE

OFF

2

PORT2�
(RS422/�
 RS485)

�
RDY�
COM1�
COM2

SCB41

終端抵抗ON/OFFスイッチ�

2線／4線切替えスイッチ�

　　　　　　　

SCU21
RUN�
ERC�
SD1�
RD1

RDY�
ERH�
SD2�
RD2

PORT1

PORT2

SCU21

ユニット番号�
設定スイッチ�

ユニット番号0～F（0～15）の範囲で�
設定します。　�

E

F012

手順2 ボード／ユニットの取付け
・シリアルコミュニケーション ・シリアルコミュニケーション
ボードの取付け ユニットの取付け

　　 　　　　　　　　　　　　

手順3 外部機器との接続

　　　

CPUユニット�

シリアルコミュニケーションボード�
形CS1W-SCB41-V1

シリアルコミュニケーションユニット�
形CS1W-SCU21-V1

ポート1

RS-422A/485

ポート2

ポート1

ポート2

RS-232C

RS-232CRS-232C

汎用外部機器�

汎用外部機器�

汎用外部機器�汎用外部機器�汎用外部機器�

注：コネクタのピン配置、接続方法等は、CS/CJシリーズ シリアルコミュニケーションボー
ド／ユニットのユーザーズマニュアル（SBCD-300）、および外部機器のユーザーズマニュ
アルを参照してください。
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手順4 初期設定

1）PLCとCX-Protocolのケーブルの接続
　1-5項「システム構成」を参照してください

2）CPUユニット、ボード／ユニットのシステム設定
・PLCとCX-Protocolを接続するためのシステム設定

次の1.および2.の設定を行います。1.および2.の通信条件は一致させることが
必要です。

1．パソコン（CX-Protocol）側の対象PLC機種およびパソコン←→PLC間の通信設定

CX-Protocolを用いて、PLCの対象機種、およびパソコン←→PLC間の通
信設定を設定します。

2．CPUユニット側のPLCシステム設定

PLC本体用周辺ツールを用いて、通信ポートに応じたPLCシステム設定を
行います。

　　

・シリアルコミュニケーション ・シリアルコミュニケーション

　ボードのシステム設定 　ユニットのシステム設定

　割付DMエリア：D32000～D32767 　割付DMエリア：D30000＋100×号機No.

ユニット番号　　　 DMエリア�
 0 D30000～D30099CH�
 1 D30100～D30199CH�
 2 D30200～D30299CH�
 3 D30300～D30399CH�
 4 D30400～D30499CH�
 5 D30500～D30599CH�
 6 D30600～D30699CH�
 7 D30700～D30799CH�
 8 D30800～D30899CH�
 9 D30900～D30999CH�
 A D31000～D31099CH�
 B D31100～D31199CH�
 C D31200～D31299CH�
 D D31300～D31399CH�
 E D31400～D31499CH�
 F D31500～D31599CH

D32000～D32009CH ポート1のシステム設定�
D32010～D32019CH ポート2のシステム設定�
D32020～D32767CH システム予約�

m～m+9：ポート1のシステム設定�
m+10～m+19：ポート2のシステム設定�
m+20～m+99：使用しません。�
�

例）通信条件をデフォルト（標準）で設定する場合
m＝D30000＋100×ユニット番号（CH）

ボード ユニット
ビット 設定内容

ポート1 ポート2 ポート1 ポート2

D32000 D32010 m m+10 15 0：スタートビット/1ビット、データ長/7ビット、
パリティ/偶数、ストップビット/2ビット

11～08 6：プロトコルマクロ

D32001 D32011 m+1 m+11 03～00 0：通信速度/9600ビット/s

D32008 D32018 m+8 m+18 15 0：半二重

D32009 D32019 m+9 m+19 15～00 00C8Hex：プロトコルマクロ送受信データ最大
バイト数/200バイト
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CX-Protocolを用いて、PLCのボード／ユニット内の通信ポート1/2設定を
行い、それをPLCへ転送します。詳細は「10-6  ボード／ユニットの通信
ポートの設定」、 「10-7  通信ポート設定をPLCへ転送する」を参照してく
ださい。

3）外部機器の設定
外部機器のディップスイッチの設定など必要な処理を行います。

手順5 プロトコルを設計…第4章、第5章、第6章を参照してください。
1）送受信シーケンスの状態遷移図を作成

2）状態移遷図から処理内容をシーケンス・ステップに分解

3）送受信メッセージの内容を決定

手順6 CX-Protocolでプロジェクト（プロトコルデータ）を作成／転送
概要フローは、3-1項を参照してください。

1）プロジェクトの新規作成 ....................第6章、6-1項 「プロジェクト／プロトコル
の新規作成」を参照してください。

2）送受信シーケンスの新規作成 .............第7章、7-1項 「シーケンスの新規作成」、
7-2項 「シーケンスの設定」 を参照してく
ださい。

3）各ステップの作成 ...............................第8章、8-1項 「ステップの新規作成」、
8-2項 「ステップの設定」を参照してくださ
い。

4）各メッセージの作成＊
.............................................第9章、9-1項 「メッセージの新規作成」、

9-2項「メッセージの設定」を参照してくだ
さい。

5）作成したプロジェクトの ....................第11章、11-1項 「パソコンとボード／ユ
　シリアルコミュニケーション ニット間のプロコトコルデータの転送／
　ボード／ユニットへの転送 読み出し」を参照してください。

＊：各メッセージを作成後に、そのメッセージ名を指定することで各ステップを作成す
ることもできます。

手順7 ラダープログラムの作成
1）PMCR命令の記述

例）シリアルコミュニケーションボードの場合　　

入力条件�

ネットワーク通信�
命令実行フラグ　�

A20207

プロトコルマクロ�
実行中フラグ�
191915

PMCR（260）�

#72E1�

#0064�

D00000�

D00100

　　通信ポートNo.7を使用、シリアルポートNo.2を使用�

　　相手先号機アドレスE1 ： INNER（シリアルコミュニケーション）ボード�

�

シーケンスNo.100�

送信データ先頭CH�

受信データ格納先頭CH

入力条件がONで、かつプロトコルマクロ実行中フラグ（191915：ポート2）がOFF

のとき、ネットワーク通信実行可フラグ（A20207：通信ポートNo.7の内部論理ポー
トを使用）がONならば、シリアルコミュニケーションボードに登録した送受信シー
ケンスNo.100を呼び出し、シリアルコミュニケーションボードのポート2を介して、
データの送受信を行います。
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・送信データは、D00000で指定した有効CH数（D00000自身を含む、D00000以降
のCH数）にもとづき、次のD00001から送信されます。

　

有効CH数�

送信データ�

D00000�

D00001

何CH有効か�

有効CH数�

（D00000を含むCH数）�

・受信データは、D00011を先頭とした連続CHに格納され、D00010に実際に格納
された（有効な）CH数（D00010自身を含む、D00010以降のCH数）が格納されま
す。

　

有効CH数�

受信データ�

D00010�

D00011

何CH有効か（格納されたか）�
（D00010を含むCH数）�

有効CH数�

注：PMCR命令実行前に設定された受信データは、受信処理に失敗したときは変更されません。

2）PMCR命令の実行

手順8 動作の確認……第12章 「トレース、I/Oメモリモニタ」を参照してください。
・伝送ラインのトレース

　伝送ライン（RS-232CまたはRS-422A/485）上を流れる送受信メッセージ内のデー
タと、制御信号のトレースを行います。

・I/Oメモリのモニタ

　送受信データのモニタ、および各種フラグの状況をモニタします。
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■SYSMACαの場合

手順1 コミュニケーションボードの設定
コミュニケーションボード上のディップスイッチ設定

（RS-422A/485ポート付きのコミュニケーションボード 形C200HW-COM06、またはCOM06-
V1の場合のみ）

SW1：2線式／4線式の切り替え

　SW2：終端抵抗のオン／オフ（RS-422A／485ポート使用時）

O
N1

24

ディップスイッチSW2
ディップスイッチSW1

手順2 コミュニケーションボードの取り付け
1）メモリカセットカバーを開きます。

2）コミュニケーションボードカバーを外します。
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3）コミュニケーションボードをスリットに沿って、奥まで差し込みます。

4）メモリカセットカバーを閉じます。

手順3 外部機器との接続
　　　　RS-232CまたはRS-422A/485ケーブルで接続します。

CPU　ユニット�
コミュニケーションボード�

ポートB

RS-422A/485

ポートA

RS-232C

汎用外部機器�

汎用外部機器�

汎用外部機器�

汎用外部機器�

注：コネクタのピン配置、接続方法等は、SYSMACαコミュニケーションボー
ドユーザーズマニュアル（SCCC-305）、および外部機器のマニュアルを参
照してください。
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手順4 初期設定

1）PLCとCX-Protocolのケーブルの接続
1-5項「システム構成」を参照してください

2）CPUユニット、コミュニケーションボードのシステム設定
・PLCとCX-Protocolを接続するためのシステム設定

次の1.および2.の設定を行います。1.および2.の通信条件は一致させることが
必要です。

1．パソコン（CX-Protocol）側の対象PLC機種およびパソコン←→PLC間の通信設定

CX-Protocolを用いて、PLCの対象機種、およびパソコン←→PLC間の通
信設定を設定します。

2．CPUユニット側のPLCシステム設定

PLC本体用周辺ツールを用いて、接続ポートに応じたPLCシステム設定を
行います。

・ペリフェラルポートに接続時

　　ペリフェラルポート通信設定：PLCシステム設定のDM6650～6654

・CPUユニット内蔵RS-232Cポートに接続時

　　RS-232Cポート通信設定：PLCシステム設定のDM6645～6649

ペリフェラルポート、CPU内蔵RS-232Cポート共にデフォルトの設定
（スタートビット／1ビット、データ長／7ビット、パリティ／偶数、
ストップビット／2ビット、通信速度／9600ビット/s）はDM6650（ペ
リフェラルポート）またはDM6645（CPU内蔵RS-232Cポート）を0000

と設定してください。詳細は「C200HX/HG/HEプログラミングマニュ
アル」（SCCC-303）をご参照ください。

・コミュニケーションボードのシステム設定

次のいずれかの方法で、コミュニケーションボードのポートA/Bのシステム設
定を行います。

1．PLC本体用周辺ツールを用いて、下記のPLCシステム設定を行います。

コミュニケーションボードのシステム設定ポートA：PLCシステム設定のDM6555～6559

ポートB：PLCシステム設定のDM6550～6554

　　　　例）通信条件をデフォルト（標準）で設定する場合

ポートAの通信条件�
0：スタートビット／1ビット、データ長／7ビット、�
パリティ／偶数、ストップビット／2ビット、�
通信速度／9600bps�
�
ポートAの使用モード�
6：プロトコルマクロ�

15 0

6  　０　  ０　  0DM6555

2．CX-Protocolを用いて、デバイスのコミュニケーションボード内の通信ポー
トA/B設定を行い、それをPLCへ転送します。詳細は「10-6  ボードユニッ
トの通信ポートの設定」、  「10-7  通信ポート設定をPLCへ転送する」を参
照してください。
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3）外部機器の設定
外部機器のディップスイッチの設定など必要な処理を行います。

手順5 プロトコルを設計…第4章、第5章、第6章を参照してください。
1）送受信シーケンスの状態遷移図を作成

2）状態移遷図から処理内容をシーケンス・ステップに分解

3）送受信メッセージの内容を決定

手順6 CX-Protocolでプロジェクト（プロトコルデータ）を作成／転送
概要フローは、3-1項を参照してください。

1）プロジェクトの新規作成 ....................第6章、6-1項 「プロジェクト／プロトコル
の新規作成」を参照してください。

2）送受信シーケンスの新規作成 .............第7章、7-1項 「シーケンスの新規作成」、
7-2項 「シーケンスの設定」 を参照してく
ださい。

3）各ステップの作成 ...............................第8章、8-1項 「ステップの新規作成」、第
8章、8-2項 「ステップの設定」を参照して
ください。

4）各メッセージの作成＊
.............................................第9章、9-1項 「メッセージの新規作成」、

9-2項「メッセージの設定」を参照してくだ
さい。

5）作成したプロジェクトのコミュニ ......第11章、11-1項 「パソコンとボード／ユ
　ケーションボードへの転送 ニット間のプロコトコルデータの転送／

読み出し」を参照してください。

＊：各メッセージを作成後に、そのメッセージ名を指定することで各ステップを作成す
ることもできます。

手順7 ラダープログラムの作成
1）PMCR命令のFUN No.の割り付け

1．CPUユニットのディップスイッチSW4（応用命令設定追加）をON

2．PLC本体周辺ツールにより、PMCR命令にFUN No.＊1を割り付けます。

＊1：PLCにC200H＊-CPU＊＊-Zをお使いの場合は、デフォルトでPMCR命令に260の
FUN No.が割り付けられています。

2）PMCR命令の記述

例）

入力条件�

ポートAを使用してシーケンスNo.100を実行�

送信データ先頭CH�

受信データ格納先頭CH

プロトコルマクロ�
実行中フラグ�
28908

FAL(06)001

PMCR        �

#1100�

D0000�

D0010

ERフラグ�
25503

入力条件がONで、かつプロトコルマクロ実行中フラグ（28908：ポートA）がOFFの
ときに、コミュニケーションボードに登録された送受信シーケンスNo.100を呼び
出し、コミュニケーションボードのポートAを介して、データの送受信を行います。
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・送信データは、DM0000で指定した有効CH数（DM0000自身を含む）にもとづき、
次のDM0001から送信されます。

　

有効CH数�

送信データ�

DM0000�

DM0001

何CH有効か�
（DM0000を含むCH数）�

・受信データは、DM0011を先頭とした連続CHに格納され、DM0010に実際に格
納された（有効な）CH数（DM0010自身を含む）が格納されます。

　

有効CH数�

受信データ�

DM0010�

DM0011

何CH有効か（格納されたか）�
（DM0010を含むCH数）�

3）PMCR命令の実行

手順8 動作の確認……第12章 「トレース、I/Oメモリモニタ」を参照してください。
・伝送ラインのトレース

　伝送ライン（RS-232CまたはRS-422A/485）上を流れる送受信メッセージ内のデー
タと、制御信号のトレースを行います。

・I/Oメモリのモニタ

　送受信データのモニタ、および各種フラグの状況をモニタします。
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3－3 プロトコルマクロの実際の作成（例）

以下に、プロトコルマクロの実際の作成例を示します。

■作成する例
ここでは、8チャンネルタイプの温度調節器 形 E5ZEの 8点の測定温度（チャンネル 0
～7）を読み出して、CS1-H CPUユニットの DMエリアに格納するシーケンスを作成
してみましょう。

注：ここで作成するシーケンスは、標準システムプロトコルの「Temp Controller (E5ZE read)
温調（形 E5ZE 読出系）」の測定温度の読み出しシーケンス（シーケンス No.101）と同一
のものです。

●PLC機種 ：CS1-H CPUユニット
●接続外部機器 ：8チャンネルタイプの温度調節器 形 E5ZE
●接続ポート ：シリアルコミュニケーションボードの RS-422A/485ポート
●システム構成

形CS1 CPUユニット+ 形CS1W-SCB41-V1

シリアルコミュニケーション�
ボードのポート2

RS-485 形E5ZE

温度入力�
8チャンネル�

●通信内容： 8 点の測定温度（チャンネル 0～7）を読み出し、各々2CH ずつ
CS1-H CPUユニットの D00101～D00116に格納します。

チャンネル0 下位 

チャンネル0 上位 

チャンネル1 下位 

チャンネル1 上位 

チャンネル0 

 

チャンネル1 

 

 

チャンネル7

温度入力8点 

D00101 

D00102 

D00103 

D00104

チャンネル7 下位 

チャンネル7 上位 

測定温度 

D00115 

D00116
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■プロトコルの設計

●概要
形 E5ZEの測定温度を読み出すコマンドは、「RX0」です。
1 回のコマンド送信で、1 点の測定温度データを読み出します。したがって、8 点の測
定温度データを読み出すために、チャンネルNo.を 0～7に切り替えて、8回、コマンド
送信を繰り返します。
また、チャンネル No.0～7 の測定温度を、格納先アドレスを切り替えて、CPU ユニッ
トの指定 I/Oメモリ以降に順に格納します。

PLC E5ZE

RX0 00 温度

RX0 0

チャンネル No.0の
測定温度読出しレスポンス

チャンネル No.0の
測定温度読出しコマンド

RX0 00 温度

RX0 7

チャンネル No.7の
測定温度読出しレスポンス

チャンネルNo.を切り替えて8回送信

順次格納
I/Oメモリ

チャンネル No.7の
測定温度読出しコマンド

D00101 チャンネル 0下位
D00102 チャンネル 0上位
D00103 チャンネル 1下位
D00104 チャンネル 2上位
：
：

：
：

D00115 チャンネル 7下位
D00116 チャンネル 7上位

●処理フロー
したがって、次のような処理フローを 1つのステップとします。
ここでは、レスポンスがない場合またはレスポンスが異常であった場合、3 回のリトラ
イ処理を行うこととします。

レスポンス 
受信 

リピートカウンタNの 
現在値＝8

測定値読み出しコマンドを送信 

 

AbortEnd

 

 

ステップNo.00

Send 
＆ 
Receive

3回までリトライ 
リトライ回数 

エラー発生 

Y

N

正常 
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●送受信メッセージの作成

・送信メッセージの作成

通信フレームのコマンドフォーマットは、以下のとおりです。

ユニット No. FCS@ R X 0
測定チ
ャンネ
ル No.

0 0 ＊ CR

ヘッダ
↓

アドレス
↓

データ
↓

チェックコード
↓

ターミネータ
↓

・ヘッダ :”@”

・アドレス :”ユニット No. ”

（10進数値の ASCIIコード。例：ユニット No. 12は、31Hex＋32Hex）
・データ :”RX0” ＋ ”測定温度チャンネル No. ” ＋”00”

（”測定温度チャンネル Noは、10進数値の ASCIIコード。例：1チャンネル
は、31Hex）

・チェックコード : LRC（水平パリティ）、データタイプ ASCII

・ターミネータ :”＊” （2A Hex）＋CR（0D Hex）

このフレーム（メッセージ）を、CX-Protocolを使用して、作成します。
ただし、今回、上記の”ユニットNo. ”と、”測定温度チャンネル No. ” は、固定の値（定
数）でなく、CPUユニットの I/Oメモリ上のデータから作成してみます。

・ユニットNo.
”ユニットNo. ”は、CPUユニットの DMエリアから取り出します。
今回は、D00001に、ユニットNo.（BCD）を格納しておいて、そのデータを読み出し
て、送信メッセージ上のアドレス（ユニットNo.）とします。
方法：変数を使用して、PLC（CPUユニット）の I/Oメモリを読出して、それを ASCII

コードに変換します。
ユニット No.を「PMCR 命令の第 3（SYSMAC αは第 2）オペランドで指定したチャ
ネルからの、2文字（1バイト）分」とします。

PMCR

D00000

D00000
+1CH ０ 

15 00

０ 1 2

#0002
1バイト 1バイト 1バイト 

1 2 3 1 3 2
HEX→ASCI I変換 

"1" "2"

(ASCI Iコード)

例えばアドレス 
として12号機を 
指定します 

第3（SYSMACαは第2）オペランド 

ASCI I変換後のバイト数を指します 
＄ (R (1) ,2 )

ASCI Iデータへの変換 

PMCR命令の第3（SYSMACαは第2）オペランド指定CH+1CHから 

2バイト分 

と指定します 

したがって、アドレス項目のユニットNo. には、以下の変数を記述します。
変数属性：$（ASCII変換）、読出オプション：R（）、先頭チャネル：PMCR命令の

オペランド（D00000）+1、データサイズ（伝送路上のサイズ）：2 バイト
とします。

変数の記述：$ （R（1）,2）
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・測定温度チャンネル No.
”測定温度チャンネル No. ”は、送信メッセージ（コマンドフレーム）を送信するたびに、
0→1→2→…→7と変化させます。これにより、8点の測定温度を順に読み出します。
方法：ステップのリピートカウンタ機能を使用します。この機能によって、送信メッセ

ージを 1回送信するたびに、リピートカウンタNの値が自動的にインクリメント
されます。そこで、リピートカウンタ N の繰り返し回数を 8 として、”測定温度
チャンネル No. ”をリピートカウンタNとします。

測定温度のチャンネルNo.をリピートカウンタNの値 1桁分とします。
1バイト 

HEX→ASCI I変換 

＄ (  N,  1  )
15 00 "1"

3　  1

ASCI Iデータへの変換 

リピートカウンタの値 

1バイト分 

と指定します。 

(ASCI Iコード) 
 
Ｎ＝1の時1CHを指定 

０ 　０　 ０　 １ 

Ｎ＝0～7まで 

したがって、データ項目の測定チャンネルNo. には、以下の変数を記述します。
変数属性：$（ASCII変換）、Nを含む 1次式：N、データサイズ（伝送路上のサイ

ズ）：1バイトとします。
変数の記述：$（N,1）

したがって、CX-Protocolの送信メッセージとしては、以下の内容を設定します。

・ヘッダ タイプ：ASCII、データ：@

・アドレス 変数：$（R（1）,2）
（10進数値の ASCIIコード。例：ユニット No. 12は、31Hex＋32Hex）

・データ 定数 ASCII：RX0

＋変数：$（N,1）
＋定数 ASCII：00

・チェックコード タイプ： LRC（水平パリティ）、初期値：0、データタイプ：ASCII

・ターミネータ タイプ：HEX、データ：2A0D

＠ ユニット FCSR X 0 0 0 ＊ ← 
チ
ャ
ネ
ル 

ヘッダ アドレス 
 

データ 
 

チェックコード 
ターミネータ 

" ＠ "  ＋  $ ( R (1), 2 ) +  " RX0 " + ＄( N, 1 ) + " 00 " + LRC(水平パリティ)(0)(2byte ASC) + [2A0D] 
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・ 受信メッセージの作成

通信フレームのレスポンスフォーマットは、以下のとおりです。

ユニット No. 終了コード 測定温度 FCS@ R X ＊ CR

ヘッダ
↓

アドレス
↓

データ
↓

チェックコード
↓

ターミネータ
↓

・ヘッダ :”@”

・アドレス :”ユニット No. ”

・データ :”RX00” ＋”測定温度”

注：終了コードは、正常終了時、” 00” のため、” 00” とします。
・チェックコード : LRC（水平パリティ）、データタイプ ASCII

・ターミネータ :”＊” （2A Hex）＋CR（0D Hex）

このフレーム（メッセージ）を、CX-Protocolを使用して、作成します。

・測定温度データの格納場所
受信した 8 点の測定温度データを、D00100 から 2CH ずつ、順に格納することが必要
です。
送信メッセージ内の変数$（N,1）によって、読み出した測定温度データのチャンネル No.
は、リピートカウンタ N の値と一致しています。したがって、リピートカウンタ N の
値を利用して、測定温度の格納先を切り替えることができます。そして、受信したデー
タを、その切り替えたアドレスに書き込むように指定します。
方法：ステップのリピートカウンタ機能を使用します。 D00100＋（リピートカウンタ

N×2）+1を格納先頭アドレスとして、レスポンス受信ごとに、2CHずつ測定温
度データの格納先アドレスをシフトすることができます。

受信した測定温度のデータを、PMCR命令の第 4オペランド（SYSMACαは第 3オペ
ランド）で指定したチャネル＋（2N＋1）から、長さを固定せず読み込みます。

P M C R  
 

D00100

D00100

N=0→ 

N=1→ 

+1

+2

+3

+4

第4オペランド 
（SYSMACα 
は第3

4バイト 

4バイト 

＆ (W(2N+1) ,＊)

HEXデータへの変換 

PMCR命令の第4オペランド（SYSMACαは第3）指定CH+(2N+1)

データ長(バイト)

と指定します。 

したがって、データ項目の測定温度には、以下の変数を記述します。
変数属性：＆（HEX変換）、書込オプション：W（）、先頭チャネル：PMCR命令の

オペランド（D00100）+（2N+1）、データサイズ（伝送路上のサイズ）：
固定せずとします。

変数の記述：＆（W（2N+1）,＊）
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したがって、CX-Protocolの受信メッセージとしては、以下の内容を設定します。
・ヘッダ タイプ：ASCII、データ：@

・アドレス 変数：$（R（1）,2）
・データ 定数 ASCII：RX00

＋変数：＆（W（2N+1）,＊）
・チェックコード タイプ： LRC（水平パリティ）、初期値：0、データタイプ：ASCII

・ターミネータ タイプ：HEX、データ：2A0D

＠ ユニット FCSR X 0 0 ＊ ← 

ヘッダ 
 

アドレス 
 

データ 
 

チェックコード ターミネータ 

"＠" ＋＄ ( R (1), 2 ) +  " RX00 " + ＆ ( W ( 2 N + 1 )，＊）+ LRC (水平パリティ) (0) (2 byte ASC) + [2A0D] 
 

測定温度 

RX00とチェックコードの間のデータを取り込み、 
ASCIIコード→HEXコードに変換し、 
変換した結果をPMCR命令の第4（SYSMACαは第3） 
オペランド指定CH+(2N+1)のアドレスに書き込む 

●ステップの設定
次に、作成した送受信メッセージを読み出すステップを、先ほどの処理フローにもとづ
いて作成します。内容は、以下のとおりです。
・そのステップに入ったとき、リピートカウンタをリセットし、そのステップを 8回繰
り返すため、リピートカウンタを「リセット／008」に設定します。

・測定温度読み出しコマンド（RX）を発行（Send）して、そのレスポンスを受信
（Receive）するため、コマンドに「Send&Receive」を設定します。

・エラー発生時に自動的に 3 回リトライします。そのため、リトライ回数を「3」に設
定します。

・送信メッセージは、先ほど作成したものを使用します。受信メッセージも同様に先ほ
ど作成したものを使用します。

・受信したデータを CPUユニットの I/Oメモリに書き込むため、レスポンス通知有無
を「あり」に設定します。

・リピートカウンタ設定の 8階を繰り返し実行し正常終了したとき、このシーケンスを
終了するため、次処理に「End」を設定します。

・エラー発生時自動的に 3回リトライしますが、それでも異常終了したときは、そのス
テップの実行を中断し、シーケンスを終了します。そのため、エラー処理に「Abort」
を設定します。

正常系
測定温度読出しコマンドを発行して、温調器からのレスポンスを待ちます。受信メッセ
ージの中の測定温度のデータを、HEXコードに変換して、I/Oメモリに格納します。
リピートカウンタを使用して、I/O メモリを切り替え、同様に測定値読出しコマンドを
送信し、計 8チャンネルの測定温度を読み出して、I/Oメモリに格納します。

異常系
リトライ回数（3回）の設定により、エラー発生時には、自動的に 3回まで同じステッ
プが再度実行されます。
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ステップの設定
リピート
カウンタ

コマンド リトライ
回数

送信ウェ
イト時間

送信メッセ
ージ

受信メッセ
ージ

レスポンス通
知有無

次処理 エラー処理

リセット／
008

Send&
Receive

3 －
作成済みメ
ッセージ名
を指定

作成済みメ
ッセージ名
を指定

あり End Abort

●シーケンスの設定
・シリアルコミュニケーションボードの RS-422A/485 ポートを使用するため、伝送制
御パラメータには、モデム制御「あり」と設定します。また、形 E5ZE は、RS/CS
フロー制御および Xon/Xoff フロー制御に対応していないため、いずれも「なし」に
設定します。

・受信した形 E5ZEの測定温度データを、CPUユニットの指定 I/Oメモリへ CPUユニ
ットのスキャン時に書き込むため、レスポンス通知方式を「スキャン通知」に設定し
ます。

・各監視時間については一般的に、いずれも 3秒に設定します。

シーケンスの設定

リンクチ
ャネル

伝送制御パラメータ レスポンス通
知方式

受信待ち監
視時間 Tr

受信完了監
視時間 Tfr

送信完了監
視時間 Tfs

－

RS/CSフロー制御：
なし
Xon/Xoffフロー制御：
なし
モデム制御：あり

スキャン通知 3s 3s 3s

このように設定したシーケンスNo.（この例ではNo.000とします）を PMCR命令で指
定し、PMCR命令を実行します。
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3－4 CX-Protocolでのプロジェクト作成フロー

「CX-Protocol でのプロジェクト（プロトコルデータ）を作成／転送」の概要フローを
以下に示します。

�

�

��� メニュー操作／アイコン操作� 参照ページ�
�
�� プロジェクトの新規作成� ［ファイル］メニューから［新規作成］を選択� 6-1項�
� �
�� PLC機種変更� プロジェクトの新規作成後、表示� 10-1項/10-2項�
�
�� 　　　　　システム設定� ［PLC］メニューから［パソコン－PLC間の設定］を選択� 10-1項/10-2項�
��� 対象PLC機種、パソコン-PLC間通信条件設定�
�
��� ボード／ユニット　アイコンを選択�
��� ポート1（A）、ポート2（B）の各設定を行い、PLCへ転送　注：（　）はSYSMACαの場合�
�
� プロトコル作成（リストへの追加）� 右クリック［新規作成｜プロトコル］� 6-1項�
�
�� プロトコルのシーケンスNo.範囲設定�� 6-1項�

・プロトコル名、シーケンス開始No.、
シーケンス終了No.、�
・ターゲットを設定�

�
�� シーケンス作成� 右クリック［新規作成｜シーケンス］� 第7章�

・リンクチャネル、伝送制御
パラメータ、レスポンス通知
方法、監視時間（Tr、Tfr、
Tfs）を設定�

�
�� ステップ作成� 右クリック［新規作成｜ステップ］� 第8章�

・リピートカウンタ、コマンド、リ
トライ回数、送信ウェイト時
間、送信メッセージ＊、受信
メッセージ＊、レスポンス書
込有無、次処理、エラー処
理を設定�

�
�� メッセージ作成� ステップの［メッセージ］フィールドから右クリック［新規メッセージ］選択� 第9章�
��� またはメッセージリストで右クリック［新規作成｜送信/受信メッセージ］� �

�
・ヘッダ、ターミネータ、チェック
コード、レングス、アドレス、メ
ッセージ編集（データ含む）�

�
�� 受信マトリクス作成� 右クリック［新規作成｜受信マトリクス］および� 第9章�
��� 右クリック［新規作成｜受信マトリクスケース］� �
�
�
 プロトコルの転送（パソコン→ボード／ユニットへ）�� 11-1項�
�
＊： ・ステップ内の送信メッセージから、送信メッセージリスト内のメッセージ名を指定す

ることが可能�
� ・ステップ内の受信メッセージから、受信メッセージリスト内のメッセージ、または受信

マトリクスリスト内のマトリクス名を指定することが可能�
　　　 したがって、あらかじめ送信メッセージ、受信メッセージ、受信マトリクスを作成し

ておき、ステップ作成時にメッセージ名を指定するだけで、メッセージ部を作成するこ
とができます。�
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3－5 CX-Protocolでの設定手順（例）

3－3項「プロトコルマクロの実際の作成（例）」に示した多点温度調節器 形 E5ZEの
測定温度読出しのシーケンスを、CX-Protocolで作成してみましょう。
CX-Protocolをスタートメニューから起動、または CX-Programmerの I/Oテーブルか
ら［専用ツール起動］｜［起動のみ］を選択して起動した場合、以下の●プロジェクト
の新規作成（手順 1）、および●PLC機種変更（手順 2、3）を行います。
CX-Protocolを CX-Programmerの I/Oテーブルから［専用ツール起動］｜［設定を引
き継いで起動］を選択して起動する場合、以下の手順 1~3は不要となります。

●プロジェクトの新規作成

1 プロジェクトを新規作成します。
［ファイル］メニューから、［新規作成］を選択します。

●PLC機種変更

2 対象 PLCを選択します。
［PLC 機種］で、「CS1G-H」を選択します。［設定］ボタンをクリックして、
「CPU42」を選択します。［OK］ボタンをクリックします。

3 対象 PLCとの通信方法を選択します。
［ネットワーク種別］で、「Toolbus」を選択します。

●プロトコル作成

4 プロトコルを新規作成します。
「プロジェクト」アイコンの下の「新規プロトコルリスト」を選択し、右クリック
して、［新規作成］｜［プロトコル］を選択します。
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5 以下のような選択ボタンが表示されます。

ここで、CS/CJプロトコルか SYSMACαプロトコルかを選択します。
この例では、CS/CJプロトコルのため、 をクリックします。
新規プロトコルが、「New Protocol」として表示されます。

必要に応じて、プロトコルのシーケンスNo.範囲を設定します。

●シーケンス作成

6 プロトコル「New Protocol」に、シーケンスを新規作成します。
「新規プロトコルリスト」の下の「New Protocol」を選択し、右クリックして、
［新規作成］｜［シーケンス］を選択します。

7 新規シーケンスが、「New Sequence」（シーケンスNo.000）として表示されま
す。
ここでは、シーケンス No.000に、多点温度調節器 形 E5ZEの測定温度読出しの
シーケンスを作成します。
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8 シーケンス単位のデータを設定します。
①「伝送制御パラメータ」の右の をクリックします。

ここをクリックします。

上記デフォルトのまま（RS/CSフロー制御なし、Xon/Xoffフロー制御なし、モデ
ム制御あり）とします。
［OK］ボタンをクリックします。

②受信待ち監視時間（Tr）を 3秒に設定します。
「タイマ Tr」の右の  をクリックします。
［値］の欄を「3」として、［時間単位］の欄を「1sec」とします。

［OK］ボタンをクリックします。
以下のダイアログが表示されます。

③［OK］ボタンをクリックします。
受信完了監視時間（Tfr）が、受信待ち監視時間（Tr）と同じ 3秒に、自動的に設
定されます。

④送信完了監視時間を 3秒に設定します。
「タイマ Tfs」の右の をクリックします。
［値］の欄を「3」として、［時間単位］の欄を「1sec」とします。

⑤［OK］ボタンをクリックします。
シーケンスは、以下の設定となります。
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●ステップ作成

9 シーケンスにステップを新規作成します。
「New Protocol」の下の「New Sequence」を選択し、右クリックして、［新規作
成］｜［ステップ］を選択します。

10 ステップ 00が表示されます。

11 ステップ単位のデータを設定します。
①「リピートカウンタ」の右の  をクリックします。タイプ：リセット、繰り返し
回数：定数で 8と設定し、［OK]ボタンをクリックします。

②「コマンド」をクリックします。Send&Receiveを選択します。

これを選択します。

③［リトライ回数］を 3に設定します。
直接、「3」を入力します。

④ステップ 00は、以下の設定となります。
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●送信メッセージ作成

12 送信メッセージを新規作成します。
「送信メッセージ」を右クリックして、［新規メッセージ］を選択します。

13 以下の［メッセージ編集］画面が表示されます。

送信メッセージには、以下の通信フレームを作成します。

ヘッダ<h> アドレス<a> データ チェックコード<c> ターミネ―タ<t>

@ ＋ $（R（1）,2） ＋ ”RX0”＋$（N,1）＋”00” ＋ LRC ＋ [2A0D]

14 ヘッダに@を入力します。
①［ヘッダ］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。
②タイプに「ASCII」を選択し、データに@を入力します。

③［OK］ボタンをクリックします。
④［挿入］ボタンをクリックします。以下のように、メッセージ欄に、<h>が表示さ
れます。
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15 アドレスに、$（R(1),2）を入力します。
①［アドレス］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。
②タイプに「変数 ASCII」を設定し、［実効アドレス（X）編集］ボタンをクリック
します。
［タイプ］フィールドの［読出（R）］をチェックし、［一次式（yN+x）］フィ
ールドに、0000N+0001を入力します。

③［OK］ボタンをクリックします。
④［データサイズ編集］ボタンをクリックします。
［yN＋x］をチェックし、一次式（yN+x）に、0000N+0002を入力します。

⑤［OK］ボタンをクリックします。データ欄に、$(R(1),2)と表示されます。再度［OK］
ボタンをクリックします。

⑥［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、<h>+<a>と表示されます。

16 データとして、この例では、”RX0”+$（N,1）+”00”を入力します。
1）”RX0”を入力します。
①［メッセージデータ］のドロップダウンリストから、「定数 ASCII」を選択します。
②右の空欄に、RX0と入力します。
③［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、<h>＋<a>＋”RX0”と表示
されます。

2）$(N,1)を入力します。
①［メッセージデータ］のドロップダウンリストから、「変数」を選択します
②右の［編集...］ボタンをクリックします。
③タイプに「変数 ASCII」を選択します。
④［実効アドレス X編集］ボタンをクリックします。
⑤［タイプ］フィールドの「yN+x」をチェックし、［一次式（yN+x）］フィールド
にて、0001N+0000を入力します。

⑥［OK］ボタンをクリックします。
⑦［データサイズ編集］ボタンをクリックします。
⑧［一次式（yN+x）］フィールドで、0000N+0001を入力します。
⑨［OK］ボタンをクリックしてダイアログを閉じ、次のダイアログでも［OK］ボタ
ンをクリックします。データ欄に、$（N,1）と表示されます。再度［OK］ボタン
をクリックします。

⑩［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、<h>＋<a>＋”RX0”＋$（N,1）
と表示されます。
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3）”00”を入力します。
①［メッセージデータ］のドロップダウンリストから、「定数 ASCII」を選択します。
②右の空欄に、00と入力します。
③［挿入］ボタンをクリックします。
以下のメッセージとなります。

17 レングスは、デフォルトのまま、なしと設定します。
①［レングス］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。

②［OK］ボタンをクリックします。

18 チェックコードに、LRC（水平パリティ）、初期値 0、データタイプ ASCII を入
力します。

①［チェックコード］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。
②［タイプ］に LRC、初期値に 0、データタイプに ASCIIを入力します。

③［OK］ボタンをクリックします。
④［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、<h>+<a>+”RX0”+&(N,1)+”

00”+<c>と表示されます。+<c>よりも前の表示が青色に変化します。
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19 ターミネータに、2A0D Hexを入力します。
①［ターミネータ］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。
②タイプに「HEX」を選択します。
③［編集...］ボタンをクリックします。
④［16進数入力］ダイアログボックスにて、2A0Dを入力します。

⑤［Enter］キーをクリックします。データ欄に［2A0D］と表示されます。
⑥［OK］ボタンをクリックします。
⑦［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、以下のように、<h>+<a>+”

RX0”+$(N,1)+”00”+<c>+<t>と表示されます。

⑧チェックコードの対象範囲（青色表示）を、<h>+<a>+データまでとします（この
場合、チェックコード先頭項目「1」、最終項目「5」でよいため、このままとしま
す）。

20 送信メッセージに、名称をつけておきます。例）E5Z_read

①［OK］ボタンをクリックします。
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●受信メッセージ作成

以下、同様に、受信メッセージを作成します。

21 受信メッセージを新規作成します。
「受信メッセージ」を右クリックして、［新規メッセージ］を選択します。

22 以下の［メッセージ編集］画面が表示されます。

受信メッセージには、以下の通信フレームを作成します。

ヘッダ<h> アドレス<a> データ チェックコード<c> ターミネ―タ<t>

@ ＋ $（R（1）,2） ＋ ”RX00”＋&（W（2N+1,＊） ＋ LRC ＋ [2A0D]

23 ヘッダに@を入力します。
①［ヘッダ］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。
②タイプに「ASCII」を選択し、データに@を入力します。

③［OK］ボタンをクリックします。
④［挿入］ボタンをクリックします。以下のように、メッセージ欄に、<h>が表示さ
れます。



3－5 CX-Protocolでの設定手順（例）

3-29

3
使
用
手
順

24 アドレスに、$（R(1),2）を入力します。
①［アドレス］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。
②タイプに「変数 ASCII」を設定し、［実効アドレス（X）編集］ボタンをクリック
します。
［タイプ］フィールドの［読出（R）］をチェックし、［一次式（yN+x）］フィ
ールドに、0000N+0001を入力します。

③［OK］ボタンをクリックします。
④［データサイズ編集］ボタンをクリックします。
［yN＋x］をチェックし、一次式（yN+x）に、0000N+0002を入力します。

⑤［OK］ボタンをクリックします。データ欄に、$(R(1),2)と表示されます。再度［OK］
ボタンをクリックします。

⑥［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、<h>+<a>と表示されます。

25 データとして、この例では、”RX00”+&(W（2N+1）,*)を入力します。
1）”RX00”を入力します。
①［メッセージデータ］のドロップダウンリストから、「定数 ASCII」を選択します。
②右の空欄に、RX00と入力します。
③［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、<h>＋<a>＋”RX00”と表示
されます。

2）&(W（2N+1）,*)を入力します。
①［メッセージデータ］のドロップダウンリストから、「変数」を選択します。
②右の［編集...］ボタンをクリックします。
③タイプで「変数HEX」を選択します。
④［実効アドレス X編集］ボタンをクリックします。
⑤［タイプ］フィールドの［書込（W）］をチェックし、［一次式（yN+x）］フィ
ールドにて、0002N+0001を入力します。

⑥［OK］ボタンをクリックします。
⑦［データサイズ編集］ボタンをクリックします。
⑧［タイプ］フィールドの［*］をチェックし、［OK］ボタンをクリックします。デ
ータ欄に、&(W（2N+1）,*)と表示されます。再度［OK］ボタンをクリックしま
す。
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⑨［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、<h>＋<a>＋”RX00”＋&(W
（2N+1）,*)と表示されます。

26 レングスは、デフォルトのまま、なしと設定します。
①［レングス］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。

②［OK］ボタンをクリックします。

27 チェックコードに、LRC（水平パリティ）、初期値 0、データタイプ ASCII を入
力します。

①［チェックコード］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。
②［タイプ］に LRC、初期値に 0、データタイプに ASCIIを入力します。

③［OK］ボタンをクリックします。
④［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、

<h>+<a>+”RX00”+&(W（2N+1）,*)+<c>と表示されます。

28 ターミネータに、2A0D Hexを入力します。
①［ターミネータ］フィールドの［編集...］ボタンをクリックします。
②タイプに「HEX」を選択します。
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③［編集...］ボタンをクリックします。
④［16進数入力］ダイアログボックスにて、2A0Dを入力します。

⑤［Enter］キーをクリックします。データ欄に、［2A0D］と表示されます。
⑥［OK］ボタンをクリックします。
⑦［挿入］ボタンをクリックします。メッセージ欄に、以下のように、

<h>+<a>+”RX00”+&(W（2N+1）,*)+<c>+<t>と表示されます。

⑧チェックコードの対象範囲（青色表示）を、<h>+<a>+データまでとします（この
場合、チェックコード先頭項目「1」、最終項目「4」でよいため、このままとしま
す）。

29 受信メッセージに、名称をつけておきます。例）E5Z_recv

①［OK］ボタンをクリックします。

●プロジェクトの保存

30 ［ファイル］メニューから［保存］を選択して、例えば、プロジェクト名として
「E5Z_READ」とし、作成したプロジェクトを保存します。
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●プロトコルの転送

31 PLCアイコンを右クリックして、ポップアップメニューから「パソコン-PLC間の
通信設定」を選び、PLC機種、ネットワークタイプを選択します。

32 PLCアイコンを右クリックして、ポップアップメニューから「接続」を選びます。

31 プロトコルリストから、作成したプロトコルを選択して、「プトロコル」メニュー
から［プロトコルの転送［パソコン→PLC］］を選び、［コンパイル］ボタンをク
リックします。続いて、「転送［パソコン→PLC］」ボタンをクリックして、プロ
トコルを転送します。
プロトコルの転送の方法は、第 11章「プロトコルの転送・印刷」を参照してくだ
さい。
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3

3－6 初期設定

■初期設定

①シリアルコミュニケーションボード前面のディップスイッチを設定します。

OFF

2

�

�

ON TERM…SW　 OFF:終端なし　ON：終端あり�
�
4     WIRE…SW　２：２線式　　　４：４線式�

②CS1-H CPUユニットの割付DMエリア設定を、以下のように設定します。

＊1：ボードのポート2の設定アドレス

アドレス＊1 設定値 内　　容

D32010 0600 通信モードをプロトコルマクロ機能として通信条件を標準とする

D32011 0000 通信速度を標準とする

D32018 0000 半二重

D32019 00C8  プロトコルマクロ送受信メッセージ最大バイト数：200バイト

標準設定内容

スタートビット 1ビット

データ長 7ビット

パリティ 偶数

ストップビット 2ビット

ボーレート 9600bps　

参 考 プロトコルマクロ機能に関係するPLCシステム設定エリアの詳細については、付－3項

「ボード／ユニットのシステム設定」を参照してください。

③温調器（E5ZE）の側の設定を行います。

　ユニット番号：0、通信速度：9600bpsに設定します。

　注：ディップスイッチ変更後は、一度電源をOFF→ONしてください。

スイッチ UNIT�
ユニット番号を設定します。�
0に設定します。�

スイッチ FUNCTION�
機能を設定します。�

スイッチ FUNCTION

ON�
�
OFF

ハードウェアモード�
未使用（必ずOFFでご使用ください）�
温度単位°C⇔°Fの設定�
電源ON時の動作の設定�
設定表示器 形E5ZD-SDLの接続�
メモリバンク指定方式の設定�
1：ON�
２：OFF｝：9600bpsに設定します。�



3－7 作成した送受信シーケンスの実行

3-34

3
使
用
手
順

3－7 作成した送受信シーケンスの実行

■ラダープログラムの実行
作成したシーケンスをラダープログラム上の PMCR 命令で実行します。以下に、この
例でのラダープログラムの作成方法を示します。

PMCR命令のはたらき

シリアルコミュニケーションボードまたはユニットに登録された送受信シーケンス No.
を呼び出して、その No.の送受信シーケンスを実行します。これにより、シリアルコミ
ュニケーションボードまたはユニットのポート 1またはポート 2を介して、汎用外部機
器とのデータ送受信を行います。
この例では、作成したシーケンス No.000の送受信シーケンスを、シリアルコミュニケ
ーションボードのポート 2を介して実行します。

PMCR命令のオペランド（CS/CJシリーズの場合）

PMCR

C1 ：コントロールデータ（相手先号機アドレス、シリアルポート Noなど）

C2 ：コントロールデータ（送受信シーケンス No.）

S ：送信データ先頭 CH番号

D ：受信データ先頭 CH番号

・ C1：コントロールデータ

相手先号機アドレス、シリアルポートNo.、使用通信ポートNo.を指定します。

相手先号機アドレス
 シリアルコミュニケーションボード：E1Hex
 シリアルコミュニケーションユニット：ユニット番号＋10Hex

通信ポート No.（内部論理ポート）0~7Hex

シリアルポート No.（物理ポート）
 1Hex：ポート 1
 2Hex：ポート 2

C1

03478111215

この例では、シリアルコミュニケーションボードのシリアルポート 2を使用（通
信ポートNo.は 0を使用）するため、C1＝#02E1Hexとします。

相手先号機アドレス
 シリアルコミュニケーションボード：E1Hex

通信ポート No.（内部論理ポート）0

シリアルポート No.（物理ポート）
 2Hex：ポート 2

1E20C1

03478111215
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・ C2：コントロールデータ

実行する送受信シーケンスNo.を 16進数で指定します。

送受信シーケンス No.
0000~03E7Hex（0~999）

C2

015

この例では、送受信シーケンス No.000 を実行するため、C2＝#0000Hex とし
ます。

・ S（第 3オペランド）：送信データ先頭 CH番号

Sには、送信メッセージ内の読出し変数 R（z）によって読み出す、I/Oメモリ
エリアの先頭アドレスを指定します。

S 送信データ CH数
S＋1 送信データ

（R（z）,2）
読み出して使用

送信メッセージ

+z

このアドレスを指定

Sに、S以降何 CHの送信データが有効かを格納します。
S＋1以降に、実際に送信するデータを格納しておきます。

何 CH有効か（Sを含む）

有効 CH数

送信データ CH数
送信データ

S
S＋1

この例では、S：D00000とします。
S＋1の D00001に、ユニットNo.（BCD）を格納しておきます。

2CH有効のため、0002を設定

ユニット No.（BCD）を設定します。
この図ではユニット No.0を指定。

注：この例では、送信メッセージ内のアドレス項目には、PMCR 命令の第 3 オペランド S＋1CH

からの 1バイト分（ASCII変換後 2バイト分）のデータを読み出す変数$（R（1）,2）を記述

しています。

したがって、S＋1の D00001 に、ユニット No.（BCD）を格納しておくと、そのデータが送

信メッセージのアドレス項目に自動的に読み出されます。

S：D00000 #0002

+1CH

ヘッダ アドレス データ チェックコード ターミネ―タ

@ ＋ $（R（1）,2） ＋ ”RX0”＋$（N,1）＋”00” ＋ FCS ＋ ＊CR

読出

送信メッセージ

PMCR

D00000

PMCR命令の第 3オペランド指定 CH＋1CHから読み出します

送信

ASCIIデータへの変換

$ （R（1） , 2）
2バイト分（ASCII変換後）

S：D00000 0 0 0 2

D00001 0 0 0 0
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・ D（第 4オペランド）：受信データ先頭 CH番号

D には、受信メッセージ内の書込み変数 W（z）によって受信データを書き込
む、I/Oメモリエリアの先頭アドレスを設定します。

D 受信データ CH数
D＋1 受信データ

D＋2 受信データ

：

このアドレスを指定

（W（z）,＊）
書き込み

受信メッセージ

+z

Dに、D+1以降の有効 CH数が格納されます。
D＋1以降に、受信したデータが格納されます。

何 CH有効か（Dを含む）D 有効 CH数
D＋1 受信データ

：
：

有効 CH数

この例では、D：D00100とします。
D＋1の D00101以降に、受信した測定温度が 2CHずつ格納されます。

D：D00100 受信データ CH数
D00101 測定温度（下位 4桁）
D00102 測定温度（上位 1桁）
D00103 測定温度（下位 4桁）
D00104 測定温度（上位 1桁）

：
：

D00115 測定温度（下位 4桁）
D00116 測定温度（上位 1桁）

チャンネル 7

チャンネル 1
2CHずつシフト

チャンネル 0

注：この例では、受信メッセージ内のデータ項目には、受信した測定温度のデータを、PMCR 命令の

第 4オペランド D＋（2N＋1）から長さを固定せず書き込む変数&（WS（2N+1）,＊）を記述し

ています。

したがって、受信した測定温度のデータが、D+1の D00101から、2CHずつ順に格納されます（N

はリピートカウンタで、0からスタートして、レスポンス受信ごとに＋1されます）。

S：D00100

+1CH

+2CH

+3CH

+4CH

+15CH

+16CH

ヘッダ アドレス データ チェックコード ターミネ―タ

@ ＋ $（R（1）,2） ＋ ”RX00”＋ &（W（2N+1,＊） ＋ FCS ＋ ＊CR

書込

N＝7のとき
（測定温度 7チャンネル目）

N＝1のとき
（測定温度 1チャンネル目）

N＝0のとき
（測定温度 0チャンネル目）

受信メッセージ

PMCR

D01000

PMCR命令の第 4オペランド指定 CH＋
（2N＋1）CHへ書き込みます

HEXデータへの変換

& （W（2N+1） , ＊）

データ長（バイト）

受信
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ラダープログラム例

処理開始 
PMCR         

#02E1 

#0000 

D00000 

D00100

#0002 

#0000

D00000 

D00001

作成した測定値読出しのシーケンスNo.は000ですので、 
16進で0000Hexと設定します。 

ここにはコミュニケーションボードに渡す送信データの 
格納場所を設定します。 

［送信データ設定］ 

ここにはコミュニケーションボードから返ってきた受信デー 
タをどこに格納するかの設定をします。 
今回はD00100を設定し、測定したデータがD00101以降に 
格納されるようにします。 

上位から2桁目で、どこのポートで実行 
するか設定します。 
1：ポート1(上側)　2：ポート2(下側) 
になります。 

通信ポートNo.0を使用、シリアルポートNo.2を使用 
相手先号機アドレスE1：INNER（シリアルコミュニケー 
ション）ボードとします。 

この"2"はD00001の1CH分を送信エリアと 
して使用するという意味です。 

このシーケンスの場合は、ここにユニットNo. 
の設定をします。この例では下位2桁が"00"な 
のでユニットNo.00のE5ZEと通信します。 

#0011 

下位4桁 

上位1桁 

： 

下位4桁 

上位1桁 

D00100 

D00101 

D00102 

: 

D00115 

D00116

［受信データ格納場所］ 

D00100を含む17CH
を受信エリア（実際に
書き込まれるのは
16CH）として使用す
るという意味です 
 
温度入力チャンネル0
のデータ（測定温度） 

：  
温度入力チャンネル7
のデータ（測定温度） 

191915
プロトコル 
マクロ 
実行フラグ 

A20200
ネットワーク 
通信命令実行可 
フラグ 

■動作説明

上記ラダープログラムを実行した際の動作を以下に説明します。

1． PMCR命令を実行すると、PMCR命令のオペランドに設定された起動するシーケ
ンスNo.、送信データ、受信データ格納エリアの情報がシリアルコミュニケーショ
ンボード側に伝えられ、命令実行とともに、プロトコルマクロ実行中フラグ
（191915）が ONします。

2． シリアルコミュニケーションボードは、PMCR 命令に設定されたシーケンス
No.000の送受信シーケンスを読み出し、以下のように実行します。

3． DM0001に格納された温調器（E5ZE）のユニット No.（00）宛てに、"RX0チャ
ネル番号 00"（温調器指定チャネルの温度を測定させるコマンド）を送信します。

4． ユニット No.（00 号機）の温調器（E5ZE）から、"RX00"（温調器からのレスポ
ンス。00は終了コード）を受信したら、その後に続く測定温度を D00101、D00102
にスキャン方式で格納します。

5． リピートカウンタを 1 ずつインクリメントし、計 8 回同様の処理を繰返します。
このとき、リピートカウンタがインクリメントされる度に、以下の内容が切り替わ
ります。
・送信メッセージの$（N,1）で指定された温調器のチャネル番号が 0～7に変化
・受信メッセージ中の＆（W（2N+1）,＊）で指定された測定温度を格納する DM
のエリアが、D00101→D00103→D00105→D00107→D00109→D00111→
D00113→D00115に変化

6． シーケンスが終了すると、プロトコルマクロ実行中フラグ（191915）が OFFしま
す。
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■動作の確認

測定温度がうまく格納されなかった場合は、以下の点を確認してください。

1． INNER継続異常が発生している。
システム設定が正しく設定されているか確認してください。

2． フラグ 191914（ステップエラー処理実行フラグ）が ONになっている
・システム設定は正しく設定されていますか（特にポート 1 とポート 2 を間違え
ていないか確認してください）

・配線に問題はないか確認してください（配線方法は、シリアルコミュニケーショ
ンボードユーザーズマニュアルを参照して接続してください）

　形 E5ZEの通信速度、フレーム、号機の設定が合っているか確認してください。

3． エラーは出ないが、データが格納されない。
・形 E5ZEの RUN LEDが点灯しているか。（詳細は形 E5ZEのマニュアルを参
照してください。）

CX-Protocolから、トレース実行操作を行うと、その時点からシリアルコミュニケー

ションボードは送信／受信メッセージの時系列データをトレースします（1700バイト

まで）。
これにより、各ステップでどんなメッセージが送信され、受信されたかを確認可能で
す。（トレースについては第 12章を参照してください。）

参　考
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4－1 プロトコルマクロ機能とは

RS-232CまたはRS-422A/485でボード／ユニット（注）と接続された汎用機器とのデータ
送受信手順（プロトコル）を、プロトコルサポートツールによってユーザが自由に作成・
編集することができます。作成したプロトコルをボード／ユニットに転送し、プロトコ
ルマクロ起動用の命令（PMCR命令）の実行によってメッセージ送受信を実行します。

CJ2 CPUユニットでは、PMCR命令の他にPMCR2命令を使用することができます。

CS/CJシリーズのPMCR命令およびPMCR2命令の詳細は「CS/CJ/NSJシリーズ  コマン
ドリファレンスマニュアル」（SBCA-351）、SYAMACαシリーズのPMCR命令の詳細は
「SYAMACαシリーズ  コマンドリファレンスマニュアル」（SCCC-335）を参照してくだ
さい。

1

＊送受信メッセージはPMCR命令で指定した�
　送信データアドレス、受信データアドレス�
　+1CH以降に格納可�

シーケンスNo.�
指定�

周辺サービス�

シーケンスNo.001

ステップ0

ステップ1

ボード／ユニット�CPUユニット�

メッセージ�

汎用外部機器�

I/Oメモリ� 共有メモリ�

PMCR�
�#1001

送信データ�
アドレス�
受信データ�
アドレス�

注：以下の説明で、SYSMACα用コミュニケーションボード、CQM1H用シリアルコミュニ
ケーションボード、CSシリーズ用シリアルコミュニケーションボード、CS/CJシリーズ
用シリアルコミュニケーションユニットを総称して、ボード／ユニットと略して表記しま
す。

■シーケンス／ステップのしくみ

シーケンスは、ステップ（最大16）から成ります。1つのステップに1つのコマンド（送信、
受信、送信＆受信のいずれか）および1つまたは2つのメッセージ（送信、受信、送信＆受
信）を含みます。ステップ間の遷移は、ステップ内の「次処理／エラー処理」で指定しま
す。

ステップのしくみ概要�
コマンドがSend、Receive、Send & Receiveの場合�

�
コマンドがWait、Flush、Open& Closeの場合�

コマンド�

次処理�

ステップ00

ステップ01

ステップ15

シ
ー
ケ
ン
ス
単
位
設
定(

ス
テ
ッ
プ
共
通
）�

シーケンス�

コマンド�

メッセージ�

正常終了� リトライあり*

リピートあり�

Y

Y

Y

N(なし)

N(エラー)

N(なし)

＊：コマンドがSend & Receiveの場合�
　　のみ、リトライ可能�

次処理� エラー処理�
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●ステップ単位の設定内容

コマンド種
設定項目 内　　容

 Send  Receive Send&  Wait  Flush  Open Close
 Receive ＊1 ＊1 ＊1 ＊1

コマンド 送信（Send）、受信（Receive）、送信 － － － － － － －
＆受信（Send&Receive）、
待機（Wait）＊1、受信バッファクリア
（Flush）＊1、ER-ON（Open）＊1、
ER-OFF（Close）＊1のいずれか

リピートカウンタ ステップのくり返し回数（1～255） ○ ○ ○ － － － －

送信メッセージ ここで設定した内容をメッセージとして送信 ○ － ○ － － － －

受信メッセージ 実際に受信したメッセージを、 － ○ ○ － － － －
ここで設定した内容と照合

受信マトリクス 期待する受信メッセージ（最大15種） － ○ ○ － － － －
に応じて、次処理を切り替える

リトライ回数 エラーなどのリトライ要因発生時に、 － － ○ － － － －
コマンドを再実行する回数

送信ウェイト時間 送信時のデータ送信までの待ち時間 ○ － ○ － － － －

レスポンス 書込有無 受信したデータを書き込むか否かを － ○ ○ － － － －
（オペランド指定） 指定

次処理 そのステップが正常終了時、次に ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
どのステップに移行するかを設定

エラー処理 そのステップが異常終了時、次に ○ ○ ○ － － － －
どのステップに移行するかを設定

＊1：CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用

●シーケンス単位（ステップ共通）の設定内容

設定項目 内　　容

伝送制御パラメータ X-on/X-offフロー制御、RS/CSフロー制御、モデム制御、デ
リミタ制御、コンテンション制御

リンクチャネル CPUユニットとボード／ユニット間でデータ共有するエリア

監視時間 送受信処理の監視時間

レスポンス通知方法 受信したデータを書き込むタイミング
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■送受信メッセージのしくみ

●メッセージの構成と設定内容

送信されるメッセージおよび受信を期待するメッセージは、一般的には次の形で構成さ
れます。

・ヘッダからターミネータまでをメッセージとする場合

ヘッダ� アドレス� データ� 誤りチェック�ターミネータ�

メッセージの先頭を示す�

メッセージの宛先を示す�

メッセージの内容を示す(送信の場合は送信するデータ,�
                                         受信の場合は期待するデータ)

誤りチェックコード�

メッセージの終わりを示す�

誤りチェックコードとターミネータを逆にすることも可能です。

（SYSMACαの場合、コミュニケーションボードが形C200HW-COM＊＊-V1のときのみ可能）

ヘッダ�アドレス� データ� ターミネータ�誤りチェック�

・ヘッダから、レングスで定義するメッセージ長分のデータをメッセージとする場合

ヘッダ� アドレス� データ�レングス� 誤りチェック�

メッセージの先頭を示す�

メッセージの宛先を示す�

メッセージの内容を示す(送信の場合は送信するデータ,�
                                         受信の場合は期待するデータ)

メッセージの長さを示す（自動計算される）�

誤りチェックコード�

設定項目 意　　味
データ属性

　定数　　変数

ヘッダ メッセージの先頭 ○ －

アドレス メッセージの宛先 ○ ○

レングス メッセージの長さ － ○

データ メッセージの内容 ○ ○

誤りチェック 誤りチェックコード － ○

ターミネータ　　メッセージの終わり ○ －

・ヘッダ、ターミネータは「定数」を入力します。

・アドレス、データは、「定数」以外に、「変数」を入力することができます。この「変数」
をアドレス、データの中に組み込むことで、I/Oメモリの指定エリアからアドレス、
データを持ってきて送信したり、受信データをI/Oメモリの指定エリアに書き込んだ
りすることができます。さらに、「ステップをくり返す毎に＋1される変数」を使用し
て、アドレスを切替えたり、I/Oメモリの読み込み・書き込みエリアを切り替えて、
ステップをくり返し実行することもできます。
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■送受信のしくみ

しくみの概要

プロトコルマクロ機能における、メッセージの送信およびメッセージの受信のしくみの
概要は、以下のとおりです。

CPUユニット� ボード／ユニット�

PMCR

A Send処理�
実行時送信�

伝送ラインへ�

伝送ラインから�

・半二重のとき：Send処理中以外に受信�
・全二重のとき：シーケンス実行中すべて受信�

シーケンスNo.A

送信バッファ�

Recv�
処理�

Send�
処理�

受信期待メッセ�
ージとの比較→�
次処理の切替�

I/Oメモリへの�
書込処理�

送信メッセージ�
を組み立て�

受信バッファ�

CPUユニット
ボード／ユニット

内部処理 バッファ

PMCR命令実行により、 送信 Send処理（Sendコマンド、Send 送信バッファを介して、
ボードユニットに対して、 &Receiveコマンド）実行により、 送信メッセージを伝送
実行シーケンスNo.を指示 I/O →メモリのデータを指定した ラインへ

変換形式で変換した上、送信メッ
セージを組み立て、送信バッファ
へ転送します。

受信 Receive処理（Receiveコマンド、 ・半二重のとき：
Send&Receiveコマンド）実行により、 　Send処理実行中以外
①受信バッファ内のデータを取り ← 　に伝送ラインから受
　込み、受信期待メッセージとの 　信したデータのみを
　比較を実行し、次処理を切り替 　受信バッファに残し
　えます。 　ます。
②レスポンス書込処理があるとき ・全二重のとき：　
　は、指定した変換形式に変換し 　シーケンス実行中に
　た上、I/Oメモリへ書き込みます。 　伝送ラインから受信

　したすべてのデータ
　を受信バッファに残

　 　します。
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送信処理（Sendコマンド、Send & Receiveコマンド）

あるステップで、Sendコマンド（またはSend & Receiveコマンド）を実行すると、その
ステップで設定しておいた送信メッセージを以下の手順で組み立て、送信バッファから
送信します。送信メッセージ内に変数（読出変数）が組み込まれている場合は、その変数
にしたがって、I/Oメモリからデータを読み出して、指定の形式に変換してから、送信
メッセージを組み立てます。

注：送信処理では、送信完了監視時間が設定されている場合、その時間を超えても送信が終了
しないときに、そのステップが異常終了し、エラー処理へ移行します。それ以外では、正
常終了し、次処理へ移行します。

ボード／ユニット�

ステップ�
Send処理�
実行�

最大送信�
バッファ�
最大�

1000バイト（CS1）�
256バイト（SYSMACα）�

データ�
（アドレス）�
（リピートカウンタ）�

ステップ単位の「送信ウェイト時間」後送信�

CPUユニット�
から� 変数で指定したI/Oメモリアドレスからデ

ータ／（アドレス）／（リピートカウン）
タの値を読出�

1．読出処理�

変数で指定した形式に変換�
・変換なし�
・HEX→ASCII変換�
（ASCII→HEX変換）�

2．変数処理�

3．組立て処理�

ヘッダ� アドレス�

データ� 誤りチェック�
コード� ターミネータ�

送信メッセージ�

レングス� データ� 誤りチェック�
コード� ターミネータ�

送信メッセージを組立て�
レングス�アドレス�ヘッダ�
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受信処理（Receiveコマンド、Send & Receiveコマンド）

あるステップで、Receiveコマンド（またはSend & Receiveコマンド）を実行すると、受
信バッファ内のデータを取り出して、そのステップで設定しておいた受信期待メッセー
ジと比較をし、一致していないとき、そのステップは異常終了し、エラー処理へ移行し
ます。

一致しているとき、受信期待メッセージ内に組み込まれている変数（書込変数）があれば、
その変数にしたがったデータの形式に変換して、CPUユニットのI/Oメモリへの書込処
理を行います。ステップのすべての処理を終えて次処理へ移行します。

ボード／ユニット�

ステップ�

Recv処理�
実行�

最大受信�
バッファ�
最大2.5K�
バイト�

データ�

半二重時：Send処理中以外のみ受信�
全二重時：シーケンス実行中すべて受信�

CPU�
ユニット�
へ�

実際に受信したメッセージ�
�
�

�
 比較（不一致時�
 エラー処理）�
設定した受信期待メッセージ�
�
�
�
注：複数（最大15個）の受信期待メッセージをも
つことも可（受信マトリクス）�

1．比較処理�

変数で指定した形式に変換�
・変換なし�
・HEX→ASCII変換（ASCII→HEX変換）�

2．変数処理�

変数で指定したI/Oメモリアドレスに書込�
注：オペランド指定時はステップ単位のレスポン

ス書込有無が「あり」のときだけ、書込のタ
イミングはシーケンス単位のレスポンス通知
方法の設定（スキャン通知、割込通知）によ
る�

3．書込処理�

ヘッダ� アドレス�

ヘッダ�アドレス�

プロトコルマクロ実行中フラグでシーケンス終了
かつ書き込み終了を通知�
注：オペランド指定時で、シーケンス単位のレス

ポンス通知方法の設定が割込通知のときは、
割込処理で指定可�

4．CPUユニットへの通知�

ヘッダ�アドレス�

レングス� データ� 誤りチェック�
コード�

ターミネータ�

レングス� データ� 誤りチェック�
コード�

ターミネータ�

受信メッセージ�

レングス� データ� 誤りチェック�
コード� ターミネータ�
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送信＆受信処理（Send & Receiveコマンド）

送信（Send）処理終了後、すぐに（約60μs後）（注）受信（Receive）処理を開始します。

一般に通信用のコマンドを送信メッセージとして送信し、レスポンスを受信メッセージ
として受信する場合、このSend & Receiveを実行します。

注：CS/CJシリーズの場合、半二重のSend動作の後にタイムラグがあります（4-19ページ参照）

ボード／ユニット�

ステップ�

注：Send & Recvではリトライを指定できます。�

Send & Recv�
処理コマンド�

送信処理�

約60μs後�

受信処理�

送信バッファ�

受信バッファ�

送信メッセージ�

受信メッセージ�

受信バッファのクリア処理（Flushコマンド）＊1

  ＊1：CS/CJシリーズ用プロトコルマクロのみ可

Flushコマンドを実行すると受信バッファ内のすべてのデータをクリアします。全二重
モードの場合、Receive処理の実行前に、ノイズなどにより受信バッファ内に残ったデー
タをクリアするときに使用します。

ボード／ユニット�

Flush�
コマンド実行�
�

受信バッファ�
クリア�

また、全二重モード時、通信エラーが発生したとき、AbortせずにGOTOでステップを
切り替え、そのステップでこのFlushコマンドを実行し、受信バッファをクリアして、
リトライをするときなどに使用します。

Send�
&�
Recv

正常終了� エラー�

GOTO

Flush

ステップ�

ステップ�

リトライ�
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変数の組み込み

プロトコルマクロ機能における送受信の特徴の一つは、下図に示すように、送信メッセー
ジおよび受信メッセージ自体の中に、CPUユニットのI/Oメモリに対する読み書き指定
（変数）を組み込むことができるという点です。

●送信

例：CS/CJシリーズの場合

CPUユニット�

P M C R �
�

I/Oメモリ�

I/Oメモリのどのエリアを使用�
するかは、送信メッセージの�
中の変数で指定�

＃0001

ヘッダ�アドレス�データ�
チェック�
コード� ターミネータ�送

信�

ア
ド
レ
ス
を
送
信�

デ
ー
タ
を
送
信�

ボード／ユニット�

シーケンスNo.001

ステップ0

送信コマンド�

シーケンス実行�

Hex→ASCII変換�

Hex→ASCII変換�

送信メッセージ�

●受信

例：CS/CJシリーズの場合

CPUユニット� ボード／ユニット�

I/Oメモリ�

受
信�

ア
ド
レ
ス
を
照
合�

デ
ー
タ
を
受
信�

シーケンスNo.001

ステップ0

受信コマンド�

シーケンス実行�

Hex→ASCII変換�

ASCII→Hex変換�

受信メッセージ�

I/Oメモリのどのエリアに書き�
込むかは、受信メッセージの�
中の変数で指定�

ヘッダ�アドレス�データ�
チェック�
コード� ターミネータ�P M C R �

�
＃0001

・I/Oメモリのどのエリアを使用して送信メッセージを作り、

・I/Oメモリのどのエリアに受信メッセージを格納するかを指定する方法には、

　以下の3種類の方法が可能です。

1．オペランド指定：PMCR命令のオペランドで指定したI/Oメモリアドレスを使用

2．ダイレクト指定：I/Oメモリアドレスを直接指定

3．リンクチャネル指定：CPUユニットボード／ユニット間のデータ共有（リンクチャ
ネル）エリアを使用
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機　　能

送受信メッセージの中でラダープログラム上の
PMCR命令の第3（送信データ格納先頭CH番号）、
第4（受信データ格納先頭CH番号）オペランド
（SYSMACαの場合は、第2、第3オペランド）を
使用してI/Oメモリエリアを指定します。指定し
たI/Oメモリエリアを使って送受信します。
ステップ単位のレスポンス書込有無の設定に
よって、各ステップごとに受信バッファ内の
データを（指定の変換方法にもとづいて変換した
上）I/Oメモリに書き込むか否かを指定できます。
レスポンス書き込み「あり」が指定されたステッ
プのコマンドによりReceive処理が実行されたと
き、大きく分けて以下の2とおりのいずれかの方
法で、受信バッファ内の受信データがCPUユ
ニットのI/Oメモリに書き込まれます。（シーケン
ス単位のレスポンス通知方法で設定します。詳
細は4-26ページを参照してください。）
・スキャン通知方式

CPUユニットのスキャン毎に受信データを
I/Oメモリに書き込みます。
CPUユニットのスキャン毎にリフレッシュ
されるため、I/Oメモリエリアへの書き込
みが受信処理と同期せず、タイムラグが発
生します。

・割込通知方式
受信時にCPUユニットに割込をかけ、直ち
に指定したI/Oメモリエリアに受信データ
を書き込みます。（割込プログラムのNo.は
固定No.と受信ケースNo.が可）

注：シーケンス実行終了後も、受信バッファ内
のデータがスキャン通知方式にしたがっ
てI/Oメモリに書き込まれます。

送受信メッセージの中で、直接I/Oメモリエリア
のアドレスを指定します。 CPUユニットのス
キャン毎にリフレッシュされるため、I/Oメモリ
エリアへの書き込みが受信処理と同期せずタイ
ムラグが発生します。

CPUユニットとボード／ユニット間でデータを
共有するエリアを指定します。リンクチャネル
は１と２の２つのエリアを設定可能。
リンクチャネル１：IN（受信データ格納）

OUT（送信データ格納）
リンクチャネル２：IN（受信データ格納）

OUT（送信データ格納）
それぞれ、I1、I2、O1、O2といった予約語で指定し
ます。 CPUユニットのスキャン毎にリフレッシュ
されるため、I/Oメモリエリアへの書き込みが受信
処理と同期せずタイムラグが発生します。

送受信データの格納場所の指定方法一覧

指定方法

1.オペランド指定
（送受信メッセージの
中に設定）

2.ダイレクト指定
 （送受信メッセージの
中に設定）

3.リンクチャネル指定
（シーケンス単位で設
定）

用　途

ラダープログラム
上のPMCR命令
で、そのシーケン
スで共通に使用す
るリレーエリアを
動的に設定できま
す。割り込み機能
により、応答性の
高い処理を実現で
きます。

そのステップ内で個
別に使用するリレー
エリアを固定的に割
り当てたい場合に
設定します。変更す
る場合は、ステップ
の修正、再転送が
必要です。

そのシーケンス内
で共通に使用する
リレーエリアを固
定的に割り当てた
い場合に設定しま
す。変更する場合
は、シーケンスの
修正、再転送が必
要です。

メッセージ内での指定記号

チャネル読み出し：R（z）

PMCR命令の第3オペランド
（SYSMACαの場合は、第2
オペランド）
指定CH＋zCH

チャネル書き込み：W（z）

PMCR命令の第4オペランド
（SYSMACαの場合は、第3
オペランド）
指定CH＋zCH

CIO□□□
WR□□□□＊1

LR□□□□＊2

HR□□□□
AR□□□□
DM□□□□□
EM□□□□□
□：チャネル＃

I1（リンクチャネル1
のIN）

O1（リンクチャネル
1のOUT）

I2（リンクチャネル2
のIN）

O2（リンクチャネル
2のOUT）

＊1：CS/CJシリーズのみ
＊2：SYSMACαのみ
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1．PMCR命令のオペランドで指定したI/Oメモリエリアを使用（「オペランド指定」）

PMCR命令の第3または第4（SYSMACαの場合は第2、第3）オペランドが指定するI/Oメ
モリアドレスを使用して、送信メッセージの作成、受信メッセージの格納を行います。

CPUユニット� ボード／ユニット�

I/Oメモリ�

PMCR

第3オペランド�

第4オペランド�

＊1

＊2

送信データ�

受信データ�

＊1：PMCR命令実行時�
＊2：ステップ毎で設定するレスポン
ス通知有無の設定が"あり"の
ときで、Recv処理実行時、I/O
メモリに反映されるタイミング
は、レスポンス通知方法の設定
によります（スキャン通知方式、
割込通知方式［固定No.］、割
込通知方式［受信ケースNo.］
のいずれか）。�

�

PMCR�
�C1�

C2�
S�
D

S：D00100�
�

D00102�
D00103

通信ポートNo.�
シーケンスNo.�
送信データ先頭CH番号�
受信データ格納先頭CH番号�

読出し変数�
例：（R（2）,4）…D00100に2を加算したアドレスD00102からの�
 4バイト（2CH）を読み出す�
�

例：�

DM00100
DM00200

送信メッセージ�

…�

…�

読み出し使用

+2

D：D00200�
�

D00202�
D00203

書込み変数�
例：（W（2）,4）…D00200に2を加算したアドレスD00202からの�
 4バイト（2CH）に書き込む�

受信メッセージ�

…�

…�

書込み�

+2
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2．I/Oメモリエリアのアドレスを直接指定（「ダイレクト指定」）

直接I/Oメモリのアドレスを指定して、送信メッセージの作成、受信メッセージの格納
を行います。

CPUユニット�

＊1

＊2

送信データ�

受信データ�

ボード／ユニット�

I/Oメモリ�

このアドレスで�
直接指定する�

＊1：メッセージ送信時�
＊2：メッセージ受信時　　�
�
I/Oメモリに反映されるタイミングは
CPUユニットのスキャンに依存しま
す。�
�

読出し変数

例：（R（D00102）,4）………D00102からの4バイト（2CH）を読み出す

書込み変数

例：（W（D00202）,4）………D00202からの4バイト（2CH）に書き込む

3．CPUユニットとボード／ユニット間のデータ共有（リンクチャネル）エリアを使用
（「リンクチャネル指定」）

リンクチャンネル1

リフレッシュ�

リンクチャンネル2

I1�
(受信データ)

O1�
(送信データ)

I2�
(受信データ)

O2�
(送信データ)

リンクチャンネル1

リンクチャンネル2

I1�
(受信データ)

O1�
(送信データ)

I2�
(受信データ)

O2�
(送信データ)

CPUユニット� ボード／ユニット�

IN

OUT

IN

OUT

設定項目：�
リンクチャネル1�
 IN： 先頭チャネルアドレス（エリア種

別とアドレス）、チャネル数（0～
500）＊2�

 OUT：先頭チャネルアドレス（エリア種
別とアドレス）、チャネル数（0～
500）＊2�

リンクチャネル2�
 IN： 先頭チャネルアドレス（エリア種

別とアドレス）、チャネル数（0～
500）＊2�

 OUT：先頭チャネルアドレス（エリア種
別とアドレス）、チャネル数（0～
500）＊2�

�
＊2：リンクチャネル1、2のIN、OUTのす

べてで、CS/CJの場合500CHまで、
SYSMACαの場合128CHまで設
定可能です。�

リンクチャネルエリアを使用して、送信メッセージの作成、受信メッセージの格納を行
います。

読出し変数

例：（R（O1）,2）………リンクチャネルの出力エリアO1から2バイトを読み出す

書込み変数

例：（W（I1）,2）………リンクチャネルの入力エリアI1から2バイトを書き込む



4-13

4－ 1　プロトコルマクロ機能とは

プ
ロ
ト
コ
ル
マ
ク
ロ
機
能
（
詳
細
）

4

●関連する設定

送受信メッセージ ステップ シーケンス
（ステップ共通）

オペランド指定 アドレスまたはデータ内 ・レスポンス書込有無 レスポンス通知方
に変数を組み込む 　（受信メッセージ内 式（受信メッセージ

　にオペランド指定の 内にオペランド指
　変数があるとき） 定の変数があると
・リピートカウンタ設 き）
　定回数に変数指定

ダイレクト指定 アドレスまたはデータ内 ・リピートカウンタ設 －
に変数を組み込む 　定回数に変数指定

リンクチャネル指定　　アドレスまたはデータ ・リピートカウンタ設 リンクチャネル
に変数を組み込む 　定回数に変数指定

参 考 オペランド指定のときの受信処理

受信メッセージ内にオペランド指定の変数があるとき、Receive（受信）処理は以下のと

おりです。

Receive処理が実行されると、受信バッファのデータを取り込み、それを受信メッセー

ジとして使用して以下の処理を行います。

ステップ単位のレ シーケンス単位のレスポンス通知方式

処　　理
スポンス書き込み

なし あり スキャン通知 割込通知 割込通知（受
（固定No.） 信ケースNo.）

1．受信期待メッセージとの比較 ○ ○ － － －

2．指定変数形式で変換 ○ ○ － － －

3．I/Oメモリへの書き込み × ○ スキャン時に書込 変換後即時書込

4．CPUユニットへの通知 ○ ○ 書込終了後、かつシーケンス終了後PMCR命
令実行中フラグをOFF

－ 固定割込タス 計算した割
ク（プログラ 込タスク（プ
ム）No.を指定 ログラム）
して割込処理 No.を指定し

て割込処理
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ステップのWait処理（Waitコマンド）

Send/Receive/Send & Receiveコマンドだけを使用している場合、1つのシーケンス実行
開始後、ステップ間の遷移は、各ステップの実行結果（正常／異常終了）にしたがって実
行されます。ステップの遷移を止めることはできません。

もし、あるシーケンス処理中にステップの遷移を止めたい場合、Waitコマンドを使用し
ます（ただし、CS/CJシリーズ用プロトコルのみ）。

ステップにWaitコマンドを設定していると、

1） ソフトスイッチの「Wait解除スイッチ」がOFFの場合、ステップの遷移は止まり、
そこで待機状態となります。同時に、ソフトスイッチの「Wait解除スイッチ」をOFF

とします。
ラダープログラムで、ソフトスイッチの「Wait解除スイッチをOFF→ONへ立ち上
げると、待機状態が解除され、次処理へ進みます。待機中は「Wait中フラグ」がON

となります。

2） ソフトスイッチの「Wait解除スイッチ」がONの場合、待機状態とならず次処理へ進
みます。同時にソフトスイッチの「Wait解除スイッチ」をOFFにします。
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Wait解除�
スイッチ�

Wait中�
フラグ�

ステップ�

ステップ�

ステップ�
Waitコマンドで待機�
�

「Wait解除スイッチ」�
をOFF→ON

ステップ�

Wait解除スイッチがOFFのとき�

ステップ�

Wait解除スイッチ�

ステップ� ステップ（wait）�ステップ�

ラダー処理�

ラダープログラムによる�

Waitコマンドによる�

（注）�

待機状態なし�

ラダー処理なし�

ON�

OFF

ON�

OFF

Wait解除�
スイッチ�

Wait中�
フラグ�

ラダープログラム�

ラダープログラム�

Wait解除スイッチがONのとき�
�

ステップ�
ステップ（wait）��

ステップ�

ON�

OFF

ON�

OFF

（注）Waitコマンド実行中にWait解除スイッチがONの場合、
Waitされず、Wait解除スイッチをOFFにする�

Waitコマンドによる�

Waitコマンドによる�

待機状態�

お願い ・「Wait解除スイッチ」はラダープログラムのSET命令を使用してOFF→ONします。

　プログラミングコンソールのセット（一時的な強制セット）では、キーを押している間、

しばらくONが保持されるため、プロトコルマクロ待機が「Wait解除スイッチ」をON→

OFFすることができなくなることがあります。

・Wait（待機）中に受信バッファがフル（満杯）となることが予想される場合（全二重など）、

フロー制御との組み合わせでご使用ください。
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参 考 Waitコマンドは、CPUユニットがあるステップで内部演算等の処理をして、その終了

後、次のステップに進めるときなどに使用します。

データ受信�

演算処理�

データ送信�

ステップ1（Receive）�

ステップ2（Wait）�

ステップ3（Send）�

汎用機器�

例：�
コマンド�

待機�

演算処理�

受信マトリクスによる分岐処理

受信マトリクスと組み合わせて使用すれば、ある受信データが来たときだけ、送受信シー
ケンスを待機させ、CPUユニット側で（データ加工などの）演算処理をしてから、次のデー
タ通信処理等を行うことができます。

データ送信�

エラー�

受信マトリクス�

�

ステップNo.01 Abort

Wait解除スイッチ�
をOFF→ON�
�

Bを受信�Aを受信�

ステップNo.02

待機（Wait）�

ステップNo.03へ�

CPUユニット側の�
データ加工などの�
演算処理�

ステップNo.00
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■ステップ間の遷移

1つのステップ内のコマンドを実行し、その送信または受信処理の結果によって、以下
のように処理を切り替えます。

エラー処理の条件 次処理の条件

Send（送信） ・「送信完了監視時間」内に送信 　 左記以外
　が終了しなかったとき

Receive 受信 ・実際に受信したメッセージと 　 左記以外
（受信） メッセージ 　設定した受信期待メッセージ

　が一致しない
・その他のデータ通信上のエラー
　（詳細は4-41ページを参照）

受信 データ通信上のエラー 実際に受信したメッセージと
マトリクス 最大15種の受信期待メッセー

ジを比較し、内容に応じて次
処理を切替

エラー処理または次処理の内容 Goto＊＊：指定ステップへ Goto＊＊：指定ステップへ
Next：次のステップへ Next：次のステップへ
End：シーケンス終了 End：シーケンス終了
Abort：スッテプを中断し Abort：スッテプを中断し
About：シーケンス終了 About：シーケンス終了

Aを送信�

正常終了�

ステップNo.mへ�ステップNo.nへ�

ステップNo.00

N（エラー処理）�

Y（次処理）�

Bを送信�

Cを受信�

AbortEnd

ステップNo.n

N（エラー処理）�

Y（次処理）�

Dを送信�

Eを受信�

AbortEnd

ステップNo.m

N（エラー処理）�

Y（次処理）�
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■伝送モードの設定

プロトコルマクロ機能では、相手機器の伝送モードに合わせ、半二重または全二重を選
択できます。

参 考 半二重：データ伝送において、2つの装置間で、どちらか一方にしかデータを送れない

方式

A B または� A B

全二重：データ伝送において、2つの装置間で、同時に相互のデータをやりとりできる

方式

A B

半二重の場合は、シーケンス実行直前とSend動作完了（Send、Send&Receiveコマンド）
直後に受信バッファをクリアするので、Send動作実行前およびSend動作実行中に受信
したデータを、次のReceive動作によって受信データとして受けることができません。

伝送モード 受信バッファの データ受信 キャラクタ タイミングチャート（例）
クリアタイミング トレース

半二重 ・送受信シーケ Send動作 トレース
　ンス実行直前 完了～ 実行中
および Receive動作 すべて
・Sendコマンド 完了まで
　実行直後 または

送受信�
シーケンス�

受信バッファ�
クリア�

データ受信�

キャラクタ�
トレース�

RecvSend

注3

Recv
△� △�

Send動作
完了～
Send動作
実行直前

全二重（注1） ・送受信シーケ 送受信 トレース
　ンス実行直前 シーケンス 実行中
　のみ（注2） 実行中 すべて

すべて

送受信�
シーケンス�

受信バッファ�
クリア�

データ受信�

キャラクタ�
トレース�

RecvSendRecv
△�

注1：全二重は、RS-232CまたはRS-422A/485（1：1かつ4線式）で使用可能です。
RS-422A/485（1：Nまたは2線式）では使用できません。

注2：受信バッファのクリアは、受信バッファクリア（Flush）コマンドで、任意のタイミング
でクリアすることもできます。

注3：Send動作完了までに受信したデータは破棄されますが、キャラクタトレースには反映さ
れます。
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お願い CS/CJシリーズの場合、半二重のSend動作では、実際にはデータ送信処理完了からSend
動作完了までの間にタイムラグ（t1：下記「タイムラグ一覧表」参照）があります。したがっ
て、もし相手機器のレスポンスが早く、Send動作によってデータ（通信コマンドなど）
送信後Send動作完了までの間にデータ（レスポンス）が返ってきた場合、半二重ではそ
の間のデータ（レスポンス）を受信することができません。そのような場合は、全二重設
定で使用してください。また、機器との配線形態がRS-422A/485ポートの2線式の場合、
同一線路上に送信データと受信データの両方が流れることになりますので、伝送路の送
／受切換わりのために、さらにt2＝150μsのタイムラグがあります。したがって、2線
式接続で、t1+t2時間内に相手機器からデータが返ってくるような高速応答機器と接続
する場合は、相手機器からのデータ送出を遅らせるなどの対策を施してください。

Send動作�

データ送信処理�

早いレスポンス�

△�
受信バッファクリア�

この間のデータ受信不可�

t1 t2=150μs

データ受信�
タイムラグ（一覧表参照）�

タイムラグ（t1）一覧表

伝送速度（ビット／s） タイムラグ（単位μs）　

1200 1116

2400 578

4800 288

9600 144

19200 73

38400 36

参 考 半二重／2線式の場合を考慮し、送信データの最後のストップビットを完全に回線へ送

信してから、受信動作を行うためにタイムラグを設けています。

CPUユニット�

半二重�

Receive処理�
実行中に受信可�

受信バッファ� データ�

受信期待メッセ�
ージと比較し、�
次処理へ切替�

CPUユニットへ�
書込み�

＋�

Receive処理
により、受信
メッセージと
して使用�

CPUユニット�ボード／ユニット� ボード／ユニット�

全二重�

シーケンス�
実行中すべて受信可�

受信バッファ� データ�

受信期待メッセ�
ージと比較し、�
次処理へ切替�

CPUユニットへ�
書込み�

＋�

Receive処理
により、受信
メッセージと
して使用�

 ・シーケンス実行中すべてに受信したデータ（Receive処理実行中以外に
受信したデータを含む）を受信メッセージとして使用します。�

 ・Send処理（Sendコマンド、Send & Receiveコマンド）およびその他のコ
マンド実行中も、受信処理を継続し、受信バッファにデータを取り込んで
おきます。したがって、Send処理およびその他のコマンド終了後に、この
受信バッファに取り込んだデータをReceive処理によって受信メッセージ
として使用することができます。�

送信中に受信したデータは、受信データとして使用されません。送
信中以外に受信したデータは、受信バッファにデータを取り込んで
おきます。Receive処理で取り出すことが可能です。�
�
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プロトコルマクロの伝送方式は、次の方法で設定します。
m＝D30000＋100×ユニット番号

PLC機種 機種 設定エリア アドレス ビット 内容

ポート1 ポート2

CS/CJ　 シリアルコミュニ 割付DMエリア　　D32008　　D32018　　15　　0：半二重
シリー ケーションボード （デフォルト）
ズ 1：全二重

シリアルコミュニ 割付DMエリア m＋8 m＋18 15 0：半二重
ケーションユニット （デフォルト）

1：全二重



4-21

プ
ロ
ト
コ
ル
マ
ク
ロ
機
能
（
詳
細
）

4

4－2 シーケンス単位（ステップ共通）の設定内容

シーケンス単位の設定内容を、以下に示します。

■設定内容

設定項目 内　　容

伝送制御パラメータ Xon/Xoffフロー制御、RS/CSフロー制御、デリミタ制御、コンテンション制御

リンクチャネル PLCとボード／ユニット間でデータ共有するエリア

レスポンス通知方法　　 受信したデータを書き込むタイミング

監視時間 送受信処理の監視時間

■CX-Protocolの設定画面

具体的な設定方法については、第7章「シーケンスの新規作成／設定／編集」を参照して
ください。

シーケンス名�

リンクチャ�
ネル指定�

伝達制御方式�

レスポンス�
通知方式�

受信待ち�
監視時間Tr

受信完了�
監視時間Tfr

送信完了�
監視時間Tfs

�
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■伝送制御パラメータ

フロー制御、RS、CS、ER、DRの動作など伝送制御パラメータを設定します。伝送制
御パラメータは、以下の5種類をサポートしています。交信する外部機器に合わせて同
じ伝送制御パラメータを設定します。とくにモデム制御は、他のパラメータと同時設定
が可能です。

伝送制御パラメータ 機　　能 用　　途

RS/CSフロー制御 RS、CS信号を使い、ハード的にフ 交信する外部機器がRS/CSフロー
ロー制御を行います。 制御に対応している場合に設定し

ます。

Xon/Xoffフロー制御 Xon（11Hex）/Xoff（13Hex）のコードを 交信する外部機器がXon/Xoffフロ
使いソフト的にフロー制御を行います。 ー制御に対応している場合に設定

します。

モデム制御 PMCR命令実行開始から終了まで 交信する外部機器がERの状態を
ERをONします。また、データ送信 チェックする場合に設定します。
中にRS信号をONします。 ・シリアルコミュニケーション
各ステップのOpenコマンド／Close 　ボード／ユニット内蔵RS-422A
コマンドによって、ER信号を任意の 　/485ポートを使用する場合は必
タイミングでON/OFFさせることも 　ず設定します。
可能です。 ・シリアルコミュニケーション
OpenコマンドによるER信号のON状 　ボード／ユニット内蔵RS-232C
態はCloseコマンドによってOFFにさ 　ポートの外部にRS-422A/RS-485
れるまではその状態が保持されます。 　の変換器を接続する場合も、
また、OpenコマンドによるER信号の 　必ず設定します。
ON状態はシーケンスが終了し、他の
シーケンスが実行されても保持され
ます。したがって、複数のシーケンス
間をまたがったER信号の制御が可
能です。

コンテンション制御 ポイントツーポイントのコンテンション 交信する外部機器がコンテンショ
通信で、送信権を得るための伝送制御 ン制御方式に対応している場合に
方式です。 設定します。

デリミタ制御 大量のデータを送受信するとき、デ 交信する外部機器がデリミタ制御
リミタで複数のフレームに区切って 方式に対応している場合に設定し
送受信する伝送制御方式です。 ます。

注：モデム制御を設定しないと、コミュニケーションボードのポートのERはONしません。モ
デム制御とRS/CS制御の両方を設定すると、ERはモデム制御に従い、RS、CS信号の動作
はRS/CSフロー制御に従います。
詳細は、5-3項「伝送制御パラメータの設定」を参照してください。
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伝送制御パラメータ CX-Protocolでの設定内容

RS/CSフロー制御 なし ：RS/CSフロー制御なし
Send ：送信時のみRS/CSフロー制御あり
Receive ：受信時のみRS/CSフロー制御あり
Send&Receive ：送信時／受信時とも、RS/CSフロー制御あり

Xon/Xoffフロー制御 なし ：Xon/Xoffフロー制御なし
Send ：送信時のみXon/Xoffフロー制御あり
Receive ：受信時のみXon/Xoffフロー制御あり
Send&Receive ：送信時／受信時とも、Xon/Xoffフロー制御あり

モデム制御 あり／なし

コンテンション制御 なし
あり：送信要求コード：制御コード／ASCII／HEXのいずれか

デリミタ制御 なし
あり：送信コード：制御コード／ASCII／HEXのいずれか
　　　受信コード：制御コード／ASCII／HEXのいずれか

CX-Protocolでの画面

お願い ・RS/CSフロー制御、Xon/offフロー制御は同時に設定することはできませんのでご注

意ください。

・RS-422A/485ポートを2線式で使用する場合は、伝送パラメータにモデム制御のみを

使用し、RS/CSフロー制御は選択しないでください。

参 考 CS/CJシリーズのプロトコルマクロ機能では、各ポート毎に最大2.5Kバイトの受信バッ

ファがあります。一度に大量のデータを受信する場合や、送受信シーケンスがWait中な

どの場合、大容量の受信バッファを使用することがあり得ます。

しかし、プロトコルマクロ機能では、受信バッファがフル（満杯）の状態で、さらに受信

すると、受信データを受信済みの2.5Kバイトのバッファに対して上書きして格納してし

まいます。したがって、このような場合、必ずフロー制御を設定して、使用してくださ

い。
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■リンクチャネル指定

送受信データの格納場所の指定方法で「リンクチャネル指定」を行う場合、ここで設定し
ます。

●リンクチャネル指定

リンク1

先頭アドレス�

サイズ�
リフレッシュ�

IN

エリア種�

CPUユニット� ボード／ユニット�

先頭アドレス�

サイズ�

OUT

エリア種�

リンク1

先頭アドレス�

サイズ�

IN

エリア種�

先頭アドレス�

サイズ�

OUT

エリア種�

リンク2 リンク2

機　　能

PLCとボード／ユニット間でデータを共有する
エリアを指定します。リンクチャネルは１と２
の２つのエリアを設定可能。
リンクチャネル１：IN（受信データ格納）

OUT（送信データ格納）
リンクチャネル２：IN（受信データ格納）

OUT（送信データ格納）
それぞれ、I1、I2、O1、O2といった予約語で指
定します。 PLCのスキャン毎にリフレッシュさ
れるため、I/Oメモリエリアへの書き込みが受信
処理と同期せずタイムラグが発生します。

指定方法

リンクチャネル指定

用　途

そのシーケンス内
で共通に使用する
リレーエリアを固
定的に割り当てた
い場合に設定しま
す。変更する場合
は、シーケンスの
修正、再転送が必
要です。

メッセージ内での指定記号

I1（リンクチャネル1
のIN）

O1（リンクチャネル
1のOUT）

I2（リンクチャネル2
のIN）

O2（リンクチャネル
2のOUT）
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●設定可能なエリア種別とサイズ

PLC機種 CS/CJシリーズ SYSMACα

リンクチャネル指定可能 CIO：0000～6143 CIO＊：000～511
なエリア種別／アドレス WR：000～511 LR：00～63

HR：000～511 HR：00～99
AR：000～511 AR：00～27
DM：00000～32767 DM：0000～6655
EM：00000～32767 EM：0000～6143
注：リンクチャネルにはEMバ ＊：CIOは入出力リレーエリ
　　ンクは指定できません。 　　アおよび内部補助リレー
　　 　　および特殊補助リレーを

　　示します。

リンクチャネル数　　I1　　0～500CH 0～128CH

設定範囲 O1 0～500CH 0～128CH

I2 0～500CH 0～128CH

O2 0～500CH 0～128CH

ただし、I1+O1+I2+O2の合計≦ ただし、I1+O1+I2+O2の合計≦
500CHであることが必要です。 128CHであることが必要です。

例：上記で割り付けたデータの一部をメッセージ内で読み書きします。

リンク1

DM0100

DM0129

30�
チャネル�

リフレッシュ�

CPUユニット� ボード／ユニット� メッセージ内での指定�

受信メッセージ�

（W（I1＋3）,4）�

受信メッセージ内のデータがDM0103～0104�
に書き込まれる�

IN
IN

リンク1

3チャネル�

CIO100

20�
チャネル�

CIO119

リフレッシュ�

OUT
送信メッセージ�

（R（O1＋5）,2）�

CIO105が読み込まれ、送信メッセージ内の�
データの中に組み込まれる�

OUT

5チャネル�

CX-Protocolでの設定（割り付け）
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■レスポンス通知方法

受信メッセージ内にオペランド指定の変数があるときだけ有効です。受信バッファデー
タを指定の変換をした後I/Oメモリへ書き込むタイミング、およびCPUユニットへの通
知方式を指定します。次の3つのいずれかです。

（1）スキャン通知方式

●ステップ単位の設定でレスポンス書込有無が「あり」のとき

受信バッファ内のデータを（変換後）CPUユニットのスキャン時（注）に、I/Oメモリに書
き込みます。受信したデータをすべてI/Oメモリエリアに書き込んだ後でかつシーケン
ス終了時に、PMCR命令実行中フラグをOFFにします。

●シーケンス終了時

受信バッファ内のデータを（変換後）CPUユニットのスキャン時（注）にI/Oメモリに書き
込みます。

●ステップ単位の設定でレスポンス書込有無が「なし」のとき

受信バッファに受信データは残りますが、CPUユニットに対しては何も処理しません。
シーケンス終了後、PMCR命令実行フラグをOFFにします。

CPUユニット� ボード／ユニット�

PMCR

プロトコルマクロ�
実行中フラグ�

データ�受信バッファ�

I/Oメモリ�

変換�

Recv処理�
による�

半二重時：Send処理以外�
全二重時：シーケンス実行中すべて

書込終了でかつ�
シーケンス終了時に�
OFFにする�

スキャン時に書込（注）�

注：スキャン通知方式では、書込みのタイミングが、機種（ボード／ユニット）によって、以下
のように異なります。

機　　種 対応PLC 書込みのタイミング

シリアルコミュニケ CS/CJ サイクリック CPUユニットのI/Oリフレッシュの
ーションユニット シリーズ CPU高機能ユニットサービス時に書き

込まれます。

シリアルコミュニケ CPUユニットのI/Oリフレッシュの
ーションボード INNERボードサービス時に書き込ま

れます。

コミュニケーション SYSMACα サイクリック CPUユニットのコミュニケーション
ボード ボードサービス時に書き込まれます。
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（2）割込通知方式（固定No.）

注：この方式はCSシリーズの場合、シリアルコミュニケーションボード、SYSMACαの場
合、コミュニケーションボードだけが使用可能です。CS/CJシリーズ用のシリアルコミュ
ニケーションユニットでは使用できません。

●ステップ単位の設定でレスポンス書込有無が「あり」のとき

受信バッファ内のデータを、（指定の変換方式にもとづいて変換後）即時にI/Oメモリに
書き込みます。受信したデータをすべてI/Oメモリに書き込んだ後、割込タスク（CSシ
リーズ）（外部割込タスク）またはサブルーチン（SYSMACα）No.を指定して、CPUユニッ
トに対して、その割込処理を行います。

また受信したデータをすべてI/Oメモリに書き込んだ後で、かつシーケンス終了時に、
PMCR命令実行中フラグをOFFにします。

●ステップ単位の設定でレスポンス書込有無が「なし」のとき

受信と同時にCPUユニットに対してその割込処理を行います。受信バッファに受信デー
タは残りますが、CPUユニットに対しては書き込みません。シーケンス終了時にPMCR

命令実行中フラグをOFFにします。

お願い CSシリーズ（シリアルコミュニケーションボード）使用時、割込通知でEMエリアに受信

データを格納することはできませんのでご注意ください。プロコトコルマクロ文法エラー

（A42410）となります。

CPUユニット�
シリアルコミュニケーションボード�
またはコミュニケーションボード�

PMCR データ�

変換後即時書込�

割込処理�

I/Oメモリ�

半二重：Send中以外のみ�
全二重：シーケンス実行中すべて�

プロトコルマクロ�
実行中フラグ�

書込終了
後でかつ
シーケン
ス終了時
にOFFに
する�

固定割込タスク�
（プログラム）No.�
�

受信バッファ�

書込�
終了後�

Recv処理�
による�

変換�

（3）割込通知方式（受信ケースNo.）

注：この方式は、CSシリーズの場合、シリアルコミュニケーションボード、SYSMACαの場
合、コミュニケーションボードだけが使用可能です。CS/CJシリーズ用のシリアルコミュ
ニケーションユニットでは使用できません。

●ステップ単位の設定でレスポンス書込有無が「あり」のとき

受信バッファ内のデータを（指定の受信方法にもとづいて変換後）即時にI/Oメモリに書
き込みます。受信したデータをすべてI/Oメモリに書き込んだ後、CSシリーズの場合、
外部割込タスクNo.、SYSMACαの場合、サブルーチンNo.を下記の方法で実行したス
テップNo.および受信ケースNo.を元に計算し、CPUユニットに対してその割込処理を行
います。

また受信したデータをすべてI/Oメモリに書き込んだ後でかつシーケンス終了時に、
PMCR命令実行中フラグをOFFにします。
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●ステップ単位の設定でレスポンス書込有無が「なし」のとき

受信と同時にCPUユニットに対してその割込処理を行います。受信バッファに受信デー
タは残りますが、CPUユニットに対しては書き込みません。シーケンス終了時にPMCR

命令実行中フラグをOFFにします。

お願い CSシリーズ（シリアルコミュニケーションボード）使用時、割込通知でEMエリアに受信

でテータを格納することはできませんのでご注意ください。プロコトコルマクロ文法エ

ラー（A42410）となります。

割込タスク�
（プログラム）�
No.計算�

CPUユニット�
シリアルコミュニケーションボード�
またはコミュニケーションボード�

PMCR データ�

変換後即時書込�

割込処理�

I/Oメモリ�

半二重：Send中以外のみ�
全二重：シーケンス実行中すべて

プロトコルマクロ�
実行中フラグ�

書込終了
後でかつ
シーケン
ス終了時
にOFFに
する�

受信バッファ�

書込�
終了後�

変換�

Recv処理�
による�

割込みタスクNo.　　　　＝ □□（16進数）�
（CS/CJシリーズの場合）または　　　　　　　　 受信マトリクス使用時：受信マトリクスのケースNo.�
サブルーチンNo. 　非使用時：0�
（SYSMACαの場合）�
 　実行したシーケンスのステップNo.�
�

例）ステップNo.＝２、受信マトリクスのケースNo.=11（16進B）の場合、

割込タスク（サブルーチン）No.＝2B（16進）＝43（10進）

参 考 CS/CJシリーズの場合、計算された値をNo.とする割込タスク（外部割込タスク）を実行

します。

SYSMACαの場合、計算された値をNo.とするサブルーチン領域（SBN～RET）を実行し

ます。

CX-Protocolでの設定
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お願い CSシリーズ（シリアルコミュニケーションボード）で割込通知を使用した場合、割込通

知のタイミングでは、プロトコルステータスエリア（割付リレーエリア内）の更新は完了

していません。したがって、受信データの同時性を確保するために、必ず外部割込タス

クの条件成立によって、受信データを読み出してください。

また、割込通知によって、起動された外部割込タスク内では、PMCR命令を実行するこ

とができません（実行中のため、動作不可となり、エラーとなります）。

■監視時間

送受信処理における監視時間を設定します。設定できる監視対象は以下の通りです。た
だし、Ts（送信ウェイト時間）は、ステップ毎に設定するため、ここでは設定しません。

太枠のみシーケンス単位で設定します。

コマンド
監視内容 内　　容

Send Receive Send&
Receive

受信待ち監視時間：Tr そのシーケンス内のステップにおいて受信状態（受 － ○ ○
（シーケンス単位で設定） 信コマンド実行）になってから最初のデータ（ヘッ

ダ）を受信するまでの時間を監視し、指定した監
視時間内にデータを受信しない場合（＊1）は、そ
のステップに設定したエラー処理を実行します。

受信完了監視時間：Tfr そのシーケンス内のステップにおいて最初のデー － ○ ○
（シーケンス単位で設定） タを受信してから、受信を終了するまでの時間を

監視し、指定した監視時間内に受信が終了しない
（または、ターミネータが来ない）場合（＊1）は、そ
のステップに設定したエラー処理を実行します。
注：Tfrを設定するときは、必ずTrの設定が必要
　　です。

送信完了監視時間：Tfs ヘッダを送信してから最後のデータを送信するま ○ － ○
（シーケンス単位で設定） での時間を監視し、指定した監視時間内に送信が

終了しない場合（＊1）は、そのステップに設定し
たエラー処理を実行します。

送信ウェイト時間：Ts そのステップが送信状態（送信コマンド実行）にな ○ － ○
（ステップ毎に設定） ってから、最初のデータを送信するまでの待ち時

間を設定します。（例えば、内線からモデムを
使ってデータを送信するとき、0発信の後、若干
の送信ウェイト時間をおいてから電話番号を送信
しないとうまく接続できない場合などに使用しま
す。）

○：設定可能 －：設定不可

設定する監視時間の計算方法については、5-5項「監視時間の計算方法」を参照してくだ
さい。
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お願い 受信待ち監視時間Trと受信完了監視時間Tfrは、必ずセットで設定してください。

CX-Protocolでは片方だけの設定はできません。

＊1：そのステップにSend＆Receiveのリトライ回数が設定されている場合、リトライ回数分
そのステップを繰り返し、それでも各監視時間を超える場合はエラー処理を実行しま
す。

送信だけのとき ：Send ← Ts →� ← Tfs →�

受信だけのとき ：Receive ← Tr →� ← Tfr →�

送信&受信時 ：Send ← Ts →� ← Tfs →�

 ：Receive ← Tr →� ← Tfr →�

CX-Protocolでの設定
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4－3 ステップ単位の設定内容

ステップ単位の設定内容を、以下に示します。

■CX-Protocolの設定画面

具体的な設定内容については、第8章　8-2「ステップの設定」を参照してください。

リピート�
カウンタ�

コマンド�

リトライ回数�

送信ウェイト時間�

送信メッセージ�

受信メッセージ�

レスポンス�
書込有無�

次処理�

エラー処理�
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■設定内容

コマンド
設定項目 設定内容 備　　考

Send Receive Send& Wait Flush Open Close
Receive ＊1 ＊1 ＊1 ＊1

リピート そのステップを繰り返す回数を リピートカウンタNを含む一次式
カウンタ 設定します。ステップを繰り返 を送受信メッセージ中に組み込

す度にリピートカウンタNの値を むことで、メッセージの宛先や格 ○ ○ ○ － － － －
１ずつインクリメントします。 納先I/Oメモリエリアを自在に変

化させることができます。

コマンド 以下の7種類の内、いずれかの 送信、受信を交互に連続して行
コマンドを設定します。 うような処理はSend&Receive
Send：データを送信します。 コマンドを使うと、効率的にステ

ップを設定することができます。
Receive：データを受信します。 また、エラー時のリトライ回数を

設定できるため、エラー処理の
Send&Receive：データを送信 記述が簡略化できます。
し、レスポンスを受信 します。 ・ステップとステップ間でCPU

　ユニットが内部演算等の処
Wait＊1：ステップを待機させま 　理をして、その終了後、次の

す。（CPUユニットから 　ステップに進めるときなどに、
のWait解除スイッチが 　Waitコマンドを使用します。＊1

立ち上がるまで待機し ・全二重モードにおいて、ある　
ます。そのスイッチが 　ステップで受信バッファ内
立ち上がると、待機状　　のデータをクリアするときな － － － － － － －
態から、次の処理へ進 　どに、Flushコマンドを使用し
みます。） 　ます。＊1

Flush＊1：受信バッファ内のデー ・「モデム制御」の場合、相手
タをすべてクリアします。 　の外部機器の制御手順に合

Open＊1：ER信号を任意のタイ 　わせ、あるステップでER信
ミングでONにします。 　号をON/OFFさせたいときに
また、シーケンス終了 　Open/Closeコマンドを使用
後およびSTUP命令に 　します。＊1
よるポートリスタート時
も、ER信号をONに保 ＊1：CS/CJシリーズ用プロトコ
持します。 ルマクロ専用

Close＊1：ER信号を任意のタイ
ミングでOFFにします。

＊1：CS/CJシリーズ用プロトコ
ルマクロ専用

リトライ コマンドがSend&Receiveのと リトライ時には、送信ウェイト時
回数 きだけ有効なパラメータで、エラ 間は無視されます。したがって、

ーなどのリトライ要因が発生した リトライ時に送信ウェイト時間が
とき、指定した回数分（0～9）現 必要な処理では、エラー処理で
在のステップを再度実行します。対処する必要があります。 － － ○ － － － －
それでもリトライ要因が発生す Send、Receiveコマンドでリトラ
るときはエラー処理に移ります。 イ処理が必要な場合も、同様に

エラー処理で対処する必要が
あります。

○：設定可能 －：設定不可

Open、Closeコマンドは「モデム制御」以外でもER信号をON/OFFします。

また、シーケンス終了後も保持しますが、これは、シーケンスのみならず、プロトコルの変更（STUPおよ
びポートリスタート）時も保持されます。
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4－ 3　ステップ単位の設定内容
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コマンド
設定項目 設定内容 備　　考

Send Receive Send& Wait Flush Open Close
Receive ＊1 ＊1 ＊1 ＊1

送信ウェ データを送信するまでの待ち 交信相手がデータをすぐに受 ○ － ○ － － － －
イト時間 時間（Ts）を設定します。 信できない場合に設定します。

送信メッ コマンドがSendまたはSend& CX-Protocolでは、送信メッ ○ － ○ － － － －
セージ Receiveのとき、送信するメッセ セージリスト内で作成済みの送

ージを設定します。 信メッセージ名を参照するか、
詳細は4-4項参照 このステップ内で直接送信メッ

セージを作成します。

受信メッ コマンドがReceiveまたはSend CX-Protocolでは、受信メッ － ○ ○ － － － －
セージ &Receiveのとき、期待する受信 セージリスト内で作成済みの受
（受信マトリ メッセージを設定します。 信メッセージ名を参照するか、
クス含む） 詳細は4-4項参照 このステップ内で直接受信メッ

期待する複数の受信メッセージ セージを作成します。または、受
に応じて、次処理を切り替える 信マトリクスリスト内で作成済み
受信マトリクスを設定する場合、の受信マトリクス名を参照します。
ここから受信マトリクス名を指 （受信マトリクスを直接ステップ
定します。 から作成することはできません）
詳細は4-5項参照

レスポンス 受信したデータを書き込むかど レスポンス書込「あり」に設定し － ○ ○ － － － －
書込有無 うかを設定します。受信データの た場合は、必ずシーケンス単位

格納場所の指定方法がオペラ でレスポンス通知方法を指定し
ンド指定の場合だけ有効です。 ておく必要があります。

次処理 ステップが正常に終了したとき、End：ステップを実行し、そのシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
次にどのステップに移行するか End：ーケンスを終了
を設定します。 Next：次のステップを実行

Goto＊＊：＊＊で指定したステッ
Goto＊＊：プを実行
Abort：ステップを中断しそのシ
Abort：ーケンスを終了

エラー ステップが異常終了したとき、 同上 ○ ○ ○ － － － －
処理 次にどのステップに移行する

かを設定します。

○：設定可能 －：設定不可
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4－ 3　ステップ単位の設定内容
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4

■リピートカウンタ

（1）初期値指定

リピートカウンタ変数Nのそのステップにおける初期値は、次のいずれかを指定でき
ます。

・リセット：そのステップに入ったときリピートカウンタ変数Ｎを０にした後、そ
のステップを設定回数分実行します。

・保持　　：そのステップに入ったときリピートカウンタ変数Ｎの現在値を保持し
たまま、そのステップを設定回数分実行します。

（2）設定回数

そのステップをくり返し実行する回数（設定回数）は、次のいずれかで指定できます。

・定数（1～255）を設定

・チャネル読み出しR（　）で指定

例）R（1）................. PMCR命令の第3オペランド（SYSMACαの場合は、第2オペラン
ド）＋1のチャネルの下位バイトの内容（バイナリ）を回数として
指定します。

例）R（DM0000）..... DM0000の下位バイトの内容（バイナリ）を回数として指定しま
す。

●チャネル読み出しの指定方法
R（　　　）
　　　　　先頭CH＋定数

チャネルの指定方法 指定記号
例

定数＝0のとき　定数＝2のとき

オペランド指定 なし 設定不可 R（2）

リンクチャネル指定 O 1、I 1、O 2、I 2 R（O1） Ｒ（O1＋2）

ダイレクト指定 CIO□□□、LR□□＊1、 R（DM0000） R（DM0000＋2）
WR□□□＊2、HR□□、AR□□、
DM□□□□、 EM□□□□
注．□：チャネル番号

先頭CH＋定数のCHの下位バイトの内容をバイナリデータとして読み、バイト数を間接指
定します。

注：リピートカウンタCH読出が、0を読み出した場合、そのステップはスキップ（次処理設
定は無視され）され、次のステップ（＋1）に強制遷移します。
＊1：SYSMACαのみ
＊2：CS/CJシリーズのみ

CX-Protocolでの設定



4-35
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参 考 ・リピートカウンタの回数分、ステップを実行中は、次処理で指定された移行先へ移り

ません。設定回数分、ステップを実行後、次処理の指定先へ移行します。

・リピートカウンタ変数Ｎを送受信メッセージのアドレスやデータ指定に使うことで、

次のようなことが可能となります。

例1：Ｎ接続された複数の外部機器に、同じ送信メッセージを送るとき。

　  　送信メッセージのアドレスに、リピートカウンタ変数Nを使用

送信メッセージ�

ヘッダ�アドレス� データ�

アドレス0 アドレス1

ボード／ユニット�

＄(N,1)

例2：ステップをくり返す度に、受信メッセージの格納先を切り替えるとき。

　  　受信メッセージの中のデータに、リピートカウンタ変数Nを使用

受信メッセージ�

ヘッダ�アドレス� データ�

CPUユニット� ボード／ユニット�

PMCR

+0

+1

+2

＆(W(N+1) ,2 )

＆（W（N+1）,2）......PMCR命令の第4オペランド（SYSMACαは第3オペランド）指定アドレス＋
（リピートカウンタ変数N＋1）CHのアドレスに2バイトの受信データをASCII
→HEXへ変換して格納するという意味です。＊1

＊1：4-4項を参照してください。

参 考 リピートカウンタNの値は、初期値指定により以下のように動作します。

例）

①リセット（回数５）N＝0～4

②保持（回数5） N＝4～8

保持では、前回のリピートカウンタ更新値から使用します。

なお、リピートカウンタ設定値／現在値は、上記例の場合、いずれも①0501～0505、

②0501～0505と表示されます。
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4－ 3　ステップ単位の設定内容
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■コマンド
Send、Receive、Send＆Receive、Wait、Flush、Open、Closeのいずれかを設定します。

Send ：ステップに設定した送信メッセージを送信します。

Receive ：ステップに設定した受信メッセージ、または受信マトリクス内の
受信メッセージを、期待メッセージとして、データを受信＊1しま
す。

Send＆Receive ：ステップに設定した送信メッセージを送信した後、ステップに設
定した受信メッセージ、または受信マトリクス内の受信メッセー
ジを、期待メッセージとして、データを受信＊1します。

Wait＊2 ：そのステップで、待機状態になります。ソフトスイッチの「Wait解
除スイッチ」がOFF→ONへ立ち上がるまで、待機状態を継続しま
す。

Flush＊2 ：受信バッファ内のデータをクリアします。

Open＊2 ：ER信号をONにします。

Close＊2 ：ER信号をOFFにします。

＊1：実際に受信したメッセージと設定した受信（期待）メッセージを比較し、一致していれば
次処理へ移ります。一致していなければ、受信メッセージのときはエラー処理へ、受信
マトリクスのときはOther（設定受信メッセージ群以外）で指定した次処理へ移ります。

＊2：CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用

参 考 ・一般にコマンドを送信し、レスポンスを受信する場合は、Send & Receiveを設定し

ます。

・Send & Receiveではリトライ処理を指定できます。リトライ時に送信ウェイトをか

けられません。リトライ時に送信ウェイトをかけたいときは、Sendステップと

Receiveステップに分割してください。

・ER信号のON保持処理（Openコマンド）＊1／OFF処理（Closeコマンド）＊1

＊1：CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用

シーケンス実行開始時にER信号がONとなります。

ER信号を（任意のタイミングで）OFFにするときは、Closeコマンドを実行します。

再びER信号を（任意のタイミングで）ONにするときは、Openコマンドを実行します。

Openコマンドを実行すると、ER信号がONに保持されます。Closeコマンド実行までON

状態が保持されます。シーケンスが終了し、他のシーケンスが実行されても、ON状態
は保持されます。

Open/Close�
コマンド実行�

シーケンス�

△�
Close�
コマンド�

△�
Open�
コマンド�

△�
Close�
コマンド�

他のシーケンス�

ER信号�

△�
Close�
コマンド�

△�
Open�
コマンド�
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従来のSYSMACαのプロトコルマクロでは、伝送制御パラメータがモデム制御の場合、
ER信号は、無条件にシーケンスの実行開始でON、実行終了でOFFとなりました。その
ため、以下のような課題がありました。

1）シーケンスの途中で強制的にモデムを介して電話を切りたいとき、回線切断のための
エスケープコード（例：＋＋＋）とATコマンドをモデムに対して送信することが必要
でした。しかし、電話を切る場合、電気的信号による方が簡単（モデムの監視タイマ
など不要）かつ確実です。そこで、CS/CJシリーズのプロトコルマクロでは、シーケ
ンスの途中で、任意のタイミングでER信号をOFFにすることで、回線を切断するこ
とが可能となりました。

2）従来のSYSMACαの場合、シーケンスをまたがって、電話をつながったままの状態に
することができませんでした。そこで、 CS/CJシリーズのプロトコルマクロでは、シー
ケンスの終了後も、ER信号の状態を保持させ、以下の用途を可能にしました。

手順1 ある条件でPLCから上位パソコン（周辺ツールCX-Programmer）に対し、プロト
コルマクロによって電話をかける。

手順2 回線が接続したところで、シリアル通信のモードをプロトコルマクロから上位
リンクに変更（STUP命令による）（ER信号を保持）。

手順3 周辺ツール側からリモートプログラミング／モニタリングを実行。

RS-232C

3）リモートプログラミング�
　／モニタリング�

1）電話をかける�

パソコン�

RS-232C

モデム� モデム�

2）STUP命令により上位リンクへ�

PLC

PC-9801BX

CX-Protocolでの設定

参 考 モデム制御指定の場合は、シーケンス開始時にER信号をONし、シーケンス終了時にER

信号をOFFとします。

モデム制御指定時、Openコマンドを用いてER信号ONをシーケンス終了後も保持する

ことができます。
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4

■リトライ回数

Send＆Receiveコマンドで、リトライ回数を設定しているとき、エラー要因のうちリト
ライ要因が発生すると（「■次処理／エラー処理」の要因の表参照）、Send＆Receiveコマ
ンドを繰り返します。リトライ回数分繰り返してもエラー要因が発生するときに、エラー
処理に移ります。

なお、リトライ時は送信ウェイト時間Tsを待たず、すぐに送信処理を実行します。

注：リトライ回数は、Send＆Receiveコマンド時のみ有効です。

Send＆�Recv

リトライ回数�
分実行済み�

エラー発生�

(正常終了�) (異常終了�)

エラー処理�

Y

Y

N

N

次処理�

CX-Protocolでの設定

参 考 リトライ処理をエラー処理で対処するには、以下のようにステップを設定する必要があ

ります。このように、Send＆Receiveでリトライ回数を指定する場合に比べ、エラー処

理の記述が複雑になります。

例）３回同じ処理をリトライする。

ステップ00

ステップ02

ステップ01

リトライ回数0

ステップ00と同じ内容�

ステップ00と同じ内容�

End

End

End

Goto  01

Goto  02

Abor t

(またはNext  )

(またはNext  )

次処理� エラー処理�
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参 考 リピートカウンタとリトライ回数が共に設定された場合は、リトライ回数分ステップを

実行している間カウンタNは更新されません。リトライ要因がなくなるか、リトライ回

数分ステップを実行した後で更新されます。

Send＆�Recv

リトライ回数�
分実行済み�

エラー発生�

(異常終了)

Y

Y

N

Y

N

(正常終了�)

リピート回数�
分実行済み�

N

エラー処理�次処理�

■送信ウェイト時間

SendまたはSend＆Receiveコマンドのときに、そのステップにすすんだときからデータ
を送信するまでの待ち時間を設定します。

CX-Protocolでの画面
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■送信メッセージ／受信メッセージ

送信メッセージ：

送信メッセージリストにおいてすでに作成済みの送信メッセージ名を参照するか、
またはこのステップ内から新規メッセージを作成します。送信メッセージの内容
については、4-4項を参照してください。

受信メッセージ（受信マトリクス含む）：

・受信メッセージ一覧においてすでに作成済みの受信メッセージ名を参照するか、
またはこのステップ内から新規メッセージを作成します。受信メッセージの内容
については、4-4項を参照してください。

・受信マトリクスリストにおいてすでに作成済みの受信マトリクス名（＜＞で囲ま
れている）を参照します。受信マトリクスの内容については、4-5項を参照してく
ださい。

■レスポンス書込有無

受信したデータを書き込むかどうかを設定します。

この設定は、受信メッセージ内のデータが変数で指定され、かつその先頭チャネルアド
レスがオペランド指定されているときのみ有効です。

この設定を「あり」に設定した場合、シーケンス単位のレスポンス通知方法の設定（スキャ
ン通知）、割込通知［固定No.］、割込通知［受信ケースNo.］いずれか）にもとづいて、I/O

メモリに受信したデータ（受信バッファ内のデータを指定形式に変換したデータ）を書き
込み、同時にCPUユニットに対して受信したことを通知します。

この設定を「なし」に設定した場合、I/Oメモリに受信データを書き込まず、CPUユニッ
トに対して受信したことだけを通知します。
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■次処理／エラー処理

ステップが正常に終了したとき、および異常終了したとき、各々どのステップに移行す
るかを設定します。

なお、受信メッセージとして受信マトリクスが指定されている場合、これらの設定は無
効となり、受信マトリクスによって指定された次処理が有効となります。

Goto＊＊：そのステップを実行した後、指定したステップ＊＊（0～15）へ移行します。

Next ：そのステップを実行した後、次の（＋１の）ステップへ移行します。

End ：そのステップを実行した後、そのステップを含むシーケンス全体を終了しま
す。

Abort ：そのステップを実行している間にエラー要因が発生したとき、そのステップ
の実行を中断し、そのステップを含むシーケンス全体を終了します。

CX-Protocolでの設定

　

なお、ステップが異常終了しエラー処理に移行する場合は、次のいずれかのエラー要因
が発生した場合です。

コマンド�
�

メッセージ�

正常終了�

リピート�
回数実行中�

エラー要因�

�
次処理� エラー処理�

N

N

Y

Y

エラー要因　　　�

エラー要因一覧�

　実際の受信メッセージと設定した受信期待メッ�
　セージが一致しないとき�
�
「受信待ち監視時間」内にデータ(ヘッダ)を受信し�
　ないとき�
�
「受信完了監視時間」内に受信が終了しないとき�
�
「送信完了監視時間」内に送信が終了しないとき�
�
　受信で伝送上のエラーが発生したとき�
　(CS/CJシリーズの場合、伝送エラー発生状態�
　（＋8、＋19CH）のオーバーラン／フレーミング�
　／パリティエラーが発生したとき（ビット02～�
　04がON））(SYSMACαの場合、通信異常フラグ�
　の28304／28312がON)�
�
　誤りチェックコードで誤りが発生したとき�
�
　CPUユニットへのデータ書込時、または読出時、�
　指定エリア種別のエリア範囲を超えたとき�
　(CS/CJシリーズの場合、プロトコルステータスの�
　ポート動作状態（+9、+19CH）のエラーコード（ビット�
　00～03）に、データ読出／書込領域超えエラー（エ�
　ラーコード：3）が格納されたとき）�
　（SYSMACαの場合、プロトコルマクロエラーコード�
　256CHビット8～11（ポートA）／ビット12～15�
　（ポートB）にデータ読出／書込領域超えエラー�
　（エラーコード：3）が格納されたとき）�
�
注：Wait、Flush、Open、Closeの各コマンドの場合、実行時にエラーとはなりません。�
�

�

コマンド種類�
Send　Recv　Send＆Recv

リトライ�
指定時�

○�

○�

○�

○�

○�○�

○�○�

○�○�

○�○�

○�○�

監視時間�
オーバー� リトライ�

される�

リトライ�
されない　　�

�
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4－4 送受信メッセージの設定内容

送受信メッセージは、ヘッダ、アドレス、レングス、データ、誤りチェックコード、ター
ミネータの6つの項目から構成されます。

ヘッダ�アドレス�レングス� データ� 誤りチェックコード�ターミネータ�

項　目 機　　能 データ属性

ヘッダ ・メッセージの先頭を示します。受信時は、ヘッダ以 定数のみ
　降をメッセージとして受信します。

アドレス ・メッセージの宛先となる号機No.などを指定します。 定数（予約文字不可）
・受信時は、このアドレスから自号機宛てかどうかを判断 変数
します。
・データ属性として「チャネル書き込み」や「ワイルドカード」
を設定したときは、号機宛てかどうかの判断はせず、すべ
て自号機宛てとしてメッセージを受信します（一斉同報）。
・リピートカウンタを使用して、メッセージを送信するアドレス
を自動的に更新することができます。

レングス ・メッセージの長さ（バイト数）を示すものです。送信時に、設定 自動変数
した計算方式（レングスのサイズ／データ形式）に従ってメ
ッセージの長さを計算して、その値を付与して送信します。
・受信時は、実際に受信したデータから、この値の長さ分を
とり出し、受信メッセージとして処理します。（SYSMACα
の場合、この値のチェックは行いません。）

データ ・送信時 定数
　送信するデータを指定します。 変数
・受信時
　期待するデータを指定します。実際に受信したメッセージ
が指定したデータと異なる場合は、エラー処理を実行します。

　また、CPUユニットのI/Oメモリに受信したデータを書き込むこ
　とができます。

誤りチェック ・送信時には設定した誤りチェックコードに従って送信メッ 自動変数
コード 　セージのチェックコードを計算し、その値を自動算出して  （LRC、LRC2＊1、SUM、

付与して送信します。 SUM1＊1、SUM2、
・受信時には、受信メッセージに付与されたチェックコードと、 CRC-CCITT、CRC-16、
受信したメッセージから計算したチェックコードを照合し、 チェックなし）
誤りチェックを行います。 ＊1：CS/CJシリーズ用

・チェックコードが一致しなかった場合はエラー処理に移ります。 　　プロトコルマクロ専用

ターミネータ ・メッセージの最後を示します。 定数のみ
・送信時は、ターミネータを送信後１フレームの送信を終了
します。ターミネータを設定していない場合は、送信メッ
セージの最後に設定されたデータを送信した時点で、送
信を終了します。

・受信時は、ターミネータを受信した時点で受信を終了します。
ターミネータが設定されていない場合は、受信メッセージの最
後に設定されたデータを受信した時点で、受信を終了します。

・受信メッセージの最後に設定されたデータのバイト数が
「ワイルドカード」の場合は、受信バッファフル（CS/CJ：
2.5Kバイト、SYSMACα：256バイト）になった時点で受
信を終了します。ただし、フロー制御（X-on／X-off、RS/
CS）が設定されている場合は、バッファサイズの75％
（CS/CJ：2Kバイト、SYSMACα：200バイト）に達した時
点でX-offコードを送出し、受信を終了します。

注：上記6つの項目は、次の場合、省略できます。

送信時：ヘッダ、アドレス、レングス、誤りチェックコード、ターミネータは省略可能。
受信時：ターミネータが存在すれば、ヘッダ、アドレス、レングス、誤りチェックコードは省

略可能。データ長が固定ならば、ターミネータは省略可能。
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■CX-Protocolの設定画面

具体的な設定方法については、第9章「メッセージ・受信マトリクスの新規作成／設定／
編集」を参照してください。

メッセージ名�

ヘッダ�

ターミネータ�

誤りチェックコード�

レングス�

アドレス�

データ�

■ヘッダ

メッセージの先頭を示します。定数のみ指定できます。

メッセージタイプ（ASCII、HEX、制御コード）を選択し、データを入力します。

例）タイプ：ASCII、データ：＠→画面での表示：”＠”

■アドレス

メッセージを1：N通信する場合などに指定します。定数または変数を指定できます。

変数を指定すれば、I/Oメモリのチャネルデータをアドレスとして使用できます。さら
に、変数にリピートカウンタ変数Nを使用すれば、送信または受信ごとにアドレスを変
化させることができます。

アドレスのタイプ（定数、変数）を選択し、データを入力します。

例）タイプ：変数、　変換：なし、　データ：（R（1）,2）→画面での表示：（R（1）,2）
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■レングス

送信時（SYSMACα、CS/CJシリーズ共通）

送信時に、レングス自身に接続するメッセージ項目について自動計算して、この項目が
付加されます。単位：バイト数。自動計算の対象範囲を指定することができます。

受信時

●SYSMACα用プロトコルマクロの場合

受信時はこの値のチェックは行いません。

通信相手の機器の通信仕様に合わせ、レングスサイズ（1バイト、2バイト）、データタイ
プ（ASCII、BIN）を指定します。

例）1バイト、　BIN、　初期値：0→画面での表示：（0）（1バイトBIN）

注：レングスの計算対象範囲は、［データ］ダイアログの「範囲指定」で設定します。
（9-2項「メッセージの設定」参照）

●CS/CJシリーズ用プロトコルマクロの場合

受信時にレングスがチェックされます。

ターミネータ指定がない場合は、受信期待メッセージに設定されたレングス（バイト数）
の長さ分のメッセージ項目を受信バッファから取り出し、それを受信メッセージとして
処理します。

ターミネータがある場合は、ターミネータまでの範囲を受信メッセージとして受けとり、
受信期待メッセージ内のレングスの値と長さが一致しているかを照合します。

注：ヘッダ指定がなくても、レングスかターミネータが指定されていれば、メッセージ項目を
受信バッファから取り出し、それを受信メッセージとして処理することができます。

CS/CJシリーズでのレングス指定では、以下のように動作します。

例：＜h＞＋＜l＞＋（W(1),＊）の場合、＜h＞に後続する受信期待メッセージ内の＜l＞の
値をもとに、（W(1),＊）のデータサイズを決定し、受信メッセージとして受け取り
ます。

注：＜l＞のASCII変換エラーによる照合エラーが発生する可能性があります。

例：＜h＞＋＜l＞＋（W(1),＊）＋＜t＞の場合、いったん＜h＞から＜t＞までの範囲を受
信メッセージとして認識した後に、受信期待メッセージ内の＜l＞の値と、実際に
受信した（W(1),＊）のデータサイズを照合します。

注：＜l＞のASCII変換エラーによる照合エラーが発生する可能性、およびデータサイズと
の照合エラーの可能性があります。

データ� 誤りチェック�
コード� ターミネータ�

受信バッファ�
受信�

メッセージ�受信期待メッセージ�
�

例：データ部分が100バイトなら�

を受信メッセージとして受け取ります。�

アドレス�ヘッダ� レングス�

データ�

100バイト�

アドレス�ヘッダ� レングス� 誤りチェック�
コード� ターミネータ�
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■データ

送信時に、送信するデータを指定します。受信時に、期待するデータを指定します。

定数または変数を指定できます。定数と変数を文字列として組み合わせることも可能で
す。

変数を指定すれば、I/Oメモリのチャネルデータをデータの一部として使用（送信時：読
出し、受信時：書込み）できます。さらに、変数にリピートカウンタ変数Nを使用すれ
ば、送信または受信ごとに、データを変化させることもできます。

データのタイプ（定数、変数）を選択し、データを入力します。

例）タイプ：定数（ASCII）、データ：RX0

例）タイプ：変数、データ：＆（N,R（1））　 ｝→画面での表示："RX0"＋＆（N,R（1））＋"00"

タイプ：定数（ASCII）、データ：00

■誤りチェックコード

データを送信するときの誤りチェックコード＊1を指定します。

LRC、LRC2、CRC-CCITT、CRC-16＊2、SUM（1バイト／2バイト）、SUM1（1バイト／
2バイト）、SUM2＊2（1バイト／2バイト）、を指定できます。データタイプとして、
BIN、ASCIIを選択できます。また、データサイズ、初期値、上位・下位バイト入れ替
え＊2を指定できます。

例）タイプ：LRC、　データタイプ：ASCII、　データサイズ：2バイト、　初期値：0

→画面での表示：LRC（水平パリティ）（0）（2Byte ASC）

＊1：誤りチェックコードの対象範囲は、［データ］ダイアログの「範囲指定」で設定します。（9-
1項「メッセージの設定」参照）

＊2：CRC-16、SUM2および上位・下位バイト入れ替えは、SYSMACαの場合、コミュニ
ケーションボードが形C200HW-COM□□-V1の場合だけ可能。CS/CJシリーズの場合、
いずれのボード／ユニットでも可能、さらにCS/CJシリーズの場合、SUM1（1バイト／2
バイト）、LRC2が可能です。

■ターミネータ

このコードが受信されると、データ受信が終了します。（このコードなしでデータが受
信されると、ステップ内の受信メッセージで設定しているメッセージの長さ分受信され
た時点で、データ受信が終了します。）

このコードが送信されると、データ送信が終了します。（このコードなしでデータが送
信されると、最終データが送信された時点で、データ送信が終了します。）

定数のみ指定できます。

通信相手の機器の通信仕様に合わせ、ターミネータのタイプ（ASCII、HEX、制御コー
ド）を選択し、データを入力します。

例）タイプ：HEX、　データ：2A0D→画面での表示：［2A0D］

注：ヘッダ指定がなくても、レングスかターミネータが指定されていれば、メッセージ項目を
受信バッファから取り出し、それを受信メッセージとして処理することができます。
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■メッセージ項目のデータ属性

メッセージ項目には、以下に示す定数または変数を設定できます。

●定数（ヘッダ、アドレス、データ、ターミネータに設定可）

定　数 指定方法 指定例

ASCIIデータ　　"12345"のように" "でくくって指定します "12345"

HEXデータ ［5A2B］のように［ ］でくくって指定します。 ［5A2B］

制御コード CR、LF、STXなどの特殊コードを一覧から選択して指 CR（［0D］のコード）
定します。

●変数（アドレス、データに設定可）

変数は、PLCのI/Oメモリを読み書きする機能や、リピートカウンタ変数を使用する機
能をもちます。

1．指定方式

基本的に、（X,Y）の形式で指定します。

X：実効アドレス

PLCのI/Oメモリのどこから読むか、どこへ書くか、またはリピートカウンタNを含
む1次式、ワイルドカードを指定します。指定する方法は次のいずれかです。

①読み出し/書き込みオプションの指定と先頭チャネル＋（リピートカウンタNを含む
1次式）の指定
注：リピートカウンタNを含む1次式は、先頭チャネルからのオフセットとなります

②リピートカウンタNを含む1次式

③ワイルドカード（＊）　ただし、受信メッセージの中でのみ指定可能

Y：データサイズ（CS/CJシリーズの場合：1～1000、SYSMACαの場合：1～255）

変換しないときは、何バイトを読み書きするかを指定します。リピートカウンタN

の値を読むときは1（バイト）を指定します。

変換するときは、伝送路上のバイト数を指定します。PLCのI/Oメモリ上のバイト数
は以下のとおりです。

オプション
PLCのI/Oメモリ上のデータサイズ

＄（HEX→ASCII） ＆（ASCII→HEX）

R（ ）：PLCから読み出して送信 Y÷2バイト Y×2バイト

W（ ）：受信してPLCへ書き込み　 　Y×2バイト Y÷2バイト

指定する方法は、次のいずれかです。

①リピートカウンタNを含む1次式

②ワイルドカード（＊）　ただし、受信メッセージデータの中でのみ指定可能

③SYSMACαの場合、読み出しオプションの指定と先頭チャネル＋（リピートカウンタNを
含む1次式＊1）の指定
チャネルデータのビット0～11をBCD3桁として読みます。CS/CJシリーズの場合はBIN

として読みます。

＊1：リピートカウンタNを含む1次式は、先頭チャネルからのオフセットとなります。
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なお、変数には以下のデータ変換なし変数、ASCIIデータ変換付き変数、HEXデータ変
換付き変数の3種類があり、さらにそれぞれに、変換対象データの読み出し／書き込み
方向を指定する属性（順方向／逆方向）を設定します。

注1：ASCIIデータ変換、HEX変換とは
ASCIIデータ変換とは、指定されたデータをHEXデータ（16進数）列とみなし、そのデー
タの1桁づつをそれぞれASCIIコードに変換する変換処理です。したがって、変換された
データのサイズは変換前の2倍となります。
HEX変換とは、指定されたデータをASCIIデータ列とみなし、その値の1バイトづつをそ
れぞれ16進数に変換する変換処理です。したがって、変換されたデータのサイズは変換
前の1/2になります。
読み出し／書き込み指定、順方向／逆方向指定、指定されたデータによって変換の仕様
が異なります。変換の例は4-51ページを参照してください。

変　数
読み出し／書き込み方向 機　　能

順方向 逆方向 読み出し時 書き込み時

データ変換 （X,Y） ~（X,Y） Xで指定したアドレスからYバイトのデータをその
なし変数 まま扱います。

ASCIIデータ ＄（X,Y）　　＄~（X,Y） Xで指定したアドレスか YバイトのHEXデータを
変換付き変数 らY÷2バイトのHEXデ Xで指定したアドレスか

ータをYバイトのASCII らY×2バイトのASCII
データに変換 データに変換

HEXデータ ＆（X,Y） ＆~（X,Y） Xで指定したアドレスか YバイトのASCIIデータ
変換付き変数 らY×2バイトのASCIIデ をXで指定したアドレス

ータをYバイトのHEXデ からY÷2バイトのHEX
ータに変換 データに変換

変数の指定形式（まとめ）

  �
�
＄̃（R（DM0000）,2）�
 伝送路上のデータサイズ：Nを含む1次式、またはワイルドカード（＊）、または�
  読出オプション（R（ ）：PLCから読み出し）による�
  間接指定が可能（SYSMACαの場合は、チャネ�
  ルデータのビット0～11をBCD3桁として読む。�
  CS/CJシリーズの場合はBINとして読む。）＊1�
�
 先頭チャネル＊1＋（Nを含む1次式）�
�
 読出／書込オプション または、Nを含む1次式�
 　R（ ） ：PLCからの読み出し または、ワイルドカード�
 　W（ ） ：PLCへの書き込み�
�
 変換方向�
 　なし ：順方向�
 　̃ ：逆方向�
�
 変換属性�
 　なし ：無変換�
 　＄ ：ASCII変換�
 　＆ ：HEX変換�

Y（データサイズ）�
X（実効アドレス）�

＊1：チャネルの指定方法については、次ページを参照してください。
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チャネルの指定方法

チャネルの 指定記号 例

指定方法 Nを含む1次式＝0のとき Nを含む1次式＝2N＋1のとき

オペランド指定 なし 設定不可 R（2N＋1）

リンクチャネ O 1、I 1、O 2、I 2 R（O1） R（O1＋2N＋1）
ル指定

ダイレクト指定 CIO□□□、WR□□□＊2、 R（DM0000） R（DM0000＋2N＋1）
LR□□＊3、HR□□、AR□□、
DM□□□□、EM□□□□
□：チャネル＃

＊2：CS/CJシリーズの場合のみ　　＊3：SYSMACαの場合のみ

参 考 データ変換付き変数について

通信する相手の外部機器が解釈できる命令（コマンド）のフレームフォーマットが、ASCII

コードで構成される場合、送信側のI/Oメモリ内のHEXデータは＄（　,　）によってASCII

コードに変換して送信する必要があります。

逆にASCIIコードをI/Oメモリ内に受信する場合は、＆（　,　）によってHEXデータに変

換して格納します。

・I/Oメモリ内のデータ（HEXデータ）をASCIIコードに変換して送信する場合

例）DM0000から6桁の数値（I/Oメモリ内で3バイト）を、逆方向にASCIIコードに変換

する。

5→ 6→�

1→ 2

DM0000

指定方法：$（̃R（DM0000）６）�
 伝送路上（ASCII変換後）のバイト数6�
 DM0000から読み込み�
 逆方向�
 HEX→ASCII変換�

35�

"5" 伝送路上�
$̃（　,　）� 36�

"6" 

37 �

"7" 

38 �

"8" 

31 �

"1" 

32 �

"2" 
7→ 8

15 0

・外部機器からの数値データ（ASCIIデータ）をHEXデータに変換して受信し書き込む場

合

例）5桁の数値データ（ASCIIデータで5バイト）を、HEXデータに変換してI/Oメモリの

DM0000から逆方向で書き込む

1→ 2→�

5→0

DM0000

指定方法：&（̃W（DM0000），5）�
 伝送路上のバイト数5�
 DM0000を先頭に書き込み�
 逆方向�
 ASCII→HEX変換�

伝送路上�
&̃（　,　）� 3→ 4�

0　0

15 0

31�

"1" 

32�

"2" 

33 �

"3" 

34 �

"4" 

35 �

"5" 

0が格納�
されます。�
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2．X,Yの内容

変数（X,Y）のX,Yには、以下に示す内容を設定することができます。

X,Yの設定方法

オペランド
指定

リンクチャ
ネル指定

ダイレクト
指定

オペランド
指定

リンクチャ
ネル指定

ダイレクト
指定

ワイルドカード

N（リピートカウンタ）

設定内容

R（z）

先頭CH＋（Nを
含む1次式）

読み出しオプ
ション

先頭CH＋（yN＋x）
CHから読み出し

W（z）

先頭CH＋（Nを
含む1次式）

書き込みオプ
ション

先頭CH＋（yN＋x）
CHから書き込み

受信メッセージの、ア
ドレスとデータ部のみ
設定可能です。
・アドレスに設定
アドレスを照合せず
全て自号機宛として
受信
・データに設定
受信したデータを照
合せず、全て受信

N

例

（R（1）,1）
PMCR命令の第3（CS/CJシリーズ）または第
2（SYSMACα）オペランド指定CH+1CHか
ら1バイトを読み込み無変換で送信する

＄（R（O1+5）,2）
リンクチャネルの出力エリアO1+5CHから読み
込みASCIIに変換して2バイトを送信する

＄（R（DM0000）,3）
DM0000CHから読み込みASCIIに変換して3
バイトを送信する

（W（1）,1）
受信メッセージをPMCR命令の第4（CS/CJ
シリーズ）または第3（SYSMACα）オペラン
ド指定CH+1CHから1バイト分を無変換で
書き込分を無変換で書き込む

＆（W（I1+5）,2）
受信データをリンクチャネルの入力エリア
l+5CHから2バイト分をHEXに変換して書き込む

＆（W（LR0060）,3）
受信データを LR0060CHから3バイト分を
HEXに変換して書き込む

（＊,2）：アドレスに設定
 どのアドレス（2バイト）でも受信する
（＊,5）：データに設定
どのデータ（5バイト）でも受信する

（N,1）
リピートカウンタの値

Ｘ
の
設
定
方
法

Ｉ
／
Ｏ
メ
モ
リ
読
み
書
き

使用可能項目

送信　　　受信

ア　デ　ア　デ
ド　ー　ド　ー
レ　タ　レ　タ
ス　　　ス　　

○　○　○　○

○　○　○　○

○　○　○　○

－　○　－　○

－　○　－　○

－　○　－　○

－　○　－　○

○　○　○　○

チ
ャ
ネ
ル
読
み
出
し

チ
ャ
ネ
ル
書
き
込
み
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X,Yの設定方法

N（リピートカウン
タ）を含む一次式

ワイルドカード

オペランド
指定

リンクチャ
ネル指定

ダイレクト
指定

例

＆（R（1）,2）
PMCR命令の第3（CS/CJシリーズ）または第
2（SYSMACα）オペランド指定CH+1CH目
からデータを読み出しASCIIに変換して2バ
イト分を送信する

＆（W（1）,＊）
PMCR命令の第4（CS/CJシリーズ）または第
3（SYSMACα）オペランドで指定した
CH+1CHから受信したデータを長さに関わらず
HEX変換して格納する。

（＊,R（1））：受信データに設定
受信データをどのデータでも第3（CS/CJシ
リーズ）または第2（SYSMACα）オペランド指
定CH＋1CHの内容のバイト数だけ受信する。

（R（1）,R（O1））：送信データに設定
PMCR命令の第3（CS/CJシリーズ）または第
2（SYSMACα）オペランド指定CH＋1CHか
ら、リンクチャネルの出力エリアO1の先頭
CHの内容のバイト数送信する。

（R（DM0000）,R（DM0100））：送信データに設定
DM0000CHからDM0100の内容のバイト数送
信する。

設定内容

yN+x
定数部（1～
255）バイト数を
指定
リピートカウンタ
の値
係数部（0～
255）

受信メッセージのデー
タ部のみ設定可能で
す。
データに設定（ただ
し、XがNを含む1次式
の場合不可）
受信したデータを照
合せず、全て受信

R（z）
先頭チャネル＋
（Nを含む1次
式）
読み出しオプ
ション

先頭CH＋（yN＋x）
CHの下位バイトの内
容をバイナリ値として
読み出し、それをバイ
トとする

使用可能項目

送信　  　受信

ア　デ　ア　デ
ド　ー　ド　ー
レ　タ　レ　タ
ス　　　ス　　

○　○　○　○

－　○　－　○

○　○　○　○

○　○　○　○

○　○　○　○

Ｙ
の
設
定
方
法

Ｉ
／
Ｏ
メ
モ
リ
読
み
出
し

チ
ャ
ネ
ル
読
み
出
し
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4

3．変数の指定例

以下に、PLC→ボード／ユニット間、ボード／ユニット→PLC間でデータを送受信
するときのデータの変換状態を示します。

・CPUユニット→ボード／ユニットへの読出し

無変換�

（R(DM0000)，3）�

　　　　　　　　　バイト数�

56 → 78�

12 → 34
56 �

"V" 

DM0000�

DM0001�

�

78�

"x" 

12 �

"DC2" 

逆方向無変換�
̃（R(DM0000)，3）�

　　　　　　　　　 バイト数�

56 → 78�

12 → 34
34 �

"4" 

DM0000�

DM0001�

�

56 �

"V" 

78 �

"x" 

ASCII変換�

$（R(DM0000)，6）�

　　　　　　　　　バイト数�

56 → 78�

12 → 34
33 �

"3" 

DM0000�

DM0001�

�

34 �

"4" 

35 �

"5" 

逆方向ASCII変換�

$̃（R(DM0000)，6）�

　　　　　　　　　  バイト数�

56 → 78�

12 → 34
35 �

"5" 

DM0000�

DM0001�

�

36 �

"6" 

37 �

"7" 

38 �

"8" 

31 �

"1" 

32 �

"2" 

36 �

"6" 

37 �

"7" 

38 �

"8" 

HEX変換�

&（R(DM0000)，3）�

　　　　　　　　　バイト数�

逆方向HEX変換�

&̃（R(DM0000)，3）�

　　　　　　　　　  バイト数�

34 56 78

78 56 34

37 → 38�

35 → 36�

33 → 34

DM0000�

DM0001�

DM0002�

�

37 → 38�

35 → 36�

33 → 34

DM0000�

DM0001�

DM0002�

�

・ボード／ユニット→CPUユニットへの書込み

無変換�

（W(DM0000)，5）�

　　　　　　　　　バイト数�

31 → 32�

33 → 34�

35 → 00
31 �

"1" 

DM0000�

DM0001�

DM0002�

�

32�

"2" 

33 �

"3" 

34 �

"4" 

35 �

"5" 

ASCII変換�

$（W(DM0000)，3）�

　　　　　　　　　　バイト数�

34 → 35�

32 → 33�

00 → 31

31 �

"1" 

DM0000�

DM0001�

DM0002�

�

32�

"2" 

33 �

"3" 

34 �

"4" 

35 �

"5" 

12 34 56

逆方向無変換�
̃（W(DM0000)，5）�

　　　　　　　　  　バイト数�

逆方向ASCII変換�

$̃（W(DM0000)，3）�

　　　　　　　　　　バイト数�

35 → 36�

33 → 34�

31 → 32

DM0000�

DM0001�

DM0002�

�

31 → 32�

33 → 34�

35 → 36

DM0000�

DM0001�

DM0002�

�

＊1

＊1

HEX変換�

&（W(DM0000)，5）�

　　　　　　　　　　バイト数�

23 → 45�

00 → 01
DM0000�

DM0001�

�

31 �

"1" 

32�

"2" 

33 �

"3" 

34 �

"4" 

35 �

"5" 

逆方向HEX変換�

&̃（W(DM0000)，5）�

　　　　　　　　　　バイト数�

12 → 34�

50 → 00
DM0000�

DM0001�

�

31 �

"1" 

32�

"2" 

33 �

"3" 

34 �

"4" 

35 �

"5" 

＊1

＊1

12 34 56

＊1：CPUユニットへの書込み時に、書込みデータが16ビットに満たないチャネルの空きビッ
トには0が格納されます。
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・受信するデータが可変長の場合は、ワイルドカード（＊）を使用します。

無変換�

（W(DM0000)，＊）�

受信したデータをDM0000以降に�

すべて格納します。�

5バイト分のデータを空読みします。リレーエリアへ格納する�

必要がなく、どのようなデータであってもエラーを出さないよ�

うな場合に使用します。�

31 → 32�

33 → 34�

35 → 36�

37         → 00

31 �

"1" 

32�

"2" 

33 �

"3" 

34 �

"4" 

36�

"6" 

35 �

"5" 

無変換�

（＊，5）�

HEX変換�

&（W(DM0000)，＊）�
DM0000�

DM0001�

�

31 �

"1" 

32�

"2" 

33 �

"3" 

34 �

"4" 

35 �

"5" 

36 �

"6" 

37 �

"7" 

37 �

"7" 

＊1

＊1

45 → 67�

01 → 23

＊1：CPUユニットへの書込み時に、書込みデータが16ビットに満たないチャネルの空きビッ
トには0が格納されます。

参 考 ・HEX変換の場合、数値以外のデータを受信したときは、次のように変換されます。

　・－の符号は、マイナスとして認識し、最上位桁をFHexとして格納します。

　・小数点は無視して、詰めて格納します。

　・文字（0～F以外）および記号は、0Hexとして、格納します。

受信データ（例） 変数（ASCII→HEX変換） 変換結果

HEX： 2D 31 32 33 34 35 23　 45�

F0　 01
DM0000�

DM0001�

�
ASCII： － 1 2 3 4 5

HEX： 31 32 33 2E 34 35 ＆（W（DM0000,6） 23　 45�

00　 01
DM0000�

DM0001�

�

ASCII： 1 2 3 . 4 5

HEX： 31 2F 33 34 47 36 34　 06�

00　 10
DM0000�

DM0001�

�
ASCII： 1 ／ 3 4 G 6

・HEX変換（逆変換）の場合、数値以外のデータを受信したときは、次のように変換され

ます。

　・－の符号は、記号として扱い、FHexではなく0Hexとして格納します。

　・小数点は無視して、詰めて格納します。

　・文字（0～F以外）および記号（－符号含む）は、0Hexとして格納します。

受信データ（例） 変数（ASCII→HEX変換） 変換結果

HEX： 2D 31 32 33 34 35 01　 23�

45　 00
DM0000�

DM0001�

�
ASCII： － 1 2 3 4 5

HEX： 31 32 33 2E 34 35 ＆~（W（DM0000,6） 12　 34�

50　 00
DM0000�

DM0001�

�

ASCII： 1 2 3 . 4 5

HEX： 31 2F 33 34 47 36 10　 34�

06　 00
DM0000�

DM0001�

�
ASCII： 1 ／ 3 4 G 6
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誤りチェックコードについて

プロトコルマクロでは、次の7種類のチェックコードが設定可能です。

計算方法 データタイプ 逆方向（～）＊1 初期値

LRC＊2 BIN 1バイト 不可 0～255

ASCII 2バイト＊2 可

SUM（1バイト） BIN 1バイト 不可 0～255

ASCII 2バイト 可

SUM（2バイト） BIN 2バイト 可 0～65535

ASCII 4バイト 可

SUM2（1バイト）　　 BIN 1バイト 不可 0～255

ASCII 2バイト 可

SUM2（2バイト） BIN 2バイト 可 0～65535

ASCII 4バイト 可

CRC－CCITT BIN 2バイト 可 －

ASCII 4バイト 可

CRC－16 BIN 2バイト 可 0～65535

ASCII 4バイト 可

LRC2＊3 BIN 1バイト 不可 0～255

ASCII 2バイト 可

SUM1＊3 BIN 1バイト 不可 0～255

（1バイト） ASCII 2バイト 可

SUM1＊3 BIN 2バイト 可 0～65535

（2バイト） ASCII 4バイト 可

＊1：逆方向（上位・下位バイト入れ替え）は、SYSMACαの場合コミュニケーションボードが
形C200HW-COM□□-V1のとき、およびCS/CJシリーズの場合に可能です。

＊2：オムロン製の上位リンク(SYSMAC WAY)は、誤りチェックコード：LRC ASCII 2バイト
（順方向）を使用します。

＊3：CS/CJシリーズ用プロコトクルマクロ専用

以下に計算例を示します。
例）初期値0で、次のメッセージ項目をチェックコード計算対象としています。
　　02　　52　　44　　38　　39

計算対象
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（1）LRC（Longitudinal Redundancy Check：水平パリティ）

１キャラクタ毎のデータの排他的論理和（XOR）を計算しチェックコードにします。

1バイト�

計算結果�

：チェックコード�

初期値�

XOR�

①�

XOR�

②�

XOR�

③�

XOR�

④�

00Hex�

＋�

52Hex�

＋�

44Hex�

＋�

38Hex�

＋�

39Hex�

�

17Hex

LRC 2バイト ASCII 00 52 44 38 39 31 37 0D�

̃LRC 2バイト ASCII 00 52 44 38 39 37 31 0D�

LRC 1バイト BIN 00 52 44 38 39 17 0D

注：LRC2はLRCのみの計算結果に2の補数をとったものです。

（2）SUM（サム）

1キャラクタ毎のデータを算術加算し、チェックコードにします。

切り捨て�

1バイト�

2バイト�

計算結果�

初期値�

①�

②�

③�

④�

00 Hex�

52 Hex�

44 Hex�

38 Hex�

39 Hex�

�

SUM 107 Hex

：チェックコード�

SUM（1バイト）ASCII 2バイト 00 52 44 38 39 30 37 0D�

SUM（2バイト）ASCII 4バイト 00 52 44 38 39 30 31 30 37 0D�

SUM BIN（1バイト）1バイト 00 52 44 38 39 07 0D�

SUM BIN（2バイト）2バイト 00 52 44 38 39 01 07 0D�

̃SUM（1バイト）ASCII 2バイト 00 52 44 38 39 37 30 0D�

̃SUM（2バイト）ASCII 4バイト 00 52 44 38 39 31 30 37 30  0D�

̃SUM BIN（2バイト）2バイト 00 52 44 38 39 07 01 0D�

注：SUM1はSUMの計算結果の1の補数（ビット反転）をとったものです。�
　　SUM2はSUMの計算結果の2の補数をとったものです。�

（3）CRC （Cyclic Redundancy Check Code：巡回冗長検査）

データをビット列（メッセージ多項式）とみなし、これを決められた定数（生成多項式）で
割り算し、割り算結果の余りをチェックコードとします。

CRCは、垂直パリティや水平パリティに比べて誤り検出の性能が高く、LANなどで広く
使われています（例えば、SYSMAC LINKはCRC-CCITTを使用しています）。

CRCにもさまざまな種類があります。その中でCCITTの勧告に基づいて定められている
演算方式をCRC-CCITTと呼んでいます。この場合、生成多項式としてX16＋X12＋X5＋
1が使用されます。またCRC-16（X16＋X15＋X2＋1）がCRCとしてよく使われます。
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：チェックコード�

CRC-CCITT 4バイト ASCII 02 52 44 38 39 33 36 46 42 0D�

CRC-CCITT 2バイト BIN 02 52 44 38 39 36 FB 0D�

CRC-16 4バイト ASCII 02 52 44 38 39 42 46 46 41 0D�

CRC-16 2バイト BIN 02 52 44 38 39 BF FA 0D�

注：逆方向も可能です。CRC-16は初期値の設定が可能です。　�

参 考 CRCの演算方式の生成多項式は、CRC-CCITTまたはCRC-16ということで一意に決まり

ます。ただし、CRC-CCITTとCRC-16では、1キャラクタ毎のデータの扱いが以下のよ

うに異なります。

チェックコードの演算対象となるnキャラクタのメッセージを

C0 C1  … Cn–1

D0(7)…D0(0) D1(7)…D1(0) … Dn-1(7) …Dn-1(0) 　　注：Dは0または1です。

と表現するとき、下記のようにCRC-16の場合は、キャラクタ単位のMSB（Most Signifi-

cant Bit：最上位ビット）とLSB（Least Significant Bit：最下位ビット）の扱いが逆になっ
ています。

CRC-CCITT： C0 C1 … Cn-1

D0(7) D0(6)…D0(0) D1(7) D1(6)…D1(0) … Dn-1(7) Dn-1(6)…Dn-1(0)

CRC-16： C0 C1 … Cn-1

D0(0) D0(1)…D0(7) D1(0) D1(1)…D1(7) … Dn-1(0) Dn-1(1)…Dn-1(7)

したがって、アルゴリズムは、以下のようになります。

ビット列をシフトさせながらXOR演算を繰り返し、最終的に残った値をチェックコード
とします。

・CRC-CCITTのアルゴリズム

＋� ＋� ＋�

＋�

最終結果がチェックコード�
になります。�

データ入力�

MSB LSB
X5 X12 X16

シフトレジスタ�

XOR

・CRC-16のアルゴリズム

LSBMSB

X2X15X16

データ入力�

＋�＋�＋�

最終結果がチェックコードになります�
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■メッセージ設定上の留意点

（1）定数や変数を組み合わせて指定したい場合

定数や変数を組み合わせて指定したい場合は、以下のように「+」をはさんで設定し
ます。

例）温調器の測定温度を調べるコマンド「"RX0"＋チャネル番号＋"00"（コード番号）」
を送信したい場合

"RX0"+$（N,1）+"00"（Nはリピートカウンタ0～255の値）

　　↓

N=0のとき："RX0000"

N=1のとき："RX0100"

N=2のとき："RX0200"

というメッセージを送信します。

（2）受信メッセージにおけるチャネル書き込みについて

受信メッセージにおいては、通常受信したメッセージの「アドレス」を照合し、自号機
宛てかどうかを確認し、自号機宛てなら「データ」を受信し、「チャネル書き込み」によっ
てPLCのエリアに格納するといった受信メッセージの組み立てが必要になります。

この場合、

・アドレスのように照合するだけのデータは、「定数」、「Xが定数指定の変数」、「変
数（チャネル読み込み）」または「ワイルドカード」などで指定します。

・I/Oメモリへの格納が必要なデータについてのみ「変数（チャネル書き込み）」で指定
します。

例）アドレスを照合し、以降に続くデータを受信し、PLCのI/Oメモリエリアに格
納する（アドレスは2バイトのとき）。

アドレス指定：＄（R（1）,2）....自号機宛て（PMCR命令の第3（CS/CJシリーズ）
または第2（SYSMACα）オペランドで指定した
CH+1に格納したアドレス（1バイト）をASCII変
換した値と、受信したアドレスが同じ）なら、ア
ドレスに続くデータを受信する。

注：照合するメッセージ（期待メッセージ）はチャ
ネル読み込み（Rオプション）となることに注意
してください。

　　　　　　　  ：（＊,2）............どの号機宛てでも、アドレスに続くデータを受
信する。

注：アドレスの場合、ワイルドカード（＊）は、X
（実効アドレス）部分にしか設定できません。

データ指定：＆（W（1）,*）.......受信したデータを、PMCR命令の第4（CS/CJシ
リーズ）または第3（SYSMACα）オペランドで指
定したCH+1のアドレスから、長さに関わらず
HEX変換して書き込む。

注：受信したデータをPLCのエリアに格納する場
合は、チャネル書き込み（Wオプション）で指
定します。
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例）受信データの内、データの一部を照合し、データの一部をI/Oメモリに格納す
る場合受信したデータの内、"TX＊＊"というコマンド文字列を照合した後、そ
れに続くデータをI/Oメモリに格納。

データ指定："TX"+（＊,2）+＆（W（1）,＊）........ TXというコマンドを受信したら、その後の2バ
イト分のデータを照合せず、その後のデータを
長さに関わらずHEX変換して格納する。

・「変数（チャネル書込み）」データのサイズ部にワイルドカード（＊）を設定してい
る場合、以下のいずれかのときに、実際のデータサイズが決定します。

1）CS/CJシリーズの場合、メッセージの長さがシステム設定（割付DMエリアの
m+9、m+19）の「送受信データ最大バイト数」に至ったとき

SYSMACαの場合、メッセージの長さがフロー制御なしの場合、256バイト、
ありの場合200バイトに至ったとき、

または

2）後続する要素の区切り（ターミネータまたは定数）によってデータサイズが認
識可能なとき

注：定数の場合には、4バイト以下のものまでを、区切りとして認識します。ただ
し、ワイルドカード（＊）を使用する場合は、必ずターミネータの設定を行っ
てください。

・データサイズ部にワイルドカード（＊）を設定している「変数（チャネル書込み）」
を連続して（「＋」ではさんで）指定した場合は、最初の「変数（チャネル書込み）」の
設定だけが有効となります。

例）（W（1）,＊）+（W（10）,＊）は、（W（1）,＊）と同じ。

・データサイズ部にワイルドカード（＊）を設定している「変数（チャネル書込み）」
と「変数（チャネル読出し）」を連続して（「＋」ではさんで）指定した場合は、最初の
「変数（チャネル書込み）」の設定だけが有効となります。

　例）（W(1),＊）＋（R(2),8）は、（W(1),＊）と同じ。

・データサイズ部にワイルドカード（＊）を設定している「変数（チャネル書込み）」
の間に、4バイト以下の定数やチェックコードを「＋」ではさんで指定した場合は、
それらのデータが区切りとなります。

例）（W（1）,＊）+"ABC"+（W（10）,＊））を設定していて、"12345ABC5678"を受信し
た場合、（W（1）,＊）に対応するのが"12345"、（W（10）,＊）に対応するのが"5678"

となります。

・データサイズ部にワイルドカード（＊）を設定している「変数（チャネル書込み）」
と「変数（チャネル読出し）」の間に、5バイト以上の定数や誤りチェックコードを
「＋」ではさんで指定した場合は、最初の「変数（チャネル書込み）」の設定だけが有
効となります。

　例）（W(5),＊）＋"ABCDE"＋（R(2),8）に、“12345ABCDE56789"のメッセージを受
信した場合、（W(5),＊）に、“12345ABCDE56789"が対応します。"ABCDE"＋
（R(2),8）の設定は無視されます。
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・ワイルドカード（＊）を設定している「変数（チャネル書き込み）」の後に、誤りチェッ
クコード＜c＞がある場合

　受信メッセージの中での誤りチェックコード自身の位置が特定できるような以
下のときは、誤りチェックコードが計算されます。

・先頭からの誤りチェックコード自身の位置が計算できるとき（例：＜ｈ＞＋
（W(2),10）＋＜c＞）

・誤りチェックコードに後続する区切り（ターミネータまたは定数）までの位置が
計算できるとき

例：＜h＞＋（W(5),＊）＋＜c＞＋＜t＞

　　＜h＞＋（W(5),＊）＋＜c＞＋"ABC"＋＜t＞

　　＜h＞＋（W(5),＊）＋＜c＞＋"ABC"＋（W(5),＊）＋＜t＞

注：定数の場合は、4バイト以下のものまでを、区切りとして認識します。

受信メッセージの中での誤りチェックコード自身の位置が特定できないような以
下のときは誤りチェックコードが計算されません。

例：＜h＞＋（W(5),＊）＋＜c＞

　　＜h＞＋（W(5),＊）＋＜c＞＋（W(5),＊）

　　＜h＞＋（W(5),＊）＋＜c＞＋"ABCDE"＋（W(5),＊）

（3）ヘッダ、誤りチェックコード、ターミネータの設定方法について

・ヘッダやターミネータは、通信する相手機器により、＠やCR、LF、STX、ETX

など、さまざまな特殊コードが使われます。メッセージに設定するヘッダ、ター
ミネータは、必ず通信する相手と同じものを設定してください。

・誤りチェックコードは、通信する相手機器により、SUM、LRC、CRC-CCITTな
ど、さまざまなチェックコードが使われます。メッセージに設定する誤りチェッ
クコードは、必ず通信する相手機器と同じものを設定してください。

・接続する外部機器の多くは、ASCIIコードしか送受信できません。このような場
合は、HEX→ASCII変換を行ってから送信し、受信したデータをASCII→HEX変
換を行ってから格納する必要があります。相手機器が送受信できるデータ形式、
読み書きの方向を考慮して、データ変換付き変数で対応するデータ形式に変換し
て送受信してください。
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4－5 受信マトリクスの作成

受信マトリクスは、期待する受信メッセージを1つだけに特定できない場合や、受信メッ
セージ毎に次の処理を変更したい場合に設定します。

受信マトリクスでは、最大15種類の受信（期待）メッセージ（ケースNo.00～14）を設定で
き、設定した最大15種類の受信（期待）メッセージ毎に、次処理（End、Next、Goto＊＊、
Abort）を設定します。また、設定した受信メッセージ以外のメッセージを受信したとき
のために「Other」（設定メッセージ以外）を必ず設定しておく必要があります。

注：受信マトリクスにおいて、期待値と実際に受信した値を比較している単位は、データでは
なくメッセージです。
「Other」だけの設定とした場合、プロトコルデータ文法エラー（エラーコード：4）となり
ます。

    　　　　　　　　受信マトリクス�

�

    受信（期待）メッセージ 次処理�

受信 実際に受信したメッセージ 比較 ケースNo.00�

　　　＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞  ＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞ Goto、Next、�
     End、Abort�

   ケースNo.01�

   ＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞　 Goto、Next、�
     End、Abort�

   ケースNo.02�

   ＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞　 Goto、Next、�
     End、Abort�

�

   Other（必ず設定） Goto、Next、�
     End、Abort�

注：Otherを含め最大16ケース可能です。

注：＜h＞：ヘッダ

　　＜a＞：アドレス

　　＜c＞：誤りチェックコード

　　＜t＞：ターミネータ

■CX-Protocolの設定画面
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お願い 受信マトリクス中のメッセージのフォーマットは、全ケース共通に設定してください。

受信マトリクス中では、ケースNo.00で指定したフレーム構成でメッセージを切り出し、

ケースNo.00～15の順番で内容を比較します。

受信 実際に受信したメッセージ�

　　　�

�

　　　　ケースNo.00�

　　　＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞�

　　　　　　をもとに、　　切り出す（区分する）�

  比較 ケースNo.00�

　　　＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞  ＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞�
    �

   ケースNo.01�

   ＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞　 最大15種�
    �
�
�

   ケースNo14�

   ＜h＞　＜a＞　データ　＜c＞　＜t＞�

したがって、もしケース間のメッセージフォーマットが異なる場合、ケースNo.00をも

とにメッセージが切り出されるため、ケースNo.00とフォーマットが異なるケースNo.

との比較結果は（実際に受信したメッセージと無関係に）すべて不一致となります。

ただし、CS/CJシリーズシリーズの場合、レングス指定と受信マトリクスを組み合わせ

て、以下のような動作が可能です。（SYSMACαの場合は不可）

ケースNo.00で、レングス指定によりメッセージを切り出し、ケースNo.00～No.nまで

の受信期待メッセージと照合します。このとき、ケースNo.00～No.nの各メッセージ長

が異なるような設定でも、正しく照合することができます。

なお、ヘッダ／ターミネータは、すべてのケースで同じ値となるように設定してくださ

い。

受信マトリクスの例：

ケースNo.0：＜h＞＋＜l＞＋"W"＋（W(1),＊）

ケースNo.1：＜h＞＋＜l＞＋"R"＋（W(1),＊）

ケースNo.2：＜h＞＋＜l＞＋"C"＋（W(1),＊）

の場合（＜h＞＝@）

"@5W01234"を受信したとき、ケースNo.0と一致。（W(1),＊）＝"01234"

"@8R01234567"を受信したとき、ケースNo.1と一致。（W(1),＊）＝"01234567"

"@3C012"を受信したとき、ケースNo.2と一致。（W(1),＊）＝"012"

注：誤りチェックコード／ターミネータを付けることもできます。
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例）オムロン製上位リンク（SYSWAY）で、ステータス読出コマンドのレスポンス

　  （プログラム／モニタ／運転モード）に応じて処理を切り替えます。

・MSコマンドを発行�

　送信メッセージ： 　　　　　　  "＠"＋"00"＋"MS"＋LRC＋［2A0D］�

�

・レスポンスを受信�

　  　　　　　　　受信（期待）メッセージ 次処理�

　受信マトリクス： ケースNo.00　"＠"＋"00"＋"MS"＋"00"＋"00"＋（*,*）＋LRC＋［2A0D］ Goto 01�

�

  �

�

 ケースNo.01　"＠"＋"00"＋"MS"＋"00"＋"02"＋（*,*）＋LRC＋［2A0D］ Goto 02�

�

  　　　　　　　　　　　　　　モニタモード�

�

 ケースNo.02　"＠"＋"00"＋"MS"＋"00"＋"03"＋（*,*）＋LRC＋［2A0D］ Goto 03�

�

  　　　　　　　　　　　　　　運転モード�
�

 ケースNo.03　Other End�
�
受信マトリクスによって、レスポンスデータ内のステータスの違い（上記　部）を識別して、�
相手PLCのモードに応じて処理を切り替えます。�

コミュニケーションボード�

PLC

相手PLCレスポンス�上位リンクの�
MSコマンド�

ヘッダ　　　　上位リンク　　　　　 プログラムモード�
　　　　　　　コマンド　　　　　　コード�

　終了�
　コード�

アドレス�
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受信マトリクスを使用した例

ACK、NAK受信に応じて、処理を切り替えます。

なお、下記の例では、メッセージの全体構成を省略し、データだけを、" "で示していま
す。

"ACK"受信�

"ENQ"送信�

�

エラー�

�

　　ステップNo.00

Send�
＆�
Receive

Send�
＆�
Receive

�

�

ステップNo.01

正常終了�

"EOT"送信�

�

AbortEnd

�

ステップNo.02

Send�
�

　�

�

Next

Goto

�

メッセージ送信�

"NAK"受信�

受信マトリクス�
�

"ACK"受信�"Other"受信�

Abort

�

�

送信ウェイト：1

Y

N

ステップの構成

ステップNo.　リピート　コマンド　リトライ　送信　送信 受信メッセージ レスポンス 次処理 エラー処理
カウンタ 回数 ウェイト メッセージ

00 R/001 Send＆ － － "ENQ" "ACK" － Next Goto00
Receive

01 R/001 Send＆ － 1s メッセージ 受信マトリクス － － Goto00
Receive

02 R/001 Send － － "EOT" － － End Abort

最大15種類の受信メッセージ毎に、次処理（End、
Next、Goto＊＊、Abort）を設定します。
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受信マトリクス

ケースNo. 受信メッセージ 次処理

00 " ACK " Goto02

01 " NAK " Goto01

～ － －

15 Other Abort ← Otherには、設定したどの期待メッセージにも
　該当しなかった場合の次処理を設定します。

お願い 受信マトリクスで設定する各受信メッセージのヘッダおよびターミネータは、同一のも

のに設定してください。ヘッダおよびターミネータがケースNo.毎に異なる場合は、ケー

スNo.00に設定した受信メッセージのヘッダ、ターミネータ（ターミネータがないときは

データ長）を基準として、実際に受信したメッセージとの比較を行なっています。その

ため、例えばケースNo.00のヘッダが"＠"で、ケースNo.01のヘッダが［02］の場合、実

際に受信したメッセージのヘッダが［02］であってもケースNo.00のヘッダ"＠"と異なる

ため、比較上不一致と判断されます。



4-64

4－ 5　受信マトリクスの作成

プ
ロ
ト
コ
ル
マ
ク
ロ
機
能
（
詳
細
）

4



第5章

プロトコルマクロ機能を

使う上での留意点



5-2

プ
ロ
ト
コ
ル
マ
ク
ロ
機
能
を
使
う
上
で
の
留
意
点

5

5－1 プロトコルマクロ機能の適用範囲

■CS/CJシリーズの場合

プロトコルサポートツールでは、以下の通信制御方式に対応した送受信シーケンス（プ
ロトコル）を作成することができます。

同期通信、フレーム同期式（HDLC手順）などの通信制御方式には対応しませんので、ご
注意ください。

伝送モード 半二重または全二重

同期方式 調歩同期式

伝送制御方式 コンテンション方式（ポイント・ツー・ポイント接続）
ポーリングセレクティング方式（ポイント・ツー・マルチポイント接続）
モデム制御方式

フロー制御方式 ソフトフロー：Xon/Xoffフロー制御
ハードフロー：RS/CSフロー制御
デリミタ制御

誤り制御方式 LRC、LRC2、CRC-CCITT、CRC-16、SUM、SUM1、SUM2

メッセージフォーマット　　ヘッダ＋アドレス＋レングス＋データ＋誤りチェックコード＋
ターミネータまたは、ヘッダ＋アドレス＋レングス＋データ＋
ターミネータ＋誤りチェックコード　など

・送信および受信メッセージの最大長は、200～1000バイトの範囲で任意に設定できま
す。（ボード／ユニットの割付DMエリアの設定による。デフォルトは200バイト）

　1000バイトを超える送信メッセージの送信、受信メッセージの受信はできません。

　データ長にワイルドカード（＊）を指定したときの受信メッセージの最大長もこの設定
値（200～1000バイト）のサイズとなります。

・データの演算処理機能は、7種類の誤りチェックコードの計算、送信時のフレーム長
計算、数値データのASCIIコード←→HEXデータ変換のみです。それ以外の演算や変
換が必要な場合は、ラダープログラムで対応する必要があります。

・モデム制御において、ER信号を任意にON/OFFさせることができます。

・受信期待メッセージに設定したレングス長分のデータを受信バッファから受信メッセー
ジとして取り出すことができます。

・伝送モードが半二重のときは、シーケンス実行直前および送信コマンド実行直後に受
信バッファにあるデータがクリアされます。

　伝送モードが全二重のときは、シーケンス実行直前だけ受信バッファにあるデータが
クリアされます。

・受信データ（送信されてきたコマンドなど）によって処理を条件分岐させたい場合、分
岐は最大で15件までです。これ以上の分岐が必要な場合は、ラダープログラムで対処
する必要があります。
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■SYSMACαの場合

プロトコルサポートツールでは、以下の通信制御方式に対応した送受信シーケンス（プ
ロトコル）を作成することができます。

全二重、同期通信、フレーム同期式（HDLC手順）などの通信制御方式には対応しません
ので、ご注意ください。

伝送モード 半二重

同期方式 調歩同期式

伝送制御方式 コンテンション方式（ポイント・ツー・ポイント接続）
ポーリングセレクティング方式（ポイント・ツー・マルチポイント接続）
モデム制御方式

フロー制御方式 ソフトフロー：Xon/Xoffフロー制御
ハードフロー：RS/CSフロー制御
デリミタ制御

誤り制御方式 LRC、CRC-CCITT、CRC-16＊1、SUM、SUM2＊1

メッセージフォーマット　　ヘッダ＋アドレス＋レングス＋データ＋誤りチェックコード＋
ターミネータまたは、ヘッダ＋アドレス＋レングス＋データ＋
ターミネータ＋誤りチェックコード＊1　など

＊1：コミュニケーションボードが形C200HW-COM□□-V1のときのみ可能

・送信および受信メッセージ長は256バイト以下である必要があります。257バイト以
上のメッセージ長では、送信時256バイトを超えるデータ分は送信できません。また
受信時に256バイトを超えるデータ分は受信できません。

・データの演算処理機能は、5種類の誤りチェックコードの計算、送信時のフレーム長
計算、数値データのASCIIコード←→HEXデータ変換のみです。それ以外の演算や変
換が必要な場合は、ラダープログラムで対応する必要があります。

・モデム制御、RS/CSフロー制御以外の方式で、信号線を任意に制御することはできま
せん。

・受信したフレームの先頭にあるデータを使って受信バイト数を決めるような処理はで
きません。

・シーケンス実行前、または一度受信コマンドを実行したとき、受信バッファにあるデー
タはクリアされます。したがって、受信バッファの内容を１バイトずつ読み込んで処
理するような使い方はできません。

・受信データ（送信されてきたコマンドなど）によって処理を条件分岐させたい場合、分
岐は最大で15件までです。これ以上の分岐が必要な場合は、ラダープログラムで対処
する必要があります。
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5－2 プロトコル作成上のポイント

以下に、プロトコル作成上のポイントを示します。

■送受信シーケンスの流れ図の作成

プロトコルサポートツールを使って、プロトコルを作成する際は、まず相手機器との送
受信シーケンスを、例えば下記のようなシーケンスの流れ図などにまとめ、そこからプ
ロトコルサポートツールで編集可能な「シーケンス」や「ステップ」に変換していくことを
おすすめします。

PLC 相手機器�

Aを送信�

Cを送信�

・B以外なら�
　リトライ�
・BならEnd

・D以外なら�
　1分後に�
　リトライ�
・EならEnd

PLC 相手機器�
測定値読み出し�
コマンドを送信�

設定値書き込み�
コマンドを送信�

・レスポンス�
　フォーマット�
　以外なら�
　リトライ�
・レスポンス�
　フォーマット�
　ならEnd

・レスポンス�
　フォーマット�
　以外なら�
　リトライ�
・レスポンス�
　フォーマット�
　ならEnd

例.

■プロトコルサポートツールで編集可能な「シーケンス」および「ステップ」に分解

●シーケンスへの分解

上記処理の中から、ラダープログラムによって起動させる（または切り替える）単位を
「シーケンス」として分解します。

例）「温調器の測定値読み出し」、「温調器の設定値書き込み」などを、それぞれ「シーケン
ス」とします。
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●ステップへの分解

シーケンスの中を、次のような枠組み（ステップ）に分解します。

・メッセージAを送信するステップ ・メッセージAを送信し、メッ ・メッセージBを受信するステップ
　セージBを受信するステップ

正常終了�

Aを送信�

次処理� エラー処理�

エラー�

Y

Send

Bを受信�

Aを送信�

次処理� エラー処理�

エラー�

Y

Send＆Receive

Bを受信�

次処理� エラー処理�

エラー�

Y

Receive�

・メッセージAを送信し、メッセージB、C、D、他を受信し、 ・メッセージB、C、D、他を受信し、受信内容により、
　受信内容により、処理を分けるステップ 　処理を分けるステップ

Aを送信�

Dを受信� その他を受信� エラー�

受信マトリクス�

Cを受信�Bを受信�

次処理� 次処理� 次処理� 次処理� エラー処理�

Dを受信� その他を受信� エラー�

受信マトリクス�

Cを受信�Bを受信�

次処理� 次処理� 次処理� 次処理� エラー処理�

Send＆Receive(受信マトリクス) Receive（受信マトリクス)
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●ステップの組み合わせ例

データ受信�

メッセージ送信�

� Abort

エラー�

�

例1.ステップNo.00 例2.ステップNo.00

Send�
＆�
Receive

Send�
＆�
Receive

リザルト�
コード�
受信�

エスケープコード送信�

� Abort

�

ステップNo.01

Send�
＆�
Receive

3回リトライ�
リトライ回数�

0以外または�
エラー�

リザルト�
コード�
受信�

回線断コマンド送信�

�

AbortEnd

�

ステップNo.02

Send�
＆�
Receive

3回リトライ�
リトライ回数�

8以外または�
エラー�

0なら�

Next

Next

ダイヤルコマンド送信�

4,6,8,その他を受信� エラー�

(受信マトリクス)�
リザルトコード�

�
�

1,234を受信�7,9を受信�

End Abort Abort

ステップNo.01

Send�
＆�
Receive

ダイヤルコマンド送信�

エラー�

(受信マトリクス)�
リザルトコード�

�
�

4,6,7,8,9,その他を受信�1,234を受信�

End AbortAbort

期待メッセージ�
を受信�

Go to 01

3回リトライ�
リトライ回数�

3回リトライ�
リトライ回数�

�

なお、ステップを構成する際には、正常系（処理が正常終了した場合）のみでなく、異常
系（処理が異常終了した場合）にも十分な配慮が必要です。しばしば、異常系の処理をひ
とまとめにAbort（処理の中断）に設定しがちですが、「正常系以外の場合」としてただ単
にAbortを設定すると、処理はそこで中断してしまいます。

エラーが発生した場合でも、そのエラー原因があらかじめ想定でき、別のステップで処
理の継続が可能ならば、できる限りNextやGotoを設定し、異常系から正常系へ切り返
す処理の記述を追加してください。

また、ステップの記述で復旧が不可能な場合でも、エラー原因が特定できれば、それだ
けデバッグが容易になります。例えばモデムの場合のように、送信した命令に対し、特
定のリザルトコードを返してくる装置に対しては、このリザルトコードを受信マトリク
スに設定しておけば、どんなリザルトコードが送られてきたかを確認することができ、
エラーの原因を特定しやすくなります。



5-7

プ
ロ
ト
コ
ル
マ
ク
ロ
機
能
を
使
う
上
で
の
留
意
点

5

5－3 伝送制御パラメータの設定

プロトコルサポートツールがサポートしている伝送制御パラメータは、フロー制御（ソ
フトフローとしてのXon/Xoffフロー制御と、ハードフローとしてのRS/CSフロー制御、
デリミタ制御、コンテンション制御、およびモデム制御です。これ以外の方式で、信号
線を任意に制御することはできませんのでご注意ください。

以下に、各々の一般的な用途例を示します。

●外部機器がRS/CSフロー制御対応のとき → RS/CSフロー制御を選択してく
ださい。

●外部機器がXon/Xoffフロー制御対応のとき → Xon/Xoffフロー制御を選択して
ください。

●外部機器と1：N接続して使用するとき → モデム制御を選択してください。

●外部機器がモデムで、RS/CSフロー制御対応 → モデム制御かつ、RS/CSフロー
（またはXon/Xoffフロー制御対応）のとき 制御またはXon/Xoffフロー制御

を選択してください。

●外部機器と1：N接続し、その外部機器がRS/

CSフロー制御対応（またはXon/Xoffフロー制御
対応）のとき

参 考 RS/CSフロー制御とは

無手順方式で通信を行う場合、自信の受信側の処理が追いつかなくなったときに、
一時的に相手側からのデータ送信を停止させるために、RS信号（相手側ではCS信号）
をOFFとします。自信の受信処理が再開できるようになると再びRS信号をONにし
て、相手側からのデータ送信が再開します。RS-232Cケーブルの信号線を用いる、
ハードフロー制御の一種です。

Xon/Xoffフロー制御とは

無手順方式で通信を行う場合、受信側の処理が追いつかなくなったときに、一時的
にデータ送信の停止を要求するXoff（13H）信号を送ります。受信側の処理が可能と
なると再びデータ送信の再開を要求するXon（11H）信号を送ります。ソフトフロー
制御の一種です。（ただし、Xon/Xoff信号はコントロールコードのため、バイナリ
送信時にはデータの中に含まれている可能性があります。また、逆にXon/Xoff信号
がデータに混ざってしまう可能性があります。そのため、バイナリデータの通信に
は使用しません。）

モデム制御とは

プロトコルマクロ機能で特有の機能です。

プロトコルマクロ命令実行開始から終了までER（DTR）信号をONします。

データ送信中にRS（RTS）信号をONします。
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コンテンション制御とは

通信をする場合に、データを送信しようとする側からデータリンクを確立し、デー
タの伝送を行なう方式。相互に通信する端末は、対等な関係にあり、自端末がデー
タを送信したいときは、随時、リンクを確立することができます。

デリミタ制御とは

送信メッセージにターミネータが定義されていない場合、送信データの最後には送
信コードで設定されたデリミタが送信されます。次のステップでは受信コードで設
定されたデリミタを相手から受信するまでは送信しません。

受信時に受信コードで設定されたデリミタを受信した場合は、送信コードで設定さ
れたデリミタを送信して、引き続きデータを受信します。

●RS/CSフロー制御、Xon/Xoffフロー制御、デリミタ制御方式で、最大受信バイトを
超える場合（CS/CJシリーズ）、受信データが200バイトを超える場合（SYSMACα）

SYSMACα使用時
RS/CSフロー制御、Xon/Xoffフロー制御、デリミタ制御では、１ステップの最大受信
バイト数は200バイトまでとなります。200バイトを超えるデータを受信する場合は、
複数のステップにまたがって受信するようシーケンスを設計してください。

例）300バイトを受信する場合

stepNo. コマンド 送信メッセージ 受信メッセージ 次処理

00 Send&Receive コマンド送信 200バイト受信 Next

01 Receive － 100バイト受信 END

CS/CJシリーズ使用時

CS/CJシリーズ用プロトコルでは、RS/CSフロー制御、Xon/Xoffフロー制御、デリミ
タ制御でも、それらの指定がないときと同様、1ステップの最大受信バイト数は1000

バイト（ボード／ユニットの割付DMエリアの設定でプロトコルマクロ送受信メッセー
ジの最大バイト数を200～1000バイトに設定可能）です。

参 考 RS/CSフロー制御のしくみ

●半2重設定時

CS/CJシリーズ用プロトコルマクロでの2重モード＊1およびSYSMACα用プロトコルマ
クロでは、Receiveコマンド実行中の間だけRS信号（相手側ではCS信号）をONすること
により、フロー制御を解除します。

SD信号�

コマンド�

RD信号�

RS信号�

Receiveコマンド実
行時のみRS信号を
ONとする。�

Sendコマンド実行の場合、
Sendコマンド終了までの
受信データは破棄する。�

PMCR 停止中の受信データは破棄する�
（RS-OFFで制御可能）。�
PMCR命令実行後もRS信号のOFFを保持する。�

RS信号OFFまでには�
0.1～4msかかる。�

Receive Send ReceiveReceive Receive

PMCR命令� PMCR命令�

注：信号名称は、シリアルコミュニケーションボード側の表記としています。
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1． プロトコルマクロの半2重設定では、Receiveコマンド実行中のみRS信号がON状態
となります。

2． 相手接続機器からの受信データ（RD信号）がいったん受信バッファに保存されます。

3． プロトコルマクロは、受信バッファにあるデータを解析し、Receiveコマンドで登
録した受信期待メッセージのフォーマットに合致するまで検索します。

4． 受信期待メッセージのフォーマットに合致した場合、RS信号をOFFにします。最
後のデータを受信し終わってから、検索開始からRS信号OFFまでには、100μs～
4ms程度かかります。

5． Sendコマンド実行中やPMCR命令停止中は、RS信号をOFFし、この間に受信した
データは破棄します。

＊1: CS/CJシリーズでは、上記の半2重設定でのRS/CSフロー制御は、1999年12月20日以降のシリアル
コミュニケーションボート／ユニットに限ります（それ以前では半2重設定でも全2重設定と同様に
動作します）。

ロットNo.：2 0 Z 9 … 1999年12月20日製造�
 製造年を西暦下1桁で表します。�
 この例では、1999年を表します。�
 製造月を表します。10、11、12月はX、Y、Zで表されます。�
 この例では12月です。�
 製造日を表します。�
 この例では、20日を表します。�

●全2重設定時

CS/CJシリーズ用プロトコルマクロの全2重モード＊1は、1つのポートあたりそれぞれ
2.5Kバイトの受信バッファがあります。フロー制御指定時には、約2Kバイトの時点で
フロー制御を開始し、約0.5Kバイトまで受信データを処理した時点で、フロー制御を解
除します。

一度に最大2Kバイトの受信データをバッファ上にためておき、1つのReceiveコマンドあ
たり、送受信データ最大バイト数を1000バイト（03E8Hex）に設定すると、最大1000バ
イト（500CH）ずつのデータを格納することが可能です。

SD信号�

RD信号�

RS信号�

受信バッファが2Kバイ
トまで溜まったらRS信
号がOFFします。�

最後のReceive命令から、PMCR命
令停止中の受信データは破棄します。�
RS信号は動作しません。�

Receive Send SendReceive Receive

PMCR命令� PMCR命令�

受信バッファが0.5K
バイトまで減ったら
RS信号をONします。�

注：信号名称は、シリアルコミュニケーションボード側の表記としています。

1． プロトコルマクロの全2重設定では、受信バッファが2Kバイトまで溜まった（残り
0.5Kバイト）のとき、RS信号をOFFします。

2． 相手接続機器からの受信データ（RD信号）がいったん受信バッファに保存されます。
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3． プロトコルマクロは、受信バッファにあるデータを解析し、Receiveコマンドで登
録した受信期待メッセージのフォーマットに合致するまで検索します。

4． 受信期待メッセージのフォーマットに合致した場合、受信バッファから合致した
データまでを削除します。

5． このとき、受信バッファが0.5Kバイトまで減った（残り2Kバイト）とき、RS信号を
ONします。

6． PMCR命令停止中に受信したデータは破棄します。

7． 全2重設定においては、最後に実行したReceive命令によるデータ解析で余ったデー
タから、PMCR命令停止中の間に受信したデータまでを破棄します。この間は、RS

信号によるフロー制御は実施できません。

＊1：CS/CJシリーズのみ

●コンテンション制御方式選択時の注意事項

コンテンション制御を設定している場合は、シーケンスの先頭で自動的に送信要求コー
ドを送信しますが、その後の処理はシーケンス内で設定してください。

・相手側に優先権がない場合（相手からの受信許可コードを受信後、送受信処理を実行）

StepNo. コマンド 送信メッセージ 受信メッセージ 次処理 エラー処理

00 Receive － 受信許可コード受信 Next Goto00

01 Send&Receive データ送信 データ受信 END Abort

・相手側に優先権がある場合（受信データが相手からの受信許可コードでなかった場合、
受信許可コードを送信）

StepNo. コマンド 送信メッセージ 受信メッセージ 次処理 エラー処理

00 Receive － 受信許可コード受信 Next Goto02

01 Send&Receive データ送信 データ受信 End Abort

02 Send&Receive 受信許可コード送信 データ受信 Next Abort

03 Send データ送信 － End Abort



5-11

プ
ロ
ト
コ
ル
マ
ク
ロ
機
能
を
使
う
上
で
の
留
意
点

5

5－4 ラダープログラムの組み方

■CS/CJシリーズの場合

・PMCR命令実行中にPMCR命令を実行しないようにするため、ネットワーク通信命令
実行可フラグをA接点の入力条件、かつ命令実行中フラグをB接点の入力条件として
ください。

・命令実行中フラグの立ち下がりを条件として、シーケンス実行結果の読み出し処理や、
シーケンス異常終了時の処理を行ってください。

お願い CS/CJシリーズにおいてPMCR命令を実行する場合、使用する通信ポートのシリアル通

信モードが、必ず「プロトコルマクロ」に設定されていることを確認してください。「上

位リンク（SYSWAY）」に設定された状態でPMCR命令を実行した場合、アプリケーショ

ンにとって意味のないメッセージが、シリアル通信ポートから出力されます。

例）

PMCR        

�
ネットワーク通信�
命令実行可フラグ�
（通信ポートNo.0）�

A20200

191915
DIFD(14)　A�

�

A
・シーケンス実行結果の読み出し処理�
・シーケンス異常終了時の処理�

入力条件�

プロトコルマクロ�
実行中フラグ�
（シリアルコミュ�
ニケーションボ�
ードのポート2用）�
191915

例）プロトコル名　温調（形E5□K読み出し系）のシーケンスNo.000（現在値読出）の実行

シリアルコミュニケーションボード�
形CS1W-SCB41-V1
ポート2

温調�
形E5□K�

ユニットNo.00�
�

温調�
形E5□K�

ユニットNo.01

最大32台�

温調�
形E5□K�

ユニットNo.31�
�

RS-422A/485

送信データ�

受信データ�

温調のユニットNo.を指定して、現在
値読出コマンドの送信データを送信し、
レスポンスの中の現在値を指定CHに受
信します。�
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●シーケンスNo.000（現在値読出）の送受信CH割り付け内容

オフセット 内容（データ形式）　　 データ�
�
＋0 受信データCH数 0002�
 （HEX2桁）�
�
＋1 現在値 スケーリング�
 （BCD4桁） 下限～上限�
�

送信データ ＋0 送信データCH数�
�先頭CH

 ＋1 （不定） ユニットNo.�
�

オフセット　内容（データ形式）　　 データ�
�
＋0 送信データCH数 0002（固定）�
 （HEX4桁）�
�
＋1 ユニットNo. 00～31�
 （BCD2桁）�
�

受信データ ＋0 受信データCH数�
�格納CH

 ＋1 現在値�
�

●PMCR命令のオペランドの設定内容

ユニットNo.03のE5□Kの現在値を読み出し、D00201に受信し、格納する場合

　   PMCR�
C1 #02E1�
C2 #0000�
S D00100�
D D00200�

C1 0 2

S：送信データ先頭CH番号�
S：D00100�
 15 0�
S： D00100  0   0   0   2 送信データCH数＝2�
S+1： D00101  0   0   0   3 ユニットNo.＝03�
�

D：受信データ格納先頭CH番号�
D：D00200�
 15 0�
D： D00200 0   0   0   2 受信データCH数＝2�
D+1： D00201    現在値 ←現在値が格納される�
   （BCD4桁）�
�
�

C：コントロールデータ�

15 11 7 0812 34

0Hex：通信ポート（内部論理ポートNo.0）�
2Hex：ポート2

E1Hex：INNERボード�
（シリアルコミュニ�
ケーションボード）�

C2
15 0

0000Hex：シーケンスNo.000
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●ラダープログラムの作成例

プロトコル名・温調（形E5□K読出系）のシーケンスNo.000（現在値）をPMCR命令で実行
し、シーケンスが正常終了したら読み出した現在値を他のチャネルに転送する例を以下
に示します。

入力条件 
000000

PMCR         

#02E1 

#0000 

D00100 

D00200
プロトコルマクロ 
実行中フラグ 
191915

DIFD（14）  000100

000100
MOV(21) 

D00201 

D00300 

 

191915

ステップエラー処理 
実行フラグ 
191914

ステップエラー処理 
実行フラグ 
191914

FAL（06）　　　00

ステップエラー処理 
実行フラグ 
191914

FAL（06）　　　00

ネットワーク通信 
実行エラーフラグ 
A21900

FAL（06）　　　01

入力条件000000がONで、通信ポートNo.0ネットワーク
通信命令実行可フラグA20200がON、かつプロトコルマク
ロ実行中フラグ191915がOFFならば、シーケンスNo.000
をシリアルコミュニケーションのポート2で実行し、
D00201に現在値を格納します。 
 
 
プロトコルマクロ実行中フラグ191915がON→OFFに立ち
下がると000100をOFF→ON（1サイクルONのまま） 
 
 
 
 
000100がONのとき、プロトコルマクロ実行中フラグ
191915がOFF、かつ送受信メッセージエラー処理実行フ
ラグ191914がOFFの場合、D00201内の受信した現在値
をD00300へ転送します。 
 
 
000100がON（シーケンス）終了のとき 
ステップエラー処理実行中フラグ191914がONならば、シ
ーケンス異常終了として、FAL命令（運転継続故障診断命
令）を実行します。 
 
ネットワーク通信実行エラーフラグA21900がONのとき、
FAL命令を実行します。 

プロトコルマクロ 
実行中フラグ 
191915

ネットワーク通信 
命令実行可フラグ 
A20200

プロトコルマクロ実行中フラグ 
　　　　191915

1 
 
0

　　　　000100 1 
 
0

シーケンス：ステップエラー 
正常終了時　処理実行フラグ 
　　　　　　191914

1 
 
0

シーケンス：ステップエラー 
異常終了時　処理実行フラグ 
　　　　　　191914

1 
 
0

↑ 
シーケンス実行 

↑ 
シーケンス終了 

1サイクル 

D00201内の 
現在値を 
D00300へ 

FAL命令を実行 

↑ 
シーケンス再度実行 
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参 考 PMCR命令実行前の受信データ格納エリアの用途

受信バッファは、PMCR命令実行時、送受信シーケンス実行直前にいったん0クリアさ
れます。

したがって、下記のような定常的に現在値データなどを読み出すようなラダープログラ
ムを組んだ場合、受信エラーなどによりデータが取り込めなかったとき、現在値データ
が一瞬0クリアされてしまいます。

そのため、たとえ受信エラーが発生しても、直前の受信データを保持するように、いっ
たん0クリアした後つづけて送受信シーケンス実行直前に、受信エリアの先頭mのCH数
分をCPUユニットのI/Oメモリから読み出して、再セットしておく機能があります。

この機能により、受信失敗時でも、現在値データが0クリアされることなく、直前の受
信データが保持されます。

保持したいデータのCH数分をmで指定してください。（0または1に指定された場合は、
直線の受信データが保持されず、すべて0クリアされます。）

例）１回だけ送受信を行い、受信データを取り込むPMCR命令をラダープログラムで常
時（あるいは定期的に）実行するプロトコル

→D

mCH… 

受信 
バッファ 

受信失敗時、 
その値を格納 

セット 

PMCR 
C1 
C2 
S 
D m

常時ONフラグ 

ネットワーク 
通信命令 
実行可フラグ 

プロトコルマクロ 
実行中フラグ 

・受信エリアを保持しないとき 

送受信シーケンス 
 
 
受信バッファ 

 
受信エリア 
D+1～ 

Recv 
↓ 
失敗 

クリアした値を格納 

△ 
クリア 

・受信エリアを保持するとき 

送受信シーケンス 
 
 
受信バッファ 

 
受信エリア 
D+1～ 

Recv 
↓ 
失敗 

セットした値を格納 

▲
セ
ッ
ト 

△
ク
リ
ア 



5-15

5－ 4　ラダープログラムの組み方

プ
ロ
ト
コ
ル
マ
ク
ロ
機
能
を
使
う
上
で
の
留
意
点

5

参 考 受信データ格納エリアの機能詳細

受信データ格納エリアは、以下の手順で使用されます。

1 PMCR命令実行直後に、ボード／ユニット内の受信バッファが250CH分0クリア状
態になります。

2 送受信シーケンス実行前に、I/OメモリのD+1CHからDの内容CH数－１CH分の
データを、受信バッファ上（先頭を除く）に上書きコピーします。受信バッファは、
この状態を初期値として、Receive動作の結果格納を待ちます。
なお、Dの内容CH数分を超えた受信バッファの内容（CH数00指定の場合は、全エ
リア）は、初期値0000Hexのままとなります。

3 Receive動作の結果、受信したデータが、指定した開始（オフセット）CHからこの受
信バッファ上（先頭を除く）に格納され、受信期待メッセージとの比較処理がされま
す。レスポンス書込なしの場合は、この受信データは、受信バッファに保存された
まま、CPUユニットには格納されません。

4 レスポンス書込ありの場合、受信バッファ内の受信した最大位置までのデータ（先
頭を除く）が、D+1以降のI/Oメモリエリアへ格納されます。このとき、Dには、デー
タ格納された最大位置までのCH数（D自身を含めたCH数）が保存されます（最大位
置を超えるデータ格納のたびに、D内のCH数が更新されます）

5 プロトコルマクロ動作が終了するまで、３～４の動作を繰り返します。

I/Oメモリ�

この値のCH数－1CH分�
のデータから受信バッファ�
にセットされます。�

このCH数が�
格納更新されます

②�

I/Oメモリ�
変化�

⑤�

受信バッファ�

①�

受信バッファ�

セット�

初期値�
上書き�CPUユニット�

ボード／ユニット�

③受信データ上書き�

Recv

PMCR命令�
実行直後�

内部処理�
バッファクリア�

④�

指定した開始CHから�
格納されます�

受信データ格納�

レスポンス書込あり指定�

D�

D+1�

D+2�

D+3�

D+4

00　　　04�

1234�

ABCD�

55AA�

－－－－�

�
受信データ　+2　5678　FFFF　AAAA

PMCR�
C1�
C2�
S�
D

00　　　05�

1234�

5678�

FFFF�

AAAA

00　　　00�

0000�

0000�

0000�

0000

00　　　00�

1234�

ABCD�

55AA�

0000

オフセット�
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参 考 シーケンス異常終了時の処理について

下記のように、シーケンスが正常に終了したときEnd、異常に終了したときAbortを設

定しておけば、シーケンスEnd終了フラグ、シーケンスAbort終了フラグによって、各々

シーケンスの正常終了、異常終了を判別できます。

Abort

エラー�

Abort

エラー�

シーケンス�

例1 例2

ステップNo.01

End

ステップNo.00

シーケンス�
異常終了�

シーケンス正常終了�

シーケンス�
異常終了�

エラー�

Abort

エラー�

シーケンス�

ステップNo.01

End

ステップNo.00

シーケンス正常終了�

ステップNo.02

End

シーケンス正常終了�

シーケンス�
異常終了�

（例：シリアルコミュニケーションボードのポート1の場合）

プロコトコルマクロ�
実行中フラグ�
190915

シーケンス正常終了時�

1�
�
0

シーケンスEnd�
終了フラグ�
190911

1�
�
0

ステップエラー�
処理実行フラグ�
190914

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

↑�
シーケンス再度実行�

シーケンス正常終了時�

1�
�
0

ステップNo.00で.�
エラー処理�
→�

1�
�
0

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

↑�
シーケンス再度実行�

プロトコルマクロ�
実行中フラグ�
190915

シーケンス異常終了時�

1�
�
0

シーケンスAbort�
終了フラグ�
190910

1�
�
0

ステップエラー�
処理実行フラグ�
190914

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

↑�
シーケンス再度実行�

1�
�
0

ステップNo.00で.�
エラー処理�
→�

1�
�
0

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

↑�
シーケンス再度実行�

注：ステップエラー処理実行フラグは、シーケンス全体のフラグではなく、シーケンス内のいずれかのステップでエラー処理が
実行されたかどうかを見るためのフラグです。したがって，上の例2のように、シーケンスの途中（ステップNo.00）でエラー
処理を実行後、以降のステップで正常終了しても、(ON）のままとなります。
したがって、シーケンス全体の異常終了のフラグとしては使えない場合がありますので、ご注意ください。

プロコトコルマクロ�
実行中フラグ�
190915

シーケンスEnd�
終了フラグ�
190911

ステップエラー�
処理実行フラグ�
190914

プロトコルマクロ�
実行中フラグ�
1901915

シーケンス異常終了時�

シーケンスAbort�
終了フラグ�
190910

ステップエラー�
処理実行フラグ�
190914
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お願い 強制Abortフラグは、次の点に注意して使用してください。

実行中のシーケンスを強制Abortスイッチで強制的に停止させることができます。強制
AbortスイッチがラダープログラムやプロコンなどでOFF→ONにされた場合、プロトコ
ルマクロ機能が、強制Abort発生フラグをOFF→ONにしたあと、プロトコルマクロ実行
中フラグおよび強制AbortスイッチをON→OFFにします。

したがって、ラダープログラムやプロコンなどで、強制AbortスイッチをON→OFFにし
ないでください。

■SYSMACαの場合

・PMCR命令実行中にPMCR命令を実行しないようにするため、命令実行中フラグをB

接点の入力条件としてください。

・命令実行中フラグの立ち下がりを条件として、シーケンス実行結果の読み出し処理や、
シーケンス異常終了時の処理を行ってください。

例）

入力条件�
PMCR        

命令実行中�
フラグ�
28908

28908
DIFD(14)　A�

�

A
・シーケンス実行結果の読み出し処理�
・シーケンス異常終了時の処理�

例）プロトコル名　温調（形E5□K読み出し系）のシーケンスNo.000（現在値読出）の実行

コミュニケーションボード�

温調�
形E5□K�

ユニットNo.00�
�

温調�
形E5□K�

ユニットNo.01

最大32台�

温調�
形E5□K�

ユニットNo.31�
�

RS-422A/485

送信データ�

受信データ�

温調のユニットNo.を指定して、現在
値読出コマンドの送信データを送信し、
レスポンスの中の現在値を指定CHに受
信します。�
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●シーケンスNo.000（現在値読出）の送受信CH割り付け内容

オフセット 内容（データ形式）　　 データ�
�
＋0 受信データCH数 0002�
 （BCD4桁）�
�
＋1 現在値 スケーリング�
 （BCD4桁） 下限～上限�
�

送信データ ＋0 送信データCH数�
�先頭CH

 ＋1 （不定） ユニットNo.�
�

オフセット　内容（データ形式）　　 データ�
�
＋0 送信データCH数 0002（固定）�
 （BCD4桁）�
�
＋1 ユニットNo. 00～31�
 （BCD2桁）�
�

受信データ ＋0 受信データCH数�
�格納CH

 ＋1 現在値�
�

●PMCR命令のオペランドの設定内容

ユニットNo.03のE5□Kの現在値を読み出し、DM0201に受信し、格納する場合

　  PMCR�
C　　#1000�
S　DM0100�
D　DM0200�

C 1 0 0 0

S：送信データ先頭CH番号�
S：DM0100�
 15 0�
S： DM0100  0   0   0   2 送信データCH数＝2�
S+1： DM0101  0   0   0   3 ユニットNo.＝03�
�

D：受信データ格納先頭CH番号�
D：DM0200�
 15 0�
D： DM0200 0   0   0   2 受信データCH数＝2�
D+1： DM0201    現在値 ←現在値が格納される�
   （BCD4桁）�
�
�

C：コントロールデータ�

15 11 7 0812 34

1：ポートA 000：シーケンスNo.
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●ラダープログラムの作成例

プロトコル名・温調（形E5□K読出系）のシーケンスNo.000（現在値）をPMCR命令で実行
し、シーケンスが正常終了したら読み出した現在値を他のチャネルに転送する例を以下
に示します。

入力条件�
00000

PMCR        �

#1000�

DM0100�

DM0200

命令実行中�
フラグ�
28908

命令実行中�
フラグ�
28908�
� DIFD（14）　00100

入力条件�
MOV(21)�

DM0201�

DM0300�

�

28908

ステップエラー処理�
実行フラグ�
28909

ステップ�
エラー処理実行フラグ�
28909�
� FAL（06）　　　00

入力条件00000がONで、命令実行中フラグ28908がOFF
ならば、シーケンスNo.000を実行し、DM0201に現在値
を格納します。�
�
�
�
命令実行中フラグ28908がON→OFFに立ち下がると
00100をOFF→ON（1サイクルONのまま）�
�
�
�
�
�
00100がONのとき、命令実行中フラグ28908がOFF、か
つステップエラー処理実行フラグ28909がOFFであるなら
ば、DM0201内の受信した現在値をDM0300へ転送しま
す。�
�
00100がON（シーケンス）終了のとき�
ステップエラー処理実行中フラグ28909がONならば、シ
ーケンス異常終了として、FAL命令（運転継続故障診断命
令）を実行します。�

命令実行中フラグ�
28908

1�
�
0

00100 1�
�
0

シーケンス：ステップエラー�
正常終了時　処理実行フラグ�
　　　　　　28909

1�
�
0

シーケンス：ステップエラー�
異常終了時　処理実行フラグ�
　　　　　　28909

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

1サイクル�

DM0201内の�
現在値を�
DM0300へ�

FAL命令を実行�

↑�
シーケンス再度実行�
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参 考 シーケンス異常終了時の処理について

下記のように、シーケンスが正常に終了したときEnd、異常に終了したときAbortを設

定しておけば、シーケンスEnd終了フラグ、シーケンスAbort終了フラグによって、各々

シーケンスの正常終了、異常終了を判別できます。

Abort

エラー�

Abort

エラー�

シーケンス�

例1 例2

ステップNo.01

End

ステップNo.00

シーケンス�
異常終了�

シーケンス正常終了�

シーケンス�
異常終了�

エラー�

Abort

エラー�

シーケンス�

ステップNo.01

End

ステップNo.00

シーケンス正常終了�

ステップNo.02

End

シーケンス正常終了�

シーケンス�
異常終了�

命令実行中フラグ�
28908

シーケンス正常終了時�

1�
�
0

シーケンスEnd�
終了フラグ�
28910

1�
�
0

ステップ�
エラー処理�
実行フラグ�
28909

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

↑�
シーケンス再度実行�

命令実行中フラグ�
28908

シーケンス正常終了時�

1�
�
0

シーケンスEnd�
終了フラグ�
28910

ステップNo.00で.�
エラー処理�
→�

1�
�
0

ステップ�
エラー処理�
実行フラグ�
28909

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

↑�
シーケンス再度実行�

命令実行中フラグ�
28908

シーケンス異常終了時�

1�
�
0

シーケンスAbort�
終了フラグ�
28910

1�
�
0

ステップ�
エラー処理�
実行フラグ�
28909

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

↑�
シーケンス再度実行�

命令実行中フラグ�
28908

シーケンス異常終了時�

1�
�
0

シーケンスAbort�
終了フラグ�
28910

ステップNo.00で.�
エラー処理�
→�

1�
�
0

ステップ�
エラー処理�
実行フラグ�
28909

1�
�
0

↑�
シーケンス実行�

↑�
シーケンス終了�

↑�
シーケンス再度実行�

注：ステップエラー処理実行フラグは、シーケンス全体のフラグではなく、シーケンス内のいずれかのステップでエラー処理が
実行されたかどうかを見るためのフラグです。したがって，上の例2のように、シーケンスの途中（ステップNo.00）でエラ
ー処理を実行後、以降のステップで正常終了しても、(ON）のままとなります。
したがって、シーケンス全体の異常終了のフラグとしては使えない場合がありますので、ご注意ください。
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お願い 強制Abortフラグは、次の点に注意して使用してください。

命令実行中フラグは、ユーザプログラムにより強制AbortをOFF→ONとした時点で、
ON→OFFとなります。したがって、命令実行中フラグがOFFとなったときに強制
AbortフラグをOFFにしては、Abort処理が実行されません。

強制Abortフラグは［CPUユニットのサイクルタイム＋15ms］以上ONを保持した上で、
OFFさせてください。

また、PMCR命令の実行条件を命令実行中フラグのB接点としていると、強制Abort

処理中にPMCR命令を実行してしまい、FAL9Cエラーが発生します。したがって、
強制Abortフラグ使用時は強制AbortフラグをOFF→ONとしてから［CPUユニットの
サイクルタイム＋15ms］以上経過後PMCR命令を実行してください。

例）強制AbortフラグをON後、30ms経過した後に、強制AbortフラグをOFFさせ、同時
にPMCR命令のインターロックを解除します。

入力条件�
00000

PMCR 

命令実行中�
フラグ�
28908

強制Abort�
フラグ�
28911

A

T000 28911

強制Abort�
フラグ�

T000Abortさせる条件�

A

A

TIMH�

000�

#0003

Abortさせる�
条件�

A

T000

強制Abort�
フラグ28911

命令実行中�
フラグ28908

1サイクル�30ms
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5－5 監視時間の計算方法

ここでは、例としてオペランド指定時（レスポンス書込無し）における監視時間の計算方
法を示します。この計算方法を参考に、オペランド指定時（レスポンス書込有り）、リン
クチャネル指定時、ダイレクト指定時の監視時間を計算してください。

ただし、実際に監視時間としてシーケンスデータに設定するときは、十分な余裕をもっ
て設定してください。

なお、監視時間を計算する場合には、計算の目安として付-7項「性能（通信応答時間）」を
参考にしてください。

本体 ボード／ユニット 外部機器�

PMCR　＃01E1�
#0001�
D00000�
D01000

D0000

D1000

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

受信データ�
書込処理�

①�

⑦� ⑥�

②�

⑤�

③�

④�

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令の処理時間 ユニット、ボード PMCR命令を開始後、送信データの転
異なります。 送内部処理時間

② 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づいて変換
後、外部機器に対して送信開始するまでの時間

③ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに必要な時間
ラクタビット数／伝送速度 （ただし、送信キャラクタ間の時間的な空きの存在の

ため、この計算時間×2倍で設計してください）

④ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対して処理を行
い、レスポンスデータの送信を開始するまでの時間

⑤ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラクタ

間の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2～5倍で設計してください）

⑥ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑦ 受信データ書込時間 最大で1サイクルタイムの時間 受信データをI/Oメモリに転送し終わるまでの時間

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、CS/CJシリーズ

の場合、最大値はおおよそ以下の計算式で求めることができます。

②送信データ変換処理時間=10m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数

　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=5μ秒、ASCII変換=10μ秒、

ASCII逆変換=4μ秒、HEX変換=7μ秒、HEX逆変換=7μ秒）

⑥受信データ変換処理時間=2m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数

　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=4μ秒、ASCII変換=8μ秒、

ASCII逆変換=9μ秒、HEX変換=17μ秒、HEX逆変換=17μ秒）
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●送信完了監視時間Tfsの計算例
送信完了監視時間Tfsは、先頭1バイト（スタートキャラクタ）を送信してから、最後の1
バイトデータ（エンドキャラクタ）を送信するまでの時間を監視します。したがって、図
中の「③送信データ伝送時間（データキャラクタ数×1キャラクタビット数／伝送速度）」
に相当し、

送信完了監視時間Tfs＞データキャラクタ数×1キャラクタビット数×2／伝送速度

の範囲で設定可能です。
例）＠＋5＋5CH分のHEXデータ＋CRC-CCITT（BIN）2バイト＋CR=15キャラクタ
1+1+10+2+1=15
スタートビット：1ビット、データ：8ビット、パリティあり、ストップビット：2ビッ
トのとき、1キャラクタ＝12ビットのため　15×12＝180ビット
180/9600=0.01875秒
ただし、実際にはユニット／ボードの送信時には、送信キャラクタ間に時間的な空きが
存在するため、計算時間の2倍に設定する必要があります。したがって、
0.01875×2＝0.0375秒
監視時間の設定可能単位は0.01秒（10ms）～99分までなので、0.04秒以上に設定すればよ
いことになり、設定した時間がタイムアップした時点でエラー処理か、リトライ処理を
実行します。

●受信待ち監視時間Trの設定例
受信待ち監視時間Trは、該当ステップの受信コマンドを認識後、先頭１バイト（スター
トキャラクタ）を受信するまでの監視時間を設定します。図中では、④＋⑤の先頭キャ
ラクタ分に相当し、

受信待ち監視時間Tr＞④＋⑤の先頭キャラクタ分

の範囲で設定可能です。設定した時間がタイムアップした時点でエラー処理かリトライ
処理を実行します。

●受信完了監視時間Tfr

受信完了監視時間Tfrは、先頭１バイト（スタートキャラクタ）を受信してから、最後の
１バイトデータ（エンドキャラクタ）を受信するまでの時間を監視します。図中では、⑤
に相当しますが、送信完了監視時間と同様に、実際には受信キャラクタ間に時間的な空
きが存在し、しかも接続機器によってその時間的な空きの長さが異なるため、計算時間
の2倍～5倍程度に設定することをおすすめします。

受信完了監視時間Tfr＞⑤×2～5

の範囲で設定可能です。設定した時間がタイムアップした時点でエラー処理かリトライ
処理を実行します。
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5－6 動作確認

作成したプロトコルマクロの動作を確認する手段として、プロトコルサポートツールは
「伝送ラインのトレース機能」と「PLCのI/Oメモリエリアのモニタ／編集機能」を用意し
ています。

■伝送ラインのトレース

伝送ライン（RS-232CまたはRS-422A/485）上を流れる送受信メッセージおよび制御信号
のトレースを行います。この機能により、プロトコルアナライザがなくても、伝送ライ
ン上を行き来するデータ、信号の流れを確認することができます。

PLC 外部汎用機器�

送信メッセージ�
�
�

受信メッセージ�
�
�

ステップNo.�
�
RS�
�
CS�
�

 ＠ 0 2 R�
 40 30 32 52 …�
�
      ＠ 0 0 …�
      40 30 30 …�
 �
 0 0 0 0 … 0 0 0

パソコン�

PC-9801NEC

…�

伝送ライン上を流れる送受信メッセージ／�
制御信号のトレース�

送信メッセージ、受信メッセージ、ステップNo.、�
制御信号などをトレース表示�

■PLCのI/Oメモリエリアのモニタ／編集

PLC上の各種I/Oメモリエリアをモニタまたは編集する機能です。この機能により、
PMCR命令の第3、第4オペランド（SYSMACαの場合、第2、第3オペランド）で指定す
る、送信データや受信データの設定・編集、受信データのモニタ、特殊補助リレーなど
の関連エリアをモニタできます。

パソコン�

PC-9801NEC

PLC 外部汎用機器�

�

 アドレス 0 1 2 …�

 0000 0000 0002 0003�

 0010 B3B4 0000 0004�

 0020 03B6 0000 0000

PLCのI/Oメモリエリアを表示�

PLCのI/OメモリエリアをHEX（16進数）および�
ASCII文字で表示�

…
�

…
�

…
�

…
�

…
�

また、ラダープログラム実行中にエラーが発生した場合は、各種フラグをチェックする
ことで、エラー発生原因を探索できます。「付録－4  関連する特殊補助リレー／割付リ
レーエリアについて」を参照してください。
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6－1 プロジェクト／プロトコルの新規作成

■プロジェクトの新規作成

プロジェクトを新規作成する方法は、次のとおりです。

CX-Protocolをスタートメニューから起動、またはCX-ProgrammerのI/Oテーブルから
［専用ツール起動］｜［起動のみ］を選択し、［専用ツール選択］ダイアログボックスにて
「CX-Protocol」を選択して起動した場合、以下の手順1、2を行います。

CX-ProtocolをCX-ProgrammerのI/Oテーブルから［専用ツール起動］｜［設定を引き継いで
起動］を選択し、［専用ツール選択］ダイアログボックスにて「CX-Protocol」を選択して起動
した場合、以下の手順1、2は不要となります。PLC機種は、CX-Programmerから自動的
に引き継がれます。

1 ［ファイル］メニューの［新規作成］を選択するか、ツールバー上の新規作成アイコ
ン  を左クリックします。または、［Ctrl］＋［N］キーを押して新規作成すること
もできます。

2 対象PLCを選択する画面が表示されます。PLC機種、接続方法を選択します。

設定の詳細は、「10－2　パソコン⇔PLC間の通信の設定」を参照してください。　

3 対象PLCを設定すると、プロジェクトウィンドウが次のように表示されます。

新規プロジェクトのタイトルバーには、デフォルト名「PSW□」が付けられていま
す。このデフォルトのプロジェクトは、名前を付けて保存するときにはじめて変
更可能です。
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■プロトコルの新規作成

プロトコルリストにプロトコルを新規作成する操作は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペースのプロジェクトアイコン  を左ダブルクリックし、
プロトコルリストを選択し反転させます。またはプロジェクトウィンドウのプロト
コルリストアイコン  を左クリック、または左ダブルクリックします。

2 マウスの右ボタンで、プロジェクトワークスペースのプロトコルリストアイコン
、またはプロジェクトウィンドウで右クリックし、ポップアップメニューから

［新規作成］をポイントし、［プロトコル］を選びます。［プロトコル］メニューから選
ぶこともできます。

3 プロトコルタイプを選択します。CS/CJシリーズ（CS/CJプロトコル）の場合は
ボタン、SYSMACα（αプロトコル）の場合は ボタンを左クリックします。

■プロトコル名を変更する

プロトコル名は、プロジェクトウィンドウにデフォルトで「New Protocol」と表示さ
れます。プロトコル名を変更する方法は、次のとおりです。

1 プロジェクトウィンドウで［プロトコル名］を左クリックするか、［プロトコル名］
を選択して［Enter］キーを押します。プロトコル名が編集可能になります。

2 プロトコルの新しい名前を入力して、［Enter］キーを押します。新しいプロトコル
名として使用できる文字は半角30字までです。
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■シーケンスNo.範囲の設定

指定したプロトコルで使われるシーケンスNo.の範囲を指定する必要があります。シー
ケンスNo.は、#000～999の範囲内で設定可能です。なお、「システム」種別のプロトコ
ルのシーケンスNo.の範囲は変更できません。シーケンスNo.の範囲の設定方法は、次の
とおりです。

1 プロトコルリストからプロトコルの［シーケンス開始No.］を左クリックするか、
［シーケンス開始No.］を選択して［Enter］キーを押します。現在のシーケンス開始
No.が編集可能になります。

2 開始No.を入力して［Enter］キーを押します。

3 同様に終了No.を入力します。
プロトコルの［シーケンス開始No.］または［シーケンス終了No.］フィールドには000
～999の数値を入力します。

■対象ボード／ユニットの設定

対象とするボード／ユニットを設定します。PLCとオンライン接続し、プロトコルを転
送するとき、ここで指定したボード／ユニットへ転送します。

1 ［ターゲット］を左クリックします。一旦オンライン接続を行うと以後、実際に装着
されているボード／ユニットが表示されます。

参 考 オンライン接続を1度も行っていないプロジェクトでは、

シリアルコミュニケーションボード：SCB（未装着）

シリアルコミュニケーションユニット：ユニットなし［号機No.］

と表示されます。

2 ドロップダウンリストより選択します。
対応PLCがCS/CJシリーズの場合、シリアルコミュニケーションボードは［SCB］
を、シリアルコミュニケーションユニット（［SCU［  ］］）は、それぞれの号機No.を
指定します。

対応PLCがSYSMACαの場合は、［コミュニケーションボード］を選びます。
例）CS/CJシリーズで0号機のシリアルコミュニケーションユニットの場合（オンラ
イン時）
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6－2 プロジェクトの編集

プロジェクトは、プロトコルリスト、トレースリスト、PLCで構成されます。プロトコ
ルリストには、プロジェクトの中のすべてのプロトコルが含まれます。プロトコルは、
シーケンスの集まりです。PLCは、システム設定と送受信メッセージのトレースの制御
を行います。トレースリストは、プロジェクトに追加されたトレース結果のデータです。

CX-Protocolは、このプロジェクトを1ファイルとして、プロジェクトファイル単位で、
プロトコル＋トレースリスト＋PLCを作成・管理します。

なお、PLCについては、10-1項「デバイス（PLC）の構成」を参照してください。

トレースについては、12-1項「送受信メッセージのトレース」を参照してください。

お願い フロッピーディスクを使用する場合は、次のことに注意してください。

・フロッピーディスクにあるプロジェクトファイルは、いったんハードディスクにコピー

して使用してください。

・プロジェクトファイルは、直接フロッピーディスクに保存しないで、いったんハード

ディスクに保存してから、Windowsのエクスプローラ等を使用してハードディスク

からフロッピーディスクにコピーしてください。

・フロッピーディスク内のプロジェクトを使用中は、フロッピーディスクをドライブか

ら抜かないでください。

・プロジェクトの上書き保存中に、“○○○のアクセス中にディスクがいっぱいになり

ました。”というメッセージが出たときには、空き容量が不足しているために、プロ

ジェクトファイルの保存に失敗しています。そのときは、必ず、プロジェクトファイ

ルをハードディスクに保存し直してください。

■プロジェクトに説明を加える

プロジェクトに説明を加える方法は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペースのプロジェクト名を右クリックし、ポップアップメ
ニューから、［プロパティ］を選びます。［プロジェクトのプロパティ］ダイアログボッ
クスが表示されます。

2 プロジェクトの説明を入力して、［適用］ボタンを左クリックします。操作を中止
するときは、［キャンセル］ボタンをクリックします。

■プロジェクトを開く

既存プロジェクトを開くには、次の操作を行います。

1 ［ファイル］メニューの［開く］を選択するか、ツールバー上の開くアイコン  を
左クリックします。または、［Ctrl］＋［O］キーを押して開くこともできます。

2 ［開く］ダイアログボックスが表示されます。
［開く］ダイアログボックスの一覧からプロジェクトを選択します。デフォルトで
は、プロジェクトファイル（＊.psw）が表示されます。他のタイプのファイルは、
［ファイルの種類］のドロップダウンリストから選択します。
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ファイルの種類には、次の種類があります。プロジェクトファイル以外を開くと
きは、11-3項「PST/PSSファイルをインポートする」を参照してください。

CX-Protocolプロジェクトファイルは、CX-Protocolで作成されたファイルです。

PSTプロジェクトファイルは、SYSMAC-PSTで作成されたファイルです。PSSファ
イルは、DOS版のプロトコルサポートソフトで作成されたファイルです。

ファイルの種類 内　　容 ファイル拡張子 読出 書込

CX-Protocolプロジェクト CX-Protocolのプロジェクトファイル ＊.psw ○ ○
ファイル

PSTプロジェクトファイル SYSMAC-PSTのプロジェクトファイル ＊.psw ○ ×

PSSシステム設定ファイル PSSのコミュニケーションボードの通信 ＊.pts ○ ×
ポートA、Bの設定データのファイル

PSSプロトコルファイル PSSのプロトコルデータだけのファイル ＊.pt1 ○ ×

PSSトレースデータファイル PSSまたはSYSMAC-PSTのトレースデー ＊.ptr ○ ×
タだけのファイル

カレントフォルダを変更するには、［ファイルの場所］のドロップダウンリストか
ら他のフォルダを選択します。

3 ［開く］ボタンを左クリックするか、選択したプロジェクトを左ダブルクリックす
れば、プロジェクトが開きます。操作を中止するには、［キャンセル］ボタンを左ク
リックします。

注：［ファイルの場所］フィールドの右にあるアイコンの機能は以下のとおりです。
・［一つ上のフォルダへ］アイコンを左クリックすると、1つ上の階層のフォルダを開
きます。
・［新しいフォルダの作成］アイコンを左クリックすると、カレントフォルダ内に新規
フォルダを作成できます。
・［一覧］アイコンを左クリックすると、カレントフォルダ内のフォルダ名とファイル名
を表示します。
・［詳細］アイコンを左クリックすると、カレントフォルダに入っているフォルダ名、
ファイル名、ファイルのサイズ、ファイルの種類、ファイルを最後に更新した日時を
表示します。

■複数のプロジェクトウィンドウを開く

CX-Protocolでは、複数のプロジェクトウィンドウを開くことができます。

新しいウィンドウには、他のウィンドウで現在開いているプロジェクトや別のプロジェ
クトを表示することができます。

すでに開いているプロジェクト用に新しいプロジェクトウィンドウを追加するには、
［ウィンドウ］メニューの［新しいウィンドウを開く］を選択します。新しいプロジェクト
ウィンドウが一番手前に表示され、その後ろに以前のプロジェクトウィンドウが順に表
示されます。各ウィンドウには異なる識別名が付けられます。
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■プロジェクトを上書き保存する／新規保存時にプロジェクト名を付ける

プロジェクトを上書き保存する操作は、次のとおりです。

1 ［ファイル］メニューの［保存］を選択するか、ツールバー上の保存アイコン  を
左クリックします。または、［Ctrl］＋［S］キーを押すか、プロジェクトアイコン
を右クリックし、ポップアップメニューで［保存］を選びます。

2 現在のプロジェクト名で保存されます。
新規に保存する場合には、［保存］を行うと、［名前を付けて保存］ダイアログが表
示されます。ファイル名を、デフォルトの「PSW□」から、変更して保存ます。

注：プロジェクト名は、この［名前を付けて保存］ダイアログの［ファイル名］フィールド
で、入力します。

■プロジェクトに別の名前を付けて保存する

既存のプロジェクトを別のプロジェクト名で保存するには、［名前を付けて保存］を行い
ます。また、新規プロジェクトに初めて名前を付けるときにも使用します。または、プ
ロジェクトアイコン  を右クリックし、ポップアップメニューで［名前を付けて保存］
を選びます。

別のプロジェクト名でプロジェクトを保存するときには、次の操作を行います。

1 ［ファイル］メニューの［名前を付けて保存］を選択します。またはプロジェクトア
イコン  を右クリックし、ポップアップメニューで［名前を付けて保存］を選びま
す。［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

2 カレントフォルダを変更するには、［保存する場所］のドロップダウンリストから
別のフォルダを選択します。［ファイルの種類］フィールドを“CX-Protocolプロジェ
クトファイル（＊.psw）”にします。
プロジェクト名を［ファイル名］フィールドに入力します（プロジェクトを上書きす
るには、一覧の中からプロジェクトを選択します）。

3 ［保存］ボタンをクリックするか、［Enter］キーを押します。操作を中止するときは、
［キャンセル］ボタンをクリックします。

■プロジェクトを閉じる

現在開いているプロジェクトを閉じるには、［ファイル］メニューの［閉じる］を選択する
か、プロジェクトウィンドウのタイトルバーの［閉じる］ボタンを選択します。プロジェ
クト変更後に上書き保存していない場合には、プロジェクトを閉じるときに確認画面が
表示されます。変更する場合は、［はい（Y）］を選択します。
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6－3 プロトコルの編集

■プロトコルリストを表示する

プロトコルリストは、現在のプロジェクト内のプロトコルをリストとして表示します。

プロジェクトのプロトコルリストを表示するには、次の2つの方法があります。

・プロジェクトワークスペースのプロジェクトアイコン  を左ダブルクリックし、プ
ロトコルリストアイコン  を左ダブルクリックすると、プロジェクトウィンドウに
プロトコルリストが表示されます。

・プロジェクトウィンドウのプロトコルリストアイコン  を左ダブルクリックすると、
プロトコルリストのすべてのプロトコルが表示されます。

■プロトコルリストのプロトコル名を変更する

登録済みのプロトコル名を変更する操作は、次のとおりです。

注：「システム」種別のプロトコル名は変更できません。

1 プロトコルリストの中の目的の［プロトコル名］を左クリックするか、［プロトコル
名］を選択して［Enter］キーを押します。

2 プロトコルの新しい名前を入力して、［Enter］キーを押します。カレントプロトコ
ル名の一部を選択して上書きできます。新しいプロトコル名として使用できる文字
は半角30字までです。

■プロトコルを削除する

プロトコルを削除する操作は、次のとおりです。

注：［SYSTEM］種別のプロトコルは削除できません。

1 プロトコルリストで、削除するプロトコルのアイコンを左クリックします。複数
のプロトコルを選択する場合には、［Shift］キーを押しながら別のプロトコルを選
択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］キーを押しながら削除するプロトコルを選択
します。

2 ツールバー上の削除アイコン  を左クリックするか、［Delete］キーを押します。
ツールバー上の切り取りアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［X］キーを押
してプロトコルを削除することもできます。または、右クリックし、ポップアッ
プ編集メニューから［削除］を選びます。

お願い いったん削除したプロトコルは元に戻せませんので、ご注意ください。
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■プロトコルをコピーする

プロトコルをコピーする操作は、次のとおりです。

注：「SYSTEM」種別のプロトコルをコピーし、新しいプロトコルに貼り付けると「USER」種別
に変わります。

1 プロトコルリストで、コピーするプロトコルを選択します。複数のプロトコルを
選択する場合には、［Shift］キーを押しながら別のプロトコルを選択して選択範囲
を拡大するか、［Ctrl］キーを押しながら追加するプロトコルを選択します。

2 ツールバー上のコピーアイコン  を選択するか、［Ctrl］+［C］キーを押します。
または、右クリックし、ポップアップメニューから［コピー］を選びます。［編集］メ
ニューから選ぶこともできます。

3 コピーしたプロトコルを貼り付けるプロトコルをプロジェクトウィンドウに表示
します。

4 ツールバー上の貼り付けアイコン  を選択するか、［Ctrl］+［V］キーを押します。
または、右クリックし、ポップアップメニューから［貼り付け］を選びます。編集メ
ニューから選ぶこともできます。貼り付けたプロトコルは、プロトコルリストの最
後に配置されます。
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6－4 標準システムプロトコルの表示／編集

■標準システムプロトコルの表示

CX-Protocolには、おもにオムロン製のコンポーネント（温調、パネルメータ、バーコー
ドリーダ、モデムなど）との通信プロトコルが「標準システムプロトコル」として用意さ
れています。プロジェクトワークスペース下側の  タブをクリックしま
す。

標準システムプロトコルが表示されます。プロジェクトアイコン  を左ダブルクリッ
クし、プロトコルリストアイコン  を左ダブルクリックするか、プロジェクトウィン
ドウでプロトコルリストアイコン  を左ダブルクリックすると、プロジェクトウィン
ドウにプロトコルが表示されます。

注：標準システムプロトコルは「システム（SYS）」種別のプロトコルです。したがって、その内
容を直接修正することはできません。また、内容画面（右枠）で、リスト表示内容以外の詳
細（修正用）ダイアログを表示することもできません。

　　内容を修正する場合、また詳細内容を表示させたい場合は、ユーザ定義の一般のプロトコ
ルにコピーしてから修正してください。コピーして新しいプロトコルに貼り付けると、
「ユーザ（USER）」種別のプロトコルに変わります。なお、プロトコル単位ではなく、シー
ケンス単位でも、コピーが可能です。
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■標準システムプロトコル（または各シーケンス）をコピーする方法
標準システムプロトコルをコピーする操作は、次のとおりです。

●プロトコルリストすべてを新規プロジェクトにコピーする場合

1 ［ファイル］メニューから［新規作成］を選択、または新規作成アイコン  を左ク
リックし、新規プロジェクトを作成します。

2 プロジェクトワークスペースの下のシステムタブ  を左クリック
し、プロジェクトワークスペースのプロトコルリストアイコン  を選択し、［Ctrl］
＋［C］キーを押します。または、右クリックし、ポップアップメニューから［コピー］
を選びます。［編集］メニューから選ぶこともできます。

3 プロジェクトワークスペースの下のプロジェクトタブ  を左クリッ
クし、プロジェクトワークスペースのプロジェクトアイコン  をクリックした後、
プロジェクトウィンドウで、［Ctrl］＋［V］キーを押すか、貼り付けアイコン  を
左クリックします。または、右クリックし、ポップアップメニューから［貼り付け］
を選びます。［編集］メニューから選ぶこともできます。プロトコルリスト全体が、
新規プロジェクトにコピーされます。

●プロトコル単位で新規プロジェクトにコピーする場合

1 ［ファイル］メニューから［新規作成］を選択、または新規作成アイコン  を左クリッ
クし、新規プロジェクトを作成します。

2 プロジェクトワークスペースの下のシステムタブ  を左クリック
し、プロジェクトワークスペースでプロトコルリストアイコン  を選択したあ
と、プロジェクトウィンドウでコピーするプロトコルを選択します。複数のプロ
トコルを選択する場合には、［Shift］キーを押しながら別のプロトコルを選択して
選択範囲を拡大するか、［Ctrl］キーを押しながら追加するプロトコルを選択します。

3 ［Ctrl］＋［C］キーを押すか、コピーアイコン  を左クリックします。または、右
クリックし、ポップアップメニューから［コピー］を選びます。［編集］メニューか
ら選ぶこともできます。

4 新規プロジェクトを選択後、プロジェクトワークスペースで貼り付けたいプロト
コルリストアイコン  を選択したあと、［Ctrl］＋［V］キーを押すか、貼り付けア
イコン  を左クリックします。または、右クリックし、ポップアップメニュー
から［貼り付け］を選びます。［編集］メニューから選ぶこともできます。標準シス
テムプロトコルが、新規プロジェクトのプロトコルリスト内にコピーされます。
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●シーケンス単位で指定プロトコルにコピーする場合

1 プロジェクトワークスペースの下のシステムタブ   を左クリック
し、シーケンスを選択します。

2 ［Ctrl］＋［C］キーを押すか、コピーアイコン  を左クリックします。または、右
クリックし、ポップアップメニューから［コピー］を選びます。［編集］メニューか
ら選ぶこともできます。

3 コピー先のプロトコルアイコン  をダブルクリック選択し、［Ctrl］＋［V］キーを
押すか、貼り付けアイコン  を左クリックします。または、右クリックし、ポッ
プアップメニューから［貼り付け］を選びます。［編集］メニューから選ぶこともで
きます。各標準システムプロトコルのシーケンスが、指定プロトコル内にコピー
されます。貼り付け先のプロトコルの最後に配置されます。
ただし、シーケンス単位でコピーすると、送／受信メッセージがコピーされませ
んので、ご注意ください。

標準システムプロトコルのシーケンスは、αプロトコル には貼り付けることが
できませんのでご注意ください。
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7－1 シーケンスの新規作成

■シーケンスを新規作成する

プロトコルにシーケンスを新規作成して追加する方法は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペースのプロトコルリストアイコン を左ダブルクリック
し、新しいシーケンスを加えるプロトコルを選択し反転させます。またはプロジェ
クトウィンドウのプロトコルアイコン （CS/CJシリーズの場合）、または
（SYSMACαの場合）を左クリック、または左ダブルクリックします。

2 プロジェクトワークスペースのプロトコルアイコン、またはプロジェクトウィン
ドウで右クリックし、ポップアップメニューから［新規作成］をポイントし、［シー
ケンス］を選びます。［プロトコル］メニューから選ぶこともできます。

3 選択したプロトコル内に、シーケンス名「New Sequence」で新しいシーケンスが表
示されます。
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7－2 シーケンスの設定

■シーケンスの設定画面

設定内容の詳細については、「4－2  シーケンス単位（ステップ共通）の設定内容」を参照
してください。

シーケンス名�

リンクチャ�
ネル指定�

伝達制御方式�

レスポンス�
通知方式�

受信待ち�
監視時間Tr

受信完了�
監視時間Tfr

送信完了�
監視時間Tfs

�
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■シーケンスの設定内容

CX-Protocolのシーケンスリストに設定可能な項目は、次表のとおりです。

項　　目 内　　容

リンク リンク1 入力 入力エリア なし、CIO、WR＊1、LR＊2、HR、AR、DM、EM

チャネル
先頭アドレス 次ページの「●リンクチャネルエ

サイズ
リアの指定」を参照してください。

出力 出力エリア なし、CIO、WR＊1、LR＊2、HR、AR、DM、EM

先頭アドレス 次ページの「●リンクチャネルエ

サイズ
リアの指定」を参照してください。

リンク2 入力 入力エリア なし、CIO、WR＊1、LR＊2、HR、AR、DM、EM

先頭アドレス 次ページの「●リンクチャネルエ

サイズ
リアの指定」を参照してください。

出力 出力エリア なし、CIO、WR＊1、LR＊2、HR、AR、DM、EM

先頭アドレス 次ページの「●リンクチャネルエ

サイズ
リアの指定」を参照してください。

伝送制御 RS/CS制御 なし、Send、Receive、Send&Receive

パラメータ
Xon／Xoff制御 なし、Send、Receive、Send&Receive

モデム制御 なし、あり　チェックボックスで選択

コンテンション 送信要 コード、ASCII、16進数
制御 求コード

デリミタ制御 送信 コード、ASCII、16進数
コード

受信 コード、ASCII、16進数
コード

レスポンス通知方式 スキャン通知方式＊3、割込方式（固定No.）、
割込方式（受信ケースNo.）

受信待ち 数値 00～99

監視時間Tr
タイマ単位 0.01秒、0.1秒、1秒、1分

受信完了 数値 00～99

監視時間Tfr
タイマ単位 0.01秒、0.1秒、1秒、1分

送信完了監視 数値 00～99

時間Tfs
タイマ単位 0.01秒、0.1秒、1秒、1分

＊1：WRの設定は、CS/CJシリーズの場合だけです。

＊2：LRの設定は、SYSMACαの場合だけです。

＊3：CX-Protocolでのデフォルトの設定です。
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●リンクチャネルエリアの指定

PLCとボード／ユニット間で共用するデータのエリアを設定します。この設定は、シー
ケンス単位（ステップ共通）で設定します。

送受信データの格納場所の指定方法に「リンクチャネル指定」を使用するとき、ここで設
定したエリアを、指定記号（I1，I2，O1,O2）で指示します。

リンクチャネルの設定方法は次のとおりです。

1 シーケンスの［リンクチャネル］フィールドを左クリックし をクリック、または
［Enter］キーを押します。
［リンクチャネル情報］ダイアログボックスが表示されます。

以下リンク1の設定について、説明します。リンク2も、同様に設定してください。

2 ［リンク1］フィールドの［INエリア］ドロップダウンリストから該当するエリア種別
を選択します。エリア種別は、CIO，WR，LR，HR，AR，DMのいずれかが可能
です。設定しないとき、なしを選択してください。

3 リンク1のINエリアの先頭チャネルアドレスを［先頭アドレス］フィールドに入力し
ます。

4 リンク1のINエリアのチャネル数を［サイズ］フィールドに入力します。

5 OUTエリアのエリア種別と先頭アドレス、サイズも同様に、上記2から4までの手
順で設定します。

6 ［OK］ボタンを選択して設定するか、［キャンセル］ボタンを選択して操作を中止し
ます。
リンクチャネルとして使用できるエリアと設定範囲は、次ページの表のとおりで
す。
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設定可能なエリア種別とサイズ

PLC機種 CS/CJシリーズ SYSMACα

リンクチャネル指定可能 CIO：0000～6143 CIO＊1：000～511
なエリア種別／アドレス WR：000～511 LR：00～63

HR：000～511 HR：00～99
AR：000～959 AR：00～27
DM：00000～32767 DM：0000～6655
EM＊2：00000～32767 EM＊2：0000～6143

リンクチャネル数　　I1　　0～500CH 0～128CH

設定範囲 O1 0～500CH 0～128CH

I2 0～500CH 0～128CH

O2 0～500CH 0～128CH

ただし、I1+O1+I2+O2の合計≦ ただし、I1+O1+I2+O2の合計≦
500CHであることが必要です。 128CHであることが必要です。

＊1：CIOは入出力リレーエリアおよび内部補助リレーおよび特殊補助リレーを示します。

＊2：リンクチャネルにはEMバンクは指定できません。

伝送制御方式の設定

伝送制御方式を設定します。外部機器（通信相手機器）がサポートする伝送制御方式と同
じ方式を設定してください。

なお、伝送制御方式は、いずれか1つでなく、重複して設定することも可能です。（例：
RS/CSフロー制御、かつ、モデム制御）

シーケンスの伝送制御方式を設定する方法は、次のとおりです。

1 シーケンスの［伝送制御パラメータ］フィールドをクリックし を左クリック、ま
たは［Enter］キーを押します。
［伝送制御パラメータ］ダイアログボックスが表示されます。

2 伝送制御パラメータの各フィールドを設定します。
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3 ［OK］ボタンを選択して設定するか、［キャンセル］ボタンを選択して操作を中止します。
下記いずれかの設定がされると、シーケンスの［伝送制御パラメータ］フィールド
に“セット“と表示されます。

●RS/CSフロー制御

RS/CSフロー制御方式でデータを伝送できます。ドロップダウンリストで［RS/CSフロー
制御］方式を選択します。

［RS/CSフロー制御］フィールドを「なし」に設定すると、RS/CSフロー制御は行われません。

［RS/CSフロー制御］フィールドを「Send」に設定すると、送信時だけRS/CSフロー制御が
行われます。

［RS/CSフロー制御］フィールドを「Receive」に設定すると、受信時だけRS/CSフロー制御
が行われます。

［RS/CSフロー制御］フィールドを「Send & Receive」に設定すると、送信処理、受信処理
ともRS/CSフロー制御が行われます。

●Xon/Xoffフロー制御

Xon/Xoffフロー制御方式でデータを伝送できます。ドロップダウンリスト（None、
Send、Receive、Send & Receiveが選択可能）で［Xon/Xoff制御］方式を選択します。

［Xon/Xoff］フィールドを「なし」に設定すると、Xon/Xoffフロー制御は行われません。

［Xon/Xoff］フィールドを「Send」に設定すると、送信時のみXon/Xoffフロー制御が行われます。

［Xon/Xoff］フィールドを「Receive」に設定すると、受信時のみXon/Xoffフロー制御が行われま
す。

［Xon/Xoff］フィールドを「Send & Receive」に設定すると、送信処理、受信処理ともXon/

Xoffフロー制御が行われます。

参 考 CS/CJシリーズではRS/CSフロー制御とXon/Xoff制御の両方を設定すると、プロトコル

マクロの実行時に「プロトコルマクロ文法エラー」となります。

●モデム制御

モデム制御方式でデータを伝送できます。［モデム制御］チェックボックスでモデム制御
をするかどうかを選択します。

［モデム制御］チェックボックスをチェックしないと、モデム制御は行われません。［モ
デム制御］チェックボックスをチェックすると、モデム制御が行われます。

●コンテンション制御

コンテンション制御方式でデータを伝送できます。［コンテンション制御］チェックボッ
クスでコンテンション制御をするかどうか選択します。

［コンテンション制御］チェックボックスをチェックしないと、コンテンション制御は行
われません。

［コンテンション制御］チェックボックスをチェックすると、コンテンション制御が行わ
れます。コンテンション制御とは、送信権を得るためには「送信要求コード」を伝送しな
ければならないことを意味します。送信要求コードは、コード、ASCII、16進数のいず
れかで指定できます。［コンテンション制御送信要求コード］のドロップダウンリストで
選択します。Code，ASCII，HEXのいずれかを選択します。
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コード

1 ドロップダウンリストで"Code"を選択します。

2 ［編集...］ボタンを左クリックします。［コード入力］ダイアログボックスが表示され
ます。

3 特殊コードを選択します。最高4つまで特殊コードを入力でき、コードはドロップ
ダウンリストで選択し、［挿入］ボタンを押すとカーソル位置に入力されます。

注：特殊コードは5つ以上入力することはできません。［クリア］ボタンを左クリックする
と特殊コードすべてがクリアされ、最初から入力し直すことができます。［削除］ボタ
ンを左クリックするとカーソルの位置にある特殊コードを削除できます。
［＜＜］と［＞＞］ボタンを左クリックするとカーソルが移動します。

4 設定する場合は［OK］ボタンを、操作を中止する場合は［キャンセル］ボタンを選択
します。

ASCII

1 ドロップダウンリストで"ASCII"を選択します。

2 右のフィールドでASCII文字（最高4文字まで）をキー入力します。

HEX

1 ドロップダウンリストで"HEX"を選択します。

2 ［編集...］ボタンを左クリックします。［16進数値入力］ダイアログボックスボックス
が表示されます。

3 16進数の1桁に対応するボタンを選択し入力します。最高8桁まで入力でき、これ
らはダイアログボックスボックスの上に表示されます。（9桁目を入力すると、1桁
目が削除されます。

注：［CLR］ボタンを左クリックすると、特殊コードすべてがクリアされ、最初から入力し
直すことができます。［DEL］ボタンを左クリックすると、最後に入力した特殊コード
を削除できます。

4 設定する場合は［Enter］ボタンを、操作を中止する場合は［キャンセル］ボタンを左
クリックします。
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●デリミタ制御

デリミタ制御方式でデータを伝送できます。［デリミタ制御］チェックボックスでデリミ
タ制御をするかどうか選択します。

［デリミタ制御］チェックボックスをチェックしないと、デリミタ制御は行われません。

［デリミタ制御］チェックボックスをチェックすると、デリミタ制御が行われます。

送受信コードのデリミタ設定は、コード、ASCII、16進数のいずれかで指定できます。
［デリミタ制御送信コード］と［デリミタ制御受信コード］のドロップダウンリストで選択
します。Code，ASCII，HEXのいずれかを選択します。（Code，ASCII，HEXの入力方
法は、コンテンション制御と同様です）

レスポンス通知方式の設定

PMCR命令のCS/CJの場合：第4オペランド、SYSMACαの場合：第3オペランドで指示
したI/Oメモリに、受信データを書き込むタイミングと、それをPLCに通知する方式を
設定します。

この設定は、受信データの格納先がオペランド指定となっており、かつ各ステップでの
レスポンス書込有無が「あり」に設定されている場合だけ有効です。

レスポンス通知方式には、［スキャン通知方式］、［割込方式（固定No.）］＊、［割込方式（受
信ケースNo.）］＊があります。

＊：［割込方式（固定No.）］、［割込方式（受信ケースNo.）］は、CSシリーズの場合、シリアルコ
ミュニケーションボード、SYSMACαの場合、コミュニケーションボードのみ使用可能で
す。CS/CJシリーズ用シリアルコミュニケーションユニットでは使用できません。

1 シーケンスの［レスポンス］フィールドをクリックし を左クリック、または［Enter］
キーを押します。
［レスポンス通知方式］ダイアログボックスが表示されます。

［スキャン］と［割込方式（固定No.）］と［割込方式（受信ケースNo.）］の選択ボタンか
ら一つを選択します。［割込方式（固定No.）］を設定した場合は、CSの場合、外部割
込タスクNo.、SYSMACαの場合、割込サブルーチンNo.を0～255で指定します。

2 この設定をする場合は［OK］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタ
ンを選択します。
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●スキャン通知方式

受信バッファ内のデータを（変換後）CPUユニットのスキャン時に、I/Oメモリに書き込
みます。書込みのタイミングについては、「4－2  シーケンス単位（ステップ共通）の設定
内容」を参照してください。

●割込方式（固定No.）＊

受信バッファ内のデータを、（指定の変換方式にもとづいて変換後）即時にI/Oメモリに
書き込みます。受信したデータをすべてI/Oメモリに書き込んだ後、CSシリーズの場合、
外部割込タスクNo.、SYSMACαの場合、割込サブルーチンNo.を指定して、CPUユニッ
トに対して、その割込処理を行います。この場合は、実行する割込タスクNo.またはサ
ブルーチンNo.は、固定No.（0から255まで）です。

●割込方式（受信ケースNo.）＊

受信バッファ内のデータを（指定の受信方法にもとづいて変換後）即時にI/Oメモリに書
き込みます。受信したデータをすべてI/Oメモリに書き込んだ後、CSシリーズの場合、
外部割込タスクNo.、SYSMACαの場合、サブルーチンNo.を下記の方法で実行したス
テップNo.および受信ケースNo.を元に計算し、CPUユニットに対してその割込処理を行
います。この場合は、実行する割込タスクNo.またはサブルーチンNo.（0～255）は、コ
ミュニケーションボードの実行状態によって自動的に計算されます。

＊：この方式はCS/CJシリーズの場合、シリアルコミュニケーションボード、SYSMACαの場
合、コミュニケーションボードだけが使用可能です。CS/CJシリーズ用のシリアルコミュ
ニケーションユニットでは使用できません（シーケンスの実行時にプロトコルデータ異常と
なります）。

監視時間（受信待ち監視時間:Tr／受信完了監視時間:Tfr／送信完了監視時間:Tfs）の設定

送受信処理における監視時間を設定します。

注：送信ウェイト時間（Ts）はステップ単位で設定します。「ステップの編集」を参照してくださ
い。

1 シーケンスのタイミング［タイマTr］、［タイマTfr］、［タイマTfs］のいずれかの

フィールドをクリックし を左クリック、または［Enter］キーを押します。
監視時間（Tr/Tfr/Tfs）ダイアログボックスが表示されます。

例）受信待ち監視時間（Tr）の設定画面

2 受信待ち監視時間（Tr）については、受信コマンドを認識してからデータの最初の
バイトを受信するまでの監視時間（0～99）を［値］フィールドに設定します。
受信完了監視時間（Tfr）については、データの最初のバイトを受信してからデータ
の最終バイトを受信するまでの監視時間（0～99）を［値］フィールドに設定します。

送信完了監視時間（Tfs）については、データの最初のバイトを送信してからデータ
の最終バイトを送信するまでの監視時間（0～99）を［値］フィールドに設定します。
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3 ［時間単位］フィールドで時間単位を設定します。

4 設定をする場合は［OK］ボタンを、操作を中止する場合には、［キャンセル］ボタン
を選択します。

お願い 受信待ち監視時間（Tr）と受信完了監視時間（Tfr）は、単体でセットすることはできません。

監視時間の範囲

監視時間の単位と範囲は、次表のとおりです。

数　　値 時間単位

00から99 0.01秒（10ms）

00から99 0.1秒（100ms）

00から99 1秒

00から99 1分

注：数値に00を設定したときは、監視は行いません。
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7－3 シーケンスの編集

■シーケンスリストを表示する

プロトコルのシーケンスリストを表示する操作は、次のいずれかです。

・プロジェクトワークスペースのプロトコルリストアイコン  を左ダブルリックし、
シーケンスリストを表示させたいプロトコルを左クリックして反転させると、プロジェ
クトウィンドウに表示されます。

・プロジェクトウィンドウの目的のシーケンスを含むプロトコルアイコン（ または
）を左ダブルクリックすると、プロトコル内のすべてのシーケンスリストが表示

されます。

■シーケンス名を変更する

登録済みのシーケンス名を変更する操作は、次のとおりです。プロトコル内のシーケン
スのうち、［SYSTEM］種別のシーケンスは変更できません。

1 目的のプロトコルの［送受信シーケンス］を左クリックするか、［送受信シーケンス］
を選択して［Enter］キーを押します。現在のシーケンス名が編集可能になります。

2 シーケンスの新しい名前を入力して［Enter］キーを押します。現在のシーケンス名
の一部を選択して、上書きできます。新しいシーケンス名として使用できる文字は
半角30字までです。

■既存シーケンスNo.を変更する

1 シーケンス内の#フィールドを左クリックするか、［#］フィールドを選択して［Enter］
キーを押します。カレントシーケンスNo.が編集可能になります。

2 新しいシーケンスNo.を入力して［Enter］キーを押します。カレントシーケンスNo.

の一部を選択して、上書きできます。新しいシーケンスNo.は、プロトコル設定の
［シーケンス開始No.］と［シーケンス終了No.］の範囲内で、かつ現在使用中のシー
ケンスNo.と異なるものでなければなりません。
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■シーケンスのコピー／貼り付けをする

プロトコル間またはプロトコル内でシーケンスをコピーすることができます。

シーケンスをコピーする操作は、次のとおりです。

1 コピーするシーケンスを選択します。複数のシーケンスを選択する場合には、
［Shift］キーを押しながら別のシーケンスを選択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］
キーを押しながら追加するシーケンスを選択します。

2 ツールバー上のコピーアイコン  を選択するか、［Ctrl］+［C］キーを押します。
または、右クリックしポップアップメニューから［コピー］を選びます。
［編集］メニューから選ぶこともできます。

3 プロトコルを選択するか、またはコピーしたシーケンスを貼り付けるシーケンス
リストをプロジェクトウィンドウに表示します。

4 ツールバーの貼り付けアイコン  を選択するか、［Ctrl］+［V］キーを押します。
または、右クリックしポップアップメニューから［貼り付け］を選びます。［編集］メ
ニューから選ぶこともできます。貼り付けたシーケンスNo.は、コピー時のシーケ
ンスNo.になります。シーケンスNo.が既に使用されている場合、またはシーケン
スNo.範囲外のときは、使用可能なシーケンスNo.の若い順につけられます。

■シーケンスを削除する

シーケンスを削除する操作は、次のとおりです。

注：プロトコル内のシーケンスのうち、［SYSTEM］種別のプロトコルのシーケンスは削除でき
ません。

1 削除するシーケンスを選択します。複数のシーケンスを選択する場合には、［Shift］
キーを押しながら別のシーケンスを選択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］キーを
押しながら追加するシーケンスを選択します。

2 ツールバー上の削除アイコン  を左クリックするか、［Delete］キーを押します。
または、右クリックしポップアップメニューから［削除］を選びます。［編集］メニュー
から選ぶこともできます。

シーケンスは、ツールバー上の切り取りアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］
+［X］キーを押して削除することもできます。［編集］メニューから選ぶこともでき
ます。または、右クリックしポップアップ編集メニューから［切り取り］を選びま
す。［切り取り］操作で最後に削除した操作は、ツールバー上の貼り付けアイコン

 を左クリックするか、［Ctrl］+［V］キーを押せば、元に戻すことができます。
または、右クリックしポップアップ編集メニューから［貼り付け］を選びます。貼
り付けたシーケンスNo.は、切り取り時のシーケンスNo.になります。シーケンス
No.が既に使用されている場合、またはシーケンスNo.範囲外のときは、使用可能
なシーケンスNo.の若い順につけられます。
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8－1 ステップの新規作成

■ステップを新規作成する

シーケンスにステップを新規作成する操作は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペースのプロトコルアイコン 、 または を左ダブルク
リックし、ステップを追加するシーケンスを選択し反転させます。またはプロジェ

クトウィンドウのシーケンスアイコン を左ダブルクリックします。

2 プロジェクトワークスペースのシーケンスアイコン、またはプロジェクトウィン
ドウで右クリックして、ポップアップメニューから［新規作成］をポイントし、［ス
テップ］を選びます。［プロトコル］メニューから選ぶこともできます。
新しいステップが一覧に追加表示されます。
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8－2 ステップの設定

ここでは、CX-Protocolでのステップの設定について説明します。

■ステップの設定画面

設定内容の詳細については、「4－3  ステップ単位の設定内容」を参照してください。

リピート�
カウンタ�

コマンド�

リトライ回数�

送信ウェイト時間�

送信メッセージ�

受信メッセージ�

レスポンス�
書込有無�

次処理�

エラー処理�

■設定内容一覧

CX-Protocolで設定できるステップ項目は、次表のとおりです。

項　　目 内　　容

リピートカウンタ リピートタイプ リセット＊1／保持

繰り返し回数 定数 1～255

チャネル

コマンド Send、Receive、Send&Receive、Open＊2、Close＊2、Flush＊2、Wait＊2

リトライ回数 0～9

送信ウェイト時間Ts 数値 00～99

時間単位 0.01秒、0.1秒、1秒、1分

送信メッセージ 9-2項「メッセージの設定」参照

受信メッセージ 9-2項「メッセージの設定」参照

レスポンス書込有無 あり＊1、なし

次処理 End＊1、Next、Goto、Abort

エラー処理 End、Next、Goto、Abort＊1

＊1：CX-Protocolでのデフォルト設定
＊2：CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用
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●リピートカウンタ

ステップのリピートカウンタ回数を設定します。回数を設定するには、定数（1から255）
を入力するか、チャネルのアドレスを指定して回数を間接指定します。リピートカウン
タ回数に定数を設定すると、リピートカウンタ変数Nの数値は、ステップを実行するた
びに増加します。［リピートタイプ］には、［リセット］と［保持］があります。［繰り返し
回数］には、［定数］と［チャネル（読み出し）］があります。

1 ステップの［リピートカウンタ］フィールドをクリックし をクリック、または
［Enter］キーを押します。
［リピートカウンタ設定］のダイアログボックスが表示されます。

2 ［タイプ］のドロップダウンリストからリピートカウンタ変数Nの初期値を指定しま
す。
「リセット」を選択すると、リピートカウンタ変数Nの数値を0に初期化した後、ス
テップを指定した回数実行します。

「保持」を選択すると、リピートカウンタ変数Nの現在値を保持したまま、ステップ
を指定した回数実行します。

3 リピートカウンタ回数を定数で設定する場合、［繰り返し回数］フィールドの［定数］
ボタンを選択して、右のフィールドにステップのリピートカウンタ回数（1～255）
を入力します。
チャネル読み出しで指定する場合、［チャネル］ボタンを選択し［編集...］ボタンを選
択してチャネル読み出しを指定します。［チャネル］ダイアログボックスが表示さ
れます。

・［データ］フィールドの［アドレス］ドロップダウンリストから実効アドレスの種
類（「チャネル」、「I1」、「I2」、「O1」、「O2」、「オペランド」のいずれか）を選択し
ます。

　実効アドレスの種類が「チャネル読み出し」の場合には、［エリア］ドロップダウ
ンリストからエリア種類を選択してください。エリア種類は、CIO、WR（CS/CJ

のみ）、LR（SYSMACαのみ）、HR、AR、DM、EMxxのいずれかを選択しま
す。［チャネルNo.］フィールドに数値を入力します。
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注：［エリア種別］ドロップダウンリストから「EMxx」を選択した場合には、［EMバンク番
号］フィールドにバンクNo.を必ず入力します。［EMバンク番号］フィールドに指定で
きるバンクNo.の最大数は、選択したPLCによって異なります。

［一次式（yN+x）］フィールドには、先頭チャネルからのオフセットを設定します。
パラメータxを入力します。

設定する場合には［チャネル］ダイアログボックスの［OK］ボタンを、操作を中止す
る場合には［キャンセル］ボタンを選択します。

4 設定する場合には［リピートカウンタ設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンを、
操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを選択します。

●コマンド

ステップの実行については、次のコマンドのいずれかを設定します。

Send

ステップに設定した送信メッセージを送信します。

Receive

ステップに設定した受信メッセージ、または受信マトリクスにもとづいて、メッセ

ージを受信します。

Send&Receive

ステップに設定した送信メッセージを送信した後、ステップに設定した受信メッセージ
または受信マトリクスにもとづいて送信されたメッセージを受信します。

Open（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用）
ER信号をONにします。

Close（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用）

ER信号をOFFにします。

Flush（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用）
受信バッファ内のデータをクリアします。

Wait（CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用）
そのステップで、待機状態になります。ソフトスイッチの「Wait解除スイッチ」がOFF→
ONへ立ち上がるまで、待機状態を継続します。
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各コマンドに設定できる項目は、次の表のとおりです。

設定項目○：設定可、×：不可、－：無効

コマンド

項目 Send Receive Send&Receive Open Close Flush Wait

シ 伝送制御パラメータ ○ ○ ○ － － － －

ー リンクチャネル ○ ○ ○ － － － －

ケ 受信待ち監視時間:Tr － ○ ○ － － － －

ン 受信完了監視時間:Tfr － ○ ○ － － － －

ス 送信完了監視時間:Tfs ○ － ○ － － － －

レスポンス通知方式 － ○ ○ － － － －

ス リピートカウンタ ○ ○ ○ × × × ×

テ リトライ回数 × × ○ × × × ×

ッ 送信ウェイト時間 ○ × ○ × × × ×

プ 送信メッセージ ○ × ○ × × × ×

受信メッセージ × ○ ○ × × × ×

レスポンス書込有無 ○ ○ ○ × × × ×

次処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エラー処理 ○ ○ ○ × × × ×

1 ステップの［コマンド］フィールドをクリックします。

例）CS/CJシリーズの場合

2 ドロップダウンリストから該当するコマンドを左クリックします。
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●リトライ回数

リトライ回数は、コマンドを［Send&Receive］に設定しているときだけ設定可能です。
リトライが発生すると、カレントステップを再実行します。ステップを指定の回数リト
ライした後に再度リトライが発生すると、制御がエラー処理に移ります。

有効なリトライ回数

0～9（0:リトライしません）

リトライ要因

・送信完了監視時間になった場合

・受信待ち監視時間になった場合

・受信完了監視時間になった場合

・受信処理中に伝送エラーが発生した場合

　CS/CJシリーズの場合：以下に示すアドレスの伝送エラー発生がONになる要因

シリアルコミュニケーションボード：1908（CH）か1918（CH）のビット15

シリアルコミュニケーションユニット：n+8（CH）またはn+18（CH）の
ビット15（n=1500+25×ユニット番号）

SYSMACαの場合：283（CH）のビット04か283（CH）のビット12（通信異常）がONにな
る要因

・受信メッセージに設定したメッセージ以外のメッセージを受信した場合

・誤りチェックコードにエラーが発生した場合

注：リトライの送信処理は、監視時間に関係なく実行されます。

1 ステップの［リトライ回数］フィールドを左クリックするか、ステップの［リトライ
回数］フィールドを選択して［Enter］キーを押します。

2 リトライ回数（0～9）を入力して［Enter］キーを押します。

●送信ウェイト時間（Ts）

そのステップに進んだときから、送信メッセージが送信されるまでのウェイト時間を設
定します。ウェイト時間の精度は最高10msです。

送信ウェイト時間の設定範囲は、0～99（0:ウェイトしません）です。設定単位は次の4種
類から選択できます。

数　　値 時間単位

00から99 0.01秒（10ms）

00から99 0.1秒（100ms）

00から99 1秒

00から99 1分

注：数値に00を設定したときはウェイトしません。
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1 ステップの［送信ウェイト時間］を左クリックし、 を左クリックします。または
［Enter］キーを押します。［送信ウェイト時間（Ts）］ダイアログボックスが表示され
ます。

2 ［値］フィールドに時間の数値を設定します。

3 ［時間単位］フィールドに時間単位を設定します。

4 設定する場合は［OK］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを選
択します。

送信メッセージ／受信メッセージの設定

●送信／受信メッセージおよび受信マトリクスの参照

すでに送信／受信メッセージリスト、または受信マトリクスリストで、送信メッセージ、
受信メッセージ、または受信マトリクスを作成済みの場合、ステップの送信／受信メッ
セージフィールドからメッセージ、または受信マトリクスを参照して選択することがで
きます。その方法は、次のとおりです。

1 ステップの［送信メッセージ］または［受信メッセージ］フィールドを左クリックし
ます。

例）受信メッセージの設定画面

2 ドロップダウンリストから、指定したい送信メッセージ名、受信メッセージ名、
または受信マトリクス名を選択して左クリックします。

注：受信マトリクスは、［受信メッセージ］フィールドから参照して、選択します。

　　受信マトリクス名は＜　＞で囲まれています。
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●送信／受信メッセージの新規作成

送信メッセージ／受信メッセージリストで送信メッセージ／受信メッセージを作成して
いない場合でも、ステップの送信メッセージ／受信メッセージフィールドから送信メッ
セージ／受信メッセージを新規作成することが可能です。その方法は、次のとおりです。

1 ステップの［送信メッセージ］または［受信メッセージ］フィールドを右クリックし
ポップアップメニューで［新規メッセージ］を選びます。

2 ［メッセージ編集］ダイアログボックスが表示されます。［メッセージ名］フィール
ドにメッセージ名を入力します。

3 メッセージを作成します。メッセージの作成方法の詳細は、9-2項「メッセージの設
定」を参照してください。

4 ［OK］ボタンを左クリックします。操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
クリックします。

注：受信マトリクスは、ステップの［受信メッセージ］フィールドからは新規作成できま
せん。また、その内容（ケースNo.ー受信メッセージー次処理）を参照することもで
きません。受信マトリクスリストでのみ新規作成および参照可能です。

●送信／受信メッセージフィールドからの送信／受信メッセージの編集

ステップの送信メッセージ／受信メッセージフィールドから送信メッセージ／受信メッ
セージを編集することも可能です。その方法は、次のとおりです。

1 ステップの［送信メッセージ］または［受信メッセージ］フィールドを右クリックし
ポップアップメニューで［メッセージの編集］を選びます。

2 ［メッセージ編集］ダイアログボックスが表示されます。メッセージを編集します。
メッセージの作成方法の詳細は、9-2項「メッセージの設定」を参照してください。

3 ［OK］ボタンを左クリックします。操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
クリックします。



8-10

8－ 2　ステップの設定

ス
テ
ッ
プ
の
新
規
作
成
／
設
定
／
編
集

8

●レスポンス書込有無

受信データをPLCのI/Oメモリエリアに保存するかどうかを設定します。この設定は、
PMCR命令のCS/CJシリーズの場合第4オペランド、SYSMACαの場合第3オペランドが
受信データ格納先を指定している場合だけ有効です。

・レスポンス：あり 受信データをPLCのI/Oメモリエリアに保存します。レスポン
ス通知方式をシーケンス単位で設定しなければなりません。

・レスポンス：なし 受信データは読出し専用です（I/Oメモリエリアには保存され
ません）。

1 ステップの［レスポンス書込有無］フィールドを左クリックします。

2 ドロップダウンリストより「あり」／「なし」のいずれかを左クリックします。

●次処理

次に実行するステップを設定する操作は、次のとおりです。

受信メッセージに受信マトリクスを設定している場合には、受信マトリクスに設定され
た次処理に基づいて、制御は次のステップに移ります。

次の4種類の内容を設定できます。

次処理 処理の詳細

Goto＊＊ このステップが終了すると、＊＊に指定したステップNo.に制御が移ります。

Next このステップが終了すると、次のステップを実行します。

End このステップが終了すると、シーケンスを終了します。

Abort このステップが終了すると、ステップを中止しシーケンスを終了します。

1 ステップの［次処理］フィールドを左クリックし を左クリック、または[Enter］キー
を押します。
［次処理］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［ジャンプ］フィールドから次処理を選択します。「Goto」を選択した場合には、空
フィールドにステップNo.を入力します。

3 ［OK］ボタンを選択します。操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを選択し
ます。
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●エラー処理

ステップが異常終了した場合に次に実行するステップを設定するには、次の操作を行い
ます。ステップを正常に終了した場合には、次処理の指定に基づいて次のステップに制
御が移ります。

受信メッセージに受信マトリクスを設定している場合も、エラー終了時はエラー処理の
設定に基づいて次のステップに制御が移ります。

次の4種類の内容を設定できます。

エラー処理 処理の詳細

Goto＊＊ このステップが異常終了すると、＊＊に指定したステップNo.に制御が移ります。

Next このステップが異常終了すると、次のステップを実行します。

End このステップが異常終了すると、シーケンスを終了します。

Abort このステップが異常終了すると、ステップを中止しシーケンスを終了します。

1 ステップの［エラー処理］フィールドを左クリックし、 を左クリック、または
[Enter］キーを押します。
［エラー処理］ダイアログボックスが表示されます。画面は、次処理と同様な画面
です。

2 ［ジャンプ］フィールドから次処理を選択します。「Goto」を選択した場合には、空
フィールドにステップNo.を入力します。

3 ［OK］ボタンを選択します。操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを選択し
ます。
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8－3 ステップの編集

■ステップリストを表示する

シーケンス内のステップを表示する操作は、次のいずれかです。

・プロジェクトワークスペースのプロトコルアイコン または を左ダブルクリッ
クし、ステップを表示させたいシーケンスを左クリックして反転させると、プロジェ
クトウィンドウに表示されます。

・プロジェクトウィンドウでステップを含むシーケンスアイコン を左ダブルクリッ

クすると、シーケンス内のすべてのステップリストが表示されます。

■ステップを移動させる

選択したステップを移動すれば、ステップの順番を変更することができます。ステップ
の順番を変更するには、以下のアイコンを使います。（［SYSTEM］種別のプロトコルの
ステップ一覧は編集できません。）

ステップを選択して、ツールバー上の、［上へ］アイコン  を使うと、ステップが一つ
上に移動します。右クリックし、ポップアップメニューから［移動］をポイントして選ぶ
こともできます。

ステップを選択して、ツールバー上の、［下へ］アイコン  を使うと、ステップが一つ
下に移動します。右クリックし、ポップアップメニューから［移動］をポイントして選ぶ
こともできます。

ステップを選択して、ツールバー上の、［最上段へ］アイコン  を使うと、ステップは
先頭ステップに移動します。右クリックし、ポップアップメニューから［移動］をポイン
トして選ぶこともできます。

ステップを選択して、ツールバー上の、［最下段へ］アイコン  を使うと、ステップは
最終ステップに移動します。右クリックし、ポップアップメニューから［移動］をポイン
トして選ぶこともできます。
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■ステップを削除する

ステップを削除する操作は、次のとおりです。

注：［SYSTEM］種別のプロトコルのステップは削除できません。

1 削除するステップのアイコンを左クリックします。複数のステップを選択する場
合には、［Shift］キーを押しながら他のステップを選択して選択範囲を拡大するか、
［Ctrl］キーを押しながら追加するステップを選択します。

2 ツールバー上の削除アイコン  を左クリックするか、［Delete］キーを押します。
または、右クリックしポップアップメニューから［削除］を選びます。［編集］メニュー
から選ぶこともできます。

ステップは、ツールバー上の切り取りアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］
+［X］キーを押して削除することもできます。または、右クリックし、ポップアッ
プメニューから［切り取り］を選びます。［編集］メニューから選ぶこともできます。
［切り取り］操作で最後に削除した操作を元に戻すには、ツールバー上の貼り付け
アイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［V］キーを押します。または、右クリッ
クし、ポップアップメニューで［貼り付け］を選びます。［編集］メニューから選ぶ
こともできます。貼り付けたステップは、シーケンスの最後に配置され、使用可
能な次のステップNo.が付けられます。

この手順中に別のコピーや切り取り操作を行うと、作業中の切り取り内容は失わ
れます。

お願い いったん削除したステップは元に戻せませんので、ご注意ください。

■ステップをコピーする

ステップ内またはシーケンス間でステップをコピーすることができます。

ステップをコピーする操作は、次のとおりです。

1 コピーするステップのアイコンを左クリックします。複数のステップを選択する
場合には、［Shift］キーを押しながら他のステップを選択して選択範囲を拡大する
か、［Ctrl］キーを押しながら追加するステップを選択します。

2 ツールバー上のコピーアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［C］キーを押し
ます。または、右クリックし、ポップアップメニューから［コピー］を選びます。［編
集］メニューから選ぶこともできます。

3 シーケンスを選択するか、コピーしたステップを貼り付けるステップ一覧をプロ
ジェクトウィンドウに表示します。

4 ツールバー上の貼り付けアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［V］キーを押
します。または、右クリックし、ポップアップメニューから［貼り付け］を選びま
す。［編集］メニューから選ぶこともできます。貼り付けたステップはシーケンスの
最後に置かれ、使用可能な次のステップNo.が付けられます。
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メッセージ・受信マトリクス
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9－1 メッセージの新規作成

■メッセージを新規作成する

メッセージを新規に作成する方法には、次の2つの方法があります。

1） ステップリストの［送信メッセージ］または［受信メッセージ］フィールドを右クリッ
クし、ポップアップメニューより、［新規メッセージ］を選びます。この場合、直
接、［メッセージ編集］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログから、
各項目の入力、および並び順を指定します。

2） ステップとは独立して、メッセージリストにおいて、メッセージを新規に作成し、
各項目を入力します。この場合、次の2つの方法があります。

a） ヘッダから順に項目フィールドごとに、データを入力し、データフィールドで、
その並び順を指定し、かつデータ項目を入力する方法

b） 上記1）と同様に、データフィールドから［メッセージ編集］ダイアログボックス
を表示させ、全項目を入力し、並び順を指定する方法

ステップの送信／受信メッセージフィールドからメッセージを新規作成する
ステップの送信メッセージ／受信メッセージフィールドから送信メッセージ／受信メッ
セージを新規作成することが可能です。方法は次のとおりです。

1 ステップの［送信メッセージ］または［受信メッセージ］フィールドを右クリックし、
ポップアップメニューより、［新規メッセージ］を選びます。

2 ［メッセージ編集］ダイアログボックスが表示されます。［メッセージ名］フィール
ドにメッセージ名を入力します。

3 メッセージを作成します。メッセージの作成方法の詳細は、9-2項「メッセージの設
定」を参照してください。

4 ［OK］ボタンを左クリックします。操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
クリックします。
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メッセージリストからメッセージを新規作成する

メッセージリストから、メッセージを新規作成する方法は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペースのプロトコルアイコン 、 または を左ダブルク
リックし、受信メッセージリストか送信メッセージリストを選択し反転させます。
またはプロジェクトウィンドウの受信メッセージリストアイコン 、または送信
メッセージリストアイコン  を左ダブルクリックします。

2 プロジェクトワークスペースの送信メッセージリストアイコン、またはプロジェ
クトウィンドウで右クリックし、ポップアップメニューで［新規作成］をポイント
し、［送信メッセージ］または［受信メッセージ］を選びます。［プロコトコル］メニュー
から選ぶこともできます。

3 ［データ］を左クリックし  を左クリック、または［Enter］キーを押します。［メッ
セージ編集］ダイアログボックスが表示されます。メッセージの作成方法は、「9－2
メッセージの設定」を参照してください。
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9－2 メッセージの設定

■メッセージの設定画面

設定内容の詳細については、「4－4  送受信メッセージの設定内容」を参照してください。

メッセージ名�

ヘッダ�

ターミネータ�

誤りチェックコード�

レングス�

アドレス�

データ�

■メッセージの内容

CX-Protocolでメッセージに設定できる項目は以下の表の通りです。

項　　目 設定内容

ヘッダ＜ｈ＞ タイプ なし、コード、ASCII、HEX

データ コード、ASCII、HEXいずれかのデータ

ターミネータ タイプ なし、コード、ASCII、HEX

＜t＞
データ コード、ASCII、HEXいずれかのデータ

チェックコード　　タイプ なし、LRC、LRC2＊1、CRC-CCITT、CRC-16、
＜c＞ SUM（1バイト）、SUM（2バイト）、SUM1（1バイト）＊1、

SUM1（2バイト）＊1、SUM2（1バイト）、SUM2（2バイト）

初期値 0～255（1バイト指定時）、0～65535（2バイト指定時）

変換 逆方向

データタイプ BIN、ASCII

レングス＜l＞ タイプ なし、1バイト、2バイト

初期値 0～255（1バイト指定時）、0～65535（2バイト指定時）

変換 BIN、ASCII

アドレス＜a＞ タイプ なし、定数（ASCII）、定数（HEX）、変数、ASCII変換付
き変数、HEX変換付き変数、変数（逆方向）、ASCII変
換付き変数（逆方向）、HEX変換付き変数（逆方向）

データ ASCII、HEX、変数いずれかのデータ

データ メッセージ要素並び順 ＜ｈ＞、＜ｔ＞、＜ｃ＞、＜ｌ＞、＜ａ＞の並び順設定

タイプ／データ　　データ（コード、ASCII、HEX、変数）

＊1：CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用
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メッセージを作成するには、次の2つの方法があります。

・各メッセージの設定画面で、ヘッダ、ターミネータ、誤りチェックコード、アドレス
をそれぞれ設定したあと、［データ］フィードから［メッセージ編集］ダイアログボック
スを表示させてメッセージを編集する。

ただし、データの作成は［メッセージ編集］ダイアログボックスからしか作成できません。

例）＜ｈ＞＋＜ａ＞＋･･････＋＜ｃ＞＋＜ｔ＞の順をこのダイアログボックスで編集�
 データは、このダイアログボックスから入力します�

�

・［メッセージ編集］ダイアログボックスから、ヘッダ、ターミネータ、誤りチェックコー
ド、アドレスを設定するダイアログボックスを表示させて設定し、データを作成した
あと、このダイアログボックスで編集する。

ヘッダ＜ｈ＞の設定

ヘッダ（メッセージの最初を示すデータ）を設定する操作は、次のとおりです。データ

タイプには、コード、ASCII、HEXを選択します。

1 メッセージの［ヘッダ＜h＞］フィールドを左クリックし、 を左クリックするか、
［Enter］キーを押します。［ヘッダ＜h＞］ダイアログボックスが表示されます。

［タイプ］のドロップダウンリストでヘッダタイプを選択して、「データ」フィール
ドを設定します。（後述のコード、ASCII、HEXの項を参照してください）。

このダイアログボックスはメッセージの［データ］フィールドを左クリックし、
を左クリックするか、［Enter］キーを押し、［メッセージ編集］ダイアログボックス
を表示させ、［ヘッダ＜h＞］フィールドの［編集］ボタンを押して表示させることも
できます。

2 ［OK］ボタンを左クリックして設定を確定するか、［キャンセル］ボタンを左クリッ
クして中止します。
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●なし

［タイプ］ドロップダウンリストで"なし"に設定すると、ヘッダにデータは設定されませ
ん。

●コード

1 ［タイプ］ドロップダウンリストで"Code"を選択します。

2 ［編集...］ボタンを左クリックします。 ［コード入力］ダイアログボックスが表示されます。

3 特殊コードを選択します。最高4つまで特殊コードを入力でき、コードはドロップ
ダウンリストで選択し、［挿入］ボタンを押すとカーソル位置に入力されます。

注：特殊コードは5つ以上入力することはできません。［クリア］ボタンを左クリックする
と特殊コードすべてがクリアされ、最初から入力し直すことができます。［削除］ボタ
ンを左クリックするとカーソルの位置にある特殊コードを削除できます。
［＜＜］と［＞＞］ボタンを左クリックするとカーソルが移動します。

4 設定する場合には［OK］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
選択します。
確定した入力コードは、メッセージの［ヘッダ＜h＞］ダイアログボックスの［デー
タ］フィールドに表示されます。

●ASCII

1 ［タイプ］ドロップダウンリストで"ASCII"を選択します。

2 ［データ］フィールドでASCII文字（最高4文字まで）をキー入力します。メッセージ
のヘッダフィールドでは、入力されたASCII文字は、「"」が文字の前後に付きます。
例）　「@」を入力→「"@"」と表示されます。

●HEX

1 ［タイプ］ドロップダウンリストで"HEX"を選択します。

2 ［編集...］ボタンを左クリックします。［16進数入力］ダイアログボックスボックスが
表示されます。
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3 16進数値の1桁に対応するボタンを選択します。最高8桁まで入力でき、これらは
ダイアログボックスの上のフィールドに表示されます。（9桁目を入力すると、1桁
目が削除されます。

注：［CLR］ボタンを左クリックすると、コードすべてがクリアされ、最初から入力し直す
ことができます。［DEL］ボタンを左クリックすると、最後に入力したコードを削除で
きます。

4 設定する場合には［Enter］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタン
を選択します。
確定した入力コードは、［ヘッダ＜h＞］ダイアログボックスの［データ］フィールド
に表示されます。

入力されたコードは、“［”、“］”がコードの前後につきます。

　例）「2A0D」を入力すると「［2A0D］」と表示されます。

ターミネータ＜t＞の設定

ターミネータを設定する操作は、次のとおりです。

データタイプには、コード、ASCIIまたはHEXを選択できます。

1 メッセージの［ターミネータ＜t＞］フィールドを左クリックし、 を左クリックす
るか、［Enter］キーを押します。［ターミネータ＜t＞］ダイアログボックスが表示さ
れます。
［メッセージ編集］ダイアログボックスから表示させることもできます。（→ヘッダ
＜h＞の項参照）

［タイプ］のドロップダウンリストでターミネータタイプを選択して、［データ］フィー
ルドを設定します。（コード、ASCII、HEXの入力方法については、前述のヘッダ
＜h＞に関する項を参照してください）。

2 設定する場合には［OK］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
選択します。
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誤りチェックコード＜c＞

誤りチェックコードの計算方法を指定する操作は、次のとおりです。

［チェックコード］タイプにはLRC、LRC2＊1、CRC-CCITT、CRC-16、SUM（1バイ
ト）、SUM（2バイト）、SUM1（1バイト）＊1、SUM1（2バイト）＊1、SUM2（1バイト）、
SUM2（2バイト）があります。また、データタイプにはBINとASCIIがあります。初期
値、および交換方向を指定できます。

＊1：CS/CJシリーズ用プロトコルマクロ専用

1 メッセージの［チェックコード＜c＞］フィールドを左クリックし、 を左クリック
するか、［Enter］キーを押します。［誤りチェックコード＜c＞］ダイアログボック
スが表示されます。
［メッセージ編集］ダイアログボックスから表示させることもできます。（→ヘッダ
＜h＞の項参照）

［タイプ］のドロップダウンリストでチェックコードのタイプを選択します。LRC、
LRC2、CRC-16、SUM（1バイト／2バイト）、SUM1（1バイト／2バイト）、SUM2

（1バイト／2バイト）では、［チェックコード＜c＞］ダイアログボックスのフィール
ドすべてがアクティブになり、CRC-CCITTでは［変換］フィールドがアクティブに
なります。

2 ［初期値］フィールドに、値を入力します。LRC、LRC2、SUM（1バイト）、SUM1

（1バイト）、SUM2（1バイト）では、初期値は0～255。SUM（2バイト）、SUM1（2バ
イト）、SUM2（2バイト）、CRC-16では、初期値は0～65535です。

3 ［変換］フィールド内の［逆方向］チェックボックスを左クリックすると、逆チェッ
クコードを設定できます。

4 ［なし］以外のタイプにはすべて、［データタイプ］フィールドに、BINかASCIIを設
定します。
LRC、LRC2、SUM（1バイト）、SUM1（1バイト）、SUM2（1バイト）では、「BIN」
はバイナリのデータタイプ（1バイト）、「ASCII」はASCIIのデータタイプ（2バイト）
を意味します。

CRC-CCITT、CRC-16、SUM（2バイト）、SUM1（2バイト）、SUM2（2バイト）で
は、「BIN」はバイナリのデータタイプ（2バイト）、「ASCII」はASCII（4バイト）のデー
タタイプを意味します。
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5 設定する場合には［OK］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
選択します。
メッセージのチェックコードフィールドには、次の形で表示されます。

LRC（水平パリティ）（0）（2Byte ASCII）�
�
 チェックコード 初期値 データタイプ（BIN、ASCII）�

例）�

注：誤りチェックコード＜c＞の計算対象範囲は、［メッセージ編集］ダイアログの［データ］
フィールドで設定します。

レングス＜l＞

レングス（メッセージのバイト数）を設定する操作は、次のとおりです。データレ
ングスは、枠内の［レングス＜l＞］の設定により送信処理において自動的に計算さ
れます。送信のときレングス＜l＞のデータが追加されます。1バイトと2バイトの
［レングス］タイプがあり、BINとASCIIの［変換］タイプがあります。

1 メッセージの［レングス＜l＞］フィールドを左クリックし、 を左クリックするか、
［Enter］キーを押します。［レングス＜l＞］ダイアログボックスが表示されます。
［メッセージ編集］ダイアログボックスから表示させることもできます。（→ヘッダ
＜h＞の項参照）

［サイズ］のドロップダウンリストでレングスのサイズします。［1Byte］でデータサ
イズは1バイトに設定され、［2Byte］で2バイトに設定されます。

2 ［初期値］フィールドにレングスを入力します。入力できるキャンセルは［1Byte］で
は0～255、［2バイト］では0～65535です。

3 ［変換］フィールドに、BINかASCIIのいずれかの変換タイプを選択します。

4 設定する場合には［OK］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
選択します。
メッセージのレングスフィールドには、次の形で表示されます。

（0）（1Byte BIN）�
   変換タイプ�
  サイズ�
 初期値�

例）�

�

注：レングスの計算対象範囲は、［メッセージ編集］ダイアログの［データ］フィールドで設定し
ます。
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アドレス＜a＞

アドレスを設定するには、次の操作を行います。アドレスタイプには、次の種類があり
ます。

種　　類 ドロップダウンリスト項目 初期値の形式

定数 定数ASCII

定数HEX ［ ］

変数 変数 （1,1）

変数ASCII $（1,1）

変数HEX &（1,1）

変数（逆方向） （̃1,1）

変数ASCII（逆方向） $（̃1,1）

変数HEX（逆方向） &（̃1,1）

1 メッセージの［アドレス＜a＞］フィールドを左クリックし、 を左クリックするか、
［Enter］キーを押します。［アドレス＜a＞］ダイアログボックスが表示されます。
［メッセージ編集］ダイアログボックスから表示させることもできます。（→ヘッダ
＜h＞の項参照）

［タイプ］のリストボックスからアドレスのタイプを選択します。

2 ・定数ASCIIタイプにした場合は、文字を［データ］フィールドに入力します。
・定数HEXタイプにした場合は、［HEX...］のボタンを選択し、［データ］フィール
ドにHEX値を入力します。

注：ASCII、HEXの入力方法については、前述のヘッダ＜ｈ＞に関する項を参照してくだ
さい。
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・変数タイプにした場合は、［実効アドレス（Ｘ）編集］と［データサイズ編集］のボ
タンをクリックして、変数（X,Y）を作成します。［チャネル］ダイアログボックス
が表示されます。

●変数の設定内容

タイプ： yN＋x�
CS/CJシリーズの場合�
y＝0～1000�
x＝0～1000�

SYSMACαの場合�
y＝0～255�
x＝0～255�

タイプ：＊注3

（X，Ｙ）�
 データサイズ（Y）編集�
 （バイト単位）�
�
�
 実効アドレス（X）編集�
 （チャネル単位）�

タイプ：R（　）�
タイプ：yN＋x�
タイプ：＊注2�
�
タイプ： R（　）、W（　）注3�
�

●チャネル選択時�
エリア： CIO�
 LR�
 HR�
 AR�
 DM�
 EM�
�
●I1�
　I2　�
　O1�
　O2��
●オペランド選択時、エリア�
　指定なし�
�
例）ダイレクト指定：R（CIO 0000＋N＋1）�
　　リンクチャネル指定：R（I1＋2N＋1）�
�

注1：チャネル指定時のエリア種別記号
CIO： 入出力リレーおよび内部補助リレーおよび特殊補助リレー
WR： 内部補助リレー（CS/CJシリーズのみ）�
LR： リンクリレー（SYSMACαのみ）
HR： 保持リレー
AR： 補助記憶リレー
DM： データメモリ�
EM： 拡張データメモリ�

注2：アドレスの指定および送信メッセージの中では選択できません。�
注3：送信メッセージの中では選択できません。�

＋�

＋�

注1

�

チ
ャ
ネ
ル�

を
指
定�

�

先頭アドレス�
データ�
アドレス：�

Nを含む1次式�
yN＋x�

yとxを指定�
CS/CJシリーズの場合�

y＝0～1000�
x＝0～1000�

SYSMACαの場合�
y＝0～127�
x＝0～127

選択時、�
エリア指定なし�

No.

（チャネル単位）�

（バイト単位）�
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●［チャネル］ダイアログボックスの設定

1）［タイプ］フィールドで、読出R（ ）、書込W（ ）、yN+x、または＊を選択します。

2）［タイプ］フィールドで、読出R（ ）、または書込W（ ）を選択した場合、［データ］
フィールドの［アドレス］ドロップダウンリストから実効アドレスタイプ（"チャネル
"、"I1"、"I2"、"O1"、"O2"、"オペランド"のいずれか）を選択します。
実効アドレスタイプを"チャネル"に選択した場合、［エリア］ドロップダウンリスト
からエリア種別を選択してください。エリア種別は、CIO，WR，LR，HR，AR，
DM，EMxxのいずれかを選択します。［チャネルNo.］フィールドに値を設定しま
す。

3）［一次式yN+x］フィールドに、（上記［データ］フィールド指定の）先頭チャネルから
のオフセットを指定します。yとxを入力してください。

4）［OK］ボタンで［チャネル］ダイアログボックスの設定を確定するか、［キャンセル］
ボタンで中止します。

注：［エリア］ドロップダウンリストで［EMxx］オプションを選択した場合は、必ずバンク
No.（0から18）を［EMバンクNo.］フィールドに入力してください。［EMバンクNo.］
フィールドで指定できるEMバンクの最大数は、選択したPLCに依存します。

使用上の注意 形CJ1W-SCU22/32/42以外のユニットでＥＭバンク0D～18にアクセスすると（この場

合、CPUユニットにEMバンク0D～18が存在していても）プロトコルステータスが「デー

タ読出／書込領域超えエラー」になります。

アドレスの設定例：

［実行アドレス（X）編集］�
ボタンを左クリック�

［データサイズ編集］�
ボタンを左クリック�

3 設定する場合には［OK］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
選択します。
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データ

このダイアログにおいて、次のことを行い、メッセージ全体を編集します。

1 メッセージ名を入力します。

2 これまで設定した各項目を呼び出し、並び順を指定します。

例）＜ｈ＞＋＜ａ＞＋･･････＋＜ｃ＞＋＜ｔ＞の順をこのダイアログボックスで編集�
 データは、このダイアログボックスから入力します�

�

注：ヘッダ＜ｈ＞，アドレス＜ａ＞、チェックコード＜ｃ＞、ターミネータ＜ｔ＞の中で、未
入力の項目があった場合、各フィールドの［編集］ボタンを左クリックすると、各項目の
データ入力用ダイアログが表示され、そこから入力することが可能です。
入力済みの項目は、［挿入］ボタンがアクティブになっています。

3 データを設定します。
データは、［メッセージデータ］のドロップダウンリストより、次のいずれかを組
み合わせて指定します。

HEX、ASCII、コード、変数

例："RX0"＋&（N,1）＋"00"�
   ASCIIデータ�
  変数�
 ASCIIデータ�

�

4 誤りチェックコード、レングスの計算対象範囲（項目）を設定します。計算対象は、
［データ］フィールド上で、文字の色が以下のように表示されます。
　レングスの計算対象として設定　　　　　　　　：赤色

　チェックコードの計算対象として設定　　　　　：青色

　レングスとチェックコードの計算対象として設定：紫色
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メッセージを編集、およびデータを入力する方法は、次のとおりです。

1 メッセージの［データ］フィールドを左クリックし、 を左クリックするか、［Enter］
キーを押します。［メッセージ編集］ダイアログボックスが表示されます。
このダイアログボックスでデータを作成し、メッセージを編集します。

2 ［メッセージ名］フィールドにメッセージ名を入力します。

3 各フィールド内の［挿入］ボタンを左クリックすることで、メッセージ要素の項に、
各項目データを挿入します。左から右の順で、メッセージ要素が並べられ、画面上
のフィールドに表示されます。

１）基本的に、挿入する順に［挿入］ボタンを左クリックしてください。
ボタンを押した項目は、選択されている（反転表示されている）項目の前に挿入さ
れます。［<<］ボタンをクリックすると、カーソルが左に移動します。［>>］ボタン
をクリックすると、カーソルが左に移動します。

ただし、ヘッダ＜h＞はメッセージの先頭にしか挿入できません。

削除するときは、カーソルを［<<］ボタン、［>>］ボタンで削除したい項目の上に移
動させ［削除］をクリックします。

注1：＜ｈ＞、＜ｔ＞，＜ｃ＞、＜ｌ＞、＜ａ＞についての削除は、データとしての削除
ではなく、メッセージ構成からの挿入削除です。再度［挿入］ボタンを左クリックす
ることで、挿入できます。

注2：＜ｈ＞、＜ｔ＞，＜ｃ＞、＜ｌ＞、＜ａ＞は、１つのメッセージに１つだけ配置可
能です。

［ヘッダ］フィールドの［挿入］ボタンをクリックすると、メッセージにヘッダを挿
入できます。すでにメッセージにヘッダが付いている、またはカーソルがメッセー
ジの先頭にない場合は、このボタンは選択できません。ヘッダが未入力、または
変更したい場合、［編集］ボタンを左クリックして、［ヘッダ＜h＞］ダイアログを表
示させてヘッダを入力／編集できます。

［ターミネータ］フィールドの［挿入］ボタンをクリックすると、メッセージにター
ミネータを挿入できます。すでにメッセージにターミネータが付いている場合は、
このボタンは選択できません。チェックコードの前にターミネータを挿入するこ
ともできますが、チェックコードの後にデータがある場合は挿入できません。ター
ミネータが未入力、または変更したい場合、［編集］ボタンを左クリックして、［ター
ミネータ＜t＞］ダイアログを表示させてターミネータを入力／編集できます。

［チェックコード］フィールドの［挿入］ボタンをクリックすると、メッセージにチェッ
クコードを挿入できます。すでにメッセージにチェックコードが付いている、ま
たはヘッダの前に挿入しようとしている場合は、このボタンは選択できません。
チェックコードが未入力、または変更したい場合、［編集］ボタンを左クリックし
て、［チェックコード＜c＞］ダイアログを表示させてチェックコードを入力／編集
できます。
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［アドレス］フィールドの［挿入］ボタンをクリックすると、メッセージにアドレス
を挿入できます。すでにメッセージにアドレスが付いている、またはヘッダの前
かターミネータの後に挿入しようとしている場合は、このボタンは選択できませ
ん。アドレスが未入力、または変更したい場合、［編集］ボタンを左クリックして、
［アドレス＜ａ＞］ダイアログを表示させて、アドレスを入力／編集できます。

［レングス］フィールドの［挿入］ボタンをクリックすると、メッセージにレングス
を挿入できます。すでにメッセージにレングスが付いている、またはヘッダの前
かターミネータの後に挿入しようとしている場合は、このボタンは選択できませ
ん。レングスが未入力、または変更したい場合、［編集］ボタンを左クリックして、
［レングス＜ｌ＞］ダイアログを表示させて、レングスを入力／編集できます。

２）［メッセージデータ］フィールドで、メッセージの中のデータ項目を作成・挿入し
ます。
予めカーソルを、［<<］ ［>>］ボタンで挿入したい位置へ移動させておいてください。

・［メッセージデータ］フィールドのドロップダウンリストでいずれかを選択します。

・定数Hex、定数Codeを選択した場合は、［編集］ボタンを左クリックして、［16進
数入力］、または［コード入力］ダイアログボックスを使って入力したあと、［挿入］
ボタンを左クリックすると、メッセージに16進数、またはコードを挿入できます。

注：Hex、Codeの入力方法については、前述のヘッダ＜ｈ＞に関する項を参照してくださ
い。ただし、［メッセージデータ］フィールドでは、HEXは最大48桁まで入力できま
す。

・ASCIIを選択した場合は、右側のフィールドにASCII文字（最大48文字まで）を入
力したあと［挿入］ボタンを左クリックすると、メッセージに挿入できます。

・変数を選択した場合は、［編集］ボタンを左クリックして、［メッセージ変数］ダイ
アログボックスを使って入力したあと、［挿入］ボタンを左クリックすると、メッ
セージに変数を挿入できます。（変数の入力方法については、前述のアドレス＜
a＞に関する項を参照してください。）

参 考 メッセージデータは、ヘッダの前、ターミネータの後に挿入することはできません。
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●チェックコードとレングスの対象範囲指定

メッセージにチェックコードまたはレングスが指定されている場合、［レングス<l>］ま
たは［チェックコード<c>］フィールドで対象範囲を指定することができます。

各項目に対して指定するときの方法は、次のとおりです。

1 対象範囲の先頭と最終の項目（メッセージ中で左端から1、2、3...となります）の右
の または ボタンを左クリックして指定します。
指定された項目は表示色が変わります。

例）チェックコードの対象範囲の最終項目を「3」から「5」に設定した場合

文字の色が黒から青に変わります。�

対象範囲の先頭� 対象範囲の最終� 左クリックします。�

［OK］ボタンでメッセージデータを確定するか、［キャンセル］ボタンで中止します。

入力後、［データ］フィールドに、入力したメッセージが表示されます。
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9－3 メッセージ／マトリクスの編集

■プロトコル（メッセージリスト）内のメッセージの表示

プロトコル（メッセージリスト）内のメッセージをすべて表示する方法は、次のとおりで
す。

1 プロジェクトワークスペースでプロトコルを左クリックし反転させるか、または
プロジェクトウィンドウでシーケンスの入ったプロトコルアイコン または
を左ダブルクリックします。

2 プロジェクトウィンドウで送信メッセージリストアイコン  か受信メッセージ
リストアイコン  を左ダブルクリックすると、メッセージリスト内のすべての
メッセージが表示されます。

■メッセージ名の変更

メッセージリスト内の送受信メッセージ名を変更する操作は、次のとおりです。［シス
テム］種別のプロトコルに属すメッセージは変更できません。

1 メッセージリストで変更する［メッセージ名］フィールドを左クリックするか、［メッ
セージ名］を選択して、［Enter］キーを押します。

2 新しいメッセージ名をキー入力して［Enter］キーを押します。新しいメッセージ名
は、半角10文字以内でなければなりません。

参 考 プロトコル内の送信メッセージと受信メッセージで同じメッセージ名をつけることはで

きません。

■メッセージのコピー

プロトコル内またはプロトコル間で、メッセージをコピーすることができます。

メッセージをコピーする操作は、次のとおりです。

注：［SYSTEM］種別のプロトコルのメッセージのコピーも可能です。［USER］種別のプロトコ
ルのメッセージリストに貼り付けると編集可能になります。

1 コピーするメッセージのアイコンを、送信メッセージリストまたは受信メッセー
ジリストから選択します。複数のメッセージを選択する場合には、［Shift］キーを
押しながら別のメッセージを選択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］キーを押しな
がら選択に追加するメッセージを選択します。

2 ツールバー上でコピーアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［C］キーを押し
ます。また、右クリックしてポップアップメニューで［コピー］を選ぶことも可能で
す。［編集］メニューから選ぶこともできます。

3 プロジェクトワークスペースでメッセージリストアイコンを選択するか、メッセー
ジをプロジェクトウィンドウに表示して、貼り付け先を指定します。
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4 ツールバー上で貼り付けアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［V］キーを押
します。右クリックして、ボップアップメニューで［貼り付け］を選ぶこともでき
ます。［編集］メニューで［貼り付け］を選ぶこともできます。貼り付けられたメッ
セージは対応するメッセージリストの最後に配置されます。

参 考 この手順中に別のコピーや切り取り操作を行うと、作業中のコピー内容は失われます。

■メッセージの削除

メッセージを削除する方法は、次のとおりです。［SYSTEM］種別のプロトコルのメッ
セージは削除できません。

1 削除するメッセージのアイコンを、送信メッセージまたは受信メッセージリスト
から選択します。複数のメッセージを選択する場合には、［Shift］キーを押しなが
ら別のメッセージを選択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］キーを押しながら選択
に追加するメッセージを指定します。

2 ツールバー上の削除アイコン  を左クリックするか、［Delete］キーを押します。
または、右クリックしポップアップメニューから［削除］を選びます。［編集］メニュー
から選ぶこともできます。

ツールバー上の切り取りアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［X］キーを押
して、メッセージを削除することもできます。右クリックして、ボップアップメ
ニューで［削除］を選ぶこともできます。［編集］メニューから［貼り付け］を選ぶこ
ともできます。ツールバー上で貼り付けアイコン  を選択するか、［Ctrl］+［V］
キーを押すと、最後に［切り取り］操作で削除されたメッセージを呼び戻せます。
貼り付けたメッセージはメッセージリストの最後に配置されます。

お願い いったん削除したメッセージは、元に戻せませんので、ご注意ください。
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9－4 受信マトリクスの新規作成

複数の受信メッセージが期待されていて、受信メッセージごとに次処理を変更させる場
合は、次の操作で受信マトリクスを設定します。

■受信マトリクスの新規作成

受信マトリクスを新規に作成する方法は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペースのプロトコルアイコン 、 または  を左ダブルク
リックし、受信マトリクスリストを選択します。またはプロジェクトウィンドウの
受信マトリクスリストアイコン  を左クリックして選択し反転させます。

2 プロジェクトワークスペースの受信マトリクスリストの位置、またはプロジェク
トウィンドウで右クリックし、ポップアップメニューで［新規作成］をポイントし、
［受信マトリクス］を選びます。［プロトコル］メニューから選ぶこともできます。

注：受信マトリクスは、各ステップから新規作成することはできません。受信マトリクス
リストで新規作成します。

■受信マトリクスケースの新規作成

受信マトリクスに新規の受信マトリクスケースを作成する方法は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペースの受信マトリクスリストアイコン  を左ダブルク
リックし、受信ケースを作成する受信マトリクスを選択します。またはプロジェク

トウィンドウの受信マトリクスアイコン  を左クリックし反転させます。

2 プロジェクトワークスペースの受信マトリクスの位置、またはプロジェクトウィ
ンドウで右クリックし、ポップアップメニューで［新規作成］をポイントし、［受信
マトリクスケース］をびます。［プロコトコル］メニューから選ぶこともできます。
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■受信マトリクスケースの受信メッセージの設定／新規作成／編集

受信メッセージを設定する方法は、次のとおりです。

1 プロジェクトウィンドウの受信マトリクスアイコン を左クリックします。

2 受信マトリクスケースの［受信メッセージ］フィールドを左クリックします。

3 既存の受信メッセージを設定したいときは、ドロップダウンリストから、指定し
たい受信メッセージ名を左クリックします。
受信メッセージを新規に作成するときは、［受信メッセージ］フィールドを右クリッ
クし、［新規メッセージ］を左クリックします。

設定した受信メッセージを編集するときは、［受信メッセージ］フィールドを右ク
リックし、［メッセージの編集］を左クリックします。

■受信マトリクスケースの次処理の設定

次処理を編集する操作は、次のとおりです。

1 プロジェクトウィンドウの受信マトリクスアイコン を左クリックします。

2 受信マトリクスケースの［次処理］フィールドを左クリックし、 を左クリックす
るか、[Enter］キーを押します。

［次処理］ダイアログボックスが表示されます。

3 ［ジャンプ］フィールドから次処理を選択します。［Goto］を選択した場合は、参照
するシーケンスのステップNo.を入力します。

4 設定する場合には［OK］ボタンを、操作を中止する場合には［キャンセル］ボタンを
選択します。
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9－5 受信マトリクスの編集

■受信マトリクス内の受信マトリクスケースの表示

受信マトリクス内の受信マトリクスケースを表示する方法は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペースのプロトコルリスト を左クリックして、プロジェク
トウィンドウにすべてのプロトコルを表示します。

2 受信マトリクスリスト の入ったプロトコルアイコン または  を左ダブルク

リックします。

3 受信マトリクスリストアイコン  を左ダブルクリックして、プロジェクトウィ

ンドウに受信マトリクスを表示させます。

4 受信マトリクスアイコン  を左ダブルクリックすると、プロジェクトウィンド

ウにそれぞれの受信マトリクスケースが表示されます。

■受信マトリクスケースのコピー

受信マトリクス内または受信マトリクス間で、受信マトリクスケースをコピーすること
ができます。受信マトリクスケースをコピーする操作は、次のとおりです。

1 コピーする受信マトリクスケースのアイコン を左クリックします。複数の受信

マトリクスケースを選択する場合には、［Shift］キーを押しながら別の受信マトリ
クスケースを選択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］キーを押しながら選択に追加
する受信マトリクスケースを追加します。

2 ツールバー上のコピーアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［C］キーを押し
ます。または、右クリックでポップアップメニューから［コピー］を選びます。［編
集］メニューから［コピー］を選ぶこともできます。

3 受信マトリクスケースを選択するか、プロジェクトウィンドウに表示させて貼り
付け先を指定します。

4 ツールバー上の貼り付けアイコン  を左クリックするか、［Ctrl］+［V］キーを押
します。または、右クリックでポップアップメニューから［貼り付け］を選びます。
［編集］メニューから［貼り付け］を選ぶこともできます。貼り付けられたケースは、
ケースNo.15を除く受信マトリクスケースリストの最後に配置されます。
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■受信マトリクスケースを移動させる

選択した受信マトリクスケースを移動すれば、受信マトリクスケースの順番を変更する
ことができます。受信マトリクスケースの順番を変更するには、以下のボタンを使いま
す。（「システム」種別のプロトコルの受信ケースリストは編集できません。）

受信マトリクスケースを選択して、ツールバー上の、上へアイコン  を使うと、受信
マトリクスケースが一つ上に移動します。右クリックして、ポップアップメニューで［移
動］をポイントして選ぶこともできます。

受信マトリクスケースを選択して、ツールバー上の、下へアイコン  を使うと、受信
マトリクスケースが一つ下に移動します。右クリックして、ポップアップメニューで［移
動］をポイントして選ぶこともできます。

受信マトリクスケースを選択して、ツールバー上の、最上段へアイコン  を使うと、
受信マトリクスケースはケースNo.00に移動します。右クリックして、ポップアップメ
ニューで［移動］をポイントして選ぶこともできます。
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10－1 デバイス（PLC）の構成

PLCアイコンの内容は、次のとおりです。

1．PLCは、対象PLC機種、パソコン－PLC間の通信設定、ボード／ユニットから成り
ます。

2．ボード／ユニットは、トレースメモリ1（A）、トレースメモリ2（B）、通信ポート1

（A）、通信ポート2（B）から成ります。

注：（ ）内は、SYSMACαの場合です。

：ユーザ設定�
：モニタ�

注：（　）内は、SYSMACαの場合です。�
　　また、ユニット0からユニットFはCS/CJ�
　　の場合だけです。�

対象PLC機種�
�
�
パソコン⇔PLC間通信設定�
�

［PLCアイコン］�

PLCメモリ　 PLC内のI/Oメモリのモニタ／編集�
�

I/Oテーブル I/Oテーブル作成／編集�
�

異常履歴       PLC内の異常履歴の表示�
�

トレースメモリ1(A)/2(B) トレースの開始、�
 読み出し�
�
通信ポート1(A)/2(B) ボードの通信ポート�
 の設定�
�

［ボード�
　アイコン］�

［ユニット0�
　アイコン］�

［ユニットF�
　アイコン］�

トレースメモリ1/2 トレースの開始、�
 読み出し�
�
通信ポート1/2 ユニット番号0の通信�
 ポートの設定�
�

トレースメモリ1/2 トレースの開始、�
 読み出し�
�
通信ポート1/2 ユニット番号Fの通信�
 ポートの設定�

�

■操作の概要

［PLC］メニュー、ツールバー、または、プロジェクトワークスペース（左枠）のPLCアイ
コン  を右クリックして表示されるポップアップメニューから選択することにより、
以下の操作が可能です。

1) パソコンとPLC間の通信設定

2) PLCとのオンライン接続とPLCの動作モードの変更

3) ボード／ユニット内のプロトコルの読み出し／表示

4) ボード／ユニットの通信ポートの設定・転送、トレースメモリの開始・読み出しが
可能です。

5) その他、I/Oテーブルの作成、PLC内のI／Oメモリのモニタ／編集、異常履歴の表示
が可能です。
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10－2 パソコン＜－＞PLC間の通信の設定

■接続方法の概要

対象PLCとの接続方法には、次の3種類の方法があります。

●PLCと直接接続する

ツールバスまたは上位リンクでPLCと接続します。

内蔵ポートを使用したPLCとの接続�

CPUユニット�

CX-Protocol

ツールバス、�
上位リンク、�
またはUSB�
CPUユニットがNJシリーズでは、�
USBまたはEthernet

シリアルコミュニケーションボード�
／ユニットを使用したPLCとの接続�

シリアルコミュニケーション�
ボード／ユニット�

CX-Protocol

上位リンク� CPUユニット�

●ネットワーク上のPLCと接続する

ツールバスまたは上位リンクで接続したPLCを介して、ネットワーク上のPLCに接続し
ます。

ゲートウェイ�

CX-Protocol

ツールバス�
または�
上位リンク�

ネットワーク�

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。

●モデム経由でPLCと接続する

モデムを使用し、電話回線を介してPLCと接続することができます。なお、モデム経由
で接続したPLCをゲートウェイとして、さらにネットワーク接続することも可能です。
設定方法については、10－4項を参照してください。

モデム�
モデム�

電話回線�

CX-Protocol

ツールバス�
または�
上位リンク�

ツールバス�
または�
上位リンク�

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。



10-4

10－ 2　パソコン＜－＞PLC間の通信の設定

通
信
シ
ス
テ
ム
設
定
と
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続

10

■PLCと直接接続する場合

●対象PLCのCPUユニット形式の設定

対象PLCの機種設定の方法は、次のとおりです。

1 PLCアイコン  を右クリックし、ポップアップメニューから［パソコン-PLC間
の通信設定］を選びます。または［PLC］メニューから［パソコン-PLC間の通信設定］
を選びます。

2 ［PLC機種］のドロップダウンリストより、PLCのシリーズを選択します。

3 ［設定］ボタンをクリックして形式などを設定します。

●パソコン←→PLC間の通信設定

1 上記操作でCPUユニットの形式を選択した後、[ネットワーク種別]のドロップダウ
ンリストでネットワーク種別を選択します。ここでは、例として［SYSMAC WAY］
を選びます。

2 右側の［設定］ボタンをクリックします。［ネットワークの設定］ダイアログボック
スが表示されます。
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3 通信条件を変更するときは、［ドライバ］タブをクリックします。ポート名、通信
速度、データ長、パリティ、ストップビットを設定します。

＊：この通信条件は、CPUユニット側のPLCシステム設定と一致させることが必要で
す。詳細は、使用するCPUユニットのユーザーズマニュアルを参照してください。

4 [OK]ボタンをクリックします。

注：SYSMACαとの接続時、ツールバス接続（Toolbus）にて1200ビット/sの設定は使用で
きません。
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■ネットワーク上の PLCと接続する

●概要
CX-Protocol では簡単な設定を行うことにより、パソコンと直接接続された PLC を経

由して、ネットワーク上の PLCとオンライン接続することができます。

ここでは、ネットワーク上の PLCと通信するための設定方法を説明します。

この設定を行うと、プロトコルの転送、通信ポート設定の転送、トレースなどすべての

オンライン機能が、ネットワーク上の PLC に装着されたボード／ユニットに対して使

用できます。

●設定方法
ここでは次に示すシステム例を使って、ネットワーク上の PLC と接続するための設定

方法を説明します。

CX-Protocolから「PLC000」を経由して、ネットワーク上の「PLC100」へオンライン

接続します。

ゲートウェイ�
PLCネーム：PLC000�
PLC機種：CS1H�
ノードアドレス：0

CX-Protocol PLCネーム：PLC100�
PLC機種：CS1G�
ノードアドレス：1

ツールバス�
または�
上位リンク�

ネットワーク（例：Controller Link）�

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。
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1 PLCネーム：PLC100、PLC機種：CS1G/CJ1Gとして、新規のプロジェクトを

作成します。CX-Protocolの［ファイル］メニューから、［新規作成］を左クリ

ック、またはツールバー上の新規作成アイコンを左クリックします。

2 ［PLC機種変更］と［ネットワークの設定［Toolbus］］ダイアログボックスを

以下のように設定します。

PLC100の設定

3 ［ツール］メニューで［CX-Net］を左クリックします。

ツールバス（または
上位リンク）接続を
選択します

このボタンをクリックすると次に
示す［ネットワークの設定］ダイ
アログボックスが表示されます。

自ネットワーク内の通信なので、
「0」を設定します。

ノードアドレス「1」を設定します。

通常はデフォルト設定を使用します。
2種類以上のネットワークを経由する
場合は、短いほうのフレーム長に合わ
せて設定します。

タイムアウトする場合は、レスポ
ンス監視時間を増やします。



10－2　パソコン＜－＞PLC間の通信の設定

10-8

10
通
信
シ
ス
テ
ム
設
定
と
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続

4 ［プロジェクト］メニューから［PLC追加］を選びます。［ネットワーク種別］

と［ネットワークの設定］を以下のように設定します。

PLC000の追加

5 CX-Net を閉じます。プロジェクトワークスペースの PLC アイコンを右クリッ

クし、ポップアップメニューから［パソコン-PLC 間の設定］を選びます。また

は［PLC］メニューから［パソコン-PLC間の設定］を選びます。

自ネットワーク内の通信なので、
「0」を設定します。

ノードアドレス「0」を設定します。
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6 ［PLC機種変更］ダイアログボックスの［ネットワーク種別］を「PLC000」に

変更します。

PLC100の設定変更

上記の設定により、「PLC000」がゲートウェイとなり、「PLC100」が対象 PLCとな

ります。オンライン接続する場合は、プロジェクトワークスペースの「PLC100」を右

クリックし、ポップアップメニューから［接続］を選ぶか、または［PLC］メニューか

ら［接続］を選びます。

CX-Net（PLCネットワークコンフィグレーションツール）は、オムロン PLCのネッ

トワークの構築、デバッグ、および運用を行うためのツールです。

以下のときに使用します。
・ネットワーク上の PLCとの接続
・ルーチングテーブルの設定
・データリンクテーブルの設定
・ネットワークサポートボード（NSB）の設定
・通信ユニットのソフトウェアスイッチの設定など

CX-Netの機能詳細については、CX-Netオペレーションマニュアル（SBCA-331）を

ご参照ください。

PLC000を経由する
設定とします。

参　考
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10－3 オンライン接続／モード変更の方法

■オンライン接続の方法

オンライン接続する方法は、次のとおりです。

1 PLCアイコン  を右クリックし、ポップアップメニューから［接続］を選びます。

または［PLC］メニューから［接続］を選びます。

2 オンライン接続できると、プロジェクトワークスペース（左枠）のPLCアイコンの横
にPLCの動作モード［運転］、［プログラム］、［モニタ］のいずれかが表示されます。

オンライン接続に失敗した場合は、次の画面が表示されます。通信設定などを見
直してください。

注1：NJシリーズコントローラで以下の設定をしている場合、接続できなくなることがあり
ます。設定内容を確認してください。
•Sysmac Studioの［構成・設定］-［コントローラ設定］-［内蔵EtherNet/IPポート

設定］-［FINS設定］で［FINS/UDP］を［使用しない］に設定している。
•Sysmac Studioの［構成・設定］-［コントローラ設定］-［内蔵EtherNet/IPポート

設定］-［FINS設定］で［FINS/TCP］を［使用しない］に設定している。
•Sysmac Studioの［構成・設定］-［コントローラ設定］-［内蔵EtherNet/IPポート

設定］-［TCP/IP設定］で［Packet Filter］を［する］に設定している。Packet 
Filter設定の詳細は、NJ/NXシリーズ CPUユニット 内蔵EtherNet/IPポート ユー
ザーズマニュアル(SBCD-377)の「Packet Filter」を参照。 

注2：次の操作を行うときは、パソコン－PLC間がオンライン接続されていなければなりま
せん。

•ボード／ユニットからの通信ポート設定の転送［PLC→パソコン］
•ボード／ユニットへの通信ポート設定の転送［パソコン→PLC］
•ボード／ユニットからのプロトコルの転送［PLC→パソコン］
•ボード／ユニットへのプロトコルの転送［パソコン→PLC］
•ボード／ユニット内のプロトコルリストの転送［PLC→パソコン］
•トレースの開始、停止、転送［PLC→パソコン］
•I/Oテーブルの作成
•I/Oメモリの表示／編集
•異常履歴表示
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■オフラインに切り替える方法

CX-Protocolをオンライン（プログラム、モニタ、または運転）からオフラインに切り替え
る方法は、次のとおりです。

1 PLCアイコン  を右クリックし、ポップアップメニューから［PLCとの接続断］
を選びます。または［PLC］メニューから［PLCとの接続断］を選びます。

■PLCの動作モードの変更

プロトコルまたは通信ポート設定の転送時は、PLCのモードを「プログラムモード」に変
更してください。変更の操作は、次のとおりです。

1 PLCアイコン  を右クリックし、［運転モード］を選択した後、モードを選びま
す。または［PLC］メニューから［運転モード］を選択した後、モードを選びます。

お願い 設備に影響がないことを確認してから、CPUユニットの動作モードを切り替えてくだ

さい。

お願い SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTとの同時オンライン接続について

CX-Protocolは、同一のPLCに対して、SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTと同時にオ
ンライン接続することはできません。

（１台のパソコンからの場合（接続通信ポートが同一の場合）も、複数台のパソコンから
の場合（接続通信ポートが別の場合）も、同一のPLCに対しては、同時にオンライン接続
することはできません。）

したがって、SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTを立ち上げてオンライン接続している
場合、SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTをオフラインにしてから、CX-Protocolをオ
ンライン接続してください。

SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTをオンライン接続したい場合は、CX-Protocolをオフラ
インにしてから、SYSMAC-CPTまたはSYSMAC-PSTをオンライン接続してください。
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パソコン（CX-Protocol）側の設定
・パソコン側モデムの設定（Windowsでの設定）
・パソコンとモデム間の接続
・CX-Protocol側の設定（電話番号の設定を含む）

10－4 モデム経由での接続

■概要

モデムを使用し電話回線を経由して、遠隔地の PLC（プログラマブルコントロー

ラ）にオンライン接続することができます。

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。

モデムを使用して遠隔地の PLC（プログラマブルコントローラ）とオンライン接

続するための設定手順は次のとおりです。

PLC（プログラマブルコントローラ）側の設定
・PLC側モデムの設定
・PLCとモデム間の接続
・PLCの接続ポートの設定

オンライン接続

ﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑ

モデムは、PLCの
ペリフェラルポート、
内蔵上位リンクポート、
シリアルコミュニケーションユニット
／ボード
に接続可能です。

さらに、モデムを接続した PLCをゲートウェイにして、
ネットワーク上の PLCに接続することも可能です。

電話回線

PLC側
モデム

パソコン側
モデム

　パソコン
（CX-Protocol）

PLCPLC
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以下の条件を満たすように設定してください。

・通信速度：PLC側の通信ポートと、パソコン側の通信ポートの通信速度を一致

させます。モデムの最高通信速度以下にしてください。

・シリアル通信モード：上位リンク（SYSWAY）またはツールバス

・通信条件：

　上位リンク時：データ長 7ビット、偶数パリティ、ストップビット 2

　　ツールバス時：データ長 8ビット、パリティなし、ストップビット 1

■PLC（プログラマブルコントローラ）側の設定

PLC（プログラマブルコントローラ）側モデムの設定

パソコンの通信ソフト（ターミナルソフト）を使って、PLC（プログラマブルコ

ントローラ）側に接続するモデムの設定を行います。以下の操作を行う前に、パ

ソコンとモデムを接続してください。

ここでは、OMRON製モデムME5614Eの例で操作方法を説明します。

1 モデムの電源を入れます。

2 パソコンの通信ソフトを起動します。

3 通信ソフトの通信速度および通信フォーマットを次のように設定します。

・ 通信速度を、PLC側の通信速度に合わせます。

・ 通信フォーマットを次のどちらかに設定します。

 上位リンク接続時 ：7ビット、偶数パリティ、2ストップビット

 ツールバス接続時 ：8ビット、パリティなし、1ストップビット

上記のように通信速度と通信フォーマットを設定して通信を行うと、OMRON製
モデム ME5614Eは、それらの設定を自動認識して記憶します。このような機能
がないモデムをご使用の場合は、ATコマンドで上記の通信速度および通信フォー
マットを設定してください。

4 以下に示すように ATコマンドを送信し、モデムを設定します。

例）ME5614Eの場合

AT&F［Enter］

ok
AT%C0¥N3&K3S0=1S30=60X4E0&D0&Y1［Enter］

ok
AT&W1［Enter］

ok
・［Enter］は、［Enter］キーを押すことを意味します。

・okは、モデムがコマンドを受け付けたことを示すレスポンスです。

お願い
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●上記例で使用した、ATコマンド、Sレジスタの意味
コマンド 機能 設定値

AT&F 工場出荷時設定に戻す

AT%C0 データ圧縮設定 データ圧縮なし

AT¥N3 エラー訂正設定 V.42オートリライアブルモード

AT&K3 フロー制御 フロー制御あり
SYSMACαでは、0（なし）に設定

ATS0=1 自動着信 あり（コール 1回）

ATS30=60 アボートタイマ (例：１分)

ATX4 通信速度表示 通信速度の表示、ビジー、ダイアルトー
ン検出

ATE0 コマンドエコー なし

AT&D0 ER信号制御 常時 ON動作

AT&Y1 電源 ON時の設定 電源 ON時プロファイル 1設定をロード

AT&W1 現在値エリアの内容を不揮発性メ
モリに保存

プロファイル 1として保存

PLC（プログラマブルコントローラ）とモデム間の接続

モデムの設定終了後、PLCとモデムを接続します。

下のケーブル例を参考にして、モデムと PLCを接続してください。

●内蔵上位リンクポート、シリアルコミュニケーションユニット／ボードと接続する場合

FG １

SD 2

RD 3

RS 4

CS 5

SG 7

DR 6

ER 20

ｺﾈｸﾀﾌｰﾄﾞFG

モデム側

FG１

SD2

RD3

RS4

CS5

SG9

DR7

ER8

ｺﾈｸﾀﾌｰﾄﾞFG

CS/CJ



10－4　モデム経由での接続

10-15

10
通
信
シ
ス
テ
ム
設
定
と
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続

●ペリフェラルポートと接続する場合
PLC のペリフェラルポートには、ペリフェラルインタフェース用ケーブル

（DOS/V用）を接続し、そのもう一方のコネクタにモデムとの接続ケーブルを接

続します。

ペリフェラルインタフェース用ケーブルについては、1－5項を参照してください。

ペリフェラルインタフェース用�
ケーブル（DOS/V用）�

作成する接続ケーブル�

PLC本体へ�モデムへ�

�

PLC（プログラマブルコントローラ）の接続ポートの設定

PLC本体用周辺ツール（CX-Programmerまたはプロコン）で、モデムを接続す

る PLC のポートの通信条件の設定を行います。設定後、モデムを接続する PLC

に直接オンライン接続し、設定を転送します。

以下に CS/CJ シリーズで CX-Programmer を使用した例を説明します。詳細は

CX-Programmerのオペレーションマニュアル（SBCA-337）を参照してください。

●内蔵上位リンクポートをモデムと接続する場合
次に示す、CX-Programmerの PLCシステム設定ウィンドウで上位リンクポート

の設定を行います。シリアル通信モードを上位リンク（SYSWAY）またはツール

バスに設定します。

CS/CJ シリーズの場合、ツールバスで接続するとき、通信速度の自動認識による

接続では、モデム経由での接続ができません。必ず PLCシステム設定の「ツール

バス」設定によって接続してください。

したがって、CS/CJシリーズCPUユニット前面のディップスイッチ SW5をOFF

（PLCシステム設定にしたがう）にして、かつ PLCシステム設定の RS-232Cポ

ートのシリアル通信モードを「ツールバス」に設定してください。

FG １

SD 2

RD 3

RS 4

CS 5

SG 7

DR 6

ER 20

ｺﾈｸﾀﾌｰﾄﾞFG

モデム側

FG１

SD2

RD3

RS4

CS5

SG9

DR7

ER8

ｺﾈｸﾀﾌｰﾄﾞFG

ペリフェラル側

Dサブ 25P（オス） Dサブ 9P（オス）
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●ペリフェラルポートをモデムと接続する場合
CX-ProgrammerのPLCシステム設定ウィンドウでペリフェラルポートの設定を

行います。設定方法は、上記の［上位リンクポート］タブの場合と同じです。

シリアル通信モードを上位リンク（SYSWAY）またはツールバスに設定します。

CS/CJ シリーズの場合、ツールバスで接続するとき、通信速度の自動認識による

接続では、モデム経由での接続ができません。必ず PLCシステム設定の「ツール

バス」設定によって接続してください。

したがって、CS/CJシリーズ CPUユニット前面のディップスイッチ SW4を ON

（PLC システム設定にしたがう）にして、かつ PLC システム設定のペリフェラ

ルポートのシリアル通信モードを「ツールバス」に設定してください。

SYSMACαシリーズの場合，ツールバスの通信速度の自動認識機能はありません。

●シリアルコミュニケーションユニット／ボード（ポート１・２）をモデムと接続する場合
CX-Programmer の I/O テーブルウィンドウで、シリアルコミュニケーションユ

ニットの通信ポートの設定を行います。シリアル通信モードを上位リンク

（SYSWAY）に設定します。

なお、シリアルコミュニケーションユニット／ボードの通信ポートの設定は、本

CX-Protocol によって設定して転送することも可能です。その場合、[通信ポート

編集]において、ボード／ユニットの[通信ポートの設定」ダイアログの[使用モー

ド]を「上位リンクモード」にして、PLCへ転送します。（10-6項、10-7項を参

照。）

シリアルコミュニケーションユニット／ボードでは、ツールバス接続は行えません。

参　考

参　考

ユーザ設定を選択すると、
通信条件の設定が可能にな
ります。

通信速度を選択します。
モデムの最高通信速度より小さく
なるように設定してください。

上位リンクの場合は、「7,2,E」、
ツールバスの場合は、「8,1,N」
を選択します。データ長、ストップ
ビット数、E：偶数パリティ、N：パ
リティなしを意味します。

ツールバス、または上位リンク
を選択します。
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●設定の転送方法
ポートの通信条件が終了したら、設定を PLC へ転送します。モデムを接続する

PLCへ直接オンライン接続したあと、次の方法で設定を転送してください。

CX-Programmerを使用する場合

・ PLCシステム設定ウィンドウで、［オプション］｜［転送［パソコン→PLC］］

を選びます。

・ I/O テーブルウィンドウで［オプション］｜［転送［パソコン→PLC］］

を選びます。

CX-Protocolを使用する場合

・[通信ポート編集]において、ボード／ユニットの[通信ポートの設定」ダイ

アログの[使用モード]を「上位リンクモード」にして、PLCへ転送します。

（10-6項、10-7項を参照。）

■パソコン（CX-Protocol）側の設定

パソコン側モデムの設定

パソコンに接続するモデムの設定を行います。ここでは、オムロン製モデム

（ME5614E、ME5614C）の例で設定方法を説明します。

●ME5614Eの場合

1 モデムをストレートケーブルでパソコンの COM1または COM2に接続しま

す。

2 パソコンの電源を入れます。

Windowsがモデムを認識し、ウィザードが表示されます。

3 ウィザードの指示どおりに設定します。

以上でパソコンでモデムを使用することができます。

●ME5614Cの場合

1 PLCカードスロットにモデムカードを挿入します。

2 パソコンの電源を入れます。

Windowsがモデムを認識し、ウィザードが表示されます。

3 ウィザードの指示どおりに設定します。

以上でパソコンでモデムを使用することができます。
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パソコンとモデム間の接続

パソコン（CX-Protocol）とモデムの間を、モデム付属の RS-232C ケーブルで接

続します。

CX-Protocol側の設定

1 CX-Protocolで、［PLC機種変更］ダイアログボックスを表示させます。

2 ［ネットワーク種別］選択ボックスで「SYSMAC WAY」（上位リンク）、
または「Toolbus」（ツールバス）を選びます。

3 ［ネットワーク種別］選択ボックスの右側にある［設定］ボタンをクリック
します。［ネットワークの設定］ダイアログボックスが表示されます。

4 ［ネットワーク］タブで接続相手先の PLCを指定します。
・ モデムを接続した PLCに接続する場合は、ネットワーク 0、ノード 0を設
定します（デフォルト値）。
・ モデムを接続した PLCから、さらにネットワーク接続する場合は、ネット
ワークアドレス、およびノードアドレスを設定します。ネットワーク接続
の詳細については、10－2項を参照してください。

5 ［モデム］タブで、モデムのドライバを選択、現在の所在地の選択、および
接続先の電話番号を設定します。

以降の操作で、モデム、および現在の所在地を設定します。

モデムのドライバを選択します。
クリックすると、手順 7

に示すダイアログボック
スが表示されます。

クリックすると、手順 11

に示すダイアログボック
スが表示されます
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6 ［モデム］選択ボックスの右側にある［設定］ボタンをクリックします。

次のような、モデムのプロパティを設定するダイアログボックスが表示され

ます。

7 ［情報］タブで、パソコンとモデム間の通信速度を設定します。

8 ［接続］タブで通信条件を設定します。

※ モデムの設定についてはこのダイアログボックスの設定が優先され、［ネ

ットワークの設定］ダイアログボックス（手順 5の画面）の［ドライバ］

タブの設定は無視されます。

パソコンとモデム間の通信速
度を設定します。
PLCの接続ポートで設定した
通信速度に合わせてください。

通信条件の設定方法
・ 上位リンク接続の場合
 7ビット、偶数パリティ、2ストッ
プビット

・ ツールバス接続の場合
 8ビット、パリティなし、1ストッ
プビット
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9 ［詳細設定］ボタンをクリックします。

［接続の詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。

10 エラー制御とフロー制御の設定を行います。次に示すとおりに設定してくだ

さい。

・［エラー制御を使う］：［データの圧縮］のみ選択

・［フロー制御を使う］：［ハードウェア(RTS/CTS)］を選択

・ 設定が終了したら、［OK］ボタンを 2 度クリックすることにより、［ネ

ットワークの設定］ダイアログボックスに戻ります。

11 ［コントロールパネル］の［電話とモデムのオプション］から［所在地情報］

を編集するダイアログを開きます。

CX-Protocol と接続するモデムの情報を設定します。接続するモデム、およ

び電話回線の種類に合わせて設定してください。

以上で、パソコン側の設定は終了です。

■オンライン接続する

1 CX-Protocolから、オンライン接続の操作を行います。

オートダイアルが実行され、モデム経由で遠隔地の PLCへオンライン接続さ

れます。
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10－5 I/Oテーブルの作成

CS/CJ シリーズのシリアルコミュニケーションユニットを、初めてベースユニットに装
着して使用する場合は、以下の手順でI/Oテーブルを作成してください。

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。

■I/Oテーブルの作成

お願い 初めてシリアルコミュニケーションユニットを装着してPLCの電源をONすると、CPU

ユニットのERR/ALM LEDが点滅します。オンライン接続すると［PLC異常］ウィンドウ

が表示されますが、無視して以下の手順でI/Oテーブルを作成してください。

I/Oテーブルが作成できると、ERR/ALM LEDは消灯しますので、［PLC異常］ウィンドウ

を閉じてください。

1 PLCとオンライン接続します。

2 PLCの動作モードを「プログラムモード」に変更します、

3 PLCアイコン  を右クリックし、ポップアップメニューから［I/Oテーブル］を
選択します。

4 ［オプション］メニューから［作成］を選択します。

5 I/Oテーブル作成後、CX-Protocolをいったんオフラインにしてから再びオンライ
ンにしてください。
CX-Protocolにシリアルコミュニケーションユニットの情報が読み込まれます。

その他のI/Oテーブルの機能については、「CX-Programmer　オペレーションマニュア
ル」（SBCA-337）を参照してください。
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10－6 ボード／ユニットの通信ポートの設定

ボード／ユニットの通信ポートの設定を行う操作は、次のとおりです。

1 プロジェクトワークスペース（左枠）のPLCアイコン  を左ダブルクリックしま
す。

2 プロジェクトウィンドウ（右枠）で通信ポートの設定を行うボード／ユニットのア
イコン（ 、または ）を左ダブルクリックします。またはプロジェクトワーク
スペース（左枠）でボード／ユニットのアイコンを左クリックします。

3 通信ポートアイコン  を左ダブルクリックします。または通信ポートアイコン
を右クリックし、ポップアップメニューから［通信ポート設定の編集］を選びます。
通信ポートアイコンを左クリックし、［PLC］メニューから選ぶこともできます。［通
信ポート設定]ダイアログボックスが表示されます。CS/CJシリーズの場合はポー
ト1/2、SYSMACαの場合はポートA/Bとなります。
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4 [使用モード]フィールドを「プロトコルマクロ」と設定します。

5 標準の通信条件とする場合は、 [通信速度／フレームフォーマット]フィールドの標
準設定チェックボックスをチェックのままにします。
標準以外の通信条件に変更する場合は、標準設定チェックボックスのチェックを
外し、通信速度、データ長、パリティ、ストップビットを設定します。

6 [OK]ボタンを左クリックして設定します。操作を中止するときには、［キャンセル］
ボタンを左クリックします。

参 考 CS/CJシリーズの場合、「使用モード」フィールドが「プロトコルマクロ」のとき通信速度

がプロトコルマクロの仕様（最高38400ビット/s）よりも速い速度を設定できますが、シ

ステム設定エラーとなり、デフォルト（9600ビット/s）で動作します。
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10－7 通信ポート設定をPLCへ転送する

■通信ポート設定をPLCへ転送する

ボード／ユニットの通信ポート設定をPLCへ転送する方法は、次のとおりです。

1 PLCとオンライン接続します。

2 PLCの動作モードを「プログラム」モードにします。

3 転送する通信ポートがあるボード／ユニットのアイコン、または通信ポートを左
クリックします。ボード／ユニットアイコンを選択した場合は、両方の通信ポート
設定を転送することになります。通信ポートを選択した場合は、選択した通信ポー
トの設定を転送します。

4 ツールバー上の、通信ポート設定の転送［パソコン→PLC］のアイコン  を左ク
リックします。または、右クリックし、ポップアップメニューから［通信ポート設
定の転送［パソコン→PLC］］を選びます。通信ポートを選択し、［PLC］メニューか
ら選ぶこともできます。

5 転送が完了すると、「通信ポート設定の転送［パソコン→PLC］が完了しました」と表
示されます。［OK］ボタンをクリックします。

お願い ・設備に影響がないことを確認してから、CPUユニットの動作モードを切り替えてくだ

さい。

・PLCへ通信ポート設定を転送するときは、 設備に影響がないことを確認してから実

行してください。

■通信ポート設定をPLCから読み出す

ボード／ユニットの通信ポート設定をPLCから読み出す方法は、次のとおりです。

1 PLCとオンライン接続します。

2 PLCの動作モードを「プログラム」モードにします。

3 読み出したい通信ポートがあるボード／ユニットのアイコン、または通信ポート
を左クリックします。ボード／ユニットアイコンを選択した場合は、両方の通信
ポート設定を読み出すことになります。通信ポートを選択した場合は、選択した通
信ポートの設定を読み出します。

4 ツールバー上の、通信ポート設定の転送［PLC→パソコン］のアイコン  を左ク

リックします。または、右クリックし、ポップアップメニューから［通信ポート設
定の転送［PLC→パソコン］］を選びます。通信ポートを選択し、［PLC］メニューか
ら選ぶこともできます。

5 転送が完了すると、「通信ポート設定の転送［PLC→パソコン］が完了しました」と表
示されます。［OK］ボタンをクリックします。
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参 考 前記の操作によって、CPUユニットの下記エリアを読み書きします。

CS/CJシリーズの場合

ボード： D32000～32009（ポート1）、DM32010～32019（ポート2）

ユニット：m～m+9（ポート1）、m+10～m+19（ポート2）

［m=D30000+100×ユニットNo.］（ユニットNo.0～F（15））

SYSMACαの場合
PLCシステム設定のDM6550～6654（ポートB）、DM6555～6559（ポートA）の内容

この操作は、PLC本体の周辺ツール、12-2「PLCメモリウィンドウの概要」で設定するこ

とも可能です。
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第11章

プロトコルの転送・印刷
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11－1 パソコンとボード／ユニット間のプロトコルデータの転送／読み出し

■パソコンからボード／ユニットへプロトコルを転送する

注意
他ノードへプロトコルを転送するときや、I/Oメモリを変更する操作を
するときは、変更先ノードの安全を確認してから行ってください。

けがをする恐れがあります。

お願い ・設備に影響がないことを確認してから、CPUユニットの動作モードを切り替えてくだ

さい。

・作成したユーザプロトコルは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してください。

パソコンからボード／ユニットへプロトコルを転送する操作は、次のとおりです。

1 PLCとオンライン接続し、PLCの動作モードを「プログラムモード」にします。

2 プロジェクトワークスペース（左枠）でプロトコルリストアイコン  を左ダブル

クリックします。プロジェクトウィンドウ（右枠）にプロトコルが表示されます

3 転送するプロトコルを選択します。複数のプロトコルを選択する場合には、［Shift］
キーを押しながら別のプロトコルを選択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］キーを
押しながら選択に追加するプロトコルを指定します。

4 ［プロトコル］メニューから［プロトコルの転送［パソコン→PLC］］を選びます。また

は、ツールバー上のプロトコルの転送アイコン  を左クリックします。［プロト

コルのコンパイル/転送［パソコン→PLC］］のダイアログボックスが表示されます。

注：ボード／ユニットへプロトコルを転送する操作は、プロトコルを選択した後に行って
ください。
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5 転送する前に、プロトコル保護のためパスワードを付けることができます。［パス
ワードによるプロテクト］チェックボックスをチェックして、パスワードプロテク
トを有効にします。［パスワード］フィールドにパスワード（8文字まで）を入力し、
［パスワード確認］フィールドにも同じパスワードを入力します。

6 ソースコードを付加する場合は、［ソースコードを付加する］をチェックします。
ソースコードを付加しない場合は、ボード／ユニットへ転送するデータ量は少な
くてすみますが、プロトコルデータの読み出し［PLC→パソコン］時、読み出された
データが異なります。11-5ページの「お願い」を参照してください。

7 ［コンパイル］ボタンを左クリックします。コンパイル時のエラー、警告等はアウ
トプットウィンドウ（画面左下）に表示されます。

8 コンパイルが正常に終了すると、［転送］ボタンがアクティブになりますので、左
クリックします。転送中は、ステータスバーにインジケータが表示されます。転送
中に［転送中断］ボタンをクリックすると、転送を中断します。

9 転送が終了すると、「転送完了しました」と表示されます。［OK］ボタンをクリック
します。

10 ［プロトコルのコンパイル/転送］ダイアログを閉じます。

■ボード／ユニット内のプロトコルを表示する

ボード／ユニット内のプロトコルデータを表示する操作は、次のとおりです。

1 PLCとオンライン接続します。

2 PLCアイコン  を左ダブルクリックします。

3 プロジェクトワークスペース（左枠）またはプロジェクトウィンドウ（右枠）のボー
ド／ユニットアイコンを左クリックしてから、右クリックし、ポップアップメ
ニューから［プロトコルリストの転送［PLC→パソコン］］ を選びます。

トレース、通信ポート、プロトコルリストがプロジェクトウィンドウに表示され
ます。
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■ボード／ユニットからパソコンへプロトコルを読み出す

ボード／ユニットからパソコンへプロトコルを読み出す操作は、次のとおりです。

1 PLCとオンライン接続します。

2 PLCアイコン  を左ダブルクリックします。

3 プロジェクトワークスペース（左枠）またはプロジェクトウィンドウ（右枠）のボー
ド／ユニットアイコンを左クリックしてから、右クリックして、ポップアップメ
ニューから［プロトコルの転送［PLC→パソコン］］を選びます。または、プロトコル

転送［PLC→パソコン］アイコン  を左クリックします。
プロトコルデータがパスワード保護付きで転送されている場合は、読み出す前に
パスワードを入力する必要があります。

ステータスバーに、転送中のメッセージとインジケータが表示されます。

読み出しが完了すると、「プロトコルの読み出し処理完了」と表示されます。［OK］
ボタンをクリックします。

読み出されたプロトコルは、プロジェクトワークスペース（左枠）に、「PMSUより
読み出されたプロトコル」の後に読み出されたときの日付と時間が付加されて表示
されます。
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お願い ボード／ユニットからパソコンへプロトコルを読み出すと、プロトコルデータにソース

コードが付加されていない場合、伝送制御パラメータの定数、メッセージの各項目のデー

タ形式に定数制御コード、ASCII形式定数を使用しているとき、その部分が以下のよう

に表示されますので、ご注意ください。

ソースコード付加の指定 ソースコードを付加する ソースコードを付加しない
要素

プロトコル名 転送［パソコン→PLC］時と同じ 転送［パソコン→PLC］時と同じ

シーケンス名 転送［パソコン→PLC］時と同じ 自動で割り付けられる
NewSequence1、NewSequence2など

送信メッセージ名 転送［パソコン→PLC］時と同じ 自動で割り付けられる
SD（0）_1、SD（1）_1など

受信メッセージ名 転送［パソコン→PLC］時と同じ 自動で割り付けられる
RV（2）_1、RV（3）_1など

受信マトリクス名 転送［パソコン→PLC］時と同じ 自動で割り付けられる
Matrix、Matrix1など

メッセージ中の定数の属性 転送［パソコン→PLC］時と同じ 自動で割り付けられる

00Hex～1FHex →制御コード

　　例：00Hex→NUL

　　　　1FHex→US

20Hex～7EHex →ASCII形式

　　例："＠"→"＠"

　　　　［31］→"1"

7FHex →制御コード

　　例：［7F］→DEL

　　　　DEL→DEL

80Hex～FFHex →Hex形式

　　例：［80］→［80］

　　　　［FF］→［80］
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■ボード／ユニット内のプロトコルと照合する

本機能では、ボード／ユニット単位で各ボード／ユニット内のプロトコルとの照合を実
施します。

なお、同時に複数のボード／ユニットとの照合を行うことが可能です。

ボード／ユニット内のプロトコルと照合する操作は、次のとおりです。

1 PLCとオンライン接続します。

2 プロジェクトワークスペース（左枠）でプロトコルリストアイコン  を左ダブル
クリックします。プロジェクトウィンドウ（右枠）にプロトコルが表示されます。

3 照合対象とするボード／ユニットをターゲットとして指定しているプロトコルを
選択します。複数のプロトコルを選択する場合には、［Shift］キーを押しながら
別プロトコルを選択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］キーを押しながら選択に
追加するプロトコルを指定します。
ここで、同時に複数のボード／ユニットを対象として選択することが可能です。

注：照合対象とするボード／ユニットに含まれるプロトコルをすべて選択してください。
ボード/ユニット内に含まれているプロトコルと数が一致しない場合には照合で不一
致となります。

4 ［プロトコル］メニューから［プロトコルの照合［パソコン－PLC］］を選びます。また
は、ツールバー上のプロトコルの照合アイコン  を左クリックします。［プロ
トコルのコンパイル/照合［パソコン-PLC］］のダイアログボックスが表示されます。

注：ボード／ユニット内のプロトコルを照合する操作は、プロトコルを選択した後に行っ
てください。

5 照合対象のボード／ユニットに前回、ソースコードを付加して転送［パソコン→
PLC］を実施している場合は、［ソースコードを付加する］をチェックします。

6 [コンパイル]ボタンを左クリックします。コンパイル時のエラー、警告等はアウト
プットウィンドウ（画面左下）に表示されます。

7 コンパイルが正常に終了すると、［照合］ボタンがアクティブになりますので、左
クリックします。照合のためにボード／ユニットからプロトコルの読み出しを実施
します。読み出し中は、ステータスバーにインジケータが表示されます。
読み出し中に［転送中断］ボタンをクリックすると、照合を中断します。
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8 照合が完了すると、［照合結果］のダイアログに各ボード/ユニットの照合結果が表
示されます。

照合不一致の原因は以下のとおりです。

原因 対応策

［ソースコードを付加する］をチェックして照合 ［ソースコードを付加する］のチェックをはずし
を実施したが、ボード／ユニット内のプロトコ て、再度手順6以降を実施する。
ルにはソースコードが付加されていない。

［ソースコードを付加する］をチェックせずに照 ［ソースコードを付加する］をチェックして、再
合を実施したが、ボード／ユニット内のプロト 度手順6以降を実施する。
コルにはソースコードが付加されている。

手順3で選択したプロトコルとボード／ユニット “■ボード／ユニット内のプロトコルを表示する”
内に含まれているプロトコルの数が異なる。 を実施し、ボード／ユニット内のプロトコルと

手順3で選択したプロトコルが一致しているか確
認する。

手順３で選択したプロトコルとボード／ユニッ “■ボード／ユニット内のプロトコルを表示する”
ト内に含まれているプロトコル(名称)が異なる。 を実施し、ボード／ユニット内のプロトコルと

手順3で選択したプロトコルが一致しているか確
認する。

プロトコル内のシーケンス、ステップ、メッセ “■ボード／ユニットからパソコンへプロトコル
ージが異なる。 を読み出す”を実施し、読み出されたプロトコル

のシーケンス、ステップ、メッセージを確認す
る。
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11－2 プロトコルの印刷

プロトコルをプロトコル単位で印刷することができます。次の内容が次の順で印刷され
ます。

1 シーケンスNo. 、シーケンス名、シーケンス単位の設定内容

2 全ステップの設定内容（表組み）

3 送／受信メッセージ名、メッセージ設定内容

4 受信マトリクス名、受信マトリクスケース内容

■プリンタの設定

プリンタの設定は、［プリンタの設定］ダイアログボックスで行います。CX-Protocolで
プリンタを設定する操作は、次のとおりです。

1 ［ファイル］メニューから、［プリンタの設定］を選択します。

2 ［プリンタの設定］ダイアログボックスが表示されます。
［名前］のドロップダウンリストからプリンタを選択します。［プロパティ］ボタン
を使って、プリンタの設定をします。

3 ［用紙］フィールドの［サイズ］のドロップダウンリストから用紙サイズを選択しま
す。

4 ［給紙方法］のドロップダウンリストから給紙方法を選択します。

5 ［印刷の向き］フィールドで、縦または横を選択します。

6 ［OK］ボタンを左クリックして設定します。操作を中止するときには、［キャンセ
ル］ ボタンを左クリックします。
プリンタ設定内容については、各プリンタの取扱説明書を参照してください。

■プロトコルの印刷

プロトコルを印刷する操作は、次のとおりです。

1 プロトコルリストアイコンを左ダブルクリックし、プロジェクトウィンドウ（右枠）
にプロトコルリストを表示させます。

2 印刷するプロトコルを選択します。複数のプロトコルを選択し印刷する場合には、
［Shift］キーを押しながら別のプロトコルを選択して選択範囲を拡大するか、［Ctrl］
キーを押しながら選択に追加するプロトコルを指定します。

3  印刷イメージを確認したい場合は、右クリックして、ポップアップメニューで［印
刷］から［印刷プレビュー］を選ぶと、プレビューのウィンドウが表示され、任意に
プロトコルをプレビューできます。［ファイル］メニューから選ぶこともできます。
アクセスできる機能は次のとおりです。
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・［次ページ］ボタンまたは［前ページ］ボタンを押すと、印刷ページをめくれます。

・［2ページ］ボタンを押すと、一度に2ぺージ分の印刷を見ることができます。こ
のボタンはその後［1ページ］ボタンに変わります。

・［ズームイン］ボタンと［ズームアウト］ボタンを選択すると、印刷イメージを拡大
／縮小できます。

・［閉じる］ボタンを押すと、ダイアログボックスが閉じます。

・［印刷］ボタンを押すと、次の手順4に示す［印刷］ダイアログが表示されます。プ
リンタ名、印刷範囲、印刷部数を指定をした後、印刷する場合は、［OK］ボタン
をクリックします。）

4 右クリックし、ポップアップメニューで［印刷］から［印刷］を選択します、または

ツールバー上の印刷アイコン  を左クリックします。［ファイル］メニューから

選びこともできます。

5 印刷ダイアログが表示されます。プリンタ名、印刷範囲、印刷部数を設定します。
印刷を開始するときは、［OK］ボタンを押します。

6 印刷が開始されます。
プロトコルの印刷の例は、次のとおりです。
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参 考 メッセージデータの長さによっては、印刷時の枠からはみ出ることがあります。このよ

うな場合は、［ファイル］メニューから［プリンタの設定］を選択して、印刷の向きを横に

するか、ご使用のプリンタの種類を変更してください。
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11－3 PST/PSSファイルをインポートする

CX-Protocolでは、SYSMAC-PSTとPSS(DOS版のプロトコルサポートソフト)のファイ
ルデータをインポートすることが可能です。ただし、インポートしたPSSファイルをCX-

Protocolで編集することはできません。いったん、プロジェクトにコピーしてから編集
することが必要です。 （コピー操作はPSTプロジェクトファイル、PSSプロトコルファ
イルだけ可能です。）

次のタイプのファイルをインポート可能です。

PSSファイルの種類 内　　容 ファイル拡張子

PSTプロジェクトファイル SYSMAC-PSTのプロジェクトファイル ＊.psw

PSSシステム設定ファイル PSSのコミュニケーションボードの通信ポートA,B ＊.pts
の設定データのファイル

PSSプロトコルファイル PSSのプロトコルデータのみのファイル ＊.pt1

PSSトレースデータファイル PSS、またはSYSMAC-PSTのトレースデータのみのファイル ＊.ptr

SYSMAC-PSTのプロジェクトファイルをインポートする操作は、次のとおりです。

1 ［ファイル］メニューで［開く］を選択するか、ツールバー上で開くアイコン  を

左クリックします。または、［Ctrl］＋［O］キーを押します。

2 ［開く］ダイアログボックスが表示されます。
［開く］ダイアログボックスの一覧からSYSMAC-PSTのプロジェクトファイルを選
択します。

3 ［開く］ボタンを右クリックするか、選択したプロジェクトを左ダブルクリックす
ると、SYSMAC-PSTのプロジェクトファイルをCX-Protocolで編集可能なファイル
に変換します。「旧バージョンのファイルを変換します」と表示されますので、［OK］
ボタンをクリックします。

4 インポートするSYSMAC-PSTのプロジェクトファイルにPLC機種の設定がない場
合は、対応PLC機種と通信仕様を設定して、［OK］ボタンをクリックします。
CX-Protocolで編集することができます。プロトコルの属性は［α］プロトコルにな
ります。
プロトコルの属性については、「11－4　CS/CJプロトコルとαプロトコルについ
て」を参照してください。

お願い インポートしたファイルを保存する場合、［保存］をクリックすると、CX-Protocolのファ

イルとして保存しますので、一度保存すると、SYSMAC-PSTでは読み出せなくなりま

す。したがって、もとのファイルをSYSMAC-PSTのプロジェクトファイルとして保管

しておきたいときは、［名前を付けて保存］を選び、別の名前で保存するようにしてくだ

さい。

［保存］の場合は、確認のダイアログボックスが表示されます。上書きしてよい場合は、

［OK］ボタンをクリックしてください。
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PSSファイルからデータをインポートする操作は、次のとおりです。

1 ［ファイル］メニューで［開く］を選択するか、ツールバー上で開くアイコン  を

左クリックします。または、［Ctrl］＋［O］キーを押します。

2 ［開く］ダイアログボックスが表示されます。
 ［ファイルの種類］のドロップダウンリストボックスからファイルの種類を選択し
ます。

3 PSSファイルを、［開く］ダイアログの一覧から選択します。［ファイルの場所］のド
ロップダウンから別のフォルダを選択すると、現行のフォルダを変更できます。

4 ［開く］ボタンを左クリックするか、選択したファイルを左ダブルクリックしてそ
のファイルを開きます。プロジェクトウィンドウ（右枠）にPSSファイルの内容が表
示されます。

このままでは、CX-Protocolで編集できません。一度コピーして、別のプロジェク
トウィンドウで貼り付けを実行すると編集可能となります。

参 考 PSSシステム設定ファイルからインポートしてきた設定データは、CX-Protoclプロジェ

クトの通信ポートへのコピーはできません。
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11－4 CS/CJプロトコルとαプロトコルについて

CS/CJシリーズPLC用のプロトコルマクロをCS/CJプロトコル、SYMACαシリーズPLC

のプロトコルマクロをαプロトコルと呼びます。CX-Protocolでは、SYSMAC-PSTで作
成したαプロトコルをCS/CJで使用できるようにするため、CS/CJシリーズ用ボード／
ユニットへダウンロードすることができます。その際、I/OメモリエリアはCS/CJシリー
ズ用に変換されます。同様に、CS/CJプロトコルをSYSMACα用コミュニケーション
ボードで使用できるように、I/Oメモリエリアを変換してダウンロードすることも可能
です。

CX-Protocolでは、プロジェクトファイルを新規に作成するときに、CS/CJプロトコルま
たはαプロトコルを選択することができます。
CS/CJプロトコルとαプロトコルでは、使用できるコマンド、I/Oメモリエリアの指定
の違いがありますので、プロトコルをダウンロードする際は、次の点に留意してくださ
い。

CX-Protocolの標準搭載システムプロトコルはCS/CJプロトコルを搭載しています。

■プロトコルのダウンロード

●αプロトコルをCS/CJシリーズ用（CS/CJプロトコル）のボード／ユニットへ転送す
る場合

αプロトコルをCS/CJシリーズ用のシリアルコミュニケーションボード／ユニットへ転
送する場合は、PLC機種をCS/CJシリーズに設定し、転送するプロトコルの［ターゲッ
ト］をCS/CJシリーズ用のボード／ユニットに指定することでプロトコルを転送するこ
とができます。

ただし、I/OメモリエリアはCS/CJシリーズ用に変換されます。変換内容は、下記の「■
I/Oメモリエリアの変換について」を参照してください。

αプロトコルをCS/CJプロトコルとして使用する場合は、EM（拡張データメモリ）に制
限がありますので、初めからCS/CJプロトコルとして作成することをお勧めします。

●CS/CJプロトコルをSYSMACα用（αプロトコル）のボードへ転送する場合

CS/CJプロトコルをSYSMACαのコミュニケーションボードへ転送する場合は、PLC機
種をSYSMACαシリーズに設定し、転送するプロトコルの［ターゲット］を［コミュニケー
ションボード］に指定することで、プロトコルを転送することができます。ただし、I/O

メモリエリアはSYSMACα用に変換されます。変換内容は、「I/Oメモリエリアの変換に
ついて」を参照してください。

CS/CJプロトコルをαプロトコルとして使用する場合は、コマンド、I/Oメモリエリア等
に制限がありますので、始めからαプロトコルとして作成することをお勧めします。
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■I/Oメモリエリアの変換について

CS/CJプロトコルからαプロトコルへ、またはαプロトコルからCS/CJプロトコルへ変
換する場合、I/Oメモリエリアが次のように変換されます。

CS/CJプロトコル ⇔ αプロトコル

H（保持リレー） HR（保持リレー）

W（内部補助リレー） LR（リンクリレー）

A（特殊補助リレー） AR（補助記憶リレー）

D（データメモリ） DM（データメモリ）

E（拡張データメモリ） EM（拡張データメモリ）

CS/CJプロトコルをαプロトコルに変換する場合、CS/CJプロトコル専用のコマンド
（Wait、Flush、Open、Close）、チェックコード（LRC2、SUM1（1バイト/2バイト））が
使用されている場合は、コンパイル時エラーとなりますので、これらのデータを使用し
ないプロトコルを作成してください。また、使用しているI/OメモリエリアがSYSMAC

αシリーズのI/Oメモリエリアの範囲を超える場合も同様にエラーとなりますので、プ
ロトコルを修正してください。

■αプロトコルをCS/CJプロトコルに変換する

αプロトコルをCS/CJシリーズ用ボード／ユニットへソース情報付きでダウンロードし、
その後アップロードすると、CS/CJプロトコルの属性に変わります。

シリアルコミュニケーション�
ボード／ユニット�

CX-Protocol

①αプロトコルをダウンロード�
  （ソースコード付き）�

②アップロード�
  （CS/CJプロトコルに変わります）�

CPUユニット�
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12－1 送受信メッセージのトレース

ボード／ユニットが外部機器と送受信したメッセージの時系列データを、CX-Protocol

では、SYSMACαの場合670文字（キャラクタ）、CS/CJシリーズの場合1700文字（キャ
ラクタ）までトレースすることができます（シリアル伝送路上の目に見えないデータの流
れを確認することができます）。

実際に、どのステップNo.でどんなメッセージが伝送（送信／受信）されていたかを確認
し、それが、設定したシーケンス内容のとおりか否かを確認できます。また、トレース
結果データは、プロジェクトファイルに保存、印刷することも可能です。

トレースできる内容は、次のとおりです。

データ種類 表示内容

送信メッセージ　　文字列表示 送信メッセージ＋受信メッセージを
SYSMACα：最大670文字／

HEXデータ表示 CS/CJシリーズ：最大1700文字まで記憶し、表示します。

文字列表示

HEXデータ表示

シーケンスNo. 0～999（CS/CJのみ）

ステップNo. 0～15

制御信号 RS信号，CS信号， ER信号， DR信号のON／OFF遷移

通信エラー パリティエラー（P）、フレーミングエラー（F）、オーバーランエラー（O）　（CS/CJシリーズのみ）

CS/CJシリーズのトレース画面

SYSMACαのトレース画面
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・データは左から右に、時間が経過します。左端がトレース開始点です。

・最上段の数字は、10バイト単位の区切りを示します。

・送信メッセージが上段に、受信メッセージが下段に表示されます。ともに、ASCII文
字の下に、HEXが表示されます。

・実行ステップNo.が表示されます。 （SYSMACαの場合、受信メッセージにエラーが
発生した場合、ステップNo.に"e"または"f "が表示されます。）

・RS、CS、ER、DR信号は点線のベースラインから上は赤で、下は青になります。

・CS/CJシリーズでは、上記のトレースに加えてトレースNo.／実行シーケンスNo.／通
信エラーが表示されます。トレースNo.は、シーケンスNo.の切替時点で値が変わりま
す。

通信エラーが発生したときは、通信エラーにP、F、またはOが表示されます。

注1：制御信号のON／OFF状態は正確にはサンプリングされません。結果はあくまでも参考
としてご使用ください。

　　 RS、CS、ER、DR信号のON／OFF状態は、送受信データの1文字が送信または受信さ
れるとサンプリング開始されます。データ送受信のない信号のみの変更や、1文字の送
受信中の信号の変更は、サンプリングされません。

　　 CSとDR信号のON／OFF状態は、受信メッセージの受信完了データの前と後では異な
ることがあります。

注2： CS/CJシリーズの場合、シーケンスが実行されていない状態でメッセージを受信した
ときは、シーケンスNo.／ステップNo.が”－”で表示されます。

注3： CS/CJシリーズの場合、19200ビット/s以上でトレースを行うとき、シーケンスNo.／
ステップNo.の表示位置が前後したり、”－”で表示されることがあります。これは、ト
レース機能のデータ収集性能によるものです。
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■トレース方法

トレース方法には、次の2つがあります。

●連続トレース

トレースの実行が停止されるまで続きます。トレース中にボード／ユニットのトレース
バッファが一杯になると、最も古いデータから廃棄していきます。

●ワンショットトレース

ボード／ユニットのトレースバッファが一杯になると、トレースは終了します。トレー
スの開始点からの全データがトレースバッファ内に残ります。

■トレース関連ビット

下記の表にトレース関連のフラグを示します。

●CS/CJシリーズの場合
n＝1500＋25×ユニット番号（CH）

フラグ ポート アドレス 状　　態

連続トレーススタート ポート1 190001 連続トレースは、このビットの立上りエッジ
／ストップスイッチ nCHビット01 で開始し、立下りエッジで終了します。

ポート2 190009
ショットトレース中、このビットは無効です。

nCHビット09

ショットトレース スタ ポート1 190002 ショットトレースはこのビットの立上りエッ
ート／ストップスイッチ nCHビット02 ジで開始し、立下りエッジで終了します。

ポート2 190010
連続トレース中、このビットは無効です。

nCHビット10

トレース実行中フラグ ポート1 190912 ON：連続トレースまたはショットトレース実行中。
n+9CHビット12 OFF：トレース停止中

ポート2 191912
注：ショットトレースは、ショットトレース

n+19CHビット12
　　スタート／ストップフラグがまだONの
　　場合でも、バッファがいっぱいになる　
　　と、トレースを停止します。

●SYSMACαの場合

フラグ ポート アドレス 状　　態

連続トレーススタート ポートA 28902 連続トレースは、このビットの立上りエッジ
／ストップスイッチ で開始し、立下りエッジで終了します。

ポートB 28903
ショットトレース中、このビットは無効です。

ショットトレース スタ ポートA 28904 ショットトレースはこのビットの立上りエッ
ート／ストップスイッチ ジで開始し、立下りエッジで終了します。

ポートB 28905
連続トレース中、このビットは無効です。

トレース実行中フラグ ポートA 28600 ON：連続トレースまたはショットトレース実行中。

ポートB 28601
OFF：トレース停止中
注：ショットトレースは、ショットトレース
　　スタート／ストップフラグがまだONの
　　場合でも、バッファがいっぱいになる　
　　と、トレースを停止します。
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■トレースの開始／停止

トレースを開始／停止させるには、次の操作を行います。

1 PLCとオンライン接続し、PLCの動作モードを「モニタモード」にします。

2 PLCアイコン  を左ダブルクリックします。

3 プロジェクトワークスペース（左枠）でトレースしたい通信ポートのボード／ユニッ
トアイコンを左クリックするか、プロジェクトウィンドウ（右枠）でボード／ユニッ
トアイコンを左ダブルクリックします。

4 CS/CJシリーズの場合は［トレース1］または［トレース2］、SYSMACαの場合［ト
レースA］または［トレースB］のアイコンを左クリックし選択し、右クリックしてポッ
プアップメニューから［トレースの開始］をポイントし、サブメニューの［連続トレー

ス］または［ワンショットトレース］を選択します。または、ツールバー上で連続ト

レース   開始またはワンショットトレース開始アイコン  を左クリックしま
す。［PLC］メニューから選ぶこともできます。

 ［状態］フィールドに、コミュニケーションボードのトレースの実行状況が表示さ
れます。トレースの実行が開始されると、「連続トレース実行中」または「ワンショッ
トトレース実行中」と表示されます。トレース停止中は、「トレース停止中」と表示
されます。

5 トレースを停止するには、CS/CJシリーズの場合は［トレース1］または［トレース2］、
SYSMACαの場合［トレースA］または［トレースB］のアイコンを左クリックし選択
し、右クリックして、ポップアップメニューから［トレースの停止］を選びます。ま
たは、ツールバー上でトレース停止アイコン  を左クリックします。［PLC］メ
ニューから選ぶこともできます。

■ボード／ユニットからのトレースデータの読み出し

ボード／ユニットのバッファ内のトレースデータを、プロジェクトへ読み出すことがで
きます。トレースデータを読み出す操作は、次のとおりです。

1 PLCとオンライン接続し、PLCの動作モードを「モニタモード」または「プログラム
モード」にします。

2 PLCアイコン  を左ダブルクリックします。

3 プロジェクトワークスペース（左枠）でトレースしたい通信ポートのボード／ユニッ
トアイコンを左クリックするか、プロジェクトウィンドウ（右枠）でボード／ユニッ
トアイコンを左ダブルクリックします。

4 CS/CJシリーズの場合は［トレース1］または［トレース2］、SYSMACαの場合［ト
レースA］または［トレースB］のアイコンを左クリックし選択し、右クリックしてポッ
プアップメニューから［トレースの転送［PLC→パソコン］］を選択します。または
ツールバー上でトレースの転送［PLC→パソコン］アイコン   を左クリックしま
す。［PLC］メニューから選ぶこともできます。
読み出されたトレースデータが画面に表示されます。表示されたトレースを左右
に移動させる場合、ウィンドウ下のスクロールバーを使用します。
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■プロジェクトファイルへトレースを追加し保存

読み出したトレースは、プロジェクトファイルの一部として保存できます。プロジェク
トファイルにトレースを追加する操作は、次のとおりです。

1 前記「ボード／ユニットからのトレースデータの読み出し」の説明に従って、トレー
スデータをボード／ユニットから読み出します。

2 トレースが表示されます。読み出されたトレースデータは自動的にプロジェクト
に追加されます。

3 ［ファイル］メニューから、［上書き保存］または［名前を付けて保存］で、プロジェ
クトファイル（*.psw）として、保存します。

以下の操作で、トレースのプロパティに説明を追加することができます。

1 トレース表示上で右クリックし、ポップアップメニューから［プロパティ］を選択
します。［トレースのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

2 トレースの内容の説明を入力し、［OK］ボタンを左クリックします。［キャンセル］
ボタンを左クリックすると、操作は中止されます。

■トレースデータの呼び出し

プロジェクトファイルまたはトレースデータファイルから、トレースデータを呼び出せ
ます。

●プロジェクト内のトレースリストからのトレースの呼び出し

プロジェクトファイル内のトレースリストからトレースデータを呼び出すには、次の操
作を行います。

1 プロジェクトアイコンを左クリックして、トレースリストを表示させます。

2 トレースリストのアイコンを左クリックします。

3 トレースリスト内の表示させたいトレースを左ダブルクリックします。

●既存のPSSトレースデータファイルの呼び出し

既存のPSSトレースデータファイルを開くには、次の操作を行います。なお、ファイル
から呼出したトレースデータは、プロジェクトに追加できません。

1 ［ファイル］メニューで［開く］を選択するか、ツールバー上の開くアイコンを左ク
リックします。

2 ［開く］ダイアログボックスが表示されます。
 ［ファイルの種類］のフィールドが［トレースデータファイル（*.ptr）］であることを
確認します。［ファイルの場所］のドロップダウンリストから別のフォルダを選択
すると、現行のフォルダを変更できます。

3 ［開く］ボタンを左クリックするか、選択したトレースファイルを左ダブルクリッ
クします。［キャンセル］ボタンを左クリックすると、操作は中止されます。
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■トレースデータの印刷

CX-Protocolからトレースを直接印刷できます。トレースを印刷する操作は、次のとおり
です。

1 トレースリストアイコンを左ダブルクリックして、プロジェクトウィンドウ（右枠）
にトレースリストを表示させます。

2 トレース1つを左ダブルクリックし、表示させます。

3 トレースの印刷イメージを確認したい場合は、メニューバーの［ファイル］を選択
してから［印刷プレビュー］を選択して、［印刷プレビュー］ウィンドウを表示させま
す。
・［次ページ］ボタンまたは［前ページ］ボタンを押すと、印刷ページをめくることが
できます。

・［2ページ］ボタンを押すと、一度に2ぺージ分の印刷を見ることができます。この
ボタンはその後［1ページ］ボタンに変わります。

・［ズームイン］ボタンと［ズームアウト］ボタンを選択すると、印刷イメージを拡大
／縮小できます。

・［閉じる］ボタンを押すと、ダイアログボックスが閉じます。

・［印刷］ボタンを選択すると、［印刷］ダイアログが表示されます。プリンタ名、印
刷範囲、印刷部数を指定をした上、印刷をする場合は、［OK］ボタンをクリック
します。）

4 ［ファイル］メニューから［印刷］を選択します、またはツールバー上の印刷アイコ
ン  を左クリックします。

5 印刷ダイアログが表示されます。プリンタ名、印刷範囲、印刷部数を設定します。
印刷を開始するときは、［OK］ボタンを押します。

6 印刷が開始されます。
トレースの印刷の例は、次のとおりです。



12-8

12
ト
レ
ー
ス
、
Ｉ
／
Ｏ
メ
モ
リ
モ
ニ
タ

12－2 PLCメモリウィンドウの概要

■PLCメモリウィンドウ・PLCデータテーブルについて

I/Oメモリ（各リレー、タイマ／カウンタ、データメモリなど）の表示および編集を行う

ときには、PLCメモリウィンドウを使用します。

PLC メモリウィンドウでは、I/O メモリのエリアごとにテーブル形式のウィンドウにデ

ータが表示されます。このウィンドウを PLCデータテーブルと呼びます。

PLCとオンライン接続されているときは、PLC内の I/Oメモリのデータをモニタできま

す。また、PLCメモリウィンドウで編集した I/Oメモリのデータを PLCへ転送すること

もできます。ボード／ユニットのシステム設定をここで設定し、転送することが可能で

す。

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。

ファイルメモリ化した EMエリアをモニタリングしないでください。すべての現在値表

示ができなくなります。

・PLC機種および CPU形式により、I/Oメモリのエリアは異なります。詳細について

いは、各 PLCのマニュアルを参照してください。

・PLCのモードにより、転送することができる I/Oメモリは異なります。詳しくは、
「12-5 I/Oメモリとの転送と照合」を参照してください。

■主な機能

PLCメモリウィンドウの主な機能は、次のとおりです。

・I/Oメモリの表示

・I/Oメモリの編集

・I/Oメモリのモニタ

・I/Oメモリデータの転送（パソコン→PLC、PLC→パソコン）

・I/Oメモリデータの照合

お願い

参　考
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■エリア名一覧

PLCメモリウィンドウで表示、編集が行える I/Oメモリのエリアを一覧で示します。PLC

メモリウィンドウでは、I/Oメモリの各エリアは以下に示す記号で表示されます。

CS/CJシリーズ SYSMACαシリーズ

CIO：
入出力リレー、内部補助リレー、データリンクリレー、
高機能CPUユニットリレー、高機能 I/Oユニットリレー、
INNERボードリレー、SYSBUSリレー、伝送 I/Oリレー、
C200H高機能 I/Oユニットリレー、DeviceNetリレー

IR：
入出力リレー、内部補助リレー

A：特殊補助リレー AR：補助記憶リレー

T：タイマ LR：リンクリレー

C：カウンタ HR：保持リレー

IR：インデックスレジスタ TC：タイマ／カウンタ

DR：データレジスタ DM：データメモリ

D：データメモリ EM：拡張データメモリ

TK：タスクフラグ

H：保持リレー

W：内部補助リレー

E：拡張データメモリ

注 1：I/Oメモリウィンドウのデータエリアワークスペースに表示される順番で説明しています。

注 2：表示される I/Oメモリのエリアは、PLC機種および CPU形式により異なります。

12－2　PLCメモリウィンドウの概要
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■PLCメモリウィンドウの起動と終了

PLCメモリウィンドウの起動と PLCデータテーブルの表示

1 PLCアイコンを右クリックし、ポップアップメニューから［PLCメモリ］を選びま

す。または［PLC］メニューから［PLCメモリ］を選びます。

次のような初期画面が表示されます。

2 データエリアワークスペースで、表示したいエリアの名称をダブルクリックします。

PLCデータテーブルが表示されます（例：CS/CJシリーズ CIOエリア）。

PLCメモリウィンドウの終了

1 PLCメモリウィンドウの［ファイル］メニューから［終了］を選びます。

PLCメモリウィンドウが終了します。

データエリアワークスペース
・ PLC機種、CPU形式により、表示
されるエリアは異なります。

・ エリア名の表記については、前述の
「■エリア名一覧」を参照してくだ
さい。

12－2　PLCメモリウィンドウの概要
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■表示／入力形式を切り替える

I/O メモリのエリア（PLC データテーブル）ごとに表示／入力方法を切り替えることが

できます。

表示形式の切り替えは、アクティブな PLCデータテーブルに対してだけ有効です。

●メニューから選択する
［表示］メニューの［表示形式］から選びます。

●ポップアップメニューから選択する
PLC データテーブル上の任意のセルを右クリックしてポップアップメニューを表示させ

てから、表示形式を選びます。

● ツールバーで切り替える
ツールバー上のアイコンをクリックします。

PLCデータテーブルのデータの表示形式の初期値は、［表示］メニューの［プロパテ

ィ］の［表示］タブで変更できます。

12－2　PLCメモリウィンドウの概要

参　考

テキスト
HEX（16進）
浮動小数点
符号付 10進
10進
BCD（2進化 10進）
BIN（2進）
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■PLCメモリウィンドウの環境設定

PLC メモリウィンドウの表示形式の初期値、モニタリングの更新周期、および一般設定

を変更することができます。

［プロパティ－新規ウィンドウ］ダイアログボックスを表示する

1 ［表示］メニューから［プロパティ］を選びます。

次のような［プロパティ－新規ウィンドウ］ダイアログボックスが表示されます。

2 設定する項目のタブをクリックします。

3 設定が終了したら、［OK］ボタンをクリックします。

各タブの設定内容については、以降に記述します。

［表示］タブでの設定

PLCデータテーブルでの表示形式の初期値を設定します。

1 ［プロパティ－新規ウィンドウ］ダイアログボックスで［表示］タブを選びます。

上記の画面が表示されます。

2 チャネルおよび接点の表示形式の初期値を選択します。また、フォントの変更も可

能です。

12－2　PLCメモリウィンドウの概要
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［モニタリング］タブでの設定

モニタリングの更新周期を設定します。

1 ［プロパティ－新規ウィンドウ］ダイアログボックスで［モニタリング］タブを選

びます。

2 更新周期、およびその単位を設定し、［OK］ボタンをクリックします。

［一般］タブでの設定

1 ［プロパティ－新規ウィンドウ］ダイアログボックスで［一般］タブを選びます。

設定項目 機能

列幅を自動調整する PLCデータテーブルのウィンドウサイズに合わせて、列
の幅を自動調整します。

確認をした後、作業中のモニタウ
ィンドウを閉じる

モニタリング中のウィンドウを閉じようとした場合は、
確認ダイアログボックスを表示します。

誤った入力時にビープを鳴らす 不適切な入力を行った場合、ビープ音を鳴らします。

高速に表示を更新する 表示データの更新速度を速くします。

［高速に表示を更新する］を有効に設定すると、データの更新速度は上がりますが、表

示がちらつくことがあります。

2 使用する機能をチェックし、［OK］ボタンをクリックします。

12－2　PLCメモリウィンドウの概要

参　考
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［ファイル］タブでの設定

I/Oメモリのデータを保存したときのファイル名とコメントが表示されます。

次の操作でコメントの編集を行うことができます。

1 ［プロパティ－新規ウィンドウ］ダイアログボックスで［ファイル］タブを選びま

す。

2 ［コメント］フィールドでコメントを編集します。

3 ［OK］ボタンをクリックします。

注：CX-Protocolでは、［ファイル］タブ内の［削除］ボタンは選択できません。

保存を行ったときに
入力したコメントが
表示されます。また、
ここでコメントを編
集することも可能で
す。

12－2　PLCメモリウィンドウの概要
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12－3 I/Oメモリの表示／編集

■I/Oメモリを表示する

1 データエリアワークスペースで、表示したいエリアの名称をダブルクリックします。

データテーブルが表示されます（例：CS/CJシリーズ　データメモリエリア）。

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。

■I/Oメモリデータを編集する

データの編集

1 PLCデータウィンドウで、編集するアドレスのセルをクリックします。

複数セル、行、列を指定することも可能です。

2 表示形式に合わせてデータを入力します。あるいはその他の編集作業を行います。

オフライン、オンライン接続に関係なく PLCデータテーブルを表示させて編集すること

ができます。編集したデータは、オンライン接続されているとき PLCへ転送すると、PLC

内のデータが変更されます。編集後、PLCへ転送する必要がある場合は、「12-5 I/Oメ

モリとの転送と照合」を参照してください。

読み出し専用のエリア（特殊補助リレーの一部など）は、セルがグレー表示されていま

す。グレー表示されているセルでは、編集することはできません。

データエリアワークスペース
・ PLC機種、CPU形式により、表示さ
れるエリアは異なります。

・ エリア名の表記については、前述の
「■エリア名一覧」(P.12-9)を参照
してください。

参　考
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データの保存

I/Oメモリデータには次に示す保存方法があります。

・別ファイル（.MEM ファイル）として保存する：［ファイル］メニューの［ファイル

に保存］

注：CX-Protocolでは、［ファイル］メニューの［プロジェクトに保存］は選択できません。

●別ファイル（.MEMファイル）として保存する

1 PLCメモリウィンドウの［ファイル］メニューから［ファイルに保存］を選びます。

上記と同じ［上書き保存］ダイアログボックスが表示されます。

2 保存するエリアを選択したあと、［OK］ボタンをクリックします。

次のダイアログボックスが表示されます。

3 ファイル名と保存する場所を設定してから、［保存］ボタンをクリックします。

保存が開始されます。

12－3　I/Oメモリの表示／編集
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■連続したアドレスに同じデータを書き込む

指定した行、PLC データテーブルに表示されている範囲、あるいはエリア全体に同じデ

ータを書き込むことができます。以下に手順を示します。

行を指定して同じデータを書き込む

ここでは、D0030CHに「FFFF（HEX）」を書き込む例で手順を説明します。

1 データを書き込むセルを反転表示させます。この例では、左端の列の「D0030」を

クリック後、右側にドラッグして行全体を選択しています。

2 ［グリッド］メニューから［データエリアをフィル］を選びます。

［メモリエリアのフィル］ダイアログボックスが表示されます。

※この例の操作では、［フィルする範囲］の設定は変更しないでください。

3 ［値］フィールドで、入力形式を選択したあと、値を入力します。ここでは例とし

て、［HEX］を選択し「FFFF」を入力します。

タイマ／カウンタなどのフラグの設定は、［フラグ］フィールドで行います。

4 ［フィル］ボタンをクリックします。

手順 1で指定したセルに手順 3で設定したデータが書き込まれます。

12－3　I/Oメモリの表示／編集
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エリア全体／表示エリア全体に同じデータを書き込む

現在開いている PLC データテーブル全体、あるいは PLC データテーブル上の見えてい

る範囲（ウィンドウに表示されている範囲）に、同じデータを書き込むことができます。

1 ［グリッド］メニューから［データエリアをフィル］を選びます。

次に示すダイアログボックスが表示されます。

2 同じデータを書き込むエリア、［フィルする範囲］、および［値］または［フラグ］

を設定します。

3 ［フィル］ボタンをクリックします。

同じデータを書き込
むエリアをチェック
します。

・ ［すべて］を選ぶと、上のボックスで指定したエリアすべてに同じデー
タが書き込まれます。

・ ［表示エリアのみ］を選ぶと、上のボックスで指定したエリアの PLCデ
ータテーブル上に現在表示されている範囲に、同じデータが書き込まれ
ます。

12－3　I/Oメモリの表示／編集
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12－4 I/Oメモリのモニタ

PLCとオンライン接続されているときは、PLCの I/Oメモリの状態をエリアの種類別に

一括してモニタすることができます。PLCの I/O メモリの状態に従って、画面の数値が

変わります。

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。

ファイルメモリ化した EMエリアをモニタリングしないでください。すべての現在値表

示ができなくなります。

モニタおよび運転モードのときは、データメモリ（D）、拡張データメモリ（E）以外

は PLCへ転送できません。

■I/Oメモリを一括してモニタする

1 PLCとオンライン接続します。

この操作と手順 2の順序は逆でもかまいません。

2 データエリアワークスペースで、表示したいエリアの名称をダブルクリックし、PLC
データテーブルを表示させます。複数のエリアを同時にモニタすることも可能です。

3 ［オンライン］メニューから［モニタ］を選びます。または、PLCデータテーブル

上の任意のセルを右クリックしてメニューを表示させて、［オンライン］メニュー

から［モニタ］を選びます。

次のようなダイアログボックスが表示されます。

4 モニタするエリアを選択し、［モニタ］ボタンをクリックします。

選択したエリアの PLC データウィンドウに現在表示されている部分のモニタリン

グが行われます。

（例）データメモリのモニタリング画面

モニタを行うと、画面に表示している編集したデータは、PLCから読み出されたデー

タに上書きされます。そのため、モニタ開始時に PLCデータテーブルに編集したデー

タがある場合は、保存確認のメッセージが表示されます。

参　考

お願い

参　考
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■アドレスモニタを実行する

アドレスモニタテーブルでは、アドレスまたは変数を指定して、データモニタを行うこ

とができます。

次のような場合に使用すると便利です。

・ デバッグ時などに、複数のエリアに関連する接点やチャネルのデータを 1つのテ

ーブルでモニタしたいとき。

・ 同一エリアの離れた接点やチャネルのデータ（例えば D00001と D1000）をモニ

タしたいとき

1 データエリアワークスペースの［アドレス］タブをクリックします。

2 データエリアワークスペース内の［モニタ］をダブルクリックします。

次に示すような［アドレスモニタ］テーブルが表示されます。

3 アドレスまたは変数を入力し、［Enter］キーを押します。

指定した接点またはチャネルのデータが表示されます。

表示例：

モニタリングの更新周期は、［表示］メニューの［プロパティ］の［モニタリング］タ

ブで設定します。

12－4　I/Oメモリのモニタ

2. ダブルクリックします。

1. クリックします。

参　考
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アドレスモニタ上で、強制セット／リセットをする

強制セット／リセットしたいアドレスを選択し、［アドレス］メニューから、または右

クリックしてポップアップメニューから、［強制状態］メニューから［セット］または

［リセット］を選択します。解除する場合は、同じく、［解除］を選択します。

アドレスモニタ上で、現在値を変更する

現在値を変更したいアドレスを選択し、［アドレス］メニューから、または右クリック

してポップアップメニューから、［設定値］を選択します。

・チャネルアドレスの場合、データ形式（BIN、BCD、10進数、符号付き 10進数、HEX）

を指定の上、変更後の値を、［チャネル値］フィールドに、入力します。

注：接点アドレスの場合、現在値の変更はできません。

12－4　I/Oメモリのモニタ
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■強制セット／リセットされている接点を検索する

PLC上で強制セット／リセットされている接点を検索し、表示することができます。

1 データエリアワークスペースの［アドレス］タブをクリックします。

2 データエリアワークスペース内の［強制状態］をダブルクリックします。

・ 検索が開始されます。

・ 検索が終了すると次のようなウィンドウが表示されます。

・ ［強制状態］メニューから［リフレッシュ］を選ぶと、再度検索が行われ、強制
セット／リセットされている接点が表示されます。

2. ダブルクリックします。

1. クリックします。

12－4　I/Oメモリのモニタ
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12－5 I/Oメモリとの転送と照合

PLC データテーブルで編集したデータを PLC へ転送、または PLC から PLC データテ

ーブルへ転送します。また、PLCデータテーブルで編集したデータと PLCのデータとを

照合します。

注：CPUユニットがNJシリーズの場合、サポートしていません。

警告
CX-Protocolを使用して、I/Oメモリエリアの状態を PLCの実
I/O（CIOエリア）へ転送するときは、十分に安全を確認して
から行ってください。
CPUユニットの動作モードにかかわらず、出力ユニットに接続
された機器が誤動作する恐れがあります。

・設備に影響がないことを確認してから、データを PLCへ転送してください。

・転送／照合するときは、PLCとオンライン接続されていることを確認してください。
・設備に影響がないことを確認してから現在値を変更してください。
・設備に影響がないことを確認してから強制セット／リセットしてください。

■PLCへ転送するときのお願い

データを PLC へ転送することができる PLC の動作モードと各 I/O メモリは、以下のと

おりです。

設備に影響がないことを確認してから、CPUユニットの動作モードを切り替えてくだ

さい。

I/Oメモリ 動作モード

「プログラム」 「モニタ」 「運転」

データメモリ（D）、拡張データメモリ（E） 転送可 転送可 転送不可

その他のエリア種別 転送可 転送不可 転送不可

■データを転送する

I/Oメモリデータを転送する前に、PLCとオンライン接続してください

パソコンから PLCへデータを転送する

PLCデータテーブルのデータを、パソコンから PLCへ転送します。

1 データエリアワークスペースで、転送するエリアの名称をダブルクリックし、PLC

データテーブルを表示させます。

PLCデータテーブルの一部分を転送する場合は、転送する部分を範囲指定します。

なお、手順 2で範囲指定を行うこともできます。

お願い

お願い
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2 PLCデータテーブル上の任意のセルを右クリックしてメニューを表示させて、［オ
ンライン］メニューから［転送［パソコン→PLC］］を選びます。または、PLCメ
モリウィンドウで［オンライン］メニューから［転送［パソコン→PLC］］を選び
ます。

転送範囲を設定します。
・ ［すべて］：上のボックスで選択したエリア種
別内のすべてのデータが PLCへ転送されます。

・ ［選択した部分］：1種別内の手順 1（PLCデ
ータテーブル）で設定した範囲のデータが PLC
へ転送されます。

・ ［範囲指定］：上のボックスで選択したエリア
種別について、アドレスを指定して転送範囲を
指定します。その範囲のデータが PLCへ転送
されます。

3 転送するエリア種別、および転送範囲を設定します。

4 ［パソコン→PLC］ボタンをクリックします。
転送が開始されます。

PLCからパソコンへデータを転送する

PLCデータテーブルのデータを、PLCからパソコンへ転送します。

1 転送するエリアの PLCデータテーブルを開きます。範囲を指定して転送する場合は、
その範囲を反転表示させます。

2 PLCデータテーブル上の任意のセルを右クリックしてメニューを表示させて、［オ
ンライン］メニューから［転送［PLC→パソコン］］を選びます。または、PLCメ
モリウィンドウで［オンライン］メニューから［転送［PLC→パソコン］］を選び
ます。

3 転送するエリア種別、および転送範囲を設定します。

4 ［PLC→パソコン］ボタンをクリックします。

転送が開始されます。

・ 現在開いているエリアが表示されます。
・ 転送するエリアをチェックします。

転送範囲を設定します。
・ ［すべて］：選択したエリアの全データ
・ ［表示エリアのみ］：選択しているエリア
のウィンドウに表示されている範囲のデ
ータ

・ ［選択した部分］：手順 1で範囲選択した
部分が転送されます。手順 1で範囲を指定
していない場合は選択できません。

12－5　I/Oメモリとの転送と照合
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■PLC内のデータと照合する

PLCデータテーブルのデータと、PLC内のデータを照合します。
照合を実行する前に、PLCとオンライン接続してください。

1 照合するエリアの PLCデータテーブルを開きます。範囲を指定して照合する場合は、
その範囲を反転表示させます。

2 PLCデータテーブル上の任意のセルを右クリックしてメニューを表示させて、［オ
ンライン］メニューから［照合［パソコン－PLC］］を選びます。または、PLCメ
モリウィンドウで［オンライン］メニューから［照合［パソコン－PLC］］を選び
ます。
次に示すダイアログボックスが表示されます。

3 照合範囲を設定します。

4 ［照合］ボタンをクリックします。

照合が開始されます。照合が終了すると、結果が次のように表示されます。

【一致している場合】

【不一致の場合】

［はい］ボタンをクリックすると、次のように、データが一致していないアドレス

の PLC側のデータが括弧内に表示されます。

・ 現在開いているエリアが表示されます。
・ 照合するエリアをチェックします。

照合する範囲を設定します。
・ ［すべて］：選択したエリアの全データ
・ ［表示エリアのみ］：選択しているエリア
のウィンドウに表示されている範囲のデ
ータ

・ 手順 1で範囲を選択した場合だけ、［選択
した部分］が選択できます。

データが一致していない場合、PLC側のデータ
が括弧内に表示されます。

12－5　I/Oメモリとの転送と照合
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12－5　I/Oメモリとの転送と照合
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13－1 発生中の異常および異常履歴の表示

現在発生中の異常と異常履歴の表示方法、および異常表示の消去方法について説明しま
す。この機能は、オンライン接続時にだけ使用できます。
異常、および異常履歴は［PLC異常］ウィンドウに表示されます。また、MSG命令に
よるメッセージの表示も行えます。
注：���ユニットが ��シリーズの場合、サポートしていません。

■異常内容を表示する

1 PLCとオンライン接続します。

2 PLCアイコンを右クリックし、ポップアップメニューから［異常履歴］を選びます。

または［PLC］メニューから［異常履歴］を選びます。

・次のような［PLC異常］ウィンドウの［異常］タブが表示されます。

　
・ ［PLC異常］ウィンドウの［異常］タブには、現在発生中のエラーがすべて表示

されます。

・ 画面表示後に発生したエラーの表示は自動的に更新されます。

・各エラーのエラーレベル（運転停止異常・運転継続異常）が表示されます。

・ 表示されるエラーを以下に示します。

●運転停止異常（優先順位順） ●運転継続異常（優先順位順）
メモリ異常 システム異常（FAL）
I/Oバス異常 割込タスク異常
ユニット／ラック No.二重使用エラー 基本 I/O異常
INNERボード停止異常 PLCシステム設定異常
I/O点数オーバー I/O照合異常
I/O設定異常 INNERボード継続異常
プログラムエラー CPU高機能ユニット異常
サイクルタイムオーバー 高機能 I/Oユニット異常
システム異常（FALS） SYSBUS異常

電池異常
CPU高機能ユニット設定異常
高機能 I/Oユニット設定異常
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異常発生時に［PLC異常］ウィンドウを自動的に表示したり、［PLC異常］ウィンド
ウを常に手前に表示しておくこともできます。また、［PLC異常］ウィンドウのステ
ータスバーに PLCの時計を表示することも可能です。設定方法については、「■［PLC
異常］ウィンドウの環境設定」を参照してください。

3 異常が表示された場合は、異常の原因を取り除きます。

4 ［すべてクリア］ボタンをクリックして、異常表示をすべて消去します。

ただし、他のツールがアクセス権獲得中、または PLCが運転モードの場合は消去で

きません。

もし「メモリ異常」が発生している場合、上記手順 4で［すべてクリア］ボタンをク
リックすると、そのままでは異常表示を解除せず、以下のダイアログが表示されます。

・CPUユニット内のメモリをすべてクリアしたい場合、［はい］をクリックしてます。
メモリがすべてクリア（初期化）されます。

・クリアしたくない場合、［いいえ］をクリックします。異常表示だけがすべて消去さ
れます。メモリはクリア（初期化）されません。

■異常履歴を表示する

過去に起こった異常の履歴を表示します。

1 ［PLC異常］ウィンドウで［異常履歴］タブをクリックします。

次に示すような異常履歴が表示されます。

運転継続異常を示
します

運転停止異常を示
します

・ ［異常履歴］タブに表示されるエラー項目は、［異常］タブと同じです。前項を
参照してください。

・ ［すべてクリア］ボタンをクリックすると、異常履歴がクリアされます。
・ 異常履歴は最大 20まで記録されます。（21個目が発生すると、古いものから削
除されます。）

「CPU待機中」（運転停止異常）の場合、発生中の異常、および異常履歴には表示されませんので、ご注
意ください。「CPU待機中」は、電源ユニットの POWER LEDが点灯しているにもかかわらず、CS/CJ/CP

シリーズ CPUユニットの前面 LEDの RUN、ERR/ALMがともに消灯していることで、確認してください。

参　考

参　考

お願い
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■メッセージを表示する

MSG命令によるメッセージを表示します。

1 ［PLC異常］ウィンドウで［メッセージ］タブをクリックします。

次に示すような［メッセージ］タブが表示されます。

・ メッセージNo.およびメッセージテキストが表示されます。

・ 最大で 8メッセージまで表示されます。

・ ［クリア］ボタンをクリックすると、選択中のメッセージがクリアされます。

・ ［すべてクリア］ボタンをクリックすると、全メッセージがクリアされます。

・ASCII文字コード以外のコントロールコードは、スペースに置換されて表示されます。

・2バイトコードの表示が行えます。
・FAL命令および FALS命令で指定したメッセージは表示できません。

参　考
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■［PLC異常］ウィンドウの環境設定

［PLC異常］ウィンドウの環境を設定します。

［オプション］ダイアログボックスを開く

1 ［PLC異常］ウィンドウで、［オプション］メニューから［設定］を選びます。

［設定］ダイアログボックスが表示されます。

［一般］タブの設定

1 ［設定］ダイアログボックスで［一般］タブを選びます。

上記の画面が表示されます。

・ ［常に手前に表示する］

 ［PLC異常］ウィンドウを常に手前に表示します。

・ ［エラー検知時に切替える］

オンライン接続状態で［PLC異常］ウィンドウが起動されてるときに（他の

ウィンドウの下になっている、あるいは［PLC異常］ウィンドウが最小化さ

れているときに）、異常が検出されると自動的に［PLC異常］ウィンドウを

手前に表示します。
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［異常履歴］タブの設定

1 ［設定］ダイアログボックスで［異常履歴］タブを選びます。

次の画面が表示されます。

・ ［異常履歴を自動更新する］ 異常履歴を自動的に更新します。

・ ［異常履歴の時刻を表示しない］ 異常履歴の時刻表示を隠します。

・ ［異常履歴の日付を表示しない］ 異常履歴の日付表示を隠します。

［時計］タブの設定

1 ［設定］ダイアログボックスで［時計］タブを選びます。

次の画面が表示されます。

・ ［PLCの時計をモニタする］ PLC の時計をモニタし、［PLC 異常］ウィンド

ウの右下部分に、次のように表示します。
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14－1 トラブルシューティング

CX-Protocolで発生するエラーメッセージまたは現象と、原因、処置について示します。
なお、ここで示す"PMSU"は、Protocol Macro Support Unitの略で、CS/CJシリーズ
のシリアルコミュニケーションボード（CSシリーズのみ）／ユニット、および SYSMAC
α用のコミュニケーションボードの総称です。

■エラーメッセージ

以下のエラーメッセージは、50音順→アルファベット順に配列しています。

なお、表内で、エラーメッセージは、“ ”で示します。

エラーメッセージ 原因 処置

あ “新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開けません/作成できませ
ん。  すでに同時に開ける最大数のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
を開いています。“

現在の CX-Protocolのセッショ
ンが、プロジェクトを同時に開
ける最大数を超えている。

１つまたはそれ以上のプロ
ジェクトを閉じ、再度試み
てください。

い “一次式の定数値/係数値が許容範囲を超えて
います...”

変数の実効アドレスまたはサイズ
に入力した一次式の要素 xまたは
yが、許容範囲を超えている。

一次式に適切な定数/係数
を入力してください。

く “繰り返し回数が許容最大値を超えています...” リピートカウンタの繰り返し回数
に、256 以上の値が入力された。

1～255の値を入力してく
ださい。

け “現在のPMSUの設定ではﾄﾚｰｽは実行できませ
ん”

選択した通信ポートのシリアル
通信モードが、“プロトコルマ
クロ“に設定されていない。

選択した通信ポートのシリ
アル通信モードを“プロト
コルマクロ“に設定してく
ださい。

“現在選択されているPLCにPMSU … は装着
されていません  選択されているﾌﾟﾛﾄｺﾙ全て
が転送[ﾊﾟｿｺﾝ->PLC]できません”

PLCに装着されていないターゲ
ット PMSUにプロトコルを転送
しようとした。

ターゲット PMSUを PLC

に装着してください。装着
されていないターゲット
PMSUを設定したプロトコ
ルを転送の対象から外して
ください。

"現在選択されている PLCに PMSU･･･は装着
されていません 選択されているﾌﾟﾛﾄｺﾙ全ては
照合[ﾊﾟｿｺﾝ-PLC]できません"

PLCに装着されていないターゲ
ット PMSUとのプロトコルの照
合をしようとした。

装着されていないターゲッ
ト PMSUを設定したプロ
トコルを照合の対象から外
してください。

こ “このﾌﾟﾛﾄｺﾙは送受信ｼｰｹﾝｽNo.範囲の設定が狭
すぎます  ｼｰｹﾝｽNo.範囲を広げてください”

プロトコルのシーケンス先頭
No.と最終 No.の設定範囲の制限
から、新規のシーケンスを追加
することができない。

プロトコルのシーケンス先
頭 No.と最終 No.の幅を広
げ、再度試みてください。

“このﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌｧｲﾙがありません。PMSUに転送
[ﾊﾟｿｺﾝ->PLC]できません。”

オブジェクトコードのテンポラ
リファイルが壊れている。

再びコンパイル/転送を試
みてください。

“このﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌｧｲﾙはｻｲｽﾞがｾﾞﾛです。PMSUには
転送できません”

オブジェクトコードのテンポラ
リファイルが壊れている。

再びコンパイル/転送を試
みてください。

“このﾌﾟﾛﾄｺﾙは送受信ｼｰｹﾝｽNo.範囲の設定が狭
すぎます...”

送受信シーケンス No.範囲の中
で新たにシーケンスを作成でき
ない。

シーケンス No.範囲を広げる
か、シーケンスを他のプロト
コルに移動してください。

“このｼｰｹﾝｽ開始 No.の設定値ではｼｰｹﾝｽ終了
No.の最大値を超えてしまいます。...”

シーケンス開始 No.が無効。 シーケンス開始 No.を小さく
するか、またはシーケンス範
囲を小さくしてください。

“このｼｰｹﾝｽ番号は既に ... で使用されていま
す”

指定されたシーケンス No.が別
のシーケンスのものと同じ。

プロトコル内の他のシーケ
ンスで使われていないシー
ケンス Noを指定してくだ
さい。
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こ “この要素は、以下のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ内で使用中で
す。削除、または切り取りを行う前にこれらの
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄでの参照関係を削除する必要があり
ます。”

ステップで参照されている送信
メッセージ、受信メッセージま
たは受信マトリクスを削除しよ
うとした。または、受信マトリ
クスで参照されている受信メッ
セージを削除しようとした。

各ステップ内で、この送信
メッセージ、受信メッセー
ジまたは受信マトリクスへ
の参照を確認してくださ
い。送信メッセージ、受信
メッセージまたは受信マト
リクスを参照しているステ
ップでの指定を変更してく
ださい。または、受信マト
リクス内で、この受信メッ
セージへの参照を変更して
ください。

“このPMSUにはﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀが格納されていま
せん”

プロトコルを含まない PMSUか
らプロトコルを読み出そうとし
た。

PMSUにプロトコルを転送
してください。

“この PMSUは PMCR命令をｻﾎﾟｰﾄしてませ
ん。”

選択した PMSUは、プロトコル
マクロをサポートしていませ
ん。

プロトコルマクロ機能あり
の PMSUを選択してくだ
さい。

“このﾌｨｰﾙﾄﾞに負の値は設定できません” 負の値が設定されている。 正または 0の値を入力して
ください。

“この名前はすでに使用されています  他の名
前を付けるか､ESCで編集を取り消してくだ
さい”

同じ名前を付けたデータがすで
に存在している。

プロトコル内で重複しない
ように名前をつけてくださ
い。

“号機No.は0-31の範囲でなければなりません” 上位リンクの号機 No.が範囲
外。

適切な値を入力してくださ
い。

さ “最大数のﾌﾟﾛﾄｺﾙがすでに作成されています” プロトコルの数が限界となっ
た。

プロジェクトを再作成し、
同じ問題が起きないように
してください。

“最大数の送受信ｼｰｹﾝｽがすでに作成されてい
ます”

プロトコルのシーケンス数が限
界となった。

複数のプロトコルに分割
し、1プロトコル当たりの
シーケンスが 60個以下と
なるようにしてください。
例えば、シーケンスを他の
プロトコルに移動してくだ
さい。

し “指定ﾎﾟｰﾄではﾄﾚｰｽが実行されていません” 選択したポートでトレースが始
まる前にトレースを停止しよう
とした。

そのポートで新規のトレー
スを始めてください。

“指定ﾎﾟｰﾄに有効なﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀが存在しません” トレースデータのないポートの
トレースデータにアクセスしよ
うとした。

そのポートで新規のトレー
スを始めてください。

“指定された通信ﾎﾟｰﾄの通信ﾎﾟｰﾄ設定は現在他
のﾃﾞﾊﾞｲｽにより変更中です。… ”

CX-Protocolと同時に、プロコン
等の他の周辺ツールによって通
信ポート設定を変更した。

通信ポート設定を確認し、
再度試みてください。

"照合[ﾊﾟｿｺﾝ-PLC]を中断しました。接続先の
PLCに PMSUが装着されていません。"

選択された全プロトコルの対象
PMSUが無効。

適切なターゲット PMSU

を設定してください。

"照合に失敗しました" 通信の失敗 PLCとの接続を確認し、再
度試みてください。
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せ “先頭ｱﾄﾞﾚｽとｻｲｽﾞの組み合わせが選択されたｴ
ﾘｱの範囲を超えています”

リンクチャネルの先頭アドレス
とサイズの組み合わせで、選択
したエリア種別の範囲を超えて
いる。

エリア種別の許容範囲に入
るように、先頭アドレスま
たはサイズを変更してくだ
さい。

“選択されている PLCに 1つかそれ以上の
PMSUが装着されていません。 未装着 PMSU

の通信ﾎﾟｰﾄ設定は転送[ﾊﾟｿｺﾝ->PLC]しませ
ん。”

通信ポート設定を未装着の
PMSUに対して転送しようとし
た。

エラーメッセージをクリア
してください。装着されて
いる PMSUへの転送を継
続します。

“選択されている複数の PMSUには未装着のも
のがあります。 未装着の PMSUの通信ﾎﾟｰﾄ設
定は転送[PLC->ﾊﾟｿｺﾝ]しません。”

通信ポート設定を未装着の
PMSUに対して転送しようとし
た。

エラーメッセージをクリア
してください。装着されて
いる PMSUからの転送を
継続します。

“選択した PMSUと通信を確立できません... ” 通信の失敗。 PMSUの装着を確認し、エ
ラーメッセージが示すとお
り、再度試みてください。

“選択した PLCと通信を確立できません… ” 通信の失敗。 PLCとの接続を確認し、再
度試みてください。

そ “送受信ﾃﾞｰﾀ最大長は200-1000の間でなければ
なりません”

送受信データ最大長が範囲外。 シリアルコミュニケーショ
ンボード／ユニットへのシ
ステム設定値に、適切な値
を入力してください。

た 他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝがPLCのｱｸｾｽ権を獲得していま
す。  この処理を完了できません。

他のアプリケーションが PLC

のアクセス権を獲得している。
または、CX-Protocolが PLCの
アクセス権を獲得できない状態
となっている。

他のアプリケーションから
PLCへの転送処理などを終
了させ、PLCのアクセス権
を解放してください。ま
た、CX-Protocolを一旦オフ
ラインにした後、再びオン
ライン接続してください。

ち “注意: ... - ... 選択された PLCはﾌﾟﾛﾄｺﾙﾏｸﾛ機能
をｻﾎﾟｰﾄしていません。CX-Protocolはそのﾃﾞﾊﾞ
ｲｽと接続することはできません。”

プロトコルマクロ機能をサポー
トしていない PLC形式と接続
しようとした。

正しい PLC機種設定をし
てください。

つ “通信ﾎﾟｰﾄ設定の転送[ﾊﾟｿｺﾝ->PLC]が失敗しま
した”

通信の失敗。 接続をし直すか、またはダ
イアログをキャンセルし、
パソコン－PLC間の通信設
定を確認してください。

て “転送[ﾊﾟｿｺﾝ->PLC]を中断しました。接続先の
PLCに PMSUが装着されていません。”

選択された全プロトコルの対象
PMSUが無効。

適切なターゲット PMSU

を設定してください。

“転送に失敗しました。... ” 通信の失敗。 接続を確認して、再度試み
てください。

へ “変数ﾀｲﾌﾟがWriteの場合､ｱﾄﾞﾚｽに O1、O2は
指定できません”

"変数（X,Y）の実効アドレス X

がW（ ）（書込オプション）
なのに、そのチャネル指定にリ
ンクチャネルの O1または O2

を指定した。"

W（ ）タイプの変数に対し
ては、別の（O1、O2以外
の）チャネル指定をしてく
ださい。

よ “予期しないファイル形式です。 ” CX-Protocolでは開くことがで
きないファイルを開こうとしま
した。

CX-Protocolで開くことの
できるファイルの種類であ
ることを確認して、ファイ
ルを開いてください。

わ “割込番号が許容最大値を超えています...” 割込番号が最大値を超えてい
る。

割込番号に、エラーメッセ
ージが示す許容値を設定し
てください。CS/CJの場
合、外部割込タスク No.の 0

～255、SYSMACαの場
合、サブルーチン No.の 0

～255です。
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ア “ｱﾄﾞﾚｽが選択されたﾃﾞｰﾀｴﾘｱのｻｲｽﾞを超えてい
ます...”

設定されたリンクチャネルのア
ドレスがが選択されたエリア種
別の許容範囲を超えている。

先頭アドレスを、エラーメ
ッセージで示された範囲内
になるように設定してくだ
さい。

“ｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｰﾀが設定されていないので､ﾀｲﾌﾟを
なし に設定します”

アドレス＜a＞に、定数 ASCIIまた
は定数 HEXが選択されているが、
値が入力されていない。

再度適切な定数ﾀｲﾌﾟを選択
し、値を入力してください。

エ “ｴﾗｰ: ﾀｰｹﾞｯﾄ … 用のｺﾝﾊﾟｲﾗを実行できません
でした”

PMSUへ転送しようとしたプロ
トコルが、転送前にコンパイル
できなかった。

接続と PMSU設定を確認
し、再度試みてください。

“ｴﾗｰ: ﾀｰｹﾞｯﾄ … 向けのｺﾝﾊﾟｲﾗがみつかりませ
ん”

プロトコルデータの変換に必要
なプログラムモジュールがアプ
リケーションフォルダにない。

CX-Protocolを再度インス
トールしてください。

オ “ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｺｰﾄﾞ仕様のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ .... が異なって
いるか、CX-Protocolが PMSUを認識していま
せん。...”

CX-Protocolがサポートしてい
ないプロトコルマクロの仕様
か、CX-Protocolが PMSUを認
識していません。

別の PMSUを選択する
か、いったんオフラインの
後オンライン接続を試みて
ください。

コ “ｺﾝﾃﾝｼｮﾝ制御の送信要求ｺｰﾄﾞが設定されてい
ません”

コンテンション制御送信要求コ
ードが選択されているが、入力
されていない。

コンテンション制御送信要
求コードを入力してださ
い。

サ “ｻｲｽﾞが許容最大値を超えています...” 設定されたリンクチャネルのサ
イズが許容範囲を超えている。

リンクチャネルのサイズ
を、エラーメッセージが示
す許容値の範囲で設定して
ください。

シ “ｼｰｹﾝｽ終了No.はｼｰｹﾝｽ開始No.よりも大きい値
でなければなりません”

シーケンス終了 No.はシーケン
ス開始 No.よりも大きい値でな
ければなりません

シーケンス開始 No.よりも
大きいシーケンス終了 No.

を入力してください。

“ｼｰｹﾝｽ終了 No.が指定可能範囲から外れていま
す。指定した終了 No.よりも大きいｼｰｹﾝｽNo.が
使用されています。”

シーケンス終了 No.が無効。 シーケンス終了 No.に適切
な値を入力してください。

“ｼｰｹﾝｽNo.は､ ... 以上 ... 以下である必要があ
ります”

シーケンス No.が範囲外。 シーケンス開始 No.または
終了 No.を変更してくださ
い。シーケンス終了 No.を
先に変更してください。

タ “ﾀｰﾐﾈｰﾀﾃﾞｰﾀが設定されていないので､ﾀｲﾌﾟを
なし に設定します”

ターミネータ＜t＞に定数
ASCII、定数 HEXまたは定数
Codeが選択されているが、値が
入力されていない。

再度適切な定数タイプを選
択し、値を入力してくださ
い。

チ “ﾁｬﾈﾙNo.が選択したﾃﾞｰﾀｴﾘｱｻｲｽﾞを超えていま
す”

リピートカウンタの設定回数に
入力した R（ ）の（ ）内のチ
ャネル番号が、選択したエリア
種別の範囲外である。

R（ ）に、適切なチャネル
番号を入力してください。

デ “ﾃﾞﾘﾐﾀ制御の送信ｺｰﾄﾞが設定されていません/

ﾃﾞﾘﾐﾀ制御の受信ｺｰﾄﾞが設定されていません”

デリミタ制御送信/受信コード
が選択されているが、入力され
ていない。

デリミタ制御送信/受信コ
ードを入力してください。

プ “ﾌﾟﾛﾄｺﾙ...に対しﾀｰｹﾞｯﾄを設定しなければなり
ません”

プロトコルに対するターゲット
が存在しない。

プロトコルに対する対象
PMSUを設定してください。

“ﾌﾟﾛﾄｺﾙを PMSUに転送するには PLCがﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑﾓｰﾄﾞでなくてはなりません...”

「プログラム」モード以外（「運
転」または「モニタ」モード）
のときプロトコルをPMSUに転
送しようとした。

PLCの運転モードを変更し
てもよいか確認の後、エラ
ー表示しているダイアログ
で「はい」ボタンを選択し、
PLCの運転モードをプログ
ラムモードに変更してくだ
さい。
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プ “ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀが大きすぎるためPMSUに転送[ﾊﾟ
ｿｺﾝ->PLC]できません。　ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ: xxx

PMSU ﾒﾓﾘｻｲｽﾞ: yyy”

PMSUにダウンロードしようと
したプロトコルデータが転送可
能な容量を超えている。

[ソースコードを付加する]
のオプションをはずしてか
ら再度試みてください。また
は、不要なプロトコルを削除
して再度試みてください。

“ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾘｽﾄの転送[PLC->ﾊﾟｿｺﾝ]ができませんで
した”

通信の失敗。 再度試みてください。

“ﾌﾟﾛﾄｺﾙの転送[PLC->ﾊﾟｿｺﾝ]/[ﾊﾟｿｺﾝ->PLC]がで
きませんでした”

通信の失敗。 再度試みてください。

"ﾌﾟﾛﾄｺﾙの照合[PLC-ﾊﾟｿｺﾝ]ができませんでした
"

通信の失敗 再度試みてください。

“ﾌﾟﾛﾄｺﾙのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが入力されていません。
PMSUとの転送ができません。”

パスワードが入力されていな
い。

操作を再度試みて、正しい
パスワードを入力してくだ
さい。

“ﾌﾟﾛﾄｺﾙの転送[PLC->ﾊﾟｿｺﾝ]が完了できません
でした”

通信の失敗。 PLCとの接続を確認し、再
度試みてください。

"ﾌﾟﾛﾄｺﾙの照合[PLC-ﾊﾟｿｺﾝ]が完了できませんで
した"

通信の失敗 PLCとの接続を確認し、再
度試みてください。

ヘ “ﾍｯﾀﾞﾃﾞｰﾀが設定されていないので､ﾀｲﾌﾟを な
し に設定します”

ヘッダ＜h＞に定数 ASCII、定数
HEXまたは定数 Codeが選択さ
れているが、値が入力されてい
ない。

再度適切な定数タイプを選
択し、値を入力してくださ
い。

“ﾍﾙﾌﾟの読み込みに失敗しました” CX-Protocolのヘルプがアプリ
ケーションフォルダに存在しな
い。

CX-Protocolのヘルプファ
イルの位置を探し、アプリ
ケーションフォルダに移動
させてください。ヘルプフ
ァイルが見つからない場
合、CX-Protocolを再度イン
ストールしてください。

ポ “ポート設定をPMSUに転送するにはPLCがプ
ログラムモードでなくてはなりません...”

「プログラム」モード以外（「運
転」、または「モニタ」モード）
のとき、通信ポート設定を
PMSUに転送しようとした。

PLCの動作モードを「プロ
グラム」モードに変更して
ください。

メ “ﾒｯｾｰｼﾞ内にﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ<c>が定義されています
が､ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ範囲が設定されていません”

[メッセージ編集]ダイアログボ
ックスで[チェックコード<c>]

の入力はしてあるが、チェック
コード計算範囲が正しく指定さ
れていない。

対象とする項目の先頭項目
と終了項目を、値を増減さ
せて指定してください。

“ﾒｯｾｰｼﾞ内にﾚﾝｸﾞｽ<l>が定義されていますが、ﾚ
ﾝｸﾞｽ範囲が設定されていません”

[メッセージ編集]ダイアログボ
ックスで[レングス<l>]の入力は
してあるが、レングス計算対象
範囲が正しく指定されていな
い。

対象とする項目の先頭項目
と終了項目を、値を増減さ
せて指定してください。

“ﾒｯｾｰｼﾞﾃﾞｰﾀでの要素の最大数は 96です” メッセージデータ内の要素数が
多すぎる。

メッセージデータ内の要素
数は、最大数 96を超えな
いようにしてください。

リ “ﾘﾋﾟｰﾄｶｳﾝﾀの繰り返し回数に 0は設定できませ
ん”

指定したリピートカウンタの値
が、無効（0を入力）。

適切な値（1～255）を入力
してください。

“ﾘﾝｸﾁｬﾈﾙ数の制限に到達しました...” リンクチャネルエリア合計サイ
ズが設定可能範囲を超えてい
る。

先頭アドレスまたはｻｲｽﾞを
変更して、エラーメッセー
ジに示される値の範囲に収
まるようにしてください。

レ “ﾚﾝｸﾞｽは 1-256の間でなくてはなりません” 指定した値が、範囲外。 適切な値を入力してくださ
い。
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C “CX-Netの起動中はﾊﾟｿｺﾝ-PLC間の設定を編集
できません。”

CX-Netの起動中に、パソコン-

PLC間の設定を変更しようとし
た。

CX-Netを終了し、再度試み
てください。

“CX-Serverに PLCﾃﾞﾊﾞｲｽを登録できません” 通信の失敗。 接続をし直すか、またはダ
イアログをキャンセルし、
パソコン－PLC間の通信設
定を確認してください。

“CX-Serverを初期化できません” CX-Protocolが CX-Serverの通
信ドライバを初期化できなかっ
た、CX-Serverが正常に機能し
ない。

CX-Protocolを再起動して
ください。それでもエラー
が発生する場合、パソコン
を再起動してください。そ
れでもエラーが発生する場
合、CX-Protocolを再インス
トールしてください。

“CX-Serverﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝできません” 通信の失敗。 パソコンを再起動し、再度
試みてください。

“CX-Serverﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙをｾｰﾌﾞできません” 通信の失敗。 パソコンを再起動し、再度
試みてください。

“CX-Serverﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙが無効です。処理を継
続できません。”

通信の失敗。 パソコンを再起動し、再度
試みてください。

G “Goto先の番号が大きすぎます” 次処理またはエラー処理内の
Goto先のステップ No.が無効な
No.である。

適切なステップ No.を入力
してください。

I “I/Oﾃｰﾌﾞﾙの表示でｴﾗｰが発生しました。” CX-Serverの通信ドライバでエ
ラーが発生した。

CX-Serverを再度インスト
ールしてください。

“I/OﾃｰﾌﾞﾙOCXを作成できません。…” CX-Serverの通信ドライバでエ
ラーが発生した。

CX-Serverを再度インスト
ールしてください。

P “PLCのｱｸｾｽ権を獲得できません” 他のアプリケーションが PLC

のアクセス権を獲得している。
または、CX-Protocolが PLCの
アクセス権を獲得できない状態
となっている。

他のアプリケーションから
PLCへの転送処理などを終
了させ、PLCのアクセス権
を解放してください。ま
た、CX-Protocolをいったん
オフラインにした後、再び
オンライン接続してくださ
い。

その PLCに対するアクセス権
が解放されていないときに、プ
ロトコルをPMSUに対して転送
しようとした。

CX-Programmerによっ
て、アクセス権を強制解放
してください。

“PLCのｱｸｾｽ権を開放できません” その PLCに対するアクセス権
が解放されていないときに、プ
ロトコルをPMSUから読み出そ
うとした。

CX-Programmerによっ
て、アクセス権を強制解放
してください。

“PLCの形式が異なるため接続できせん...” 接続しようとした PLCの形式
が、CX-Protocolの PLC機種設
定と異なる。

正しい PLC機種設定をし
てください。

“PLCとの接続ができません” 通信の失敗。 接続をし直すか、またはダ
イアログをキャンセルし、
パソコン－PLC間の通信設
定を確認してください。

“PLCと通信ができません。  ﾃﾞﾊﾞｲｽが使用中
です。”

通信の失敗。 PLCに対してアクセスして
いる他のアプリケーション
を閉じるか、またはオフラ
インにしてください。
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P “PLCﾒﾓﾘの表示でｴﾗｰが発生しました。” CX-Serverの通信ドライバでエ
ラーが発生した。

CX-Serverを再度インスト
ールしてください。

“PLC異常履歴の表示でｴﾗｰが発生しました。” CX-Serverの通信ドライバでエ
ラーが発生した。

CX-Serverを再度インスト
ールしてください。

“PLCﾒﾓﾘOCXを作成できません。…” CX-Serverの通信ドライバでエ
ラーが発生した。

CX-Serverを再度インスト
ールしてください。

“PLC異常履歴 OCXを作成できません。… ” CX-Serverの通信ドライバでエ
ラーが発生した。

CX-Serverを再度インスト
ールしてください。

“PMSUからﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀを読み出している間に､ｴ
ﾗｰが発生しました”

PMSUの通信レスポンスが正し
くない。有効なトレースデータ
がない。

指定したポートが通信して
いることを確認の後再度ト
レースを試みてください。

PMSUからトレースデータを読
み出している間に､通信エラー
が発生した。

トレース読み出し操作を再
度試みてください。

“PMSUがﾌﾟﾛﾄｺﾙﾏｸﾛ機能をｻﾎﾟｰﾄしていませ
ん。 ﾌﾟﾛﾄｺﾙの転送は実行できません。”

ターゲットPMSUでプロトコル
マクロ機能がサポートされてい
ない。

プロトコルマクロ機能あり
の PMSUを選択してくだ
さい。

“PMSUがﾌﾟﾛﾄｺﾙﾏｸﾛ機能をｻﾎﾟｰﾄしていない
か、CX-Protocolが PMSUを認識していませ
ん。”

ターゲットPMSUでプロトコル
マクロ機能がサポートされてい
ないか CX-Protocolが PMSUを
認識していない。

プロトコルマクロ機能あり
の PMSUを選択するか、い
ったんオンラインの後オフ
ライン接続を試みてくださ
い。

“PMSUでﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀのｻﾑﾁｪｯｸｴﾗｰが発生して
います  ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀの転送を続けます”

選択したPMSUでサムチェック
エラーが発生している。

サムチェックエラーがクリ
アされるまで、転送を継続
してください。

“PMSUでﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀのｻﾑﾁｪｯｸｴﾗｰが発生して
います  ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾃﾞｰﾀの転送が継続できません”

選択したPMSUでサムチェック
エラーが発生している。プロト
コルの読み出し[PLC->パソコ
ン]は継続することができな
い。

再度読み出しを試みてくだ
さい。

“PMSUのﾌﾟﾛﾄｺﾙに対するﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが違います
ﾌﾟﾛﾄｺﾙの転送が実行できません”

PMSU内のプロトコルにパスワ
ードがかけられていて、正しく
ないパスワードが入力された。

プロトコルを PMSUから
読み出すとき、または新規
のプロトコルを PMSUに
転送するとき、正しいパス
ワードを入力してくださ
い。

p “protocol.sppが見つかりません” 標準システムプロトコルのファ
イル“Protocol.spp”がアプリケ
ーションフォルダに存在しな
い。

Protocol.sppファイルをア
プリケーションフォルダに
移動してください。
Protocol.sppファイルが見
つからない場合は、CX-

Protocolを再インストール
してください。

...p “...psw このファイルが見つかりません” 最近のファイルからプロジェク
トファイル（.psw）を開こうと
したが、そのファイルはそのフ
ォルダにはすでに存在しない。

プロジェクトファイル
（.psw）の位置を探し、[開
く]を選択してください。
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1 “16ｽﾃｯﾌﾟまでしか入力できません” シーケンスのステップ数が限界
となった。

シーケンスを分割するなど
して、１シーケンス内のス
テップ数が１６以下になる
ようにしてください。

“1ﾌﾟﾛﾄｺﾙあたり最大 300ﾒｯｾｰｼﾞです” 送信および受信メッセージの合
計数が 300を超えた。

プロトコルを再作成し、同
じ問題が起こらないように
してください。たとえば、
プロトコルを分割し、１プ
ロトコル当たりの送信およ
び受信メッセージ数を減ら
してください。

“1ﾌﾟﾛﾄｺﾙあたりの最大受信ﾏﾄﾘｸｽ数は 100です” 受信マトリクスの数が 100を超
えた。

プロトコルを再作成し、同
じ問題が起こらないように
してください。たとえば、
プロトコルを分割し、１プ
ロトコル当たりの受信マト
リクス数を減らしてくださ
い。
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■エラー現象
エラー現象 原因 処置

PLC（CPUユニット）の
ALM/ERR LED（SYSMAC

αの場合）または
ERR/ALM（CS/CJの場
合）が点滅

SYSMACαの場合：故障コードが 9Cならば、コミュ
ニケーションボードのシステム異常 FAL9Cが発生し
た。

CS/CJシリーズの場合：A40208が ONならば、INNER

ボード継続異常が発生した。

SYSMACαの場合：特殊補助リ
レー268CHの内容をチェック
し、対応してください。本マニュ
アルの付録－4を参照。
CS/CJシリーズの場合、特殊補助
リレーA424CHの内容をチェック
し、対応してください。本マニュ
アルの付録－4を参照。

PMSUの RDY LEDが
点滅

SYSMACαの場合：故障コードが 9Cで特殊補助
26802が ONならば、プロトコルマクロデータ異常。

CX-Protocolを使用して、正しい
プロトコルデータをコミュニケ
ーションボードに転送してくだ
さい。

SYSMACαの場合：特殊補助 26815が ONならば、
DM割付のコミュニケーションボードシステム設定の
設定値が不正。

コミュニケーションボードシス
テム設定の設定値を見直してく
ださい。

CS/CJシリーズの場合：CPUユニットの ERR/ALM

LEDが点滅し、1901CH/n+1CHビット 00が ONなら
ば、プロトコルマクロデータ異常。

CX-Protocolを使用して、正しい
プロトコルデータを SCU/SCBに
転送してください。

PMSU とのプロトコルの転
送終了まで時間がかかる。

転送データが多い、または通信の失敗、またはパソコ
ンの性能による遅延。

ケーブルをはずし、転送を中止し
てください。

[開く]ダイアログでファ
イル名を見ることができ
ない。

[開く］ダイアログが正しいフォルダまたはファイル種
類を表示していない。

フォルダ名を確認してくださ
い。ファイル種類を確認してくだ
さい。

トレース開始、停止、読
み出しボタンが無効にな
っている

PLCが、オフラインである。または PMSUトレース
アイコンが選択されていない。

PLCと再度オンライン接続して
ください。または PMSUトレース
アイコンを選択してください。
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■アウトプットウィンドウ内のエラー表示
アウトプットウィンドウ表示 原因

“E1001: ... ﾘﾝｸﾁｬﾈﾙの合計ﾁｬﾈﾙ数が許容範囲を超えていま
す。 ... ”

リンクチャネル設定が無効。

“E1005: ﾒｯｾｰｼﾞ中にﾃﾞｰﾀがありません。” メッセージにデータが存在しない。

“E1006: ﾀｰﾐﾈｰﾀ<t>の後のﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c>はこのﾕﾆｯﾄではｻ
ﾎﾟｰﾄされていません。”

ターミネータ＜t＞の後にチェックコード＜c＞があるメ
ッセージを、このターゲット PMSUではサポートしてい
ない。

“E1007: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> ~LRC はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟｰﾄされて
いません。”

チェックコード＜c＞が~LRCであるメッセージを、この
ターゲット PMSUではサポートしていない。

“E1008: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> ~CCITT はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟｰﾄされ
ていません。”

チェックコード＜c＞が~CCITTであるメッセージを、こ
のターゲット PMSUではサポートしていない。

“E1009: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> CRC16 はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟｰﾄされ
ていません。”

チェックコード＜c＞が CRC16であるメッセージを、こ
のターゲット PMSUではサポートしていない。

“E1010: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> ~SUM(1byte) はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟｰ
ﾄされていません。”

チェックコード＜c＞が ~SUM(1byte) であるメッセー
ジを、このターゲット PMSUではサポートしていない。

“E1011: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> ~SUM(2byte) はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟｰ
ﾄされていません。”

チェックコード＜c＞が ~SUM(2byte) であるメッセー
ジを、このターゲット PMSUではサポートしていない。

“E1012: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> SUM2(1byte) はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟｰ
ﾄされていません。”

チェックコード＜c＞が SUM2(1byte) であるメッセー
ジを、このターゲット PMSUではサポートしていない。

“E1013: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> SUM2(2byte) はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟｰ
ﾄされていません。”

チェックコード＜c＞が SUM2(2byte) であるメッセー
ジを、このターゲット PMSUではサポートしていない。

“E1014: ﾌﾟﾛﾄｺﾙ ... でｼｰｹﾝｽNo.範囲が重複しています。” シーケンス開始 No.と終了 No.の範囲が、プロトコル間で
重複している。

“E1022: 送受信ｼｰｹﾝｽにｽﾃｯﾌﾟﾃﾞｰﾀがありません。” シーケンスにステップが存在しない。

“E1026: ｽﾃｯﾌﾟに無効なｺﾏﾝﾄﾞが設定されています。” ステップのコマンドの設定が無効。

”E1035: ﾘﾝｸﾁｬﾈﾙの範囲が不正です。” SYSMACαのプロトコル特有のエラー。リンクチャネル
が範囲外。

“E1037: ﾘﾋﾟｰﾄｶｳﾝﾀに無効なﾁｬﾈﾙを含んでいます。” SYSMACαのプロトコル特有のエラー。リピートカウン
タの繰り返し回数の設定において、変数で指定したチャ
ネルエリアのエリア種別が範囲外。

“E1042: ﾚﾝｸﾞｽ指定の一次式定数の範囲指定が不正です.... ” SYSMACαのプロトコル特有のエラー。変数のデータサ
イズの一次式の定数 xが範囲外。

“E1043: ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｺｰﾄﾞが大きすぎます... ” データ量が、転送先の PMSUの許容量を超えている。

“E1044: 受信ﾏﾄﾘｸｽの Goto の指定が指定可能範囲外です。“ 受信マトリクスの Gotoの指定ステップ No.が範囲外。

“E1045: 受信ﾏﾄﾘｸｽの Next の指定は不適切です。” 受信マトリクスの Nextの指定ステップ No.が範囲外。

“E1048: ﾌﾟﾛﾄｺﾙがﾒｯｾｰｼﾞﾃﾞｰﾀを含んでいません。” プロトコルがメッセージデータを含んでいない。

“E1049: ﾌﾟﾛﾄｺﾙが送受信ｼｰｹﾝｽを含んでいません。” プロトコルが送受信シーケンスを含んでいない。

“E1050: ｽﾃｯﾌﾟが無効なﾒｯｾｰｼﾞ/受信ﾏﾄﾘｸｽを参照していま
す。”

メッセージの指定が必要なステップで指定されていない。

“E1051: PLC xxx CPU yyy は EMﾊﾞﾝｸをｻﾎﾟｰﾄしていませ
ん。”

EMエリアをサポートしていない PLCに、EMエリアの
指定を含んだプロトコルを転送しようとした。

“E1052: PLC xxx CPU yyy がｻﾎﾟｰﾄしている EMは %d ﾊﾞ
ﾝｸまでです。”

EMエリアをサポートしている PLCに、PLCの持つ EM

バンク No.を超えた EMエリアの指定を含んだプロトコ
ルを転送しようとした。

“E1053: ﾘﾝｸﾁｬﾈﾙ IN1が設定されていないか無効です。” メッセージ中の変数でリンクチャネル I1を指定している
が、リンクチャネル指定で設定されていない。または、
リンクチャネル指定での設定が不正。

“E1054: ﾘﾝｸﾁｬﾈﾙ OUT1が設定されていないか無効です。” メッセージ中の変数でリンクチャネル O1を指定してい
るが、リンクチャネル指定で設定されていない。または、
リンクチャネル指定での設定が不正。
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“E1055: ﾘﾝｸﾁｬﾈﾙ IN2が設定されていないか無効です。” メッセージ中の変数でリンクチャネル I2を指定している
が、リンクチャネル指定で設定されていない。または、リン
クチャネル指定での設定が不正。

“E1056: ﾘﾝｸﾁｬﾈﾙ OUT2が設定されていないか無効で
す。”

メッセージ中の変数でリンクチャネル O2を指定している
が、リンクチャネル指定で設定されていない。または、リン
クチャネル指定での設定が不正。

“E1058: ｴﾘｱ xxx ﾁｬﾈﾙ yyy は設定可能範囲を超えてい
ます。”

転送しようとしている PLCではチャネルの設定可能範囲を
超えている。

“E1060: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> LRC2 はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟｰﾄされ
ていません。”

CS/CJのプロトコルに特有のエラー。チェックコードのタイ
プがコミュニケーションボードでは無効。

“E1061: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> SUM1(1byte) はこのﾕﾆｯﾄではｻﾎﾟ
ｰﾄされていません。”

CS/CJのプロトコルに特有のエラー。チェックコードのタイ
プがコミュニケーションボードでは無効。

“E1062: ﾁｪｯｸｺｰﾄﾞ <c> SUM1(2 byte) はこのﾕﾆｯﾄではｻ
ﾎﾟｰﾄされていません。”

CS/CJのプロトコルに特有のエラー。チェックコードのタイ
プがコミュニケーションボードでは無効。

“E1063: ﾀｰﾐﾈｰﾀ<t>の後にﾍｯﾀﾞ<h>があります。” PSSファイルからインポートされたプロトコルのエラー。
PSSはCX-Protocolで禁止されているメッセージを作成でき
る。

“E1064: ﾍｯﾀﾞ <h>がﾒｯｾｰｼﾞの先頭にありません。” PSSファイルからインポートされたプロトコルのエラー。
PSSはCX-Protocolで禁止されているメッセージを作成でき
る。

“E1065: ﾀｰﾐﾈｰﾀ <t>がﾒｯｾｰｼﾞの終端または終端となるﾁｪ
ｯｸｺｰﾄﾞ<c>の前にありません。”

PSSファイルからインポートされたプロトコルのエラー。
PSSはCX-Protocolで禁止されているメッセージを作成でき
る。

“W0006: ﾌﾟﾛﾄｺﾙが変換されます。” CS/CJプロトコルが、SYSMACαシリーズに転送される。
SYSMACαプロトコルが、CS/CJシリーズに転送される。
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15－1 ヘルプ

オンラインヘルプを使って、CX-Protocolの操作方法およびプロトコルマクロの機能を
確認できます。

①　［ヘルプ］メニューによる方法

［ヘルプ］メニューから[トピックの検索]を選択して、ヘルプ画面を表示することが
できます。

②　ヘルプアイコンまたは［F1］キーによる方法

ツールバー上のヘルプアイコン  または［F1］キーを使って、画面上の項目（要素）
についてのヘルプ画面を表示することができます。

■CX-Protocolのバージョンを知りたいとき

 CX-Protocolのバージョンを知りたいときには、次の操作を行います。

1 [ヘルプ]メニューで[バージョン情報]を選択するか、ツールバー上で[バージョン情
報]アイコンをクリックします。

2 [バージョン情報]ダイアログが表示されます。このダイアログには、CX-Protocol著
作権についての記述とバージョンナンバーが表示されます。
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付－1 プロトコルマクロの相違点

SYSMACα用プロトコルとCS/CJシリーズ用プロトコルでは以下の点が異なります。

項　　目

伝送モード

コマンド

受信バッファ
（1ポート当たり）

ボード／ユニット側 開始点（相手機器に
の受信バッファの 対する送信中断要
フロー（RS/CS、Xon 求：RS信号OFF）
／Xoff）制御

解除点（相手機器に
対する送信再開要
求：RS信号ON）

送信／受信メッセー 1Send処理当たり送
ジの最大長 信可能バイト数

1Receive RS/CSフ
処理当たり ロー、Xon
受信可能バ ／Xoffフ
イト数 ロー、デリ

ミタ制御時

その他

データ長にワイルド RS/CSフロー、Xon
カード（＊）を指定時 ／Xoffフロー、デリ
の受信メッセージの ミタ制御時
最大長

その他

SYSMACα用 CS/CJシリーズ用

半二重 半二重または全二重

送信のみ（Send）、受信のみ（Receive）、 送信のみ（Send）、受信のみ
送信＆受信（Send＆Receive） （Receive）、送信＆受信（Send＆Receive）、

待機（Wait）、受信バッファクリア
（Flush）、ER-ON（Open）、ER-OFF
（Close）

注：
・Wait（待機）：CPUユニットからの
　信号により、ステップの待機／次
　処理歩進を制御
 ・Flush（受信バッファクリア）：受
　信バッファ内のデータをすべてク
　リア
・Open（ER-ON）：モデム制御のと
　きのみ、ER信号を、シーケンス
　が終了しても保持
・Close（ER-OFF）：モデム制御のと
　きER信号をOFF

256バイト 2.5Kバイト

200バイト 2Kバイト

ステップ移行時 0.5Kバイト

最大256バイト 最大1000バイト
デフォルト値200バイト

最大200バイト
200～1000バイト設定可能

注：受信時は、受信バッファ内の
　　データをこの最大長分ずつ取
　　り出します。

最大256バイト

最大200バイト 上記設定による。（200～1000バイ
ト設定可能）デフォルト値200バイト

最大256バイト
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付

項　　目

送受信デー オペランド 最大送信データ
タ格納場所 指定時
指定

最大受信データ

データ リンク エリア1 IN
容量 チャネル

OUT指定時

エリア2 IN

OUT

ダイレクト 最大送信または受信
指定（各変 データ
数で指定）

受信バッファのクリア 半二重
タイミング

全二重

受信バッファへの 半二重
受信処理

全二重

キャラクタトレース 半二重
受信記録

全二重

伝送制御信号の操作 RS信号

CS信号

ER信号

SYSMACα用 CS/CJシリーズ用

最大127CH 最大250CH
（送信データCH数エリア含まず） （送信データCH数エリア含む）

最大127CH 最大250CH
（受信データCH数エリア含まず） （受信データCH数エリア含む）

合計で最大128CH 合計で最大500CH

最大128CH（無変換） 最大500CH（無変換）

1）シーケンス実行直前 1）シーケンス実行直前
2）Receive処理実行直前 2）Send処理実行直後

3）Flushコマンド実行時

なし 1）シーケンス実行直前
2） Flushコマンド実行時

Receive処理実行中のみ Send処理実行中以外

なし シーケンス実行中すべて（シーケン
ス実行外は受信処理なし）

シーケンス実行中すべて（Send処理 シーケンス実行中すべて（Send処理
中も記録） 中も記録）

なし
実行シーケンスNo.受信

RS/CSフロー制御指定時：ボード RS/CSフロー制御指定時：ボード
／ユニット側の受信バッファが200 ／ユニット側の受信バッファが約2K
バイトでRS信号ON バイトでRS信号ON

モデム制御時：データ送信でON、 モデム制御時：データ送信でON、
送信終了でOFF 送信終了でOFF

RS/CSフロー制御指定時：CS信号 RS/CSフロー制御指定時：CS信号
ON入力で送信待機、CS信号OFF ON入力で送信待機、CS信号OFF
入力で送信可能 入力で送信可能

モデム制御指定時：シーケンス実行 モデム制御指定時：シーケンス実行
開始でON。終了でOFF 開始でON。終了でOFF モデム制御
注：モデム制御以外ではONしない で、各ステップでOpen（ER信号ON

を、シーケンスが終了しても保持）、
Close（ER信号OFF）コマンドを実行
すると、任意のタイミングでON／
OFFさせることが可能。シーケンス
をまたがったER信号の制御が可能。

注：RS/CSフロー制御およびモデム制御指定時は、ER信号はモデム制御
　　に従い、RS、CS信号は、送信時RS信号をONし、受信時RS/CSフ
　　ロー制御に従う。
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項　　目

シーケンス実行開始後のCPUユニットとの
同期処理

送受信メッセージ 受信時のレングス

誤りチェックコード

割込通知機能

SYSMACα用 CS/CJシリーズ用

なし Waitコマンドにより、ステップ間の
遷移を待機させ、CPUユニットから
の待機解除で制御可能
例：あるステップで、CPUユニット
　　が内部演算などをして、その終
　　了後、次のステップに進めるな
　　ど

チェックなし 設定した受信期待メッセージ内のレ
ングスが示す長さ分を、メッセージ
として受信バッファから取り出しま
す。

LRC2,SUM1なし LRC2,SUM1あり

あり ボード：あり
ユニット：なし
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付－2 プロトコル作成の実際（応用例）

■モデムを介したPLC間通信の例

ここでは、モデムを使って電話回線経由でPLC間のデータ送受信を実現するプロトコル
を作成していきます。以下に、接続形態とプロトコル作成手順のフローを示します。

●接続形態

PLC PLC

モデム� モデム�

一般回線�

回線速度2400bps

●プロトコル作成手順

送受信シーケンス状態推移図の作成�
�
�
�

処理内容をCX-Protocolで編集可能�
なシーケンス、ステップに分解  　�

�
�
�

送受信メッセージ内容の構成�
�
�
�

伝送制御方式の設定�
�
�
�

監視時間の設定�
�
�
�

ラダープログラムの記述�
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■送受信シーケンスの流れ図の作成

モデムを使って電話回線経由でPLC間のデータ送受信を行う場合、その送受信シーケン
スはおおむね以下のようになります。

0（OK）以外
ならリトライ0
（OK）なら
End�
�
�
�
1,23X以外な
ら1分後にリダ
イヤル�
1,23Xなら
End�
�
�
受信エラーな
ら3回リトライ
受信データを
書き込みEnd�
�
�
�
�
0以外ならリト
ライ0ならEnd�
�
�
�
�
8以外ならリト
ライ�
8ならEnd�

PLC モデム�
モデム初期化�
コマンド送信�

モデム� PLC
モデム初期化�
コマンド送信�

リザルトコード受信� リザルトコード受信�

ダイヤル番号送信�

リザルトコード受信�

メッセージ（SendOK）送信�

メッセージ受信�

エスケープコード�
を送信�

リザルトコード受信�

回線断コマンドを送信�

リザルトコード受信�

リザルトコードを受信�

回線断実行�

エスケープモード�
に切り替え�

0以外なら�
リトライ�

0ならEnd

SendOKを受信し�
たら、DM0100～�
0105の内容を送信�

参 考 モデムに送信する初期化コマンド、ダイヤルコマンド、エスケープコード送信、回線断

コマンドなどのATコマンド、およびそれらのコマンドに対するモデムからのリザルト

コード（返答）に関する情報は、使用するモデムのマニュアルに記載されています。なお、

この例で使用するモデムは「MD24FB10V（オムロン製）」です。本モデムがサポートする

ATコマンド、リザルトコードの内、本例で使用するコマンドとリザルトコードの一覧

を以下に示します。
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●本例で使用するコマンド一覧

使用するATコマンド 設定項目 設定内容

モデム初期化コマンド コマンドエコー なし
ATE0V0X4¥V2¥N3%C0＊C0¥X1　　

リザルトコード表示形式 数字形式

接続完了時の速度表示 あり

ビジー、ダイヤルトーン検出 あり

接続完了時のエラー訂正、 あり
データ圧縮表示

MNP設定 あり（オートリライアブルモード）

MNPクラス クラス４

V.42圧縮、エラー設定 なし

端末モデム間フロー制御 なし

ER信号制御 常時ON

エスケープコード ＋

ダイヤルコマンド ATDT ダイヤル種別 トーン
ダイヤル番号

エスケープコード送信 +++ モード切替 オンラインモード→エスケープモード

回線断コマンド ATH0 回線断

●リザルトコード一覧

数字形式 文字形式 内　　容

0 OK 正常終了

1 CONNECT 接続完了

2 RING 着信検出

3 NO CARRIER 回線切断

4 ERROR コマンドエラー

5 CONNECT 1200 1200bps接続

6 NO DIAL TONE ダイヤルトーン未検出

7 BUSY 話中音検出

8 NO ANSWER 無音未検出

9 HAND SET IN USE 通話中

234 CONNECT 2400/REL4 2400MNPクラス接続
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■CX-Protocolで編集可能な「シーケンス」および「ステップ」に分解

この送受信シーケンスを、まず、一連の処理ブロック毎に、以下のシーケンスに分割し
ます。

　シーケンスNo. 000：モデムの初期化

001：ダイヤル操作

002：メッセージ送信／データ受信、モード切替、回線断

次に、それぞれのシーケンス毎にステップを構成していきます。

●シーケンスNo.000：モデムの初期化

ステップNo.00

　　ステップNo.00

初期化コマンド送信�

エラー�

(受信マトリクス)�
リザルトコード�

�
�

4,その他を受信�0を受信�

End AbortAbort

�

3回リトライ�
リトライ回数�

・正常系

モデム初期化コマンドを送信して、モデムからのリザルトコードを待ちます。リザルト
コードは複数あるため、以下の受信マトリクスを設定します。

　0 ：初期化が正常終了したためEnd

　4 ：コマンドエラーです。初期化コマンド設定ミスが考えられます。Abortし、
初期化コマンドを設定し直します。

　Other ：Abortします。

参 考 4（コマンドエラー）は、Otherと次処理内容は同じですが、受信マトリクスケースとして

別に設定しています。これは、フラグからエラー発生時のマトリクスNo.をチェックす

ることにより、エラー原因を確認し、デバッグを容易にするためです。

・異常系

リトライ回数（３回）の設定により、以下のエラー発生時は自動的に３回まで同じステッ
プが再実行されます。

・送信完了監視時間Tfs、受信待ち監視時間Tr、受信完了監視時間Trsのタイムアッ
プ時

・受信で伝送上のエラーが発生したとき（CIO28304、28312がON）

・設定以外のメッセージを受信したとき

・誤りチェックコードで誤りが発生したとき

最大3回までリトライさせ、それでも初期化に失敗した場合はエラー処理で対処します。
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この段階でエラーが発生する要因としては、PLCシステム設定や配線などのミスなど、
ステップの記述では対処できないエラー要因が発生していると考えられます。したがっ
て、この場合のエラー処理はAbortを設定します。

シーケンスNo.000：モデムの初期化

ステップNo.　リピート　コマンド　リトライ　送信　送信 受信メッセージ レスポンス 次処理 エラー処理
カウンタ 回数 ウェイト メッセージ 通知

00 R/001 Send 3 － 初期化コマンド 0 End － － Abort
＆Receive

4 Abort

Other Abort

参 考 相手機器側でも同様のステップを作成し、ローカルモデムの初期化を実行します。

●シーケンスNo.001：ダイヤル操作

　　ステップNo.00

Send�
＆�
Receive

ダイヤルコマンド送信�

4,6,8,その他を受信� エラー�

(受信マトリクス)�
リザルトコード�

�
�

1,234を受信�7,9を受信�

End Abort Abort

　　ステップNo.02

ダイヤルコマンド送信�

エラー�

(受信マトリクス)�
リザルトコード�

�
�

4,6,7,8,9,その他を受信�1,234を受信�

End AbortAbort

3回リトライ�

　　ステップNo.01

ダイヤルコマンド送信�

4,6,8,その他を受信� エラー�

(受信マトリクス)�
リザルトコード�

�
�

1,234を受信�7,9を受信�

End Abort Abort

3回リトライ�

3回リトライ�

送信ウェイト1分�

送信ウェイト1分�
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・正常系

モデムの初期化に成功したら、電話番号をダイヤルし、対抗PLCとの通信路を確保しま
す。ダイヤルコマンドのリザルトコードは回線接続完了「1（CONNECT）」以外にも複数
あります。例えば、7（BUSY）は、回線ビジー（話中）による接続失敗です。この場合、
Abortではなく別途STEP（１分後にリダイヤルする）を構成し、GotoでそのSTEPNo.を
指定することで、シーケンスの実行を中断することなく処理を継続できます。

1（CONNECT） ：回線接続終了 ........................................... End

4（ERROR） ：コマンドエラー ....................................... Abort

　ダイヤルコマンドの設定内容を確認

6（NO DIALTONE） ：ダイヤルトーン未検出 ............................. Abort

　ダイヤル種別（トーン／パルス）の確認

7（BUSY） ：回線ビジーのため接続失敗。

　１分後にリダイヤルGoto01

8（NO ANSWER） ：アンサートーン未検出 ............................. Abort

　相手モデムが着信可になっているかなどを確認

9（HAND SET IN USE） ：通話中のため接続失敗。

　１分後にリダイヤルGoto01

234（CONECT　2400/REL4）：回線接続終了 ........................................... End

Other ：Abort

参 考 リトライ処理は２回目からの実行で送信ウェイト時間が無視されます。このため、リザ

ルトコードが7（BUSY）の場合は、送信ウェイト時間を１分として別途Step01を作成し

ます。このように、送信ウェイト時間を置く必要のある処理では、リトライ処理は設定

しないでください。

・異常系

受信マトリクス以外でのエラー発生の要因としては、モデムの送信レベルや回線状態の
異常が考えれられます。ステップの記述では対処できないため、３回リトライし、それ
でも接続できない場合はAbortし、モデムの送信レベルや回線の状態をチェックします。
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シーケンスNo.001：ダイヤル操作

ステップNo.　リピート　コマンド　リトライ　送信　送信 受信メッセージ レスポンス 次処理 エラー処理
カウンタ 回数 ウェイト メッセージ 通知

00 R/001 Send＆ 3 － ダイヤル 1 End － － Abort
Receive 番号送信

4 Abort

6 Abort

7 Goto01

8 Abort

9 Goto01

234 End

Other Abort

01 R/001 Send＆ 3 １分 ダイヤル 1 End － － Abort
Receive 番号送信

4 Abort

6 Abort

7 Goto02

8 Abort

9 Goto02

234 End

Other Abort

02 R/001 Send＆ 3 １分 ダイヤル 1 End － － Abort
Receive 番号送信

4 Abort

6 Abort

7 Goto01

8 Abort

9 Goto01

234 End

Other Abort
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●Send OKメッセージ送信／データ受信、モード切替、回線断（シーケンスNo.002）正常系

4CH分の�
データ受信�

"Send OK"送信�

� Abort

エラー�

�

ステップNo.00

リザルト�
コード�
受信�

エスケープコード送信�

� Abort

�

ステップNo.01

3回リトライ�
リトライ回数�

0以外または�
エラー�

リザルト�
コード�
受信�

回線断コマンド送信�

�

AbortEnd

�

ステップNo.02

3回リトライ�
リトライ回数�

8以外�
またはエラー�

0なら�

Next

Next

期待メッセージ�
を受信�

8なら�

�

� Abort

�

ステップNo.00

エラー�

4CH分のデータ送信�

AbortEnd

ステップNo.01

エラー�

�

�

Next

相手機器�

期待メッセージを�
受信�

"Send OK"受信�

・正常系

相手機器との接続が完了したら、次に相手機器にメッセージ（SendOK）を送信し、相手
機器からのデータ送信を待ちます。相手機器では、「SendOK」のメッセージを受信した
後、DM0100～DM0104に格納された4CH分のデータを送信します。

4CH分のデータを受信したら、そのデータをDM0200から書き込み、受信終了後エスケー
プコード（+++）を送信し、オンラインモードからATコマンドを受け付けるエスケープモー
ドに切替え、回線断コマンドを送信します。



付 -13

付－ 2　プロトコル作成の実際（応用例）

付

・異常系

ここで想定できるエラーは、監視時間のタイムアップエラー、伝送上の受信エラー、設定以外のメッセー
ジを受信した、誤りチェックコードエラーがほとんどです。3回ずつのリトライ処理を設定することで、
これらのエラーに対処し、それでも異常終了する場合はAbortととし、モデムの送信レベルや回線の状態
をチェックします。

以下に、双方のステップ構成を示します。

（送信側PLCのシーケンス構成）

シーケンスNo.002：メッセージ送信／データ受信、モード切替、回線断

ステップNo.　リピート　コマンド　リトライ　送信　送信 受信メッセージ レスポンス 次処理 エラー処理
カウンタ 回数 ウェイト メッセージ 通知

00 R/001 Send＆ 3 － SendOK DM0200から書 － Next Abort
Receive き込み （W（1）,8）

01 R/001 Send＆ 3 － エスケープ 0（リザルトコード）－ Next Abort
Receive コード送信

02 R/001 Send＆ 3 － 回線断コマ 8（リザルトコード）－ End Abort
Receive ンド送信

（受信側PLCのシーケンス構成）

シーケンスNo.000：メッセージ受信／データ送信

ステップNo.　リピート　コマンド　リトライ　送信　送信 受信メッセージ レスポンス 次処理 エラー処理
カウンタ 回数 ウェイト メッセージ 通知

00 R/001 Receive 3 － SendOK － Next Abort

01 R/005 Send 3 － DM0101 － － End Abort
以降4CH
分の内容
（R（1）,8）
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■送受信メッセージの設定

送受信メッセージの設定では、送信および受信データの格納方法とメッセージのフォー
マットを設定する必要があります。

●送信および受信データの格納方法

送信および受信データの格納方法としては、

・定数指定

・オペランド指定（レスポンス通知有り／無し）

・リンクチャネル指定

・ダイレクト指定

の4種類の方法があります。本例では、送受信データの特徴に応じて以下のように使い
分けます。

送受信データ 特　　徴 格納方法

初期化コマンド そのモデムを使用する限り変更不要なのでメッセ 定数指定
ージ中に直接設定

ダイヤルコマンド 実行環境に応じて変更される可能性があるため、 オペランド指定
動的な設定方法が望ましい

送信データ（SendOK）　　変更不要なメッセージのためメッセージ中に直接設定 定数指定

5CH分の送信データ 実行環境に応じて変更される可能性があるため、 オペランド指定

5CH分の受信データ 動的な設定が望ましい

受信リザルトコード そのモデムを使用する限り変更不要なため、メッ 定数指定
セージ中に直接指定

●メッセージフォーマット

モデム制御手順では、端末（この場合PLC）からの命令（ATコマンド）と、その命令に対
するモデムからの応答（リザルトコード）によって通信が行われます。ATコマンドやリ
ザルトコードは、CRまたはCR/LFをデリミタ（区切り文字）とする文字列で構成される
ため、メッセージフォーマットは、以下のようになります。

データ＋ターミネータ（CRまたはCR/LF）

注．ヘッダ、アドレス、レングス、誤りチェックコードは設定しません。

・定数指定の場合

定数指定の送受信メッセージは、初期化コマンド、送信データ（SendOK）、受信リザル
トコードなどの後に必ずCRまたはCR/LFを設定します。

例）初期化コマンドの設定例

ATE0V0X4¥V2¥N3%C0＊C0¥X1＋CRまたはCR/LF�
 ターミネータ�
 ターミネータ�
 ATコマンド�

例）送信データ（SendOK）の設定例
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SENDOK＋CRまたはCR/LF�
 ターミネータ�
 SENDOK（メッセージ）�

例）リザルトコード

1＋CRまたはCR/LF�
 ターミネータ�
 リザルトコード�

・オペランド指定の場合

オペランド指定の送受信データの場合は、PMCR命令の仕様（送信データ格納先頭チャ
ネル番号、受信データ格納先頭チャネル番号）を決定してから、PMCR命令で設定した
エリアに送受信データを格納しておく必要があります。

本例で使用するオペランド指定の送受信データの構成は、以下のようになります。

例）ダイヤルコマンドの設定例（オペランド指定）

SendOKメッセージ送信側PLCのシーケンスNo.001のステップNo.00～02に記述する送
信メッセージ内容

（R（1）,16）＋CRまたはCR/LF�
  ターミネータ�
 送信バイト数�
 送信先頭CH（PMCR命令の第2オペランドで指定したCH（DM0010）＋1�
 読み出しオプション（無変換、順方向）�

・指定チャネルに格納した実際の送信データ内容

 DM0010 DM0011 DM0012 DM0013 DM0014 DM0015 DM0016 DM0017 DM0018�
 0009 4154 4454 3033 2D30 3132 332D 3435 3637�
 9 AT DT 03 -0 12 3- 45 67�
　　　　　先頭チャネルには送信するデータの総チャネル数を設定します�

例）4CH分の受信データをDM0201～DM0204に格納する設定

・SendOKメッセージ送信側PLCのシーケンスNo.002のステップNo.00に記述する受信
メッセージ内容

（W（1）,8）＋CRまたはCR/LF�
  ターミネータ�
 受信バイト数�
 受信先頭CH（PMCR命令の第3オペランドで指定したCH（DM0200）＋1�
 書き込みオプション（無変換、順方向で書き込み）�

・指定チャネルに実際に書き込まれる受信データ内容

 DM0200 DM0201 DM0202 DM0203 DM0204�
 0005 3130 3135 3230 3532�
 5 10 15 20 52�
　　　　　受信するデータのチャネル数（自動的に設定されます）
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例）4CH分（DM0101～DM0104）のデータを送信する設定

・SendOKメッセージ受信側PLCのシーケンスNo.000のステップNo.01に記述する送信
メッセージ内容

（R（1）,8）＋CRまたはCR/LF�
  ターミネータ�
 送信バイト数�
 送信先頭CH（PMCR命令の第2オペランドで指定したCH（DM0100）＋1�
 読み出しオプション（無変換、順方向）�

・指定チャネルに実際に格納する送信データ内容

 DM0100 DM0101 DM0102 DM0103 DM0104�
 0005 3130 3135 3230 3532�
 5 10 15 20 52�
　　　　　送信するデータの総チャネル数を設定する�

■伝送制御方式の設定

伝送制御方式は、モデムを介したPLC同士の1対1通信の場合、「モデム制御」を指定しま
す。モデム制御方式は、端末（PLC）からの命令と、その命令に対するモデムの応答によっ
て行われ、命令（ATコマンド）と応答（リザルトコード）はCRまたはCR/LFをデリミタ（区
切り文字）とする文字列で構成されます。

モデム制御方式には、フロー制御としてRS/CSフロー制御、Xon/Xoffフロー制御を設定
することができますが、本例では送受信データが短いため、フロー制御は設定しません。

参 考 ・伝送制御方式の詳細な設定方法については、4-2項 「シーケンス単位（ステップ共通）の

設定内容」を参照してください。

・モデム制御には、ヘイズ社AT方式とV.25bis方式がありますが、本例ではAT方式でプ

ロトコルを作成します。
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■監視時間の設定

監視時間（送信完了監視時間Tfs、受信待ち監視時間Tr、受信完了監視時間Tfr）を設定し
ておくと、送受信処理が監視時間内に実行されない場合、そのステップが完了する前（そ
のステップの送受信処理の段階）にエラーを検出し、速やかにエラー処理やリトライ処
理に移行させることができます。

リトライ処理との組み合わせで使うと、以下のリトライ要因が発生した場合、エラー処
理を記述することなく、そのステップを再実行することができ、プロトコルやラダープ
ログラムの記述を著しく省略できます。

・送信完了監視時間Tfs、受信待ち監視時間Tr、受信完了監視時間Tfrのタイムアップ時

・受信で伝送上のエラーが発生したとき（CS/CJの場合：1908／1918／n＋8／n＋18CH

ビット15がON、SYSMACαの場合：28304、28312がON）

・設定以外のメッセージを受信したとき

誤りチェックコードで誤りが発生したとき

本例では、監視時間を以下のように設定します。監視時間の計算方法については、「5-

5　監視時間の計算方法」を参照してください。

送信�

受信�

Tfs�
�

0.02秒�

Tfr�
�

0.02秒�

Ts

Tr�
�
0.01秒�

リダイヤル時のみ1分�

参 考 ・リトライ回数が設定できるのは、Send&Receiveコマンドを設定したステップのみで

す。

・リピートカウンタとリトライ回数が共に設定された場合は、リトライ回数分ステップ

を実行している間カウンタNは更新されません。リトライ要因がなくなるか、リトラ

イ回数分ステップを実行した後で更新されます。
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■ラダープログラムの作成

作成したプロトコルを実行するためのラダープログラムを作成し、PLCに転送します。
以下にラダープログラムの例を示します。

CS/CJシリーズの場合

000000

000100 191915

DIFU(013)

＃72E1

＃0064

000100

RSET

000100

SET

000101

＃0000

PMCR

ポート2プロトコル�
マクロ実行中フラグ�

A20207

ネットワーク通信命令�
実行可フラグ�

000101 191915

＃0065

DM00010

RSET

000101

SET

000102

＃72E1

PMCR

000102 191915

＃0066

＃0000

RSET

000102

＃72E1

PMCR

＃0000

DM00200

初期化コマンド送信�

・通信ポートNo.7を使用・シリアルポートNo.2�
・相手先号機アドレスE1：INNERボード�

定数�

ダイヤル番号送信�

送信データ先頭チャネル番号�

定数�

データ送受信�

定数�

受信データ格納先頭チャネル番号�

＃0000

A20207

ネットワーク通信命令�
実行可フラグ�

A20207

ネットワーク通信命令�
実行可フラグ�

シーケンスNo.100
定数�

・通信ポートNo.7を使用・シリアルポートNo.2�
・相手先号機アドレスE1：INNERボード�

シーケンスNo.101

・通信ポートNo.7を使用・シリアルポートNo.2�
・相手先号機アドレスE1：INNERボード�

シーケンスNo.102
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SYSMACαの場合

00000

00100 28908

DIFU(13)

＃1000

＃0000

00100

RSET

00100

SET

00101　�

PMCR

ポートAプロトコル�
マクロ実行中フラグ�

00101 28908

＃1001

DM 0010

RSET

00101

SET

00102

PMCR

00102 28908

＃1002

＃0000

RSET

00102

PMCR

DM0000

DM 0200

初期化コマンド送信�

ポートAを使って、シーケンスNo.000を実行�

定数�

ダミーチャネル�

ダイヤル番号送信�

ポートAを使って、シーケンスNo.001を実行�

送信データ先頭チャネル番号�

ダミーチャネル�

データ送受信�

ポートAを使って、シーケンスNo.002を実行�

定数�

受信データ格納先頭チャネル番号�

DM0000
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付－3 ボード／ユニットのシステム設定

■CS/CJシリーズの場合

CS/CJシリーズの場合、シリアルコミュニケーションボードまたはシリアルコミュニケー
ションユニットをプロトコルマクロモードで使用する場合のシステム設定は、CPUユニッ
トのボード／ユニットの各割付DMエリアに設定します。

●シリアルコミュニケーションボード

割付DMエリア：D32000～D32099CHの下記エリアを使用します。

D32000～D32001CH　　ポート1のシステム設定　

D32008～D32009CH

D32010～D32011CH ポート2のシステム設定

D32018～D32019CH

D32002～D32007CH プロトコルマクロモード時は使用しません。　

D32012～D32017CH

D32020～D32767CH システム予約

●シリアルコミュニケーションユニット

割付DMエリア：D30000～D31599CHの下記エリアを使用します。

m＝D30000+100×ユニット番号（CH）

ユニット番号 DMエリア

0 D30000～D30099CH　

1 D30100～D30199CH

2 D30200～D30299CH

3 D30300～D30399CH

4 D30400～D30499CH

5 D30500～D30599CH

6 D30600～D30699CH

7 D30700～D30799CH

8 D30800～D30899CH

9 D30900～D30999CH

A D31000～D31099CH

B D31100～D31199CH

C D31200～D31299CH

D D31300～D31399CH

E D31400～D31499CH

F D31500～D31599CH

m～m+1、m+8～m+9：ポート1のシステム設定
m+10～m+11、m+18～m+19：ポート2のシステム設定
m+2～m+27、m+212～m+217：使用しません。
m+20～m+99：使用しません。
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■システム設定エリアの内容

m＝D30000+100×ユニット番号（CH）

DMエリア 設定内容

ボード ユニット ビット

ポート1 ポート2 ポート1 ポート2

D32000 D32010 m m+10 15 ポート設定　0：デフォルト　1：任意設定

14～12 予約

11～08 シリアル通信モード（6Hex：プロトコルマクロ）

07～05 予約

04 スタートビット　0：1ビット　1：1ビット（0/1のどちらに
設定しても1ビット固定となります。）

03 データ長　0：7ビット　1：8ビット

02 ストップビット　0：2ビット　1：1ビット

01 パリティ　0：あり　1：なし

00 パリティ　0：偶数　1：奇数

D32001 D32011 m+1 m+11 15～04 予約

03～00 伝送速度（単位：ビット/s）　0：デフォルト（9600）
3：1200　4：2400　5：4800　6：9600　7：19200　8：
38400

～ ～ ～ ～

D32008 D32018 m+8 m+18 15 伝送方式　0：半二重　1：全二重
注；標準システムプロトコルを使用時、必ず0：半二重に設
定してください。

14～00 予約

D32009 D32019 m+9 m+19 15～00 送受信データ最大バイト数　00C8～03E8（Hex）
注；標準システムプロトコルを使用時、必ず03E8Hex
（1000バイト）に設定してください。
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■SYSMACαの場合

SYSMACαシリーズの場合、コミュニケーションボードをプロトコルマクロモードで使
用する場合のシステム設定は、CPUユニットのPLCシステム設定に設定します。

●RS-232Cポートに関する設定

CH番号 ビット 機能  （初期値：工場出荷時の設定）

DM6645　　00～03　　RS-232Cポート通信条件の設定
00：標準設定（初期値）スタートビット：1bit データ長：7bit パリティ：偶数

ストップビット：2bit 通信速度：9600bps
1：DM6646の設定に従う

04～07 CTS制御有無の設定
0：無（初期値）　1：有

08～11 1：1リンクで使用するリレーエリア
0：LR00～63（初期値）　1：LR00～31　2：LR00～15

NTリンク1：N接続時のPT最大No.
1～7(BCD）ただし、C200HE-CPU□□は1～3

12～15 RS-232Cポートのモード指定
0：上位リンク（初期値） 1：RS-232無手順 2：1：1リンクの子局
3：1：1リンクの親局 4：NTリンク（1：1） 5：NTリンク（1：N）

DM6646 00～07 RS-232Cポート通信速度の設定
00：1200（初期値）　　01：2400　　02：4800　　03：9600　　04：19200

08～15 RS-232Cポートフレームフォーマット設定
　　　（スタートビット）　　 （データ長）　　（ストップビット）　　（パリティ）
00： 1bit 7bit 1bit 偶数（初期値）
01： 1bit 7bit 1bit 奇数
02： 1bit 7bit 1bit なし
03： 1bit 7bit 2bit 偶数
04： 1bit 7bit 2bit 奇数
05： 1bit 7bit 2bit なし
06： 1bit 8bit 1bit 偶数
07： 1bit 8bit 1bit 奇数
08： 1bit 8bit 1bit なし
09： 1bit 8bit 2bit 偶数
10： 1bit 8bit 2bit 奇数
11： 1bit 8bit 2bit なし

DM6647 00～15 RS-232Cポート送信ディレー時間の設定
0000（初期値）～9999（BCD、単位10ms）

DM6648 00～07 RS-232Cポート上位リンクモード時　号機No.の設定
00（初期値）～31（BCD）
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●ペリフェラルポートに関する設定

CH番号 ビット 機能  （初期値：工場出荷時の設定）

DM6650 00～03 ペリフェラルポート通信条件標準フォーマット設定
0：標準設定（初期値）スタートビット：1bit データ長：7bit パリティ：偶数

ストップビット：2bit 通信速度：9600bps
1：個別設定

04～11 システム予約

12～15 ペリフェラルポート使用モード設定
0：上位リンク（初期値）　1：RS-232C無手順

DM6651 00～07 ペリフェラルポート通信速度の設定（bps）
00：1200（初期値）　　01：2400　　02：4800　　03：9600　　04：19200

08～15 ペリフェラルポートフレームフォーマット設定
（スタートビット） （データ長） （ストップビット） （パリティ）

00： 1bit  7bit 1bit 偶数（初期値）
01： 1bit 7bit 1bit 奇数
02： 1bit 7bit 1bit なし
03： 1bit 7bit 2bit 偶数
04： 1bit 7bit 2bit 奇数
05： 1bit 7bit 2bit なし
06： 1bit 8bit 1bit 偶数
07： 1bit 8bit 1bit 奇数
08： 1bit 8bit 1bit なし
09： 1bit 8bit 2bit 偶数
10： 1bit 8bit 2bit 奇数
11： 1bit 8bit 2bit なし

DM6652 00～15 ペリフェラルポート送信ディレー設定（上位リンク）
0000（初期値）～9999：単位10ms

DM6653 00～07 ペリフェラルポート上位リンクモード時　号機No.の設定
00（初期値）～31（号機）
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コミュニケーションボードに関する設定

●ポートBに関する設定

CH番号 ビット 使用モード 機能詳細 備考

DM6550 00～03 上位リンク ポートB 通信条件標準フォーマット設定
無手順 0：標準設定→スタートビット ：1ビット
プロトコルマクロ （初期値） データ長 ：7ビット

パリティ ：偶数
ストップビット ：2ビット
ボーレート ：9600bps

01：個別設定→DM6551：00～15の設定有効

04～07 上位リンク CTS制御有無設定
無手順 0：無（初期値）
1：1リンク 1：有

08～11 1：1リンク ポートB　1：1リンクエリア 一度1：1リ
（親局） 0：LR00～63（初期値）　1：LR00～31　2：LR00～15 ンク親局に
NTリンク ポートB　NTリンク1：N時のPT最大号機No.設定 設定すると
（1：N） 1～7（BCD）ただし、C200HE-CPU□□の場合は1～3 変更不可

12～15 全モード ポートB　使用モード設定
0：上位リンク（初期値） 1：RS-232無手順
2：1：1リンク子局 3：1：1リンク親局 4：NTリンク（1：1）　　
5：NTリンク（1：N） 6：プロトコルマクロ

DM6551 00～07 上位リンク ポートB　通信速度の設定 個別設定時
無手順 00：1200（初期値）　01：2400　02：4800　03：9600 のみ有効
プロトコルマクロ 04：19200

08～15 上位リンク ポートB　フレームフォーマット設定
無手順 スタートビット データ長 ストップビット パリティ
プロトコルマクロ 00： 1bit 7bit 1bit 偶数（初期値）

01： 1bit 7bit 1bit 奇数
02： 1bit 7bit 1bit なし
03： 1bit 7bit 2bit 偶数
04： 1bit 7bit 2bit 奇数
05： 1bit 7bit 2bit なし
06： 1bit 8bit 1bit 偶数
07： 1bit 8bit 1bit 奇数
08： 1bit 8bit 1bit なし
09： 1bit 8bit 2bit 偶数
10： 1bit 8bit 2bit 奇数
11： 1bit 8bit 2bit なし
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●ポートAに関する設定

CH番号 ビット 使用モード 機能詳細 備考

DM6555 00～03 上位リンク ポートA　通信条件標準フォーマット設定
無手順 0：標準設定→ スタートビット：1ビット
プロトコルマクロ （初期値） データ長 ：7ビット

パリティ ：偶数
ストップビット：2ビット
ボーレート ：9600bps

01：個別設定→DM6556：00～15の設定有効

04～07 上位リンク CTS制御有無設定
無手順 0：無（初期値）
1：1リンク 1：有

08～11 1：1リンク ポートA　1：1リンクエリア 一度1：1リ
（親局） 0：LR00～63（初期値）　1：LR00～31　2：LR00～15 ンク親局に
NTリンク ポートB　NTリンク1：N時のPT最大号機No.設定 設定すると
（1：N） 1～7（BCD）ただし、C200HE-CPU□□の場合は1～3 変更不可

12～15 全モード ポートA　使用モード設定
0：上位リンク（初期値） 1：RS-232無手順
2：1：1リンク子局 3：1：1リンク親局 4：NTリンク（1：1）　　
5：NTリンク（1：N） 6：プロトコルマクロ

DM6556 00～07 上位リンク ポートA　ボーレートの設定 個別設定時
無手順 00：1200（初期値）　01：2400　02：4800　03：9600 のみ有効
プロトコルマクロ 04：19200

08～15 上位リンク ポートA　フレームフォーマット設定
無手順 スタートビット データ長 ストップビット パリティ
プロトコルマクロ 00： 1bit 7bit 1bit 偶数（初期値）

01： 1bit 7bit 1bit 奇数
02： 1bit 7bit 1bit なし
03： 1bit 7bit 2bit 偶数
04： 1bit 7bit 2bit 奇数
05： 1bit 7bit 2bit なし
06： 1bit 8bit 1bit 偶数
07： 1bit 8bit 1bit 奇数
08： 1bit 8bit 1bit なし
09： 1bit 8bit 2bit 偶数
10： 1bit 8bit 2bit 奇数
11： 1bit 8bit 2bit なし
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付－4 関連する特殊補助リレー／割付リレーエリアについて

ボード／ユニットの状態（シーケンス／ステップの実行状態）は、CPU ユニットの次

の特殊補助リレーまたは割付リレーエリアに割り付けられます。ラダープログラムで使

用してください。

■関連特殊補助リレー／割付リレーエリア

以下に、CS/CJシリーズのシリアルコミュニケーションボード（CSシリーズのみ）／

ユニットと SYSMACαのコミュニケーションボードのプロトコルマクロ関連のリレー

一覧を示します。

n=1500+25×ユニット番号（シリアルコミュニケーションユニットのみ）
CS シリーズシリア
ルコミュニケーショ
ンボード

CS/CJシリーズシリアルコ
ミュニケーションユニット

SYSMACαコミュニケーシ
ョンボード分

類 名称

チャネル
No.

接点
No.

チャネル
No.

接点 No.
チャネル

No.
接点 No.

内容

シ
ス
テ
ム
異
常

ボード/ユニット
のウォッチドッグ
タイマエラー

A424CH 00 A417CH
（CPU高
機能ユニッ
ト異常番号
フラグ）

00~15(ユニッ
ト No.0~15に
相当）
注：A40207（CPU

高機能ユニ
ット異常フ
ラグ）が代表
ビット

00 1:異常
0:正常

INNERバス異常
（ポート認識異常）

01 なし 01 1:異常
0:正常

A424CH 09 なし 268CH 02 1:異常
0:正常

プロトコルデータ
異常（メモリ破壊
によるプロトコル
データのサムチェ
ックエラー）

1901CH 00 n+1 00

プロトコルマクロ
実行エラー
ポート 2または B

で発生

A424CH 10 11 1:異常
0:正常

プロトコルマクロ
実行エラー
ポート 1または A

で発生

なし

12 1:異常
0:正常

システム設定エラー A424CH 08 なし

コミュニケ
ーションボ
ード異常詳
細情報エリ
ア→システ
ム継続異常
FAL9C 異常

1:異常
0:正常

1906/
1916CH

01 n+6/n+16 01

13～15

15：システム
設定異常発生
14：ポート A

で発生
13：ポート B

で発生
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CSシリーズシリ
アルコミュニケー
ションボード

CS/CJ シリーズシ
リアルコミュニケ
ーションユニット

共通
SYMACα

コミュニケーションボード

割付リレーエリア 特殊補助リレー分
類 名称

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

接点

No.

ポート A
チャネル
No.

接点 No. ポート B

チャネル

No.

接点

No.

内容

ポ
ー
ト
動
作

ポート動作中 1906CH 1916CH n+6 n+16 00 なし なし 1：ポート動作中
0：ポート停止中

リスタートフラ
グ（ポート毎）

A636CH
ビット
01

A636CH
ビット
02

A620CH
+ユニッ
ト番号
ビット

01

A620CH
+ユニッ
ト番号
ビット

02

289CH 00 289CH 01 0→1：リスタート

プ
ロ
ト
コ
ル
マ
ク
ロ

プロトコルマク
ロ実行中フラグ
（ポート毎）

1909CH 1919CH n+9 n+19 15 289CH 08 289CH 12 1：プロトコルマ
クロ（シーケ
ンス）実行中

0：プロトコルマ
クロ（シーケ
ンス）非実行
中

プロトコルマク
ロエラーコード
（ポート毎）

1909CH 1919CH n+9 n+19 00～03 286CH 08～11 286CH 12～15 0：エラーなし
1：プロトコルマ
クロ機能な
し（αのみ）

2：シーケンス
No.エラー

3：データ読出／
書込領域超
えエラー

4：プロトコルデー
タ文法エラー

送受信シーケン
ス No.

（ポート毎）

1910CH 1920CH n+10 n+20 00～11 なし なし 000～03E7Hex

（000～999）

実行完了ステッ
プ No.（コード）
（ポート毎）

1911CH 1921CH n+11 n+21 08～11 287CH 04～07 288CH 04～07 0～Fhex

（0～15）

実行完了ステッ
プNo格納フラグ

1913CH 1923CH n+13 n+23 00～15 なし なし 0～15ビット：
ステップ No.0～
15に対応

シ
ー
ケ
ン
ス
モ
ニ
タ

実行完了受信ケ
ース No.（コー
ド）（ポート毎）

1911CH 1921CH n+11 n+21 00～03 287CH 00～03 288CH 00～03 0～Fhex

（0～15）

実行完了受信ケ
ース No. 格納フ
ラグ

1912CH 1922CH n+12 n+22 00～15 なし なし 0～15ビット：
ケースNo.0～15

に対応
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CSシリーズシリア
ルコミュニケーシ
ョンボード

CS/CJシリーズシ
リアルコミュニケ
ーションユニット

共通
SYMACα

コミュニケーションボード

割付リレーエリア 特殊補助リレー分
類 名称

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

接点 No. ポート A
チャネル
No.

接点 No. ポート B

チャネル

No.

接点 No.

内容

実行完了格納フ
ラグ（ポート毎）

なし なし なし なし なし 287CH 15 288CH 15 0：格納無し
1：格納有り

リピートカウン
タ現在値（ポート
毎）

1914CH 1924CH n+14 n+24 00～07 284CH 00～07 285CH 00～07 01～FFHex

リピートカウン
タ設定値（ポート
毎）

1914CH 1924CH n+14 n+24 08～15 なし なし 01～FFHex

シーケンス End

終了フラグ（ポー
ト毎）

1909CH 1919CH n+9 n+19 11 289CH 10 289CH 14 1：シーケンス
End終了

0：シーケンス
End終了せ
ず

シーケンス Abort

終了フラグ（ポー
ト毎）

1909CH 1919CH n+9 n+19 10 283CH 07 283CH 15 1：シーケンス
Abort終了

0：シーケンス
Abort終了せ
ず

ス
テ
ッ
プ
エ
ラ
ー

ステップエラー
処理実行フラグ
（ポート毎）

1909CH 1919CH n+9 n+19 14 289CH 09 289CH 13 1：ステップ異常
終了

0：ステップ異常
終了せず

トレース実行中
フラグ（ポート
毎）

1909CH 1919CH n+9 n+19 12 286CH 00 286CH 01 1：実行中
0：非実行中

ト
レ
ー
ス

連続トレースス
タート／ストッ
プスイッチ（ポー
ト毎）

1900CH
ﾋﾞｯﾄ01

1900CH
ﾋﾞｯﾄ09

n
ﾋﾞｯﾄ01

n
ﾋﾞｯﾄ09

289CH 02 289CH 03 0→1：スタート
1→0：ストップ
（CX-Protocol

でのみ使用）

ショットトレー
ススタート／ス
トップスイッチ
（ポート毎）

1900CH
ﾋﾞｯﾄ02

1900CH
ﾋﾞｯﾄ10

n
ﾋﾞｯﾄ02

n
ﾋﾞｯﾄ10

289CH 04 289CH 05 0→1：スタート
1→0：ストップ
（CX－Protocol

でのみ使用）
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CSシリーズシリア
ルコミュニケーシ
ョンボード

CS/CJシリーズシ
リアルコミュニケ
ーションユニット

共通
SYMACα

コミュニケーションボード

割付リレーエリア 特殊補助リレー分
類 名称

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

接点No. ポート A
チャネル
No.

接点 No. ポート B

チャネル

No.

接点 No.

内容

Ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ｔ
処
理

強制Abortスイッ
チ（ポート毎）

1900CH 1900CH n n ポート 1
：03
ポート 2
：11

289CH 11 289CH 15 強制 Abort実行
時 0→1にする
（ただし、タイ
ミングによって
Abortせず、シー
ケンスを実行完
了することがあ
る）

強制Abort発生フ
ラグ

1909CH 1919CH n+9 n+19 13 なし なし 1：強制 Abort実
行時

0：上記以外

シーケンスWait

中フラグ
（ポート毎）

1909CH 1919CH n+9 n+19 09 なし なし 1：シーケンス
Wait中

0：シーケンス非
Wait中

Ｗ
ａ
ｉ
ｔ
処
理

Wait解除スイッ
チ（ポート毎）

1900CH 1900CH n n ポート 1
:0
ポート 2
:8

なし なし 0→1：Wait解除

RS信号状態
（ポート毎）

1907CH 1917CH n+7 n+17 03 なし なし 1：ON

0：OFF

CS信号状態
（ポート毎）

1907CH 1917CH n+7 n+17 04 なし なし 1：ON

0：OFF

DR信号状態
（ポート毎）

1907CH 1917CH n+7 n+17 06 なし なし 1：ON

0：OFF

ER信号状態
（ポート毎）

1907CH 1917CH n+7 n+17 07 なし なし 1：ON

0：OFF

伝
送
制
御
信
号
モ
ニ
タ

自局受信ビジー
／受信待ち

1907CH 1917CH n+7 n+17 08 なし なし 1：自局受信ビジー
0：自局受信待ち

相手局受信ビジー
／受信待ち

1907CH 1917CH n+7 n+17 10 なし なし 1：相手局受信
ビジー

0：相手局受信待ち
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CSシリーズシリ
アルコミュニケー
ションボード

CS/CJシリーズシ
リアルコミュニケ
ーションユニット

共通
SYMACα

コミュニケーションボード

割付リレーエリア 特殊補助リレー分
類 名称

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

接点 No. ポート A
チャネル
No.

接点 No. ポート B

チャネル

No.

接点 No.

内容

エラーなし 1908CH 1918CH n+8 n+18 00～15 283CH 00～03
0：エラ
ーなし

283CH 08～11
0：エラ
ーなし

すべて 0

パリティエラー 1908CH 1918CH n+8 n+18 02 283CH 00～03
1：パリ
ティエ
ラー

283CH 08～11
1：パリ
ティエ
ラー

1：パリティエラ
ー発生

0：正常
SYSMACα
のプロトコ
ルマクロモ
ードではON
しません

フレーミングエ
ラー

1908CH 1918CH n+8 n+18 03 283CH 00～03
2：フレ
ーミング
エラー

283CH 08～11
2：フレ
ーミング
エラー

1：フレーミング
エラー発生

0：正常
SYSMACα
のプロトコ
ルマクロモ
ードではON
しません

オーバーランエ
ラー

1908CH 1918CH n+8 n+18 04 283CH 00～03
3：オー
バーラン
エラー

283CH 08～11
3：オー
バーラン
エラー

1：オーバーラン
エラー発生

0：正常
SYSMACα
のプロトコ
ルマクロモ
ードでは ON
しません

伝
送
エ
ラ
ー
発
生
状
態
（
ポ
ー
ト
通
信
異
常
）

タイムアウトエ
ラー

1908CH 1918CH n+8 n+18 05 283CH 00～03
5：タイ
ムアウト
エラー

283CH 08～11
5：タイ
ムアウト
エラー

1：タイムアウト
（Tfs、Tfr、
Trのいずれ
か）エラー発
生

0：正常
SYSMACα
のプロトコ
ルマクロモ
ードでは ON
しません

コマンドエラー 1908CH 1918CH n+8 n+18 06 283CH 00～03
7：コマ
ンドエ
ラー

283CH 08～11
7：コマ
ンドエ
ラー

1：コマンドエラ
ー発生(受信
データの定
数部分の比
較不一致)

0：コマンドエラ
ーなし
SYSMACα
のプロトコ
ルマクロモ
ードでは ON
しません

FCSチェックエ
ラー

1908CH 1918CH n+8 n+18 07 283CH 00～03
4：FCS
チェック
エラー

283CH 08～11
4：FCS
チェック
エラー

1：FCSチェック
エラー(チェ
ックコード不
一致)発生

0：正常
SYSMACα
のプロトコル
マクロモード
では ONしま
せん
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CSシリーズシリア
ルコミュニケーシ
ョンボード

CS/CJシリーズシ
リアルコミュニケ
ーションユニット

共通
SYMACα

コミュニケーションボード

割付リレーエリア 特殊補助リレー分
類 名称

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

ポート 1
チャネル
No.

ポート 2
チャネル
No.

接点 No. ポート A
チャネル
No.

接点 No. ポート B

チャネル

No.

接点 No.

内容

サムチェックエ
ラー

なし なし 283CH 00～03

6：サム
チェック
エラー

283CH 08～11

6：サム
チェック
エラー

SYSMACαのプ
ロトコルマクロ
モードでは ON

しません

Tr（受信待ち監視
時間）オーバー
（ポート毎）

1908CH 1918CH n+8 n+18 12 なし なし 1：オーバー
0：正常

Tfr（受信完了監
視時間）オーバー
（ポート毎）

1908CH 1918CH n+8 n+18 13 なし なし 1：オーバー
0：正常

Tfs（送信完了監
視時間）オーバー
（ポート毎）

1908CH 1918CH n+8 n+18 14 なし なし 1：オーバー
0：正常

リトライ回数最
大値（ポート毎）

1908CH 1918CH n+8 n+18 08～11 なし なし リトライ回数
0～9：0～9Hex

伝
送
エ
ラ
ー
発
生
状
態

伝送エラー発生
（通信ポート異常）

1908CH 1918CH n+8 n+18 15 283CH 04 283CH 12 1：伝送エラー発生
0：正常
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■各リレーエリアの説明
タイミング

分
類

名　　称 アドレス 内　　容 初期
化

セット リセット

ボード/ユニット
のウォッチドッ
グタイマエラー

CS/CJ：ボード
A424CH
ビット 00、
ユニット A417CH
ビット 00～15
SYSMACα：268CH
ビット 00

CS/CJ／SYSMACαとも：ボード/ユニットが故障している
とき、1（ON）となります。ボード/ユニットをしっかり装
着し直すか、ボードを他の CPUユニットに装着しても 0
（OFF）とならない場合は、ボードを交換してください。

電源
ON時
（注）

異常時 電源の
再投入
時

INNERバス異常 CS/CJ：ボードのみ
A424CH
ビット 01
（ユニットなし）

CS/CJボードのみ：INNERバス異常が発生しているとき、
1（ON）となります。ボードをしっかり装着し直すか、ボ
ードを他の CPUユニットに装着しても 0（OFF）とならな
い場合は、ボードを交換してください。

異常時 電源の
再投入
時

ポート認識異常 SYSMACα：268CH
ビット 01

SYSMACαのみ：通信ポートが異常のとき、1（ON）とな
ります。ボードを交換してください。

異常時 電源の
再投入
時

プロトコルデー
タ異常

CS/CJ：ボード 1901
/ユニット n+1CH
ビット 00、
ボードのみ
A424CH ビット 09
SYSMACα：268CH
ビット 02

CS/CJ：
電源 ON時のプロトコルデータのサムチェックで異常を検
知した場合、1（ON）となります。
同時に、シリアルコミュニケーションボードの場合は、CPU
ユニットの ERR/ALM LEDが点滅し、RDY LEDが 1秒周期
で点滅します。また、特殊補助リレーの A424CHのビット
09が ONとなります。
シリアルコミュニケーションユニットの場合は、RDYおよ
び ERC LEDが点滅します。

SYSMACα：
電源 ON時のプロトコルデータのサムチェックで異常を検
知した場合、1（ON）となります。
同時に、CPUユニットの ERR LEDが点滅し、RDY LEDが
点滅します。また、268CHのビット 02が ONとなります。

プロトコルデータ転送中に、通信コネクタが外れるか、PLC
本体の電源 OFFなどで発生します。CX-Protocolを使用し、
再度プロトコルデータを転送してください。

エラー
発生時

プロト
コルデ
ータ再
転送で
正常時

プロトコルマク
ロ実行エラー

CS/CJ：ボードのみ
A424CH ビット 10
（ユニットなし）
SYSMACα：268CH
ビット 11
（ポート B）、
ビット 12（ポート A）

CS/CJ：
データ読出／書込領域超えエラー（エラーコード 3）また
はプロトコルマクロ文法エラー（エラーコード 4）が発生
しているとき、1（ON）となります。

SYSMACα：
プロトコルマクロ機能なし（エラーコード１）、シーケン
ス No.エラー（エラーコード２）、データ書込領域超えエ
ラー（エラーコード 3）またはプロトコルマクロ文法エラ
ー（エラーコード 4）が発生しているとき、1（ON）とな
ります。

エラー
発生時

シーケ
ンス開
始時

システム設定エ
ラー

CS/CJ：
1906/1916/
n+6/n+16CH
ビット 01、
ボードのみ
A424CH ビット 08
（ユニットなし）
SYSMACα：268CH
ビット 15

CS/CJ／SYSMACαとも： 割付 DMエリアによるシステ
ム設定にエラーがあるとき、1（ON）となります。システ
ム設定を変更した後、電源の入れ直し、リスタート、ポー
トリスタート、または STUP命令（CS/CJのみ）を実行し
てください。
エラーのある設定項目はデフォルト値で動作します。

エラー
発生時

電源 ON
（注 1）
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タイミング分
類

名　　称 アドレス 内　　容
初期化 セット リセット

ポート動作中 CS/CJ：

1906/1916/n+6/
n+16CH ビット 00
SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：通信ポートのシリアル通信モードがプロトコル
マクロの場合に、プロトコルデータが異常のときに０（OFF）
となります。他の場合は１（ON）です。

電源
ON時

（注）

異常時 プロト
コルデ
ータ転
送後

ポート1／2シリ
アル通信ポート
設定変更中フラ
グ（ポートリス
タートフラグ）

CS/CJ：
ボード A636CH

ビット 01/02、
ユニット A620CH+
ユニット番号
ビット 01/02
SYSMACα：

289CH
ビット 00/01

CS/CJ／SYSMACαとも：このフラグを 0→1にすることに
より、通信ポートのリスタートを行います。

ユーザ
操作ま
たは
STUP

命令実
行時

設定変
更完了
かつポ
ートリ
スター
ト終了

プロトコルマク
ロ実行中フラグ

CS/CJ：

1909/1919/

n+9/n+19CH
ビット 15

SYSMACα：

289CH
ビット 08/12

CS/CJ／SYSMACαとも：PMCR命令（シーケンス）が実行
されると 1（ON）となります。実行失敗時は 0（OFF）のま
まとなります。
シーケンスが終了し、かつ受信データを書込む場合、I/Oメモ
リに受信データをすべて書込んだ後、0（OFF）となります。
シーケンスが終了（Endによる終了でも、Abortによる終了で
もいずれでも）時に 0（OFF）となります。
注：シーケンス単位のレスポンス通知方式の設定を「スキャ
ン方式」に設定している場合、受信したデータの内「レ
スポンス書込あり」に設定されたデータをすべて I/Oメモ
リに書込んだことを確認してから、プロトコルマクロ実
行中フラグを 0（OFF）にします。

命令実
行時

命令終
了時
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タイミング
分
類

名　　称 アドレス 内　　容 初期
化

セット リセット

プロトコルマク
ロエラーコード

CS/CJ：

1909/1919/

n+9/n+19CH
ビット 00～03

SYSMACα：

286CH
ビット 08～11／
12～15

CS/CJ／SYSMACαとも：エラーコードの内容は、以下のと
おりです。

コード エラー内容 プロトコル
マクロの実行

0 エラーなし 実行

1 プ ロ ト コ ル マ ク ロ 機 能 な し
（SYSMACαのみ）

実行しない

2 シーケンス No.エラー：
PMCR 命令で指定したシーケン
ス No.がボード／ユニット内に
存在しない場合です。

実行しない

3 データ読出／書込領域超えエラー：
CPUユニットへのデータ書込時
または読出時、指定エリア種別の
エリア範囲を超えました。

4 プロトコルデータ文法エラー：
プロトコルマクロ実行中に実行
できないコードがあった場合で
す。（例．ターミネータの後にヘ
ッダがあるなど）

事象発生以
降、実行をや
める

CS/CJ：
シリアルコミュニケーションボードの場合、エラーコード 3、
4のいずれかが格納されると、A42411（プロトコルマクロ文
法エラー）が 1（ON）となり、CPUユニットの ERR/ALM LED

が点滅し、継続異常となります。シリアルコミュニケーショ
ンユニットの場合は、ERC LEDが点滅となります。
上記以外のコード No.は使用されておりません。
エラーが発生した場合のエラーコードは、次回のシーケンス
開始時まで保持されます。
STUP命令およびリスタート時、および次回シーケンス実行
時にクリアされます。
注：ボードの場合、エラーコード 3、4による継続異常発生要
因を解除するには、異常要因を取り除き、以下のいずれ
かの操作の後、異常表示の解除を行います。
・次回のシーケンス実行
・STUP命令実行
・リスタート
・CPUユニットを「プログラム」モードとする

SYSMACα：
エラーコード 1、2、3、4のいずれかが格納されると、268CH

ビット 11/12（PMCR命令実行エラー）が 1（ON）となり、
CPUユニットの ERR LEDが点滅し、継続異常となります。
エラーが発生した場合のエラーコードは、次回のシーケンス
開始時まで保持されます。
STUP命令およびリスタート時、および次回シーケンス実行
時にクリアされます。
また、異常発生要因を取り除いた後プロコンなどで異常解除
操作を行う必要があります。

電源
ON時

（注）

エラー
発生時

シーケ
ンス開
始時
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タイミング
分
類

名　　称 アドレス 内　　容 初期
化

セット リセット

送受信シーケン
ス No.

CS/CJ：
1910/1920/
n+10/n+20CH
ビット 00～11

SYSMAC α：なし

CS/CJ のみ：シーケンス実行開始時に、処理中の送受信シー
ケンス No.がセットされます。
シーケンス No.エラー（エラーコード No.：2）の場合もセッ
トされます。
STUP 命令およびリスタート時にクリアされます。

シーケ
ンス開
始時

なしシ
ー
ケ
ン
ス
モ
ニ
タ実行完了ステッ
プ No.（コード）

CS/CJ：

1911/1921/

n+11/n+21CH
ビット 08～11

SYSMACα：

287/288CH
ビット 04～07

CS/CJ／SYSMACαとも：実行が完了したステップ No.0～15

（0～FHex）がセットされます。

シーケンスの実行開始時、STUP命令、およびリスタート時
にクリアされます。

電源
ON 時

（注）

ステッ
プ実行
時

シーケ
ンス開
始時

実行完了ステッ
プ No.格納フラ
グ

CS/CJ：

1913/1923/

n+13/n+23CH
ビット 00～15

SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：実行が完了したステップ No.0～15が各ビット
（00～15）に対応して順に 1（ON）にセットされます。一度
セットされたビットは、シーケンス中（終了後も）ONを保持
するため、実行されたステップに対応するビットが順に 1

（ON）になります。
シーケンスの実行開始時、STUP命令、およびリスタート時
にクリアされます。

ステッ
プ実行
時

シーケ
ンス開
始時

実行完了受信ケ
ース No.（コー
ド）

CS/CJ：

1911/1921/

n+11/n+21CH
ビット 00～03

SYSMACα：

287/288CH
ビット 00～03

CS/CJ／SYSMACαとも：受信が完了した受信マトリクスの
ケース No.0～15（0～FHex）がセットされます。
シーケンスの実行開始時、STUP命令、およびリスタート時
にクリアされます。
実行完了受信ケース No.は、Receive／Send&Receiveコマン
ドで受信マトリクスが指定された場合だけケース No.が格納
されます。受信マトリクスでない場合や、他のコマンド実行
では 0クリアされます。

マトリ
クス受
信時

シーケ
ンス開
始時

実行完了受信ケ
ース No.格納フ
ラグ

CS/CJ：

1912/1922/

n+12/n+22CH
ビット 00～15

SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：受信が完了した受信マトリクスのケース No.0～
15が各ビット（00～15）に対応して 1（ON）にセットされ
ます。
シーケンスの実行開始時、STUP命令、リスタート時、およ
び毎ステップ実行開始時にクリアされます。
受信マトリクスのReceiveコマンド後にWaitコマンドを実行
するか、シーケンスを終了させると、ラダープログラムから
受信マトリクスケース No.を確認することができます。
実行完了受信ケース No.格納フラグは、Receive／
Send&Receiveコマンドで受信マトリクスが指定された場合
だけ、格納されたケース No.に対応するビットが 1（ON）に
セットされます。受信マトリクスでない場合や、他のコマン
ド実行では 0クリアされます。

マトリ
クス受
信時

シーケ
ンス開
始時

リピートカウン
タ現在値

CS/CJ：

1914/1924/

n+14/n+24CH
ビット 00～07

SYSMACα：
284CH／285CH

ビット 00～07

CS/CJ／SYSMACαとも：リピートカウンタ変数 Nの値が格
納されます。
シーケンスの実行開始時、STUP命令、およびリスタート時
にクリアされます。
初期値指定の方式によって、現在値 Nの値は、異なります。
・リセット：そのステップに入ったとき、変数 Nの値を 0に
した後設定回数分実行

・ 保持：そのステップに入ったとき、変数 Nの現在値を保持
したまま設定回数分実行

注：リピートカウンタ設定値をチャネル読出 R（  ）で指定
した場合、0を読み出したとき 0が格納され、そのステ
ップはスキップ（次処理設定は無視）され、次のステッ
プ（＋１）に強制遷移します。

リピー
トカウ
ンタ更
新時

シーケ
ンス開
始時
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タイミング分
類

名　　称 アドレス 内　　容
初期化 セット リセット

リピートカウン
タ設定値

CS/CJ：

1914/1924/

n+14/n+24CH
ビット 08～15

SYSMAC α：なし

CS/CJのみ： そのステップを繰り返し実行する回数（設定回
数）が格納されます。
シーケンスの実行開始時、STUP命令、およびリスタート時
にクリアされます。

電源
ON時

（注）

ステッ
プ開始
時

シーケ
ンス開
始時

シ
ー
ケ
ン
ス
モ
ニ
タシーケンス End

終了フラグ
CS/CJ：

1909/1919/

n+9/n+19CH
ビット 11

SYSMACα：

289CH
ビット 10/14

CS/CJ／SYSMACαとも：シーケンスが次処理、またはエラ
ー処理の Endにより終了したときに 1（ON）となります。
注：シーケンスが正常に終了したとき、End（異常に終了し

たとき Abort）を設定しておけば、シーケンスの実行が
正常に終了したかを、このフラグで判別可能です。

1：シーケンス End終了
0：シーケンス End終了せず

シーケ
ンス
End時

シーケ
ンス開
始時

シーケンス
Abort終了フラ
グ

CS/CJ：

1909/1919/

n+9/n+19CH
ビット 10

SYSMACα：

283CH
ビット 07/15

CS/CJ／SYSMACαとも：シーケンスが次処理、またはエラ
ー処理の Abortにより終了したときに 1（ON）となります。
1：シーケンス Abort終了
0：シーケンス Abort終了せず

シーケ
ンス
Abort時

シーケ
ンス開
始時

ス
テ
ッ
プ
エ
ラ
ー

ステップエラー
処理実行フラグ

CS/CJ：

1909/1919/

n+9/n+19CH
ビット 14

SYSMACα：

289CH
ビット 09/13

CS/CJ／SYSMACαとも：ステップが異常終了したとき 1

（ON）となります。リトライによって正常終了したときは 0

（OFF）のままです。
1：ステップ異常終了
0：ステップ異常終了せず

受信後
比較エ
ラー発
生時

シーケ
ンス開
始時

ト
レ
ー
ス

トレース実行中
フラグ

CS/CJ：

1909/1919/

n+9/n+19CH
ビット 12

SYSMACα：

286CH
ビット 00/01

CS/CJ／SYSMACαとも：CX-Protocolからの指示により、
送信および受信メッセージの時系列データをトレース中に 1

（ON）となります。

トレー
ス開始
時

トレー
ス終了
時

連続トレースス
タート／ストッ
プスイッチ

CS/CJ：

1900CH/nCH
ビット 01/09

SYSMACα：

289CH
ビット 02/03

CS/CJ／SYSMACαとも：0→1の立上がりで、CX-Protocol

での連続トレースを開始します。1→0の立下がりで中止しま
す。

CX-

Protoco
lによる

CX-
Protocol

による

ショットトレー
ススタート／ス
トップスイッチ

CS/CJ：

1900CH/nCH
ビット 02/10

SYSMACα：

289CH
ビット 04/05

CS/CJ／SYSMACαとも：0→1の立上がりで、CX-Protocol

でのショットトレースを開始します。1→0の立下がりで中止
します。トレースバッファがフル（満杯）の場合、ボード／
ユニットがクリアします。

注：ショットトレーススタート／ストップスイッチ、連続ト
レーススタート／ストップスイッチは、CX-Protocolから
トレース機能を実行する場合に、CPUユニットがシリア
ルコミュニケーションボード／ユニットに対してこのス
イッチを使用します。したがって、ラダープログラムな
どからこのスイッチを ONするようなプログラムは作成
しないでください。

CX-

Protoco
lによる

ショッ
トトレ
ース終
了
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付

タイミング
分
類

名　　称 アドレス 内　　容 初期
化

セット リセット

Ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ｔ
処
理

強制 Abortスイ
ッチ

CS/CJ：

1900/nCH
ビット 03/11

SYSMACα：

289CH
ビット 11/15

CS/CJ／SYSMACαとも：0→1の立上がりで、プロトコルマ
クロ処理を中止します。ただし、タイミングによっては、処
理を完遂する場合があります。

電源
ON時

（注）

ユーザ
による

システ
ムによ
る

強制 Abort発生
フラグ

CS/CJ：

1909/1919/

n+9/n+19CH
ビット 13

SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：ユーザプログラムからの強制 Abortスイッチに
より終了したとき 1（ON）となります。シーケンス終了間際
に強制 Abortスイッチを ONした場合、これが受理されず、
シーケンス End終了もしくはシーケンス Abort終了する場合
があります。

強制
Abort発
生

シーケ
ンス開
始時

Ｗ
ａ
ｉ
ｔ
処
理

シーケンスWait

中フラグ
CS/CJ：

1909/1919/

n+9/n+19CH
ビット 09

SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：シーケンスがWaitコマンドによりWait（待機）
中のとき 1（ON）となります。
Wait状態は、Wait解除スイッチをラダープログラムにより
OFF→ONすることで解除され、次のステップに遷移します。
注：Wait解除スイッチは、ラダープログラムより OFF→ON

するようにしてください。プログラミングコンソール（プ
ロコン）の「強制セット」では、キーを押している間 ON

が保持されるため、プロトコルマクロ機能が ON→OFF

（クリア）することができなくなることがありますの
で、ご注意ください。

Waitコ
マンド
動作時

Wait解
除スイ
ッチ ON

時、
シーケ
ンス開
始時

Wait解除スイッ
チ

CS/CJ：

1900/nCH
ビット 00/08

SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：0→1の立上がりで、シーケンスのWaitコマン
ドでの待機を解除します。

ユーザ
による

Waitコ
マンド
終了

伝送制御信号モ
ニタ

CS/CJ：

1907/1917/

n+7/n+17CH
ビット
03/04/06/07
SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：各ポートの各伝送制御信号（ER、DR、CS、RS）
の状態が常に読み出されます。
1：High、0：Low

状態読
出し

状態読
出し

伝
送
制
御
信
号
モ
ニ
タ相手局受信ビジ
ー／受信待ち

CS/CJ：

1907/1917/

n+7/n+17CH
ビット 10

SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：伝送制御パラメータで、Xon/Xoffフロー制御、
または RS/CSフロー制御を設定している場合、相手局の受信
状態を示します。なお、Xon/Xoffフロー制御指定の場合は、
シーケンス開始時に受信バッファがクリアされるので、相手
局受信待ちの状態（0）となります。
1：相手局受信ビジー（受信バッファフルのため受信不可）
0：相手局受信待ち（受信可）

状態読
出し

ビジー
解除後

自局受信ビジー
／受信待ち

CS/CJ：

1907/1917/

n+7/n+17CH
ビット 08

SYSMAC α：なし

CS/CJのみ：伝送制御パラメータで、Xon/Xoffフロー制御を
設定している場合、Receive動作時の自局（ボード／ユニッ
ト側）の受信状態を示します。
1：自局受信ビジー（受信バッファ 4/5＝2Kバイト以上のため
受信不可）

0：自局受信待ち（受信バッファ 1/5＝0.5Kバイト以下のため
受信可）

このエリアは、電源 ON時にクリアされます。STUP命令ま
たはポート 1／ポート 2システム設定変更中フラグ（特殊補
助リレー）によるポートのリスタートでもクリアされます。
また、次回のシーケンス実行時にもクリアされます。

状態読
出し

ビジー
解除後
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タイミング
分
類

名　　称 アドレス 内　　容 初期
化

セット リセット

伝送エラー発生状態 CS/CJ：

1908/1918/

n+8/n+18CH
ビット 00～15

SYSMACα：

283CH
ビット 00～03、
08～11

CS/CJ：
伝送時にエラーが発生した場合、対応するフラグが 1（ON）
となります。ビット 00～14の代表ビットが、ビット 15です。
ビット 00～15のいずれも、エラー要因、かつ Send＆Receive

コマンドでのリトライ要因となります。
注：ビット 00～14のエラーにより、プロトコルマクロがエラ
ー処理に遷移した場合のみ、伝送エラー発生（ビット 15）
が 1（ON）となります。

プロトコルマクロのリトライ処理などで通信が回復した場
合、ビット 00～14にエラーは記憶されますが、伝送エラー発
生（ビット 15）は 0（OFF）のままとなります。
リトライ処理中に異なるエラー要因が発生しても、要因を保
持します。
ビット 00～15は次回のシーケンス起動、STUP命令の実行、
電源 ON、リスタートでクリアされます。

SYSMACα：
プロトコルマクロにおいて伝送時にエラーが発生した場合、
ビット 00～03またはビット 08～11にエラーコード 1，2，3

が格納されます。ビット 00～03の代表ビットが、ビット 07、
ビット 08～11の代表ビットが、ビット 15です。
ビット 00～15のいずれも、エラー要因、かつ Send＆Receive

コマンドでのリトライ要因となります。
プロトコルマクロのリトライ処理などで通信が回復した場
合、ビット 00～03またはビット 08～11のエラーコードはク
リアされます。リトライ処理中に異なるエラー要因が発生し
ても、要因を保持します。
ビット 00～15は次回のシーケンス起動、電源 ON、リスター
トでクリアされます。

電源
ON時

（注）

エラー
発生時

シーケ
ンス開
始時

Wait解除スイッチ CS/CJ：

1900/1910/

n/n+10CH
ビット 00/08

SYSMAC α：なし

0→1の立上がりで、シーケンスのWaitコマンドでの待機を
解除します。

ユーザ
による

Waitコ
マンド
終了

注 1：上表では、「電源 ON時」のみを示していますが、以下のいずれかのときに、初期化（クリア）されます。

電源 ON時、運転モード変更（「プログラム」←→「運転」または「モニタ」モード）時、STUP命令実行時、

ボード／ユニットのリスタート時、通信ポートのリスタート時。
また、セット後は、各エリア毎に、上表の「リセット」の項に示したタイミングでリセット（クリア）されま
す。
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（CS/CJシリーズのみ）半二重の Send動作では、実際にはデータ送信処理完了から

Send動作完了までの間にタイムラグ（t1：下記「タイムラグ一覧表」参照）がありま

す。したがって、もし相手機器のレスポンスが早く、Send動作によってデータ（通

信コマンドなど）送信後 Send動作完了までの間にデータ（レスポンス）が返ってき

た場合、半二重ではその間のデータ（レスポンス）を受信することができません。そ

のような場合は、全二重設定で使用してください。また、機器との配線形態が RS-

422A/485ポートの 2線式の場合、同一線路上に送信データと受信データの両方が流

れることになりますので、伝送路の送／受切換わりのために、さらに t2＝150μ sの

タイムラグがあります。したがって、2線式接続で、t1+t2時間内に相手機器からデー

タが返ってくるような高速応答機器と接続する場合は、相手機器からのデータ送出を

遅らせるなどの対策を施してください。

t2=150μ s

データ送信処理

データ受信

Send動作

タイムラグ（一覧表参照）
この間のデータ受信不可

t1
早いレスポンス

 △
受信バッファクリア

タイムラグ（t1）一覧表

伝送速度（ビット／s） タイムラグ（単位μ s）

1200 1116
2400 578
4800 288
9600 144

19200 73
38400 36

お願い
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オーバーランエラー／フレーミングエラー／パリティエラーを検知した場合とエラ

ーフラグの関係

（CS/CJシリーズと SYSMACαとも）プロトコルマクロ機能では、これらのいずれか

のエラーを検知した場合、受信データをエラー情報付きの状態で内部の受信バッファに

格納します。そのとき、各エラーフラグが ONとなるか否かは、以下の条件によって異

なります。

・受信期待メッセージに合致したデータ内に、エラー情報付きデータがある場合

Receive動作により受信バッファから受信期待メッセージを検索して、これに合致して

いれば受信データとして扱います。この受信データの中に、エラー情報が混入していた

場合、各エラーフラグが ONとなります。

　例：受信期待メッセージに合致した 100バイトのデータを受信した場合

・受信期待メッセージに合致しなかったデータ内にエラー情報付きデータがある場合
受信期待メッセージに合致しなかったデータ中にエラー情報付きのデータがあっても、

これは単に破棄され、エラーフラグは変化しません。

なお、トレース情報には、受信バッファでとらえたエラー発生情報のすべてをトレース

データ容量範囲内で格納しています。（CS/CJシリーズのみ）

　例：受信期待メッセージに合致しなかったデータにパリティエラーがあった場合

（CS/CJシリーズのみ）プロトコルマクロ機能では、各ポート毎に最大 2.5Kバイト

の受信バッファがあります。一度に大量のデータを受信する場合や、送受信シーケン

スがWait中などの場合、大容量の受信バッファを使用することがあり得ます。

しかし、プロトコルマクロ機能では、受信バッファがフル（満杯）の状態で、さらに
受信すると、受信データを受信済みの 2.5Kバイトのバッファに対して上書きして格
納してしまいます。したがって、このような場合、必ずフロー制御を設定して、使用
してください。

全二重の場合は、シーケンス実行の直前で受信バッファをクリアし、Receiveコマンド

だけでなく、Send コマンド実行中も受信バッファにデータを取り込み、マクロデータ

として使用します。

参 考

エラーフラグ
ON100バイト

P
：
：
P
：
：

P：パリティエラー

破棄

エラーフラグは
変化なし

P
：
：
P

<h>
：

<t>

参 考
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フロー制御と送受信データ最大 CH数との関係について

（CS/CJシリーズのみ）シリアルコミュニケーションボード／ユニットには、1つのシ

リアルポートあたりそれぞれに 2.5Kバイトの受信バッファがあります。

フロー制御指定時は、約 2K バイトの時点でフロー制御を開始し、約 0.5K バイトまで

受信データを処理した時点で、フロー制御を解除します。

一度に最大 2Kバイトの受信データをバッファ上にためておき、1つの Receiveコマン

ドあたり、送受信データ最大バイト数を 1000バイト（03E8Hex）に設定すると、最大

1000バイト（500CH）ずつのデータを格納することが可能です。

参 考
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付－5 標準システムプロトコルの例

■例：「Controller（E5_K read）（調節計（形E5□K読出系））」プロトコルの

「Process value read（現在値読出）」シーケンス

階　　層 項　　目 設定内容

シーケンス リンクチャネル －

伝送制御パラメータ モデム制御

レスポンス通知方式 スキャン

受信待ち監視時間 Tr 3s

受信完了監視時間 Tfr 3s

送信完了監視時間 Tfs 3s

ステップ ステップNo. 00

リピートカウンタ リセット/001

コマンド Send＆Receive

リトライ回数 3

送信ウェイト時間 －

送信メッセージ SD（00）_1

受信メッセージ RV（00）_1

レスポンス書込有無 あり

次処理 End

エラー処理 Abort

送信メッセージ ヘッダ＜h＞ "＠"
SD（00）_1

ターミネータ＜t＞ ［2A0D］

誤りチェックコード＜c＞　　LRC（水平パリティ）（0）（2Byte ASCII）

レングス＜l＞ －

アドレス＜a＞ ＄（R（1）,2）

メッセージ編集 ＜h＞＋＜a＞＋"1"＋"00"＋"0000"＋＜c＞＋＜t＞

　　　　　　　　  データ

受信メッセージ ヘッダ＜h＞ "＠"
RV（00）_1

ターミネータ＜t＞ ［2A0D］

誤りチェックコード＜c＞ LRC（水平パリティ）（0）（2Byte ASCII）

レングス＜l＞ －

アドレス＜a＞ ＄（R（1）,2）

メッセージ編集 ＜h＞＋＜a＞＋"1"＋"00"＋"00"＋＆（W（1）,4）＋＜c＞＋＜t＞

　　　　　　　　  　　データ
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■例：「Hayes modem At commands モデムヘイズ社ATコマンド」プロトコルの「Modem

initialize（MD24FB10V）モデム初期化（MD24FB10V）」シーケンス

階　　層 項　　目 設定内容

シーケンス リンクチャネル －

伝送制御パラメータ RS/CSフロー（Receive）、モデム制御

レスポンス通知方式 スキャン

受信待ち監視時間 Tr 10s

受信完了監視時間 Tfr －

送信完了監視時間 Tfs －

ステップ ステップNo. 00 01 02

リピートカウンタ リセット/001 リセット/001 リセット/001

コマンド Send＆Receive Send＆Receive Send＆Receive

リトライ回数 0 0 0

送信ウェイト時間 － 1s 1s

送信メッセージ MD24FB10V MD24FB10V MD24FB10V

受信メッセージ ＜Initial-R1＞ ＜Initial-R2＞ ＜Initial-R3＞

レスポンス書込有無 なし なし なし

次処理 マトリクス マトリクス マトリクス

エラー処理 Goto 1 Goto 2 Abort

送信 ヘッダ＜h＞ －
メッセージ

MD24FB10V ターミネータ＜t＞ CR

誤りチェックコード＜c＞ －

レングス＜l＞ －

アドレス＜a＞ －

メッセージ編集 "ATE0V0X4¥V2¥N3%C0*C0¥X1&M0"＋"S26＝10"＋＜t＞

　　　　　　　データ

受信マトリクス ケースNo. 00

＜Initial-R1＞
＜Initial-R2＞

受信メッセージ RxD.0

＜Initial-R3＞ 次処理 End

受信メッセージ ヘッダ＜h＞ －

RXD.0 ターミネータ＜t＞ CR

誤りチェックコード＜c＞ －

レングス＜l＞ －

アドレス＜a＞ －

メッセージ編集 "0"＋＜t＞

データ
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付－6 プロトコルマクロ機能のトラブルシューティング
プロトコルマクロを実行しようとしたとき、以下の障害が発生した場合は、下表を参考

に障害対策を行ってください。「CS/CJシリーズ シリアルコミュニケーションボード／

ユニット　ユーザーズマニュアル」（SBCD-300）、「SYSMACαコミュニケーション
ボード　ユーザーズマニュアル」（SCCC-305）も参照してください。

■CS/CJシリーズの場合

注：シリアルコミュニケーションボードの場合： m＝DM32000

n＝1900

　　シリアルコミュニケーションユニットの場合：m＝DM30000＋100×ユニット番号

n＝1500＋25×ユニット番号
こんなとき

シリアル通
信モードの
設定

LED表示など ステータス
情報など

割付リレーエリア
の確認

原因 処置

シリアル通
信モードの
設定がプロ
トコルマク
ロでない。

－ － 割付リレーエリア
n+5／n+15のビッ
ト 12～15（シリア
ル通信モード）が
6Hexでない。

シリアル通信モード設
定の誤り。

割付 DMエリアの m／m+10
のビット 11～08（シリアル通
信モード）を 6Hex（プロト
コルマクロ）に設定してくだ
さい。

ネットワーク通信
実行エラーフラグ
A219CHのビット
00～07が 1（ON）。

PMCR命令のオペラン
ド設定が間違っている
か、実行タイミングを間
違っている。

注 1参照。

PMCR命令の実行
条件として割付リ
レーエリア n+9／
n+19のビット 15
（プロトコルマク
ロ実行中フラグ）を
a接点としている。

プログラムミス。 PMCR命令の実行条件とし
てプロトコルマクロ実行中フ
ラグ（n+9／n+19のビット
15）を b接点としてださい。

ERフラグ（コンデ
ィションフラグの 1
種）が ON。

PMCR命令の C1のデー
タ範囲不正、S、Dのデ
ータ CH数が 250CHを
超える、ネットワーク通
信命令実行可フラグが
OFFのいずれか。

PMCR命令の C1、S、Dのオ
ペランド設定に誤りがないか
どうかを確認してください。

AERフラグ（コン
ディションフラグ
の 1種）が ON。

PMCR命令の S、Dにア
クセス禁止エリアが指
定された。

PMCR命令の S、Dのオペラ
ンド指定に誤りがないか確認
してください。

割付リレーエリア
の n+9／n+19のビ
ット 00～03（エラ
ーコード）が 2Hex
（シーケンス No.エラ
ー）。

・ PMCR命令のオペラ
ンドC2で指定したシ
ーケンス No.が 000～
3E7Hex（10進 000～
999）以外。

・ プロトコルデータ内
に存在しない No.の
送受信シーケンスを
指定した。

・ PMCR命令のオペランド
C2を 0000～03E7Hex（10
進 000～999）にしてくだ
さい。

・ 送受信シーケンス No.が正
しいか確認してください。

シリアル通
信モードの
設定がプロ
トコルマク
ロである。

SD□/RD□、COM
□ LED がまっ
たく点滅しな
い
（電気的にも
通信ができて
いない）。

PMCR命令
を実行した
が、割付リ
レーエリア
n+9／n+19
のビット 15
（プロトコ
ルマクロ実
行中フラ
グ）が ON
とならな
い。

割付リレーエリア
の n+9／n+19のビ
ット 00～03（エラー
コード）が 3Hex（デ
ータ読出／書込領
域超えエラー）。

CPUユニットの I／Oメ
モリへデータ格納時、ま
たは読出時に、指定エリ
ア種別のエリア範囲を
超えた。

別のエリアを指定してくださ
い。
または送受信データのサイズ
を減らしてください。

注：システム設定の変更を有効にするには、電源の入れ直し、ボード／ユニットのリスタート、ポートのリスタート、

STUP命令実行のいずれかが必要です。
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こんなとき

シリアル通
信モードの
設定

LED表示など ステータス
情報など

割付リレーエリア
の確認

原因 処置

割付リレーエリア
の n+9／n+19のビ
ット 00～03（エラ
ーコード）が 4Hex

（プロトコルデー
タ文法エラー）。

ボード／ユニット内の
プロトコルデータが異
常。

CX-Protocolを使用して、プ
ロトコルデータを書込み直し
てください。

ネットワーク通信
命令実行可フラグ
（A20200～A20207）が
OFF（実行不可）。

同一 No.の通信ポート
No.を使用して SEND、
RECV、CMND命令、ま
たは他の PMCR命令を
実行中である。

SEND、RECV、CMND命令、
または他の PMCR命令と異
なる通信ポート No.（C1のビ
ット 12～15の設定）を使用
するか、または同一 No.の通
信ポートが使用可になるのを
待って、PMCR命令を実行し
てください。

PMCR命令の実行
条件としてネット
ワーク通信命令実
行可フラグ
（A20200～
A20207）を b接点
としている。

プログラムミス。 PMCR命令の実行条件とし
て、ネットワーク通信命令実
行可フラグを a接点としてく
ださい。

PMCR命令
を実行した
が、割付リ
レーエリア
n+9／n+19

のビット 15

（プロトコ
ルマクロ実
行中フラ
グ）が ON

とならな
い。

割付リレーエリア
の n+6／n+16のビ
ット 00（ポート動
作中）が 0（ポート
停止中）のままであ
る。

プロトコルデータを転
送中か、SUM値異常が
発生している。

プロトコルデータ転送終了ま
で待つか、CX-Protocolを使
用して、プロトコルデータを
転送してください。

送信処理が実行さ
れない。

送受信シーケンスのス
テップ単位の設定の送
信ウェイト時間が非常
に長く設定されている。

CX-Protocol を使用して、送
信ウェイト時間が正しく設定
されているか確認してくださ
い。

割付リレーエリア
n+7／n+17のビッ
ト 10（相手局受信
ビジー）が ON（相
手局ビジー）。

伝送制御パラメータの
「RS/CSフロー制御」を
「あり」に設定してい
て、相手局からの CS信
号が ONにならない（相
手局がビジーのまま）。

相手局ビジー状態を解除し
て、自局 CS信号が ONにな
るようにしてください。

シリアル通
信モードの
設定がプロ
トコルマク
ロである。

SD□/RD□、COM
□ LED がまっ
たく点滅しな
い
（電気的にも
通信ができて
いない）。

PMCR命令
を実行し
て、割付リ
レーエリア
n+9／n+19

のビット 15

（プロトコ
ルマクロ実
行中フラ
グ）が ON

となるが、
データの送
受信がうま
く実行され
ない。

割付リレーエリア
n+9／n+19のビッ
ト 09（シーケンス
Wait中フラグ）が
ON（シーケンス
Wait状態）のまま。

Waitコマンドの解除が
行われない。

割付リレーエリアの nCHの
ビット 00、08（Wait解除ス
イッチ）が OFF→ONとなる
ように、プログラムを見直し
てください。

注：システム設定の変更を有効にするには、電源の入れ直し、ボード／ユニットのリスタート、ポートのリスタート、

STUP命令実行のいずれかが必要です。
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こんなとき

シリアル通
信モードの
設定

LED表示
など

ステータス情
報など

割付リレーエリア
の確認

原因 処置

SD□/RD□、
COM□ LED
がまった
く点滅し
ない（電気
的にも通
信ができ
ていな
い）。

PMCR命令を
実行して、割付
リレーエリア
n+9／n+19のビ
ット 15（プロト
コルマクロ実行
中フラグ）が一
瞬 ONになる
か、まったく
ONしない。

割付リレーエリア n

のビット 03、11（強
制 Abortスイッチ）
が強制セット状態
になっている。

強制 Abortスイッチが強
制セットされている。

強制 Abortスイッチの強制セ
ット状態を解除してくださ
い。

プロトコル割付
リレーエリア
n+9／n+19のビ
ット 10（シーケ
ンス Abort終了
フラグ）が ON。

シーケンスの実行
が Abort（ステップ
を中断）で終了し
た。

シーケンス単位
の監視時間設定
を設定していな
い条件で、
PMCR命令を
実行したら、割
付リレーエリア
n+9／n+19のビ
ット 15（プロト
コルマクロ実行
中フラグ）が
ONのまま。

シーケンスが実行
中のまま終了しな
い（受信状態）。

・ プロトコルマクロデー
タが正しく設定されて
いない。

・ 伝送速度、フレームフ
ォーマットなどのシス
テム設定が相手局と異
なっている。

CX-Protocolの伝送ラインの
トレースで、プロトコルデー
タやシステム設定が正しく
設定されているか確認して
ください。

割付リレーエリア
n+5／n+15（ポート
設定状態のシステ
ム設定内容）が相手
機器の内容と一致
していない。

伝送速度が許容範囲外、
ストップビット等の不整
合などによるビットず
れ。

システム設定を見直してく
ださい。
相手機器の設定やプログラ
ムを見直してください（伝送
速度、フレームフォーマット
など）。

シリアル通
信モードの
設定がプロ
トコルマク
ロである。

SD□/RD□、
COM□ LED
は点滅す
るが、通信
できない。

送信データは出
ているが、相手
機器からのレス
ポンスが無い。

・ 割付リレーエリ
ア n+8／n+18の
ビット 15（伝送
エラー発生の有
無）が ON。

・ ビット 0～14の
いずれかのエラ
ーが ON。

・ ケーブル結線の誤り。
・ RS-422A/485ポートの

2線/4線の切替スイッ
チ（2 WIRE／4 WIRE）
の設定が配線と一致し
ていない。

・ 形 NT-AL001等のアダ
プタ結線の誤り。

・ ケーブルの結線を見直し
てください。

・ ボード側および最終端の
相手機器の終端抵抗（終端
抵抗 ON／OFFスイッチ）
を ONにしてください。そ
れ以外の相手機器の終端
抵抗を OFFにしてくださ
い。

注：システム設定の変更を有効にするには、電源の入れ直し、ボード／ユニットのリスタート、ポートのリスタート、

STUP命令実行のいずれかが必要です。
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付

こんなとき

シリアル通
信モードの
設定

LED表示な
ど

ステータス情
報など

割付リレーエリア
の確認

原因 処置

SD□/RD□、
COM□ LEDが
まったく点
滅しない

送信データは
出ているが、
相手機器から
のレスポンス
が無い。

－ ハード不良。 割付 DMエリアの m／m+10

のビット 11～08（シリアル通
信モード）を FHex（折り返
しテストシリアル通信モー
ド）に設定して、折り返し結
線したコネクタを接続し、折
り返しテストを実行（nCHの
ポート 1：ビット 06、ポート
2：ビット 14を ON）してく
ださい。
n+9／n+19にテストステータ
スが反映されます。
テストの結果エラーが発生す
る場合、ボード／ユニットを
交換してください

・ 割付リレーエリ
ア n+8／n+18の
ビット 15（伝送
エラー発生の有
無）が ON。

・ ビット 0～14の
いずれかのエラ
ーが ON。

伝送エラーが
発生する。

割付リレーエリア
n+5／n+15（ポート
設定状態のシステ
ム設定内容）が相手
機器の内容と一致
していない。

伝送速度/フレームフォ
ーマット等のシステム
設定が相手機器と合っ
ていない。伝送速度が許
容範囲外、ストップビッ
ト等の不整合などによ
るビットずれ。

システム設定を見直してくだ
さい。
相手機器の設定やプログラム
を見直してください（伝送速
度、フレームフォーマットな
ど）。

CX-Protocol

の伝送ライン
のトレースで
は受信してい
るが、プロト
コルマクロの
動作は受信し
ていないとい
う動作にな
る。

－ 半二重設定で相手機器
からのレスポンス受信
タイミングが早すぎて、
データ送信処理完了か
ら Send動作完了までの
間のタイムラグの間に
受信したデータを破棄
している。

全二重設定にして使用してく
ださい。

シリアル通
信モードの
設定がプロ
トコルマク
ロである。

SD□/RD□、
COM□ LEDは
点滅するが、
通信できな
い、ときどき
通信エラー
となる。

相手機器への
送信に対し
て、ときどき
相手機器から
のレスポンス
が無くなる。
リトライによ
ってレスポン
スが来たりす
る。

－ 送信タイミングが早く
て、相手機器の受信が間
に合っていない。

ステップ単位の設定の送信ウ
ェイト時間（送信時のデータ
送信までの待ち時間）を設定
または延長してください。

注：システム設定の変更を有効にするには、電源の入れ直し、ボード／ユニットのリスタート、ポートのリスタート、

STUP命令実行のいずれかが必要です。
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付

こんなとき

シリアル通
信モードの
設定

LED表示な
ど

ステータス情
報など

割付リレーエリア
の確認

原因 処置

・ケーブルの結線不良。
・RS-422A/485ポート
の終端抵抗設定誤り。
・形NT-AL001等のアダ
プタ結線不良/終端抵
抗の設定誤り。

・ ケーブルの結線を見直して
ください。
ボード側および最終端の相手
機器の終端抵抗（終端抵抗
ON／OFFスイッチ）を ON

にしてください。それ以外の
相手機器の終端抵抗を OFF

にしてください。

SD□/RD□、
COM□ LEDは
点滅するが、
通信できな
い、ときどき
通信エラー
となる。

ときどき伝送
エラーが発生
する。

・ 割付リレーエリ
ア n+8／n+18の
ビット 15（伝送
エラー発生の有
無）が ON。

・ビット 0～14の
いずれかのエラ
ーが ON。

ノイズ等で通信エラー
が頻発している。

・ ケーブルの結線をツイス
トペアのシールド線にし
てください。

・ 動力線などと別ダクトに
してください。

・ ノイズ環境を見直してく
ださい。

RDY/ERC
(ERR／ALM)
がともに点
滅。

－ 割付リレーエリア
n+1のビット 00（プ
ロトコルデータ異
常）が ON。

プロトコルマクロデー
タ SUM値異常。

CX-Protocolを使用して、正
しいプロトコルデータを転送
してください。

シリアル通
信モードの
設定がプロ
トコルマク
ロである。

RDYが点灯
し、ERC

(ERR／ALM)
が点滅。

－ 割付リレーエリア
n+9／n+19のビッ
ト 00～03（ポート
動作状態のエラー
コード）が 0Hexで
ない（エラー発生）。

プロトコルマクロでエ
ラーを検知し、動作不可
となった。

注 2参照（付-50ページ）。

注：システム設定の変更を有効にするには、電源の入れ直し、ボード／ユニットのリスタート、ポートのリスタート、

STUP命令実行のいずれかが必要です。
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付

注 1：ネットワーク通信終了コード（A203～A210）で表示されるエラーに対応した処置は、以下

のとおりです。

ネットワーク通
信終了コード

ビット
08～15

ビット
00～07

内容 対策

02Hex 02Hex 号機アドレスに対
応するボード／ユ
ニットが存在しな
い。

PMCR命令（C1：通信ポート No.）が別のボード／ユ
ニットまたは別のシリアルポート（物理ポート）を指
定していないかを見直してください。

04Hex 01Hex 指定したサービス
がサポートされて
いない。

・PMCR命令（C1：通信ポート No.）が別のボード／
ユニットまたは別のシリアルポート（物理ポート）を
指定していないかを見直してください。
・C1で指定したシリアルポートのシリアル通信モード
がプロトコルマクロか確認してください（シリアル通
信モードをプロトコルマクロにしてください）。

02Hex 05Hex 相手局から応答レ
スポンスが返らず、
監視タイマがタイ
ムアップした。

C1で指定したシリアルポートのシリアル通信モードが
プロトコルマクロか確認してください（シリアル通信
モードをプロトコルマクロにしてください）。

11Hex 06Hex 該当送受信シーケ
ンス No.なし。

・PMCR命令（C2：送受信シーケンス No.）に登録さ
れていない No.が指定された。
・CX－Protocolを使用して送受信シーケンスを登録し
てください。

22Hex 01Hex 実行中のため、動作
不可。

プロトコルマクロ実行中にもかかわらず、さらに
PMCR命令を実行した。
割付リレーエリアの n+9/n+19のビット 15（プロトコ
ルマクロ実行中フラグ）を b接点として、PMCR命令
を実行するようにラダープログラムを修正してくださ
い。

24Hex 01Hex 登録テーブルなし。  下記のいずれか。
・ プロトコルマクロ（送受信シーケンス）データが登
録されていない。

・ プロトコルマクロ（送受信シーケンス）データが登
録（転送中）である。

・ プロトコルマクロ（送受信シーケンス）データが
SUM値異常である。

CX-Protocolから正しいプロトコルマクロ（送受信シー
ケンス）データを転送してください。
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付

注 2：プロトコルマクロエラーコード（n+9／n+19）のビット 00～03に応じた処置

エラー
コード

エラー内容 原因 処置

0Hex 正常 － －

1Hex システム予約 － －

2Hex 表示なし シーケンス No.エ
ラー。

PMCR命令（C2：送
受信シーケンス
No.）に、登録されて
いない No.が指定さ
れた。

・ 送受信シーケンス No.を修正
してください。

・ CX-Protocolを使用して指定
No.のシーケンスを登録して
ください。

3Hex ERC点滅
ERR／
ALM点滅

データ読出／書込
領域超えエラー。

CPUユニットへの
データ書込み、読出
し時、指定エリア範
囲を超えた。

オペランド指定の場合：

PMCR 命令の S、D のオペランド
指定を見直してください。

リンクチャネル／ダイレクト指
定の場合：

CX-Protocolを使用して指定
範囲を見直してくだい。

4Hex ERC点滅
ERR／
ALM点滅

プロトコルデータ
文法エラー。

プロトコル実行中に
実行できないコード
があった。

以下の状態になっていないかを
確認し、修正してください。

・ リンクチャネル指定のエリア
（O1、O2、I1、I2）の合計が
500CHを超えた。

・ リンクチャネル指定の同一エ
リアをポート 1／2の両方で
使用した。

・ 定数指定で書込みが指定され
た。

・ 割込通知で、EMエリアの読
出し／書込みが指定された
（ボードのみ）。

・ ユニットで割込通知が指定さ
れた（ユニットのみ）。

・ 1つのメッセージの設定に書
込み属性のデータが 31個以
上設定された。

・ 送／受信するメッセージの長
さが 0バイトで指定された。

・ 送／受信するメッセージの長
さが送受信最大バイト数を超
えた。

・ マトリクス受信で、メッセー
ジが登録されていない。

・ 伝送制御で、RS/CSフロー制
御とXon/Xoffフロー制御の両
方が指定された。
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付

■SYSMACαの場合

�

こんなとき�
�

コミュニケーション
ボードが動作しない�
�
システム異常FAL9C
が発生�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
シ ス テ ム 異 常
FAL09Cとシステム
異常FAL9Bが発生�
�
�
�
�
�
�
�
�
PMCR命令を実行し
たら、システム異常
FAL9Cが発生�
命令実行中フラグが
ONとならない�
　28908＝ポートA�
　28912＝ポートB�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
PMCR命令が実行さ
れたがデータの送受
信がうまく実行され
ない�
命令実行中フラグが
ONとなった�
　28908＝ポートA�
　28912＝ポートB�
�
接続機器との通信が
できない�
�
�
�
�
�
�
�
PMCR命令が実行さ
れない�

こうならば�
�

「RDY」LEDが消灯�
�
�
26800＝ON�
�
�
26801＝ONかつ�
「RDY」LEDが消灯�
�
�
26802＝ON�
�
�
�
26815＝ONかつ「RDY
」LEDが点滅�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
26811＝ON（ポートB）
または�
26812＝ON（ポートA）�
�
エラーコード�
28608～11（ポートA）�
28612～15（ポートB）�
�
　　　エラーコード：1�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　　エラーコード：2�
�
�
�
�
�
　　　エラーコード：3�
�
�
�
　　　エラーコード：4�
�
�
�
28909＝ON（ポートA）
または�
28913＝ON（ポートB）�
�
�
28304＝ON（ポートA）
または�
28312＝ON（ポートB）�
�
28304＝ON（ポートA）
または�
28312＝ON（ポートB）�
�
�
�
�
�
�
ERフラグ（25503）が
ON

原　　因�
�

コミュニケーションボードが異常
です�
�
コミュニケーションボードが異常
です�
�
ハードウェアの異常などにより電
源ON時にRS-232ポートを認識で
きないことにより発生します�
�
コミュニケーションボードのプロ
トコルデータが異常です�
�
�
a）コミュニケーションボードシステム
設定（DM6550～DM6559）が不
正な設定値になっています�

�
26813＝ONの場合はポートB�
26814＝ONの場合はポートA�

�
b）コミュニケーションボードがプ
ロトコルマクロ機能をサポー
トしていません�

�
プロトコルマクロエラー（PMCR
命令に関するエラー）が発生しま
した�
詳細はエラーコードとして登録さ
れます�
�
�
�
a）コミュニケーションボードシス
テム設定（DM6550～DM6559
）がプロトコルマクロモード
になっていません�

�
b）コミュニケーションボードがプ
ロトコルマクロ機能をサポー
トしていません�

�
該当するシーケンスNo.が存在しま
せん�
�
�
�
�
受信データをI/Oメモリに書き込も
うとしたが、エリアに入りきりま
せんでした。�
�
コミュニケーションボードのプロ
トコルデータが異常です。�
�
�
受信メッセージと受信期待メッセ
ージが一致しないなどで、シーケ
ンスの途中でステップがエラー処
理を実行中です。�
�
メッセージ受信時に、通信異常が
発生しました�
�
�
RS-232ポート（AまたはB）と接
続機器との通信路が異常か、通信
条件の設定ミスにより発生します�
�
詳細はエラーコードとして登録さ
れます�
28300～03（ポートA）�
28608～11（ポートB）�
�
命令オペランド設定ミスにより発
生します�

対　　策�
�

コミュニケーションボードを交換し
電源を再投入してください。�
�
コミュニケーションボードを交換し
電源を再投入してください。�
�
コミュニケーションボードを交換し
電源を再投入してください。�
�
�
プロトコルサポートツールを
使用してプロトコルデータを
書き込み直します�
�
a）該当ポートのコミュニケー
ションボードシステム設定
内容を見直しリスタートし
てください。�

�
b）プロトコルマクロ機能をサ
ポートしたコミュニケーシ
ョンボードを使用してくだ
さい。�

�
�
エラーコードに応じ、処置を
してください。�
�
�
�
�
�
�
a）該当ポートのコミュニケー
ションボードシステム設定
内容を見直してください�

�
�
b）プロトコルマクロ機能をサポー
トしたコミュニケーションボード
を使用してください。�

�
PMCR命令の第1オペランドを
設定し直してください。また
は該当シーケンスNo.をコミュ
ニケーションボードに転送し
てください。�
�
別のエリアを指定してくださ
い。または、受信データのサ
イズを減らしてください�
�
プロトコルサポートツールを
使用してプロトコルデータを
書き込み直します。�
�
エラー原因を検索し、適切な
処理を追加してください。�
�
�
�
接続機器との通信を確認して
ください。�
�
�
・該当ポートをリスタートす
るか、RXD、PMCR命令を
実行し、各リレーを初期化
します�

・通信路を確認します�
・通信条件の設定を見直して
ください�

�
�
命令のオペランドを見直して
ください�
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付

付－7 性能（通信応答時間）

PMCR命令を使用した外部機器との通信応答性能は、プロトコルマクロの定義の仕方に
より変化しますが、大別して以下の4つの方式に分けられます。

・イベント（オペランド指定）エリアを使用した場合

・レスポンス通知に割り込み方式を使用した場合

・リンクチャネルエリアを使用した場合

・ダイレクト指定を使用した場合

この4つの方式の違いは、PLC本体とボード／ユニット間でのデータ交換の方式の違い
によるものです。PLC本体→ボード／ユニットへのデータ通知方法に3種類、ボード／
ユニット→PLC本体へのデータ通知方法に４種類あり、これらの組み合わせにより通信
応答時間が変化します。

イベントエリア使用�
�

イベントエリア使用�
�

割り込み通知方式使用�
�

リンクチャネルエリア使用�
�

リンクチャネルエリア使用�
�

ダイレクト指定使用�
�

ダイレクト指定使用�

コ�
ミ�
ュ�
ニ�
ケ�
�
シ�
ョ�
ン�
ボ�
�
ト�

�
 P�
 L�
 C�
本�
体�
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付－ 7　性能（通信応答時間）

付

■CS/CJシリーズの場合

●イベント（オペランド指定）エリア使用時の通信応答時間

PMCR命令の第3オペランド、第4オペランドで指定した送受信エリアを使用する場合の
データの流れを以下に示します。

本体 ボード／ユニット 外部機器�

PMCR　#0110�
　　　　#0000�
　　　　D0000�
　　　　D1000

D0000

D1000

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

受信データ�
書込処理�

①�

⑦� ⑥�

②�

⑤�

③�

④�

通信応答時間は、図中の①～⑦の時間を加算したものになります。

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令の処理時間 15ms＋最大2サイクルタイム PMCR命令を開始後、送信データをボード
／ユニットが転送終了するまでの時間

② 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づい
て変換後、外部機器に対して送信開始
するまでの時間

③ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに
ラクタビット数／伝送速度 必要な時間（ただし、送信キャラクタ間

の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2倍で設計してください）

④ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対し
て処理を行い、レスポンスデータの送
信を開始するまでの時間

⑤ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラクタ

間の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2～5倍で設計してください）

⑥ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑦ 受信データ書込時間 ボード：最大で1サイクル 受信データをI/Oメモリに転送し終わる
　　　　タイムの時間 までの時間
ユニット：最大で2サイク
　　　　　ルタイムの時間

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、最大値はおおよ

そ以下の計算式で求めることができます。

②送信データ変換処理時間=10m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数

　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=5μ秒、ASCII変換=10μ秒、

ASCII逆変換=4μ秒、HEX変換=7μ秒、HEX逆変換=7μ秒）

⑥受信データ変換処理時間=2m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数

　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=4μ秒、ASCII変換=8μ秒、

ASCII逆変換=9μ秒、HEX変換=17μ秒、HEX逆変換=17μ秒）
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付－ 7　性能（通信応答時間）

　

付

●割込通知方式使用時の通信応答性能

イベント（オペランド指定）エリア使用時で、レスポンス通知に割り込み方式を使用する
場合のデータの流れを以下に示します。割込通知方式はシリアルコミュニケーションボー
ドの場合だけ使用可能です。

本体 ボード 外部機器�

D0000

D1000

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

①�

⑦� ⑥�

②�

⑤�

③�

④�

PMCR　＃01E1�
　　　　＃0000�
　　　　D0000�
　　　D1000

ボード�
割込処理�

通信応答時間は、図中の①～⑦の時間を加算したものになります。

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令の処理時間 15m秒＋最大2サイク PMCR命令を開始後、送信データを転
ルタイム 送終了するまでの時間

② 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づい
て変換後、外部機器に対して送信開始
するまでの時間

③ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに
ラクタビット数／伝送速度 必要な時間（ただし、送信キャラクタ間

の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2倍で設計してください）

④ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対し
て処理を行い、レスポンスデータの送
信を開始するまでの時間

⑤ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラク

タ間の時間的な空きの存在のため、こ
の計算時間×2～5倍で設計してくださ
い）

⑥ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑦ ボード割り込み処理時間 約50μ秒 ボード側からのレスポンス割り込み通
（＋0～2ms）（＊） 知により起動し、受信データをI/Oメモ

リに転送し終わるまでの時間

＊：・割込通知を連続で発行する場合でも、割込通知と割込通知の間隔は2msの遅延が発生します。
　　・ポート1／ポート2で連続した割込通知となった場合でも、2ms必ず遅延させます。

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、最大値はおおよ

そ以下の計算式で求めることができます。

②送信データ変換処理時間=10m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数

　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=5μ秒、ASCII変換=10μ秒、

ASCII逆変換=4μ秒、HEX変換=7μ秒、HEX逆変換=7μ秒）

⑥受信データ変換処理時間=2m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数

　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=4μ秒、ASCII変換=8μ秒、

ASCII逆変換=9μ秒、HEX変換=17μ秒、HEX逆変換=17μ秒）
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付－ 7　性能（通信応答時間）

付

●リンクチャネルエリア使用時の通信応答性能

リンクチャネルエリアを送受信データの格納エリアとして使用した場合のデータの流れ
を以下に示します。

本体 ボード／ユニット 外部機器�

PMCR　＃0110�
　　　　＃0000�
　　　　＃0000�
　　　0000

送信データ�
通知処理�

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

受信データ�
書込処理�

②�

①�

⑧� ⑦�

③�

⑥�

④�

⑤�

�

OUT�
エリア�

IN�
エリア�

データ要求�

通信応答時間は、図中の①～⑧の時間を加算したものになります。

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令実行通知処理時間 15m秒＋最大2サイク PMCR命令を開始後、ボード／ユニッ
ルタイム ト側に命令実行を通知し終わるまでの

時間

② 送信データ通知処理時間 ボード：最大で1サイクル ボード／ユニット側の要求に基づき、
　　　　タイムの時間 送信データを転送し終わるまでの時間
ユニット：最大で2サイク
　　　　　ルタイムの時間

③ 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づい
て変換後、外部機器に対して送信開始
するまでの時間

④ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに
ラクタビット数／伝送速度 必要な時間（ただし、送信キャラクタ間

の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2倍で設計してください）

⑤ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対し
て処理を行い、レスポンスデータの送
信を開始するまでの時間

⑥ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラク

タ間の時間的な空きの存在のため、こ
の計算時間×2～5倍で設計してくださ
い）

⑦ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑧ 受信データ書込時間 ボード：最大で1サイクル 受信データをI/Oメモリに転送し終わる
　　　　タイムの時間 までの時間
ユニット：最大で2サイク
　　　　　ルタイムの時間

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、最大値はおおよ
そ以下の計算式で求めることができます。
②送信データ変換処理時間=10m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数
　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=5μ秒、ASCII変換=10μ秒、

ASCII逆変換=4μ秒、HEX変換=7μ秒、HEX逆変換=7μ秒）
⑥受信データ変換処理時間=2m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数
　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=4μ秒、ASCII変換=8μ秒、

ASCII逆変換=9μ秒、HEX変換=17μ秒、HEX逆変換=17μ秒）



付 -56

付－ 7　性能（通信応答時間）

　

付

●ダイレクト指定時の通信応答時間

ダイレクト指定を使用した場合のデータの流れを以下に示します。
本体 ボード／ユニット 外部機器�

PMCR　＃0110�
　　　　＃0000�
　　　　＃0000�
　　　0000

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

②�

①�

⑧� ⑦�

③�

⑥�

④�

⑤�

�

I OM

I OM

データ要求�

ダイレクト指定変数分�
②、③を繰り返す�

ダイレクト指定変数分�
⑦、⑧を繰り返す�

送信データ�
通知処理�

受信データ�
書込処理�

通信応答時間は、図中の①～⑧の時間を加算したものになります。②と③については送信メッ
セージ、⑦と⑧については受信メッセージのダイレクト指定変数の数だけ繰り返します。

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令実行通知処理時間 15m秒＋最大2サイク PMCR命令を開始後ボード／ユニット
ルタイム 側に命令実行を通知し終わるまでの時

間

② 送信データ通知処理時間 ボード：最大で1サイクル ボード／ユニット側の要求に基づき、送
　　　　タイムの時間 信データを転送し終わるまでの時間
ユニット：最大で2サイク
　　　　　ルタイムの時間

③ 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づい
て変換後、外部機器に対して送信開始
するまでの時間

④ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに
ラクタビット数／伝送速度 必要な時間（ただし、送信キャラクタ間

の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2倍で設計してください）

⑤ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対し
て処理を行い、レスポンスデータの送
信を開始するまでの時間

⑥ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラクタ

間の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2～5倍で設計してください）

⑦ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑧ 受信データ書込時間 ボード：最大で1サイクル 受信データをI/Oメモリに転送し終わるまでの
　　　　タイムの時間 時間
ユニット：最大で2サイク
　　　　　ルタイムの時間

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、最大値はおおよ
そ以下の計算式で求めることができます。
②送信データ変換処理時間=10m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数
　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=5μ秒、ASCII変換=10μ秒、

ASCII逆変換=4μ秒、HEX変換=7μ秒、HEX逆変換=7μ秒）
⑥受信データ変換処理時間=2m秒＋1バイト変換時間×変換バイト数
　（1バイト変換時間　無変換=1μ秒、逆変換=4μ秒、ASCII変換=8μ秒、

ASCII逆変換=9μ秒、HEX変換=17μ秒、HEX逆変換=17μ秒）
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付－ 7　性能（通信応答時間）

付

●1：Ｎ接続時のオーバーヘッド

リンクチャネルエリア、ダイレクト指定エリアを使用する場合は、毎ステップ毎にPLC

本体から送信データを転送するため、実際にデータが送信されるまでには、以下の時間
がかかることになります。

・リンクチャネルエリアを使用する場合　図（リンクチャネル）中②＋③の時間

・ダイレクト指定を使用する場合　　　　図（ダイレクト指定）中②＋③の時間

なお、イベント（オペランド指定）エリアを使用する場合は、PLC本体から送信データを
転送するのはシーケンスの先頭のだけです。これらの時間はかかりません。
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付－ 7　性能（通信応答時間）

　

付

■SYSMACαの場合

●イベント（オペランド指定）エリア使用時の通信応答時間

PMCR命令の第2オペランド、第3オペランドで指定した送受信エリアを使用する場合の
データの流れを以下に示します。

本体 ボード 外部機器�

�

PMCR　＃1234�
　　　　D0000�
　　　　D1000

D0000

D1000

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

受信データ�
書込処理�

①�

⑦� ⑥�

②�

⑤�

③�

④�

通信応答時間は、図中の①～⑦の時間を加算したものになります。

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令の処理時間 約40～70μ秒 PMCR命令を開始後、送信データを転
送終了するまでの時間

② 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づい
て変換後、外部機器に対して送信開始
するまでの時間

③ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに
ラクタビット数／伝送速度 必要な時間（ただし、送信キャラクタ間

の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2倍で設計してください）

④ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対し
て処理を行い、レスポンスデータの送
信を開始するまでの時間

⑤ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラク

タ間の時間的な空きの存在のため、こ
の計算時間×2～5倍で設計してくださ
い）

⑥ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑦ 受信データ書込時間 最大で1サイクルタイム 受信データをI/Oメモリに転送し終わる
の時間 までの時間

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、最大値はおおよ

そ以下の計算式で求めることができます。

②送信データ変換処理時間=10000μ秒＋1バイト変換時間×変換バイト数

　（1バイト変換時間　無変換=15μ秒、ASCII変換=40μ秒、HEX変換=55μ秒）

⑥受信データ変換処理時間=100μ秒＋1バイト変換時間×変換バイト数

　（1バイト変換時間　無変換=15μ秒、ASCII変換=30μ秒、HEX変換=15μ秒）



付 -59

付－ 7　性能（通信応答時間）

付

●割り込み通知方式使用時の通信応答性能

イベント（オペランド指定）エリア使用時で、レスポンス通知に割り込み方式を使用する
場合のデータの流れを以下に示します。

本体 ボード 外部機器�

�

D0000

D1000

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

①�

⑦� ⑥�

②�

⑤�

③�

④�

PMCR　＃1345�
　　　　D 0000�
　　　　D 1000

ボード�
割込処理�

通信応答時間は、図中の①～⑦の時間を加算したものになります。

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令の処理時間 約40～70μ秒 PMCR命令を開始後、送信データを転
送終了するまでの時間

② 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づい
て変換後、外部機器に対して送信開始
するまでの時間

③ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに
ラクタビット数／伝送速度 必要な時間（ただし、送信キャラクタ間

の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2倍で設計してください）

④ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対し
て処理を行い、レスポンスデータの送
信を開始するまでの時間

⑤ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラク

タ間の時間的な空きの存在のため、こ
の計算時間×2～5倍で設計してくださ
い）

⑥ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑦ ボード割り込み処理時間 約50μ秒 コミュニケーションボード側からのレ
スポンス割り込み通知により起動し、
受信データをI/Oメモリに転送し終わる
までの時間

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、最大値はおおよ

そ以下の計算式で求めることができます。

②送信データ変換処理時間=10000μ秒＋１バイト変換時間×変換バイト数

　（１バイト変換時間　無変換=15μ秒、ASCII変換=40μ秒、HEX変換=55μ秒）

⑥受信データ変換処理時間=100μ秒＋１バイト変換時間×変換バイト数

　（１バイト変換時間　無変換=15μ秒、ASCII変換=30μ秒、HEX変換=15μ秒）
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●リンクチャネルエリア使用時の通信応答性能

リンクチャネルエリアを送受信データの格納エリアとして使用した場合のデータの流れ
を以下に示します。

本体 ボード 外部機器�

�

PMCR　＃1456�
　　　　＃ 0000�
　　　　000

送信データ�
通知処理�

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

受信データ�
書込処理�

②�

①�

⑧� ⑦�

③�

⑥�

④�

⑤�

�

OUT�
エリア�

IN�
エリア�

データ要求�

通信応答時間は、図中の①～⑧の時間を加算したものになります。

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令実行通知処理時間 約40μ秒 PMCR命令を開始後、コミュニケー
ションボード側に命令実行を通知し終
わるまでの時間

② 送信データ通知処理時間 最大で1サイクルタイムの時間 コミュニケーションボード側の要求に
基づき、送信データを転送し終わるま
での時間

③ 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づい
て変換後、外部機器に対して送信開始
するまでの時間

④ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに
ラクタビット数／伝送速度 必要な時間（ただし、送信キャラクタ間

の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2倍で設計してください）

⑤ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対し
て処理を行い、レスポンスデータの送
信を開始するまでの時間

⑥ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラク

タ間の時間的な空きの存在のため、こ
の計算時間×2～5倍で設計してくださ
い）

⑦ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑧ 受信データ書込時間 最大で1サイクルタイムの時間 受信データをI/Oメモリに転送し終わる
までの時間

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、最大値はおおよ

そ以下の計算式で求めることができます。

②送信データ変換処理時間=10000μ秒＋１バイト変換時間×変換バイト数

　（１バイト変換時間　無変換=15μ秒、ASCII変換=40μ秒、HEX変換=55μ秒）

⑥受信データ変換処理時間=100μ秒＋１バイト変換時間×変換バイト数

　（１バイト変換時間　無変換=15μ秒、ASCII変換=30μ秒、HEX変換=15μ秒）
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●ダイレクト指定時の通信応答時間

ダイレクト指定を使用した場合のデータの流れを以下に示します。

本体 ボード 外部機器�

PMCR　＃1567�
　　　　＃ 0000�
　　　　000

PMCR�
命令処理�

送信データ�
変換処理�

受信データ�
変換処理�

外部機器�
処理�

②�

①�

⑧� ⑦�

③�

⑥�

④�

⑤�
�

�

I OM

I OM

データ要求�

ダイレクト指定変数分�
②、③を繰り返す�

ダイレクト指定変数分�
⑦、⑧を繰り返す�

送信データ�
通知処理�

受信データ�
書込処理�

通信応答時間は、図中の①～⑧の時間を加算したものになります。②と③については送
信メッセージ、⑦と⑧については受信メッセージのダイレクト指定変数の数だけ繰り返
します。

番号 機　能 所要時間 内　　容

① PMCR命令実行通知処理時間 約40μ秒 PMCR命令を開始後、コミュニケー
ションボード側に命令実行を通知し終
わるまでの時間

② 送信データ通知処理時間 最大で1サイクルタイムの時間 コミュニケーションボード側の要求に基づ
き、送信データを転送し終わるまでの時間

③ 送信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 送信データを指定の変換方式に基づい
て変換後、外部機器に対して送信開始
するまでの時間

④ 送信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 送信データを外部機器に伝送するのに
ラクタビット数／伝送速度 必要な時間（ただし、送信キャラクタ間

の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2倍で設計してください）

⑤ 外部機器処理時間 外部機器の処理に依存 外部機器がPLCからのコマンドに対し
て処理を行い、レスポンスデータの送
信を開始するまでの時間

⑥ 受信データ伝送時間 データキャラクタ数×1キャ 外部機器からの受信データを伝送する
ラクタビット数／伝送速度 のに必要な時間（ただし、受信キャラクタ

間の時間的な空きの存在のため、この計
算時間×2～5倍で設計してください）

⑦ 受信データ変換処理時間 変換バイト数に依存 外部機器からの受信データを指定の変
換方法に基づいて変換するまでの時間

⑧ 受信データ書込時間 最大で1サイクルタイムの時間 受信データをI/Oメモリに転送し終わるまでの
時間

参 考 ②、⑥のデータ変換処理時間は、PLCの動作状態により変化しますが、最大値はおおよ

そ以下の計算式で求めることができます。

②送信データ変換処理時間=10000μ秒＋１バイト変換時間×変換バイト数

　（１バイト変換時間　無変換=15μ秒、ASCII変換=40μ秒、HEX変換=55μ秒）

⑥受信データ変換処理時間=100μ秒＋１バイト変換時間×変換バイト数

　（１バイト変換時間　無変換=15μ秒、ASCII変換=30μ秒、HEX変換=15μ秒）
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●1：Ｎ接続時のオーバーヘッド

リンクチャネルエリア、ダイレクト指定エリアを使用する場合は、毎ステップ毎にPLC

本体から送信データを転送するため、実際にデータが送信されるまでには、以下の時間
がかかることになります。

・リンクチャネルエリアを使用する場合　図（リンクチャネル）中②＋③の時間

・ダイレクト指定を使用する場合　　　　図（ダイレクト指定）中②＋③の時間

なお、イベント（オペランド指定）エリアを使用する場合は、PLC本体から送信データを
転送するのはシーケンスの先頭のだけです、これらの時間はかかりません。
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付－8 性能（サイクルタイム）

シリアルコミュニケーションボード／ユニットでプロトコルマクロ機能を使用する場合、
CS/CJシリーズ CPUユニットのサイクルタイムが以下の範囲で変動することがありま
す。

サイクルタイムを一定にするには、CS/CJシリーズ CPUユニットのサイクルタイム一定
化機能を使用し、サイクルタイムの変動最大値を考慮した値をサイクルタイム一定時間
に設定してください。

●シリアルコミュニケーションボードの場合

変動最小値＝0.25ms（共通処理時間）

変動最大値＝0.25ms＋0.001ms×データ送受信最大CH数（0～500CH）＋1.3ms

●シリアルコミュニケーションユニットの場合

変動最小値＝0.25ms（共通処理時間）
（ユニット1台あたり）

変動最大値＝0.25ms＋0.001ms×データ送受信最大CH数（0～500CH）
（ユニット1台あたり）
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付－9 ケーブルの作成

RS-232Cケーブルを作成する場合は、次の手順でコネクタ配線を行ってください。

■ケーブル処理（シールド線をFGに接続する側）

各処理における長さは下図を参考にしてください。

1 ケーブルを必要な長さに切断します。

2 カミソリを用いてシースをむきます。
このときシールド線（編組）を傷付けないように注意してください。

25mm (RS-422)�
40mm(RS-232C)

3 ハサミを用いてシールド線を切断します。

10mm

4 ストリッパを用いて各線の芯線をむきます。

5mm

5 シールド線を折り返します。

6 シールド線の折り返しの上からアルミ箔テープを巻き付けます。

アルミ箔テープ�
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■ハンダ付け

1 各線に熱収縮チューブを通します。

2 各線およびコネクタ端子に予備ハンダをします。

3 各線のハンダ付けをします。

ハンダごて�

1mm�

�

熱収縮チューブ�

 ヒシチューブF�

 内径  1.5, r=10

4 熱収縮チューブをハンダ部まで戻し、ジェッタでチューブを加熱して収縮させま
す。

熱収縮チューブ�

■フードの組み立て

コネクタフードを組み立てます。

●CS/CJシリーズの場合

アルミ箔テープ�

アースプレート�

FGに接続する側� FGに接続しない側�

●SYSMACαの場合

アルミ箔テープ�

FGに接続する側� FGに接続しない側�
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